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は

し

カ

き

本
学
会
の
第
四
回
大
会
は

一
九
九
二
年

一
二
月
五
日

（
土
）
に
東
京

・
日
本
大
学
会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
」
で
あ

っ
た
。
財
政
学
か
ら
内
山
昭
会
員
、
税
務
会
計
学
か
ら

畑
山
紀
会
員
、
税
法
学
か
ら
田
中
治
会
員
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
提
起
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
個
別
報
告
と
し
て
石
村
耕
治
会
員
か
ら

「
納
税
者
番
号
制
と
人
権
」
、
川
瀬
光
義
会
員

か
ら

「
台
湾
の
土
地
増
値
税
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」
、
高
井
家
治
会
員
か
ら

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・ベ
ー
ス
課
税
と
価
値

生
産
所
得
課
税
の
提
唱
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

直
接
税
の
課
税
の
あ
り
方
と
し
て
財
産
課
税
の
あ
り
方
が
現
代
社
会
に
お
い
て
と
り
わ
け
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
問
題
は
、
そ
の
一
環
で
あ
る
。
本
号
は
、
以
上
の
第
四
回
大
会
の
成
果
を
収
録
す
る
も
の

で
あ
る
。

「書
評
」
を
小
山
廣
和
会
員
、
「
随
想
」
を
鷲
見
友
好
、
安
藤
実
の
両
会
員
に
お
願
い
し
た
。

産
　
　
所
得
税
の
大
幅
減
税
を
口
実
と
し
て
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
論
が
昨
今
主
張
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
消
費
税
の

に
　
税
率
引
上
げ
論
の
真
の
背
景
と

「
本
質
」
を
洞
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
三
年

一
一
月

日
本
租
税
理
論
学
会
事
務
局
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番
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導
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―
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治
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台
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司
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・
小
山
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・

鷲
見
友
好
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川
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光
義

・
井
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久
爾

・
高
井
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治

・

谷
山
治
雄

Ⅲ
　
書
評

・
随
想

〔書
　
評
〕
三
木
義

一
著

『
現
代
税
法
と
人
権
』

〔随
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こ
と

〔随
想
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〕
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改
革
」
ば
や
り
、
七
つ
の
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間

日
本
和
税
理
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学
会
規
約

日
本
和
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理
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学
会
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川
瀬
　
光
義

高
井
　
家
治

小
山
　
廣
和
　
２３３

鷲
見
　
友
好
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２５８ 204 181    164





シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税〔

一
九
九
二
年
一
二
月
五
日
第
四
回
大
会

・
日
本
大
学
〕





11  1 法人のキャピタルゲインヘの独立課税

内
　
山

　

　

昭

（
九
州
国
際
大
学
）

は
じ
め
に

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
、
今
日
の
経
済
に
お
け
る
致
富
の
基
本
源
泉
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
般
に
資
産
価
値
の

増
価
な
い
し
値
上
が
り
益
を
指
し
、
現
代
資
本
主
義
に
お
い
て
そ
の
主
要
形
態
は
、
株
式

・
土
地
と
い
う
擬
制
資
本
の

増
価
で
あ
る
。
小
論
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
諸
形
態
の
う
ち
、
法
人
が
株
式
を
通
じ
て
獲
得
す
る
ゲ
イ
ン

（法
人
所

有
の
株
式
、
エ
ク
ィ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
場
合
）
へ
の
課
税
問
題
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
こ
こ
に
は
当
然
、

株
価
に
あ
ら
わ
れ
る
土
地
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
法
人
が
所
有
す
る
土
地
自
体
の
そ
れ
は
、
さ

し
あ
た
っ
て
分
析
の
対
象
外
に
お
か
れ
る
。

株
式
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
獲
得
す
る
主
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
個
人
と
法
人
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ピ
タ

法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
独
立
課
税

―
租
税
論
か
ら
の
問
題
提
起
―
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ル
グ
イ
ン
課
税
問
題
と
い
う
と
、
個
人
の
そ
れ
が
主
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
法
人
の
そ
れ
が
焦
点
に
な
る
こ
と
は
少
な
か

０

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
成
熟
し
た
資
本
主
義
、
と
り
わ
け
日
本
の
よ
う
に
株
式
所
有
の
法
人
化
、
法
人
間
の
株
式
相
互

持
ち
合
い
が
進
展
し
て
く
る
と
、
法
人
が
獲
得
す
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
課
税
問
題
の
重
要
性
は
き

わ

め
て
高

い
。
小
論
で
は
、
個
人
へ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
と
の
整
合
性
を
ふ
ま
え
て
、
法
人
に
た
い
す
る
固
有
の
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
に
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
、
根
拠
を
も
つ
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
課
税
方
式
が
考
え
ら
れ
る
か
を
検

討
す
る
。

一
　

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
に
お
け
る
個
人
と
法
人

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
主
要
形
態
は
、
擬
制
資
本
の
増
価
、
す
な
わ
ち
株
式
な
ど
の
有
価

証
券
や
土
地
の
増
価
な
い
し
値
上
が
り
益
で
あ
る
。
法
人
の
土
地
所
有
が
進
行
し
て
い
る
日
本
な
ど
の
諸
国
で
は
、
地

価
上
昇
つ
ま
り
土
地
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
株
式
価
格
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
広
範
に
な
ら
れ
る
。
こ
れ
を

ふ
ま
え
て
株
式
、
土
地
に
か
か
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
個
人
、
法
人
と
い
う
所
有
主
体
別
に
分
類
す
る
と
、
六
つ
の

主
要
な
存
在
形
態
が
得
ら
れ
る
。

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
実
現
さ
れ
よ
う
と
未
実
現
で
あ
ろ
う
と
、
資
産
元
本
の
増
価
あ
る
い
は
経
済
的
力
能
の
増
大

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
実
現
時
に
、
未
実
現
の
そ
れ
へ
の
課
税
分
を
税
額
控
除
す
れ

ば
、
二
重
課
税
を
回
避
で
き
る
し
、課
税
を
理
由
と
し
た
売
り
急
ぎ
や
売
却
の
延
期
は
起
こ
ら
な
い
。
原
理
的
に

「
凍
結
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効
果
」
（■
８
Ｆ
二．●
Ｕ
〓
８
雰
）
の
問
題
を
克
服
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
人
、

法
人
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
実
現
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
課
税
対
象
と
す

べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。

わ
が
国
の
株
式
上
場
会
社

（外
国
会
社
を
の
ぞ
く
）
は
、　
一
九
九
二
年
三
月
末
現
在

二
、　
一
〇
六
社
、
総
株
式
数
は
三
、
四
三
六
億
株
、
単
位
数
ベ
ー
ス

（
一
九
八
五
年
よ
り

実
施
）
で
四
億
〇
、
五
七
七
万
単
位
で
あ
る
。
単
位
数
以
上
を
所
有
し
て
い
る
総
株
主

数

（延
べ
人
数
）
は
二
、
七
二
五
万
人
で
、
こ
の
う
ち
個
人
が
約
二
、
六
〇
〇
万
人
、

事
業
法
人
八
三
万
社
、
外
国
人

（
個
人
、
法
人
の
合
計
）

一
九

・
六
万
人
と
な
っ
て
い

る
。
延
べ
人
員
で
み
た
個
人
株
主
数
二
、
六
〇
〇
万
人
余
に
つ
い
て
、
全
国
証
券
取
引

所
協
議
会
は
、
「
平
成
三
年
度
証
券
貯
蓄
の
調
査
ン
ポ
ー
ト
」
（証
券
広
報
セ
ン
タ
ー
）
に

も
と
づ
い
て
、
実
個
人
株
主
数
は
約
九
八

一
万
人
で
あ
る
と
推
計
し
て
い
る
。

九
八
〇
万
人
余
の
個
人
株
主
が
所
有
す
る
株
式
の
ウ
エ
イ
ト
は
、　
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
来
、
単
位
株
式
数
ベ
ー
ス

で
二
二
～
二
三
％

（
一
九
九
二
年
三
月
末
、
二
三
・
二
％
）
、
市
場
価
格
ベ
ー
ス
で
二
〇
％
程
度

（同
、
二
〇
・
三
％
）
で
あ

る
。
個
人
が
獲
得
す
る
ゲ
イ
ン
も
、
ほ
ぼ
こ
の
数
値
に
照
応
す
る
と
推
定
し
て
大
過
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告

（
一
九
四
九
年
）
は
、
精
緻
な
平
均
化
措
置
と
と
も
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
全

額
総
合
課
税
を
日
本
政
府
に
勧
告
し
、
そ
れ
は
実
施
に
移
さ
れ
た
。
し
か
し
、　
一
九
五
三
年
の
改
正
で
有
価
証
券
の
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
、
資
本
市
場
の
育
成
を
理
由
に
非
課
税
に
な
っ
た
。　
一
九
六

一
年
の
改
正
で
、
大
口
か
つ
継
続
的

表1 キャピタルゲインの存在形態

※ 現在および将来の企業利潤を反映する。



14

取
引
に
も
と
づ
く
株
式
譲
渡
益
＝
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
課
税
対
象
に
さ
れ
た
と
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
建
前
上

の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
株
式
譲
渡
益
は

一
九
八
八
年
の
抜
本
的
税
制
改
革
ま
で
、
事
実
上
非
課
税
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

「
一
九
八
七
―
八
八
年
税
制
改
革
」
に
お
い
て
、
個
人
に
か
か
る
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
原
則
課
税
と
な

っ
た
。
そ
の
方
式
は
申
告
分
離
課
税

（
一
律
二
六
％
、
う
ち
地
方
税
分
六
％
）
を
本
則
と
す
る
が
、
証
券
業
者
に
た
い
し
て

か
、
ま
た
は
証
券
業
者
等

へ
の
委
託
に
よ
る
株
式
等
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

後
者
の
方
式
は
譲
渡
価
額
の
五
％

（転
換
社
債
等
は
二
・
五
％
、
信
用
取
引
は
差
益
）
相
当
額
を
譲
渡
益
と
み
な

し
、
二

〇
％
の
税
率

つ
ま
り
譲
渡
価
額
の
一
％
を
源
泉
徴
収
す
る
。
譲
渡
益
を
売
上
代
金
の
五
％
と
み
な
す
の
は
、
実
際
の
水

準
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
。
ま
た
こ
の
方
式
を
選
択
し
た
場
合
、
本
人
確
認
お
よ
び
支
払
調
書
の
提
出

は
不
要
で
あ
り
、
税
務
当
局
は
取
引
に
要
し
た
資
金
源
把
握
の
手
段
を
自
ら
失
な
う
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
た
め
申
告

分
離
方
式
の
選
択
者
は
、　
一
部
の
場
合
た
と
え
ば
非
上
場
株
式
の
譲
渡
益
を
受
け
た
も
の
、
譲
渡
損
を
生
じ
た
も
の
な

ど
に
限
ら
れ
、
源
泉
分
離
方
式
の
選
択
者
が
大
部
分
を
占
め
る
結
果
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

「
八
七
―
八
八
改
革
」
に
お
け
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
が
不
十
分
、
不
徹
底
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
論
者
に

お
い
て
異
論
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
や
む
を
え
な
い
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
と
そ
う
で
は
な
く
て
よ
り
合
理
的
な

課
税
方
式
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
に
、　
そ
の
評
価
は
分
か
れ
る
。　
八
田
達
夫
教
授

（大
阪
大
学
）
は
、
有
価
証
券
の

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
資
産
所
得
税
全
体
の
改
革
の
一
環
に
位
置
づ
け
、
課
税
の
徹
底
を
主
張
す
る
代
表
的
論
者
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で
あ
る
。

同
教
授
は
ま
ず
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
は
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
で
あ
る

「
増
価
税
」
と
実
現
時

課
税
の

「
譲
渡
益
税
」
の
二
つ
か
ら
成
り
、
本
来
は
資
産
を
売
却
す
る
以
前
で
も
値
上
が
り
益
が
発
生
し

た
時
点

で

「
増
価
税
」
を
課
税
す
べ
き
だ
と
す
る
。
し
か
し
納
税
の
さ
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
売
却
以
前

に
値
上
が
り
益
税
を
か
け
る
の
は
現
実
的
に
難
し
い
。
資
産
を
分
割
し
て
そ
の
一
部
を
売
却
せ
ね
ば
税
を
払
え
な
い
と

い
う
事
態
が
発
生
し
う
る
が
、
資
産
分
割
は
多
く
の
場
合
そ
う
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
値
上
が
り

益
が
発
生
し
た
年
に
課
税
せ
ず
、
実
際
に
売
却
し
た
時
点
で

「
売
却
益
税
」

（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
に
た
い
す
る
損
失
相
殺
を

認
め
る
）
を
か
け
る
他
は
な
い
と
す
る
。　
こ
の
場
合
売
却
し
な
け
れ
ば
徴
税
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、　
こ
れ
に
た
い

し
て
は
、
死
亡
あ
る
い
は
贈
与
時
点
で
ゲ
イ
ン
が
実
現
さ
れ
た
と
み
な
し
て
課
税
し
、
相
続
税
や
贈
与
税
は
、
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
税
を
支
払

っ
た
後
の
資
産
に
課
税
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
、
八
田
教
授
が
主
張
す
る
の
が

「
ス
ー
パ
ー
マ
ル
優
付
き

一
律
分
離

課
税
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
源
泉

一
律
分
離
課
税
と
低
所
得
者
の
た
め
の
申
告
総
合
課
税
と
の
選
択
制
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
前
者

は
年
々
の
全
金
融
資
産
所
得
に
一
律
二
〇
％
課
税
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で
、
値
上
が
り
益
に
た
い
し
て

「
実
効

税
率
二
〇
％
で
の
源
泉
分
離
課
税
」
、
つ
ま
り
実
効
税
率
が
二
〇
％
に
な
る
よ
う
に
売
却
時
に
保
有
期
間
と
売
却
益
率
に

応
じ
た
譲
渡
益
税
を
、
証
券
会
社
が
源
泉
徴
収
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
毎
年
支
払
わ
れ
る
べ
き
増
価
税

を
資
産
売
却
時
ま
で
利
子
付
き
で
延
納
す
る
制
度
と
同
じ
と
な
る
。
た
と
え
ば
二
〇
％
の
利
子
税
率
と
中
立
的
な
譲
渡

益
税
率
は
、
七
年
間
保
有
し
た
株
式
の
譲
渡
益
が
五
倍
の
と
き
三
三

・
二
％
に
な
る
。
（表
２
、
八
田
著

『直
接
税
改
革
』



(%)
表 2 20%利子税率と中立的な譲渡益税率

税率=1∞ X〔 G+1-{0.8・ (G+1)1/t+0.2}t〕 /G
ただし, tは期間 (単位 :年)で Gは売却益/元金。

〔出所〕八日達夫『直接税改革』(1988年 )96頁。

一
九
八
八
年
、
九
二
～
九
七
頁
）

こ
の
工
夫
は
、
課

税

に
よ
る

「
凍
結
効

果
」

（ｒ
８
澪
二
．●
Ｕ
〓
８

∽̈
）
を
取
り
除
く
こ
と
を
可
能

に
す
る
。
売
却
益
税
率
と
利
子
税
率
が
等

し

い
場

合
、利
子
税
率
と
増
価
の
実
効
税
率
は
均
衡
し
な
い
。

資
産
を
長
く
も
て
ば
も
つ
ほ
ど
増
価
＝
値
上
が
り
益

の
実
効
税
率
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
は

有
価
証
券
を
売
り
渋
ら
せ
る
効

果

を
も
つ
。
し
か

し
、
保
有
期
間
に
関
係
な
く
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に

た
い
す
る
実
効
税
率
を

一
定
に
す
る

「
売
却
時
中
立

課
税
方
式
」
（八
田
教
授
）
の
下
で
は
、
譲
渡
益
と
利

子
所
得
に
た
い
す
る
課
税
方
法
が
実
質
的
に
同
じ
に

０

な
る
た
め
、
凍
結
効
果
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
は
社
会
的
弱
者
に
た
い
す
る
配
慮

と

し

て
、
所
得
税
率
二
〇
％
未
満
の
低
所
得
者
が
確
定
申

告
に
よ
っ
て
総
合
課
税
を
選
択
で
き
、
源
泉
徴
収
税

を
還
付
す
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
場
合
、
申
告
を
容
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易
に
す
る
た
め
に
、
ご
く
簡
単
な
申
告
書
が
用
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

一
方
で
は
所
得
税
率
二
〇
％

以
下
の
所
得
層
は
、
実
質
的
に
総
合
課
税
と
な
る
が
、
高
額
所
得
層
で
は
労
働

（
給
与
）
所
得
税
率
の
方
が
資
産
所
得

の
税
率
よ
り
高
く
な
る
。

課
税
の
実
効
性
を
保
障
す
る
の
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
正
確
な
捕
捉
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
納
税
者
番
号

の
導
入
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
。
こ
の
番
号
に
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
た
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
が
、

同
教
授
が
さ
し
あ
た
っ
て
提
案
し
て
い
る
の
は

「
資
産
取
引
者
番
号
」
で
あ

っ
て
、
労
働
所
得
を
も
対
象

と
す

る
番

号
、
い
わ
ゆ
る

「
国
民
総
背
番
号
」
制
は
当
分
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
納
税
者
番
号
が
口
座
開
設

時
に
登
録
さ
れ
、
証
券
会
社
本
店
は
デ
ー
タ
を
二
～
三
日
お
き
に
国
税
庁
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

八
田
教
授
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
論
の
首
尾

一
貫
性
、
徴
税
技
術
上
の
困
難
の
解
決
、
明
解
な
凍
結
効
果
回
避

の
論
理
に
た
い
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
現
、
未
実
現
両
様
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
視

野
に
入
れ
た
課
税
方
式
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
い
ま
だ
未
成
熟
で
あ
る
と
は
い
え
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
＝
譲
渡

益
税
を
個
人
だ
け
で
な
く
、
法
人
所
有
の
株
式
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
と
し
て
い
る
点
に
、
私
は
と
く
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
教
授
の
展
開
の
根
底
に
あ
る
所
得
課
税
論
に
同
意
で
き
な
い
。
そ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
、
法
人
擬
制
説
的
法
人
税
論
を
前
提
と
し
た
個
人
所
得
税
中
心
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
次
の
叙
述
に

明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「株
の
値
上
が
り
益
は
、
配
当
さ
れ
た
残
り
の
内
部
留
保
を
反
映
し
て
い
る
。　
…
…
し
た
が

っ
て
、
値
上
が
り
益
に
直
接
課
税
で
き
な
い
な
ら
ば
、
内
部
留
保
に
課
税
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
…
…
元
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来
は
値
上
が
り
益
に
課
税
す
べ
き
こ
と
を
、
間
接
的
に
法
人
税
で
課
税
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
増

つ

価
税
な
い
し
譲
渡
益
税
を
新
設
し
て
も
、
法
人
税
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
な
ら
ば
、
二
重
課
税
と
な
る‐
」
。
こ
れ

は

結
局
の
と
こ
ろ
、
理
論
的
に
は
法
人
税
廃
上
論
、
現
実
的
に
は
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
論
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
勧
告
が
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
の
全
額
課
税
を
含
む
総
合
所
得
税
を
強
調
し
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
八
田
教
授
は
そ
れ
に
否
定
的
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
教
授
は

「
私
自
身
は
所
得
税
中
心
主
義
で
は
あ
る
が
、
総
合
所
得
税
案
は
と
ら
ず
、
労
働
所
得
税
の
税
率
と

資
産
所
得
税
の
税
率
が
異
な
っ
て
も
よ
い
」
（八
日
、
前
出
書
九
〇
頁
）
と
明
言
し
、
分
類
所
得
税
と
そ
の
も
と
で
の
累
進

課
税
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
巨
大
株
式
会
社
の
実
態
、
と
り
わ
け
日
本
の
そ
れ
を
考
え
る
と
、
擬
制
説
的
理

論
構
成
は
説
得
力
を
欠
く
。
現
代
の
株
式
会
社
は
強
固
な
実
体
的
基
礎
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
法
人
税
や
独
立

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
　
法
人
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
独
立
課
税
の
根
拠

法
人
に
お
け
る
有
価
証
券
譲
渡
益
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
従
来
よ
り
損
益
通
算
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
課
税
対
象

と
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
譲
渡
益
を
加
え
て
も
赤
字
決
算
と
な
る
法
人
企
業
は
、
結
果
的
に
譲
渡
益

課

税

を
免
れ

る
。
し
か
も
こ
の
赤
字
法
人
は
、
企
業
数
で
み
て
全
体

の
半
分

（
一
九
九
〇
年
度
、
一
〇
〇

・
五
万
社
、
四
八
・
四
％
）
近
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図 1 所有者別持株比率の推移

1固   人

％
７０ い

と
い
う
多
数
に
の
ぼ
る
。
さ
ら
に
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
課
税
対
象
外
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
独
自
課
税
を
構
想
す

る
。
以
下
、
株
式
の
そ
れ
を
主
と
し
て
検
討
す
る
が
、
株
式
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
は
、
概
ね
有
価
証
券

一
般
に
つ
い
て

同
様
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

独
自
課
税
論
の
根
拠
は
、
ま
ず
株
式
所
有

の
法
人
化
が
著
し
く
進
行
し
、
法
人
企
業
が

株
式
の
圧
倒
的
部
分
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
株
式
所
有
の
法
人
化
と
は
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
や
事
業
法
人
が
株
式
を
所

有
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
は

日
本
で
は
、　
一
九
四
九
年
の
証
券
取
引
所
の

再
開
直
後
か
ら
は
じ
ま
り
、　
一
九
五
〇
年
代

お
よ
び

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
急
速
に
進
行
し
た
。
金

融
機

関

（除
投
資
信
託
）
と
事
業
法
人
等
の
持
株
比
率

（株
式
数
）
は
、　
一
九
六
八
年
に
五
〇
％
を
こ

え

（前
者
三
〇

・
三
％
、
後
者

二

一
・
四

′・
・́‐・ ‐・ヽ._

事業法人事

外 国 人

30    35    40    45    50     55
年度

〔注〕
響黎T『

度以降は、単位数ベース。金融機関は投資信託

〔出所〕
含昆弘肇1尋勇

所協議会『平成三年度株式分布状況調査』
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％
、
計
五

一
・
七
％
）
、　
一
九
七
二
年
以
降
は
六
〇
％
以
上

（
三
三

・
八
％
、　
二
六

・
六
％
、
計
六
〇

・
四
％
）
と
な

っ
た
。
八
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
は
ほ
ぼ
六
六
～
六
七
％

（前
者
四

一
～
四
二
％
、
後
者
二
五
％
前
後
）
で
安
定
的
に

推
移
し
て
い
る
。
（図
１
参
照
）

市
場
価
格
ベ
ー
ス
で
み
る
と
法
人
の
株
式
所
有
の
比
率
は
、
さ
ら
に
二
～
三
％
高
く
、
金
融
機
関
と
事
業
法
人
等
の

合
計
は
六
九
～
七
〇
％
に
達
す
る
。
金
融
機
関
の
ウ
エ
イ
ト
は
む
し
ろ
二
～
二

・
五
％
低
い
の
で
あ
る
が
、
事
業
法
人

等
の
そ
れ
が
四
～
四

・
五
％
も
高
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
事
業
法
人
が
大
体
に
お
い
て
株
価
の
高
い
株
式
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
株
式
は
、
数
量
で
約
三
分
の
二
、
市
場
価

格
ベ
ー
ス
で
七
〇
％
近
く
を
法
人
企
業
が
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（表
３
参
照
）

法
人
の
株
式
所
有
に
は
機
関
投
資
家
の
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
法
人
所
有
と
い
う
場
合
こ
れ
を
除
く
必

要
が
あ
る
。
奥
村
宏
教
授
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
投
資
信
託
、
特
定
運
用
金
銭
信
託
、
フ
ァ
ン
ド
ト
ラ
ス
ト
や
年
金
基
金

の
所
有
分
な
ど
の
機
関
所
有
は
一
〇
％
未
満
だ
と
い
う
。
同
教
授
は
ま
た
、
日
本
の
生
命
保
険
会
社
や
損
害
保
険
会
社

（
一
九
九
一
年
の
持
株
比
率

〓
千

二
％
、
四
・
〇
％
）
は
実
質
的
に
機
関
投
資
家
と
言
え
ず
、
法
人
所
有
の
性
格

が
強

い

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
は
ち
が

っ
て
株
式
の
値
上
が
り
益
が
社
内
に

″
含
み
益
″
と
し

て
蓄
積
さ
れ
、
保
険
契
約
者
に
ほ
と
ん
ど
還
元
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
法
人
企
業
と
同
じ
よ
う
に
安
定

株
主
と
し
て
所
有
し
て
い
る
株
式
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

（奥
村
宏

『法
人
資
本
主
義
―

「会
社
本
位
」
の
体
系
』
一
九
八
四

年
、
五
六
頁
）

他
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
法
人
が
、
持
株
比
率
に
は
ぼ
照
応
し
て
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
占
め
る
割
合
は
相
対
的
に
小
さ
い
。　
一
九
九

一
年
に
株
式

の
売
り
は
八

一
五
億
株
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
う
ち
事
業
法
人
等
、
銀
行
、
生

・
損
保
合
計
の
売
り
は
約
二
三
四
億
株
、

全
体
の
四

一
・
〇
％
で
あ
り
、
事
業
法
人
等
だ
け
で
み
る
と
、
九

・
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
市
場
価
格
ベ
ー
ス
の
持
株
比

率
六
六
％
、
二
九

・
〇
％
と
比
較
し
て
か
な
り
低
い
数
値
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
人
の
売
り
の
ウ
エ
イ
ト
が
二

二

・
九
％

（
一
九
九
〇
年
は
二
四
・
七
％
）
と
持
株
比
率
二
〇

上
二
％

（市
場
価
格
ベ
ー
ス
、　
一
九
九
〇
年
は
二
〇
・
四
％
）
よ

り
二
・六
％

（同
四
・
三
％
）
も
高
い
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。　
こ
の
こ
と
は
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
に
お
い

て
、
未
実
現
の
そ
れ
へ
の
課
税
問
題
の
重
要
性
が
よ
り
高
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

つ
い
で
今
日
の
法
人
が
実
体
的
基
礎
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
は
独
立
課
税
論
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
。
現
代
の

株
式
会
社
と
そ
の
利
潤
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
、
つ
ま
り
法
人
擬
制
説
、
実
在
説
の
い
ず
れ
の
立

場

に
立

つ

か
、
そ
し
て
法
人
税
の
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
決
着
は

形
式
論
理
的
に
難
し
い
面
が
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
独
立
課
税
の
構
想
は
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
人
企

業
が
大
量
の
株
式
を
保
有
し
て
巨
額
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
獲
得
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
実
体
的
存
在

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二
十
世
紀
後
半
段
階
の
日
本
企
業
や
経
済
体
制
に
つ
い
て
の
主
な
理
論
は
、
大
企
業
実
在
論
で
は
ぼ

一
致

し
て

お

り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
理
論
を
構
成
し
て
い
る
。　
奥
村
宏
氏
の
法
人
資
本
主
義
論

（『法
人
資
本
主
義
―

「会
社
本
位
」

の
体
系
』
一
九
八
四
年
）
、
松
本
厚
治
氏
の
企
業

（資
本
）
主
義
論

（『企
業
主
義
の
興
隆
』
一
九
八
三
年
）
、宮
崎
義

一
氏
の
コ

ー
ボ
レ
イ
ト

・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
論

（『現
代
企
業
論
入
門
』
一
九
八
五
年
）
、
東
大
社
研
グ
ル
ー
プ
の
会
社

（資
本
）
主
義
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論

（『
現
代
日
本
社
会
』
全
七
巻
、　
一
九
九
一
～
九
二
年
、
馬
場
宏
二
、
橋
本
寿
朗
、
柴
垣
和
夫
、
渡
辺
治
な
ど
の
各
氏
）
が
そ
れ
で

③

あ
る
。
そ
の
実
体
的
基
礎
は
以
下
の
諸
点
に
見
い
出
さ
れ
る
。

第

一
点
は
、
企
業
経
営
の
支
配
権
が
個
人
株
主
で
は
な
く
経
営
管
理
層
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
バ
ー
リ
ー
＝
ミ
ー
ン
ズ
の
研
究

（へ
↓

，
①
〓
ａ
ｏ
８

ｏ
ｏ
む
ｏ
８
〓
ｏ
●
”
●
０
「
〓
く
洋
ｏ

「
８
り
ｏ
■
く
、

ぉ
∞
Ｎ
）

以
来
、
企
業
の
所
有
と
経
営

・
支
配
の
分
離
と
し
て
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
大
企
業
で
は
、
個
々
の
株
主
の

持
分
比
率
は
小
さ
く
分
散
し
て
お
り
、
多
く
の
場
合
企
業
経
営
を
左
右
で
き
る
よ
う
な
個
人
大
株
主
は
存
在
し
な
い
。

他
方
、
企
業
利
潤
の
内
部
留
保
を
中
心
に
交
際
費
や
さ
ま
ざ
ま
な
フ
リ
ン
ジ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
基
盤
と
し
て
、
経
営
の

支
配
権
は
専
門
的
経
営
者
の
手
に
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
高
度
に
発
展
し
て
い
る
日
本
で
は
、　
一
般
株
主
だ
け
で
な
く

相
当
量
を
保
有
す
る
個
人
株
主
に
し
て
も
、
そ
の
所
有
権
は
事
実
上
配
当
請
求
権
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
法
人
企
業
そ
れ
自
体
が
巨
大
な
純
資
産

（正
味
資
産
）
の
実
質
的
な
所
有
者
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経

済
企
画
庁

『
国
民
経
済
計
算
年
報
』

（
一
九
九
二
年
版
）
に
よ
る
と
、
九
〇
年
末
の
国
富
は
三
、
四
九

一
兆
円
、
こ
の
う

ち
法
人
部
門
の
そ
れ
は
六
八
二
兆
円
、
全
体
の
一
九

・
五
％
を
占
め
る
。
法
人
部
門
の
内
訳
は
非
金
融
法
人
企
業
六
〇

〇

・
五
兆
円
、　
一
七

・
二
％
、
金
融
機
関
八

一
・
七
兆
円
、
二

・
三
％
で
あ
る
。
企
業
部
門
と
り
わ
け
大
企
業
に
集
中

し
て
存
在
す
る
資
産
は
企
業
自
体
に
属
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
た
い
す
る
支
配
権
、
処
分
権
は
経
営
者
層
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
企
業
系
列
、
企
業
集
団
と
い
う
企
業
間
結
合
を
通
じ
て
、
全
面
的
あ
る
い
は
部
分

的
に
他
企
業
に
た
い
す
る
支
配
権
を
も
っ
て
い
る
。
系
列
は
子
会
社
、
関
連
会
社
へ
の
役
員
派
遣
や
株
式
所
有
を
基
礎
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と
し
た
文
字
通
り
の
支
配
従
属
関
係
で
あ
り
、
企
業
集
団
は
株
式
相
互
持
合
い
の
裏
付
け
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
諸
企
業
が

他
の
企
業
に
た
い
す
る
部
分
的
支
配
関
係
を
有
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
後
者
は
奥
村
宏
氏
に
よ
っ
て

「
多
数
対

一

の
支
配

・
被
支
配
の
構
造
」
ま
た
は

「
多
角
的
相
互
支
配
シ
ス
テ
ム
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
経
営
者
層
の
株
式
所
有
の
ウ
エ
イ
ト
は
そ
れ
は
ど
高
く
な
い
と
し
て
も
、
か
れ
ら
自
身
す
で
に
大
量
の
株

式
所
有
者
に
成
長
し
て
お
り
、
個
人
大
株
主
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
経
営
者
層
が
自

己
所
有
お
よ
び
自
ら
の
支
配
す
る
法
人
の
株
式
所
有
に
よ
っ
て
、
二
重
の
意
味
で
大
株
主
で
あ
る
こ
と
を

示

し
て

い

る
。論

者
の
な
か
に
は
、
新
古
典
派
経
済
学
の
企
業
理
論
に
従

っ
て
経
営
管
理
層
に
よ
る
企
業
支
配
の
現
実
を
認
め
な
が

ら
も
、
企
業
の
内
部
留
保
や
資
産
は
最
終
的
に
個
人
株
主
に
帰
属
す
る
と
の
見
方
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（た
と
え

ば
岩
田
規
久
男

『
ス
ト
ッ
ク
経
済
の
構
造
』
一
九
九
二
年
）。　
し
か
し
こ
の
点
は
、
日
本
の
法
人
企
業
に
つ
い
て
は
と
く
に
、

形
式
的
な
こ
と
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
　
一
律
源
泉
分
離
課
税
と
有
価
証
券
増
価
税

０
　
基
本
的
考
え
方

独
立
税
と
し
て
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
を
提
起
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
考
え
方
を
改
め
て
確
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認
し
て
お
き
た
い
。
第

一
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
資
産
元
本
の
増
価
で
あ
り
、
通
常
の
要
素
所
得
と
は
異
な
る
性
質

を
も
つ
こ
と
を
重
視
し
、
所
得
税
や
法
人
税
と
は
別
個
に
そ
の
課
税
方
式
を
構
想
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
利
子
、
配
当
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
金
融
資
産
か
ら
の
ゲ
イ
ン
で
あ
る
か
ら
、
課
税
の
中
立
性
が
保
持

さ
れ
る
よ
う
に
税
率
や
負
担
の
水
準
が
設
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

個
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
は
国
際
的
に
み
る
と
、
分
離
課
税
方
式
と
所
得
税
シ
ス
テ
ム
で
の
総
合
課
税
方
式

が
あ
る＜
。
前
者
は
そ
の
性
格
上
、
比
例
税
率
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
後
者
で
は
累
進
税
率
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に

配
慮
し
て
、
全
額
課
税
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
税
制
改
革

（
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、

全
額
総
合
課
税
が
実
現
し
た
が
、　
こ
れ
は
限
界
税
率
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

（五
〇
％
↓
二
八
％
）
、　
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
も

そ
れ
ま
で
の
一
四
か
ら
二
段
階

（
一
五
％
、
二
八
％
）
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
法
人
税
は
多
く

の
諸
国
で
比
例
税
率
が

一
般
的
で
あ
り
、
累
進
税
率
が
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
軽
度
で
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

ヘ
の
独
立
課
税
を
導
入
し
て
も
、
税
率
上
の
問
題
点
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
実
現
、
未
実
現
両
様
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。　
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「凍

結
効
果

（
ｒ
８
Ｆ
‥〓

”
蹴
８
雰
）
」
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
し
、　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
そ
の
も
の
お
よ
び
個

人
、
法
人
両
課
税
の
首
尾

一
貫
性
を
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
個
人
、
法
人
と
も
未
実
現

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
実
施
し
て
い
る
国
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
所
得
税
の
総
合
課
税
の
枠
内
で

は
、
そ
れ
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、　
一
律
分
離
課
税
を
採
用
す
れ
ば
、
八
田
教
授
が
主
張
す
る
よ
う
に
売
却

時
中
立
課
税
方
式
に
よ
っ
て
実
質
的
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
り
、
相
続

・
贈
与
時
点
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
実
現
し
た
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と
み
な
し
て
課
税
で
き
る
。
総
合
所
得
税
を
志
向
し
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
が
当
面

一
律
分
離
課
税
を
選
択
せ
ざ
る
を
え

な
い
理
由
の

一
つ
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
人
に
つ
い
て
は
売
却
が
相
対
的
に
少
な
く
、
ま
た
自
然
人
の

よ
う
に
死
亡
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
実
現
し
た
と
み
な
せ
る
機
会
も
そ
れ
だ
け
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
未
実
現
の
そ
れ
へ
の
課
税
問
題
は
、
法
人
に
お
い
て
は
る
か
に
高
い
重
要
性
を
も

つ
て
い
る

の
で
あ

⑨る

。第
三
に
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
そ
れ
自
体
に
課
税
の
必
然
性
が
あ
り
、
し
た
が

っ
て
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を

損
益
通
算
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
事
業
収
益
の
赤
字
ゆ
え
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
が
課
税
を
免
れ
る
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
土
地
、
株
式
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
値
上
が
り
は

将
来
の
収
益
期
待
を
基
礎
と
し
、
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
人
企
業
の
期
待
さ
れ
る
収
益
の
多
く
は
現
在
お
よ
び

将
来
の
政
府
の
財
政
的
諸
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

一
方
で
、
産
業
基
盤
整
備
や
研
究
開
発
投
資
な
ど

は
企
業
活
動
と
直
接
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
他
方
で
は
生
活
環
境
整
備
、
教
育
、
社
会
保
障
に
か
か
わ
る
財
政
的
諸

活
動
は
、
労
働
力
の
育
成
や
維
持
を
通
じ
て
企
業
活
動
を
間
接
的
に
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。　
一
九
八
〇
年
代
こ
そ
、

新
自
由
主
義
的
経
済
思
想
が
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
な
か
で
、
国
家
活
動
の
抑
制
が
追
求
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
今
日
の

政
府
の
経
済
的
活
動
は
広
範
囲
で
、
高
い
水
準
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
法
人

⑩

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
損
益
通
算
に
解
消
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
に
課
税
す
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
個
人
の
場
合
と
同
様
に
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
イ
ン
の
捕
捉
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
の
前
提
条

件

で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
法
人
数
が
個
人
と
比
べ
る
と
き
わ
め
て
少
な
く
、
ま
た
法
人
企
業
の
会
計
記
帳
を
活
用

で
き

る
か
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ら
、
個
人
課
税
に
お
い
て
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
で
あ
る
。
法
人
数
は
、　
一
九
九

一
年
末
現
在
二
〇
七

・
八
万
社
、
そ

の
う
ち
株
式
会
社
は

一
〇
五

・
四
万
社
で
あ
る
。
他
社
の
株
式
を
所
有
す
る
法
人
は
、
延
べ
数
で
一
二

四

・
六
万
社

（
一
九
九
二
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
法
人
は
一
般
に
複
数
の
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
実
数
は
さ
ら
に

少
な
い
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
原
則
と
し
て

一
律
源
泉
分
離
課
税
と
有
価
証
券
増
価
税
を
ワ
ン
セ
ッ
ト

に
し
た
課
税
方
式
の
導
入
を
提
起
し
た
い
。
換
言
す
る
と
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
通
常
の
所
得
税
、
法
人
税
の

枠
内
で
は
な
く
、　
一
種
の
独
立
税
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
に
み
て
も
株
式
所
有
の
法
人
化
が

顕
著
で
、
し
か
も
法
人
企
業
が
強
固
な
実
体
的
基
礎
を
も
つ
日
本
で
は
、
こ
の
方
式
の
有
効
性
、
現
実
性
は
明
ら
か
に

高
い
の
で
あ
る
。

０

　
一
律
源
泉
分
離
課
税

法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
は
、
ま
ず
有
価
証
券
譲
渡
益
を
課
税
標
準
と
し
、
「実
効

税

率

三
〇
％
」
（資
産
所

得
税
率
三
〇
％
の
想
定
の
下
で
）
の
一
律
源
泉
分
離
課
税
と
す
る
。
実
効
税
率
を

一
定
に
す
る
と
い
う
の
は
、
八
田
達

夫
教
授
が

「
売
却
時
中
立
課
税
」
と
呼
ぶ
方
式
で
あ
り
、
保
有
期
間
が
長
い
は
ど
税
率
を
上
昇
さ
せ
て
、
保
有
期
間
に

関
係
な
く
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
た
い
す
る
税
負
担
率
を
同
じ
に
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
別
言
す
る
と
、
毎
年
支
払
わ

れ
る
べ
き
増
価
税
を
資
産
売
却
時
ま
で
利
子
付
き
で
延
納
す
る
制
度
と
同
じ
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
有
価
証
券
譲

渡
益
と
利
子
所
得
に
対
す
る
課
税
方
法
が
実
質
的
に
同
じ
と
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
理
論
上
凍
結
効
果
が
除
去
さ
れ
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る
。
ま
た
税
率
水
準
が
同
じ
に
設
定
さ
れ
れ
ば
、
各

金
融
資
産
の
グ
イ
ン
ヘ
の
税
負
担
は
結
果
的
に
は
ぼ

同
程
度
と
な
る
の
で
あ
る
。

（表
４
参
照
）

エ
ク
ィ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（新
株
発
行
を
伴
う
資

金
調
達
）
と
り
わ
け
時
価
発
行
増
資
に
お
い
て
は
、

額
面
価
格
と
時
価
と
の
差
額
が
創
業
者

利

得

で
あ

り
、
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
な
る
。
転
換
社
債

や
ワ
ラ
ン
ト
債
の
場
合
に
は
、
や
や
複

雑

な
問
題

（
た
と
え
ば
期
間
内
に
株
式
へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ

な
か
っ
た
り
、
新
株
交
付
の
権
利
を
行
使
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
う
る
）
を
含
む
と
は
い
え
、
株
式
へ
の

転
換
や
新
株
交
付
の
時
点
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
エ

ク
ィ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
ひ
ん
ば
ん
に
行
な
わ
れ

た
八
〇
年
代
、
法
人
企
業

は

こ
れ

に
よ
っ
て
巨
額

の
グ
イ
ン
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、

株
価
が
下
落

。
低
迷
し
て
い
る

一
九
九
〇
年
以
降
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
株
価
水
準
が
回
復
す
れ
ば
、
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企
業
の
資
金
調
達
方
法
と
し
て
再
び

一
定
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

法
人
へ
の
独
立
税
で
あ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
は
、
法
人
企
業
の
決
算
状
況
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
課

税

さ

れ

る
。
し
た
が

っ
て
、
赤
字
法
人
に
は
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
、
反
対
に
黒
字
法
人
は
法
人
税
率
と
の
差
額
だ
け
負
担
を

軽
減
さ
れ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
企
業
の
経
営
状
態
が
良
好
な
と
き
、
投
機
以
外
の
目
的
で
株
式
の
売
却
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
ら
、
黒
字
法
人
の
軽
減
額
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
人
企
業
が
株
式
売
却
益
に
よ

っ
て
事
業
の
赤
字
を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
損
失

の
計
上
に
と
り
わ
け
寛
大
な
わ
が
国
の
会
計
制
度
の
も
と
で
は
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。
企
業
は
本
来
、
事
業
活
動

に
よ
っ
て
収
益
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
株
式
投
資
を
投
機
的
に
行
な
う
こ
と
は
決
し
て
健
全
な
姿
で
は
な
い
。
税

制
も
ま
た
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
課
税
を
通
じ
て
、
法
人
の
株
式
投
機
を
抑
制
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
う
べ

き
で
あ
る
。

つ
い
で
わ
れ
わ
れ
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
の
不
安
定
性
な
い
し
変
動
性
の
問
題
に
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。　
一
九
七
〇
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
の
二

一
年
間
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
の
方
が
ゲ
イ
ン
を
上
回
っ
た
の
は
、
計
六
回
あ

っ
た
。　
一
九
七
〇
、
七
四
、
七
五
、
七
七
、
八
二
、
九
〇
の
各
年
で
あ
る
。
九

一
、
九
二
年
も
国
民
経
済
全
体
で
は
マ

イ
ナ
ス
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
年
に
は
税
収
が
大
幅
に
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
他
方
、　
一
九
八
〇
年
代
後

半
の
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期
に
株
式
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が

一
〇
〇
兆
円
を
こ
え
た
年
が
三
回
あ
る
。　
一
九
八
六
年
の

一
二

一
兆
円
、
八
八
年
の
一
七
七
兆
円
、
八
九
年
の
一
九
二
兆
円
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
九
〇
年
に
は
三
〇
六
兆
円

の
ロ
ス
が
生
じ
た
。
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こ
の
よ
う
な
変
動
は
、
激
し
い
株
式
投
機
と
そ
の
不
可
避
的
な
結
果
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
安
定
株
主
と

い
う
株
式
所
有
の
あ
り
方
、
エ
ク
ィ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
資
金
調
達
の
盛
行
、
過
剰
流
動
性
、
税
制
の
あ
り
よ

う
と
い
っ
た
構
造
的
諸
要
因
が
存
在
し
た
。
た
し
か
に
、
株
価
水
準
の
騰
落
に
と
も
な
う
税
収
の
変
動
を
完
全
に
除
去

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
適
切
な
証
券

・
金
融

・
財
政
政
策
が
選
択
さ
れ
れ
ば
、
な
だ
ら
か
な
株
価
上
昇
を

想
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
非
現
実
的
で
は
な
い
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
極
端
に
優
遇
す
る
証
券
税
制
が
、
バ
ブ
ル

経
済
期
の
株
式
投
機
を
促
進
し
た
有
力
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
個
人
、
法
人
へ
の
適
切
か
つ
合
理
的
な

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
は
、
明
ら
か
に
投
機
抑
制
効
果
を
も
つ
と
と
も
に
、
税
収
の
不
安
定
性
に

一
定
の
歯
止
め
を

か
け
う
る
の
で
あ
る
。

０
　
有
価
証
券
増
価
税
と
富
裕
税

（
純
資
産
税
）

実
効
税
率
が

一
定

（
た
と
え
ば
三
〇
％
）
と
な
る
よ
う
な
譲
渡
益
税

（売
却
時
中
立
課
税
）
は
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
課
税
を
含
ん
で
い
る
が
、
法
人
へ
の
課
税
は
こ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
最
大
の

理
由
は
、
有
価
証
券
が
売
却
さ
れ
な
け
れ
ば
、
半
永
久
的
に
課
税
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
事
業
法
人
、
金

融
機
関
を
含
め
て
大
法
人
の
株
式
所
有
の
相
当
部
分
は
、
安
定
株
主
と
し
て
の
所
有
で
あ
る
か
ら
、
売
却
や
譲
渡
の
機

会
は
か
な
り
少
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
配
慮
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
税
と
し
て
有
価
証
券
増
価
税
の
導
入
を
提
起
す
る
。

増
価
税
と
売
却
時
中
立
課
税
の
併
存
は
、
明
ら
か
に
二
重
課
税
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
当
然
の
こ



31  1 法人のキャピタルゲインヘの独立課税

と
な
が
ら
、
譲
渡
益
税
課
税
の
際
、
増
価
税
と
利
子
分
を
税
額
控
除
す
る
。
増
価
税
の
税
率
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
譲
渡

益
税
率
よ
り
か
な
り
低
い
一
〇
％
程
度
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
増
価
税
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
の
問
題
が
あ
り
、
資
産
を
分
割
し
て
そ
の
一
部
を
売
却
し
な
け
れ
ば
税
を
払
え
な
い
こ
と
が
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
将
来
譲
渡
益
税
が
控
え
て
お
り
、
低
税
率
で
あ
っ
て
も
中
立
性
の
保
持
に
影
響
を
与
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
増
価
税
の
存
在
は
、
課
税
の
繰
り
延
べ
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
の

一
つ
と
な
る
か
ら
、
こ
の
点
で
は
税
収
の
安
定
性

に
も
貢
献
し
う
る
。

と
こ
ろ
が
有
価
証
券
の
増
価
の
み
に
課
税
す
る
と
、
他
の
資
産

へ
の
シ
フ
ト
が
生
じ
か
ね
な
い
と
い
う

問
題

が

あ

る
。
つ
ま
り
有
価
証
券
だ
け
で
な
く
、
土
地
建
物
、
貴
石
貴
金
属
、
美
術
品
な
ど
資
産
の
増
価

一
般
に
課
税
し
な
け
れ

ば
、
均
衡
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
富
裕
税
な
い
し
純
資
産
税
の
創
設
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
富

裕
税
の
下
で
は
、
有
価
証
券
増
価
税
は
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
譲
渡
益
課
税

一
般
に
お
い
て
、
有
価
証

券
増
価
税
の
場
合
と
同
様
に
、
富
裕
税
の
税
額
控
除
が
必
要
と
な
る
。

地
価
税

（税
率
〇
・
三
％
、　
一
九
九
三
年
四
月
実
施
）
の
創
設
は
、
税
率
も
低
く
土
地
投
機
の
抑
制
効
果
に
疑
間
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
課
税
方
式
と
し
て
決
し
て
合
理
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
反
面
、
値
上
が
り
の
激
し
い
大

規
模
土
地
所
有
に
た
い
し
て
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
を
要
求
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
増
価
税
の
導
入
は
地
価
税
と
類
似
の
性
質
を
も

っ
て
お
り
、
富
裕
税
創
設
以
前
に
先
行
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。
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０
　
税
収
の
推
計

最
近
に
お
け
る
株
式
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
変
動
が
激
し
か
っ
た
の
で
、
平
均
値
で
税
収
額
の
推
計
を
行
う
。　
一
九

八
六
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
を
控
除
）
は
、
二
六
一
・
九
兆
円
、
年
間

平
均
五
二

・
四
兆
円
で
あ

っ
た
。
九
〇
年

は
ゲ
イ
ン
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
の
で
、
八

五
年
～
八
九
年
の
各
部
門

へ
の
配
分
割
合

の
年
間
平
均
を
と
る
と
、
事
業
法
人

（非

金
融
法
人
企
業
）
四
二

・
一
％
、
金
融
機

関
二
五

・
八
％
、
家
計
（個
人
企
業
を
含
む
）

二
九

・
六
％
で
あ
る
。
五
二

・
四
兆
円
を

こ
の
比
率
で
ふ
り
分
け
る
と
そ
れ
ぞ
れ
、

二
三

二

兆

円
、

一
三

・
五

兆

円
、

一

五

・
五
兆
円
と
な
る
。
（表
５
参
照
）。

税
率
二
〇
％
と
し
て
単
純

計

算

す
「ぶ

と
、
税
収
額
は

一
〇

・
三
二
兆
円
う
ち
法

人
分
は
七

・
一
二
兆
円
で
あ
る
。
実
効
税

(単位 :10億円)

86 87 88 89 1990

121,380

(100.0)

76,048

(100.0)

177,491

(100.0)

193,590

(100.0)

-306,573

※(100.0)

52,476

(43.2)

36,693

(48.2)

66,515

(37.5)

85,653

(44.2)

-106,773

(34.8)

36,910

(30.4)

9,320

(12.3)

56,969

(32.1)

42,769

(22.1)

65,166

(33.7)

-123,059

(40.1)

31,825

(26.2)

22,968

(30.2)

51,293

(28.9)

-76,745

(25.3)
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表 5 株式キャピタルゲインの推計額

85

33,783

(100.0)

12,591

(37.3)

10,826

(32.0)

9,793

(29.0)

キ個人企業を含む  ※合計がマイナスであるため、100分率は参考数値
〔資料〕経済企画庁『国民経済計算年報』1992年版

ストック編の調整勘定資産の株式欄を近似的に実現、未実現のキャビタ
ルゲインとみなした数値である。
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率
二
〇
％
の
売
却
時
中
立
課
税
が
す
で
に

定
着
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
近

い
税
収
を
見
込
め
る
。
し
か
し
、
新
た
に

導
入
す
る
場
合
に
は
、　
一
部
課
税
の
く
り

延
べ
が
あ
る
か
ら
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
個
人
に
つ
い
て
は
、
実
税
収

が
そ
の
八
〇
％
、
法
人
分
に
つ
い
て
五
〇

％
と
し
て
推
計
す
る
と
、
税
収
額
六

・
〇

四
兆
円
、
う
ち
法
人
負
担
は
三

・
五
六
兆

円
と
な
る
。
実
効
税
率
が
三
〇
％
に
な
る

と
単
純
計
算
で

一
五

・
三
三
兆
円
、
う
ち

法
人
分

一
〇

・
六
八
兆
円
、
く
り
延
べ
分

を
想
定
し
た
と
き
に
は
九

・
〇
七
兆
円
、

う
ち
法
人
分
は
五

・
三
五
兆
円
と
推
計
さ

れ
る
。
（表
６
参
照
）

個
人
課
税
で
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

税
率
よ
り
低
い
所
得
税
率
を
適
用
さ
れ
る

1981 82 83 84

合 計

(%)

8,490

(100.0)

-7,033

〉〈|(100.0)

30,184

(100.0)

37,069

(100.0)

うち事業法人

(%)

2,418

(28.5)

-4,961 13,901

(46.1)

16,38C

(44.2)

うち金融機関

(%)

3,502

(41.2)

8,225

(27.2)

12,055

(32.5)

う ち 家 計
キ

(%)

2,570

(30.3)

-2,784 8,057

(26.7)

8,649

(23.3)
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表 6 キャピタルゲイン税の推計

(B) ×  50 %
*1986-90の 平均   **1985-89の 平均

ⅢⅢホこの合計には法人部門、家計以外に、その他が含まれている。

階
層
に
、
差
額
分
の
還
付
制
度
を
設
定
す
る
と
、
税
収

は
数
千
億
円
規
模
で
減
少
す
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
株
式
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
は
控

え
目
に
見
積
っ
て
も
税
率
二
〇
％
で
五
兆
円
以
上
、
う

ち
法
人
分
三
兆
円
以
上
、税
率
三
〇
％
で
八
兆
円
以
上
、

う
ち
法
人
分
五
兆
円
以
上
の
税
収
規
模
と
な
る
。
現
行

の
シ
ス
テ
ム
や
有
価
証
券
取
引
税
に
よ
る
税
収
規
模
を

一
兆
円
程
度
と
み
な
し
て
も
、
四
～
七
兆
円
の
純
増
収

が
見
込
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
成
熟
し
た
資
本
主
義
国
に
お
い
て
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
税
が
基
幹
税
の
一
つ
に
成
長
す
る
可
能
性
を
も
つ

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（う
ち
や
ま
・
あ
き
ら
＝
財
政
学
）

Λ
注
Ｖ

Ｏ
　
日
本
租
税
理
論
学
会
第
四
回
大
会

（
一
九
九
二
年

一

二
月
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
課

税
』
に
お
い
て
行
っ
た
報
告
は
、
『
法
人
の
キ
ャ
ピ

タ

事業法人金融機関
法人部門

計
家 計 合  計

**rpq4z*122. 1兆円 I as.o13.5 15.5 52.4兆円

配  分  害」 合キヤ 42.1% 25.8% 67.9% 2s.6% 
|

100.0%

ャピ タル ゲ ン
4.42ソ ヒ円 2.70 7.12

6.04兆円

10.22ソヒ

2.48ω  ×  80 %

(A)x50% 2.21兆円 1.35 3.56

ャピ タル
6.63兆円 4.05 10.68 4.65 15.33ソ

`円

(B)x80% 3.72

3.32兆円 2.03 5.35

ω
3.10
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ル
ゲ
イ
ン
課
税
論
』
と
題
し
て
、
九
州
国
際
大
学

『
法
経
研
究
』
第
四
巻
二

・
三
合
併
号

（
一
九
九
三
年
三
月
）
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
を

一
部
省
略
、
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
一
九
八
九
年
度
の
日
本
財
政
学
会
第
四
六
回
大
会

（於

¨
香
川
大
学
）
は
、
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
あ
り
方
」
を
共
通

論
題
の
一
つ
に
設
定
し
た
。　
一
定
の
理
由
の
あ
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
も
っ
ば
ら
個
人
の
そ

れ
で
あ
り
、
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

③
　
悲
観
論
の
代
表
的
論
者
の
一
人
で
あ
る
貝
塚
啓
明
教
授
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
が
実
効
性
に
乏
し
く
、
所
得
税
の
ア

キ
ン
ス
腱
で
あ
る
理
由
と
し
て
次
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
「第

一
は
、包
括
的
所
得
税
に
お
い
て
は
元
来
未
実
現
の
資
本
利
得

を
含
め
て
課
税
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
実
現
益
し
か
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
…
…
第
二
の
理
由
は
、

実
現
益
へ
の
課
税
が
資
産
の
凍
結
効
果
を
も
た
ら
し
、
課
税
の
負
担
は
大
き
く
な
い
と
い
う
見
方
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
同
教

授
の
論
文

「
資
産
課
税
の
現
状
と
問
題
点
」
、
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー

『
日
税
研
論
集
』
第

一
〇
号
所
収

（
一
九
八
九
年
）
、

三
〇
頁
。

０
　
八
田
教
授
は
、
『直
接
税
の
改
革
』
（
一
九
八
八
年
）
の
第
八
章
の
付
論
０
に
お
い
て
、
「
総
合
所
得
課
税
を
達
成
さ
せ
る
必
要

が
な
い
。
す
な
わ
ち
労
働
所
得
に
対
す
る
最
高
税
率
よ
り
も
、
資
産
所
得
税
率
の
方
が
低
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」
理
由
を
二
つ

の
方
向
、
「
不
平
等
の
根
源
へ
の
課
税
」
「
消
費
支
出
税
中
心
主
義
と
の
関
連
」
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
同
書

一
〇
二
～

一
〇
八

頁
。

③
　
八
田
達
夫
、
前
出
書
八
二
～
八
三
頁
。
こ
の
よ
う
な
立
論
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
政
策
が
必
然
的
に
導
か
れ
る
。
「預
貯
金

利
子
と
株
式
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
の
公
平
性
と
中
立
性
を
維
持
し
な
が
ら
株
の
譲
渡
益
税
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
平
均
的

株
主
を
対
象
と
し
た
法
人
税
や
有
取
税
の
相
殺
的
減
税
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（同
書
、
八
二
頁
）

⑥
　
拙
稿

「
日
本
の
会
社
主
義
と
企
業
課
税
（上
Ｘ
下
）
」
（九
州
国
際
大
学

『
法
経
研
究
』
五
巻

一
号
、　
お
よ
び
同
二
号
、　
一
九

九
三
年
）
に
お
い
て
、
日
本
の
企
業
と
経
済
体
制
に
関
す
る
主
な
理
論
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
の
主
張
を
展
開
し
て
い

る
０
詳
細
は
、
同
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

０
　
０
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
報
告
書

、ぃ哺
”
ｘ

，
■
ｏ
・
ｏ
（
Ｚ
ｏ
■
■
８
〓
ダ

ｏ
，

，
Ｓ
〕
弓
〓
●
り
８
【
り

，
●
一
０
”
も
〓
”
】
Ｏ
ｐ
●̈
り
ｏ
「
日●
２
・
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く
こ
●
”
】∽
遺
（
８
∞∞
）

に
よ
る
と

一
九
八
六
年
四
月
現
在
加
盟
二
四
カ
国
の
う
ち
分
離
課
税
を
採
用
し
て
い
た
国
は
デ
ン
マ
ー

ク
、
イ
ギ
リ
ス

（
一
九
八
八
年
以
降
、
総
合
課
税
に
移
行
）
な
ど
五
カ
国
、
包
括
的
所
得
税
方
式

三
二
カ
国
で
あ
っ
た
。
同
書

二
六
頁
の
表
に
よ
る
。

③
　
井
上
久
爾
教
授
は
、
未
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
重
要
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
な
悲
観
的
な
見
方
を
述
べ

て
い
る
。
「資
産
評
価
の
技
術
的
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
な
い
限
り
、
未
実
現
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
実
現
は
、
断
念
す

る
ほ
か
な
い
」
「
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
意
義
と
論
拠
」
、
『
税
経
通
信
』
五
九
九
号
、　
一
九
八
九
年
、
六

一
頁
。

③
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
法
人
は
個
人
と
同
様
実
現
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
の
み
課
税
さ
れ
る
。　
一
九
二

一
年
か
ら

一
九
八

六
年
ま
で
の
間
、
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
営
業
利
潤
に
適
用
さ
れ
る
税
率
よ
り
も
低
い
税
率
で
課
税
さ
れ
た
が
、　
一
九
八

七
年
以
降
同
じ
税
率
と
な
っ
た
。
法
人
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
た
い
し
て
の
み
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ロ
ス
を
相
殺
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。　
し
か
し
、
未
実
現
の
ゲ
イ
ン
ヘ
の
課
税
問
題
に
は
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
「
ｏ
ｏ
Ｆ
口

，
Ｐ

，
＞
・
、哺
ａ
・

ｏ
８
】
↓
“
ｘ
”
ｏ
〓
ｏ
Ｆ

望
〓
ｏ，
ヽ

８
∞
が

０
〓
∞
・
邦
訳
、
坂
野
光
俊
監
訳

『
ア
メ
リ
カ
の
租
税
政
策
』
（
一
九
九

一
）

一
〇

四
頁
。

⑩
　
八
田
教
授
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
事
実
上
法
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
損
益
通
算
に
解
消
す
る
こ
と
な
く
独
立
に
課
税

す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
「
二
〇
％
の
売
却
時
中
立
課
税
を
、
法
人
所
有
の
株
を
含
め
て
す
べ
て
の
株
式
譲
渡
益
に
課
税

す
る
」
（前
出
書
、
九
九
頁
）
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
株
式
の
値
上
が
り
益
を
法
人
利
潤
の
内
部
留
保
の
反
映
と
み
な
す
同
教

授
は
、
「
増
価
税
な
い
し
譲
渡
益
税
を
新
設
し
て
も
、
法
人
税
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
な
ら
ば
、　
二
重
課
税
と
な
る
」
と
し

て
い
る
。
（前
出
書
、
八
三
頁
）
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つ

４

税
務
会
計
学
か
ら
の
問
題
提
起

畑
　
山

　

　

紀

（札
幌
学
院
大
学
）

一
　

は
じ

め
に

政
府
税
制
調
査
会

（加
藤
寛
会
長
）
は
、　
一
九
九
二
年

一
一
月
二
四
日
に
総
会
を
開
き
、
二
つ
の
小
委
員
会
報
告
書
を

了
承
し
た
。

利
子

・
株
式
等
譲
渡
益
課
税
小
委
員
会

（貝
塚
啓
明
委
員
長
）
は
、
そ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
利
子
所
得
お
よ
び
株
式

等
譲
渡
益
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
）
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
、
「
所
得
を
税
の
負
担
能
力
を
測
る
尺
度
と
し
て
と
ら
え
、

垂
直
的
公
平
を
重
視
す
る
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
…
…
基
本
的
に
は
総
合
課
税
を
目
指
す
べ
き
」
と
し
な
が
ら
も
、
総

合
課
税
に
移
行
す
る
場
合
に
は
、
名
寄
せ
な
ど
所
得
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
税
務
当
局
や
金
融
機
関
等
に
膨
大
な
事

務
負
担
や
費
用
が
か
か
る
な
ど
と
指
摘
し
、
制
度
の
簡
素
さ
等
か
ら
「現
行
の
分
離
課
税
を
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
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と
し
て
、
当
面
、
現
行
制
度
の
継
続
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
大
口
の
株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
課
税

強
化
の
必
要
性
を
示
唆
し
た
。

一
方
、
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会

（金
子
宏
委
員
長
）
は
、
そ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入

に
つ
き
、

「
所
得
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
資
す
る
の
で
、
…
…
総
合
課
税
の
採
用
を
含
め
、
制
度
の
選
択
の
幅
が

拡
大
す
る
」
な
ど
と
評
価
し
つ
つ
も
、
コ
ス
ト
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
議
論
が
あ
り
、
し
か
も

国
民
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
の
理
由
で
継
続
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
、
導
入
の
是
非
や
時
期
な
ど
の
結
論
を
出
す
の

は
見
送
っ
た
。

こ
れ
ら
の
小
委
員
会
報
告
は
、
周
知
の
と
お
り
、　
一
九
八
八
年

一
二
月
の

「
税
制
抜
本
改
革
」
に
関
す

る

ア

フ
タ

ー

・
ケ
ア
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
当
時
、
最
大
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
消
費
税
の
導
入
に
対
す
る
国
会
内
外
で
の

合
意
を
取
り
付
け
る
上
で
、
不
公
平
税
制
の
是
正
が
不
可
欠
と
さ
れ
、
そ
の
典
型
と
み
ら
れ
て
い
た
有
価
証
券
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
の

「
原
則
非
課
税
」
が

「
全
て
課
税
」
に
改
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、　
一
九
八
九
年
四
月
に
発
足

し
た

「
全
て
課
税
」
の
新
制
度
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
は

「
分
離
課
税
方
式
」
を
基
調
と
す
る
極
め
て

「
欠

陥
」
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。　
そ
う
で
ぁ
る
か
ら
こ
そ
、　
一
九
八
八
年
改
正
所
得
税
法
附
則
第
八

一
条
に
、
「総
合
課

税

へ
の
移
行
問
題
を
含
め
、
利
子
所
得
に
対
す
る
所
得
税
の
課
税
の
在
り
方
の
見
直
し
と
併
せ
て
見
直
し
を
行
う
」
と

規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
利
子
所
得
課
税
の
見
直
し
は
、
現
行
制
度
が
発
足
し
た
八
八
年
四
月
か
ら
五
年
経
過
し

た
時
点
で
行
う
べ
き
こ
と
が
法
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
見
直
し
は
、
九
三
年
度
税

制
改
正
に
あ
た
っ
て
不
可
避
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
な
小
委
員
会
の
意
見
は
、
政
府
税
制
調
査
会
の

「
平
成
五
年
度
の
税
制
改
正
に
関

す
る
答
申
」
（
一
九
九
二
年
一
二
月
一
七
日
）
に
受
け
継
が
れ
、
結
局
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
あ
り
方
を

め
ぐ
る
税
調
審
議
は
、
文
字
ど
お
り
の

「
見
直
し
」
だ
け
に
終
わ
り
、
何
ら
の
具
体
的
改
善
策
を
も
生
み
出
さ
な
か
っ

た
。
消
費
税
の
導
入
に
あ
た
り
必
須
の
条
件
と
さ
れ
た
不
公
平
税
制
の
是
正
、
そ
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
は
ず
の

有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
課
題
は
、
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
は
、
緊
要
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
た
ず
ら
に
先

送
り
す
る
な
ら
、
社
会
的
不
公
正
の
一
要
因
と
し
て
の
欠
陥
税
制
を
結
果
的
に
容
認
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
小
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
の
基
本
的
視
点
を
明

ら
か
に
し
、
次
い
で
、
現
行
制
度
を
構
成
す
る
五
種
類
の
課
税
方
式
―
１
０
申
告
分
離
課
税
、
０
源
泉
分
離
課
税
、
０

分
離
短
期
譲
渡
課
税
、
０
総
合
課
税
、
③
非
課
税
―
―
の
う
ち
、
通
常
の
有
価
証
券
取
引
に
幅
広
く
適
用
さ
れ
る
前
二

者
の
問
題
点
を
整
理
し
、
最
後
に
、
税
務
会
計
学
の
立
場
か
ら
主
と
し
て
課
税
ベ
ー
ス
の
計
算
に
係
わ
る
問
題
に
焦
点

を
当
て
つ
つ
、
こ
の
制
度
の
再
改
草
の
方
向
に
関
す
る
若
干
の
見
解
を
述
べ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度

の
再
改
革

の
基
本
的
視
点

０
　
税
制
の
所
得
再
配
分
機
能
の
強
化
に
資
す
る
再
改
革

近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
昂
進
過
程
で
資
産

・
所
得
格
差
が
著
し
く
拡
大
し
、
そ
の
崩
壊
後
に
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若
千
縮
小
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
バ
ブ
ル
直
前
の
水
準
を
相
当
に
上
回
っ
て
い
る
と
い
欠
。　
一
方
で
は
、
「税
制
抜

本
改
革
」
の
名
の
も
と
に
、
本
質
的
に
大
衆
課
税
の
性
格
を
持
つ
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
高
額
所
得
者
に
偏
在
す
る
資

産
性
所
得
へ
の
課
税
の
空
洞
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。
今
や
、
我
が
国
税
制
の
所
得
再
配
分
機
能
は
、
垂
直
的
公

平
性
の
衰
退
に
よ
り
か
な
り
低
下
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
ン
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
教
授
は
、

「
米
国
経
済
が
抱
え
る
最
も
深
刻
な
問
題
は
貧
富
の
差
の
拡
大
だ
と
思
う
。　
一

九
八
〇
年
代
に
豊
か
な
人
々
が
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
る

一
方
で
、
貧
し
い
人
々
が
さ
ら
に
貧
し
く
な
っ
た
」
と
指
摘
す

る
と
共
に
、　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
減
税
は
効
果
が
あ
ま
り
な
く
、
「
減
税
で
恩
恵
を
受
け
る
富
裕
層
と
貧
困
層
と
の
格

差
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」
と
、
レ
ー
ガ
ン
税
制
改
革
を
批
判
し
て
お
ら
れ
る＜
。

一
九
八
〇
年
代
の
米
国
で
は
、
個
人
の
純
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
つ
い
て
、
八

一
年
経
済
再
建
税
法
に
よ
り
最

高
税
率
が
二
八
％
か
ら
二
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
八
六
年
税
制
改
革
法
に
よ
り
、
四
〇
％
総
合
課
税
か
ら

一
〇
〇
％

総
合
課
税
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
な
い
、
最
高
税
率
が
二
〇
％
か
ら
二
八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
間
、

純
短
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
す
る

一
〇
〇
％
総
合
課
税
は
維
持
さ
れ
た
。

日
米
間
の
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
八
〇
年
代
に
お
け
る
米
国
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度

は
、
総
合
課
税
を
貫
徹
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
低
税
率
の
分
離
課
税
を
基
調
と
し
た
我
が
国
の
現
行
有
価
証
券
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
方
が
、
よ
り

一
層
高
額
所
得
者
優
遇
措
置
と
し
て
働
く
可
能
性
を
有
す
る
と
言
え
よ
う
。

か
く
し
て
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
の
経
験
を
も
他
山
の
石
と

し
て
、
資
産

・
所
得
格
差
の
縮
小
を
税
制
面
か
ら
も
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
所
得
再
配
分
機
能
の
強
化
に
資
す
る
仕
組
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み
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

０
　
課
税
ベ
ー
ス
の
理
論
的
あ
り
方
の
追
求
を
前
提
と
し
た
再
改
革

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
所
得
税
に
関
す
る
最
も
難
解
で
複
雑
な
問
題
と
し
て
、　
わ
れ
わ
れ

０

を
悩
ま
し
続
け
る
に
ち
が
い
な
Ц
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
に
お
け
る
課
税
ベ

ー
ス
の
計
算
に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
の
処
理
、
未
実
現
利
得
の
取
扱
い
、
保
有
期
間
に
対
す
る
配
慮
、
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
対
応
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
く
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
我
が
国
の
所
得
税
制
上
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
便
宜
的
に
扱
わ
れ
て
き

た
。
譲
渡
所
得
課
税
の
本
則
に
よ
る
長
期
譲
渡
所
得
三
分
の
一
課
税
に
は
、
イ
ン
フ
ン
調
整
と
適
用
累
進
税
率
の
緩
和

措
置
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
二
分
の
一
に
何
の
理
論
的
根
拠
も
な
い
こ
と
は
、
明

白
で
あ
る
。
ま
た
、
現
行
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の

「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
に
お
け
る

「
み
な
し

差
益
率
」
の
五
％
は
、
実
態
調
査
に
も
と
づ
く
平
均
値
と
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
お
い
て
は
、
平
均
値
と

し
て
の
意
味
を
も
失
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
成
果
を
踏
ま

え
つ
つ
、
従
来
解
決
困
難
と
み
ら
れ
て
き
た
計
算
技
術
上
の
問
題
を
見
直
し
、
課
税
ベ
ー
ス
の
理
論
的
な
あ
り
方
の
解

明
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
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０
　
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を
前
提
と
し
な
い
再
改
革

政
府
税
調
の
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
は
、
前
述
の
と
お
り
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
の
是
非
そ
の
も
の
に

つ
い
て
も
、
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
制
度
が
、
資
産
性
所
得
に
対
す
る
総
合
課
税
の
徹
底
に
不
可
欠
な
名
寄
せ
を
網
羅
的

・
効
率
的
に
行

な

う
上

で
、
十
分
に
機
能
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
と
運
用
に
は
膨
大
な
費

用
が
か
か
る
と
し
、
費
用
対
効
果
に
対
す
る
悲
観
的
見
通
し
に
立

っ
て
、
そ
の
導
入
に
消
極
的
な
態
度
を
と
る
向
き
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
は
、
本
質
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
保
証
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
に
導

入
す
べ
き
で
な
い
、
と
主
張
す
る
強
硬
な
反
対
論
者
も
少
な
く
な
い
。

要
す
る
に
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
の
見
通
し
は
、
立
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
の
も
と
で
は
、
こ

の
制
度
の
欠
如
が
問
題
の
多
い
現
行
の
資
産
性
所
得
課
税
制
度
を
温
存
さ
せ
る
た
め
の

「
口
実
」
に
使
わ
れ

か
ね
な

し
た
が
っ
て
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を

前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
総
合
課
税
を
可
能
に
す
る
方
途
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三
　
現
行
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度

の
問
題
点

０
　
源
泉
分
離
課
税
方
式
に
お
け
る
み
な
し
譲
渡
益
低
率
課
税
に
よ
る

所
得
課
税
か
ら
の
離
脱
と
累
進
性
の
弱
化

上
場
株
式
等

（店
頭
売
買
登
録
銘
柄
の
株
式
等
を
含
む
）
で
証
券
業
者
等
に
売
委
託
し
て
ま
た
は
証
券
業
者
等
に
対

し
て
譲
渡
す
る
も
の

（上
場
等
の
日
以
前
に
取
得
し
た
株
式
等
で
そ
の
日
以
後

一
年
以
内
に
譲
渡
し
た
も
の
を
原
則
と

し
て
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
を
選
択
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（措
法
三
七
の
一
一
〇
）。　
こ
の

課
税
方
式
は
、
形
式
的
に
は

「
申
告
分
離
課
税
方
式
」
を
補
完
す
る
位
置
に
あ
る
が
、
そ
の
一
般
的
有
利
性

・
適
用
可

能
性

・
簡
便
性
に
よ
り
、
実
際
に
は
中
核
的
課
税
方
式
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
に
よ
る
場
合
、
株
式
等
の
譲
渡
益
は
、
常
に
譲
渡
対
価
の
五
％

（転
換
社
債

。
新
株
引
受

権
付
社
債
等
は
二

・
五
％
）
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
譲
渡
益
に
対
し
他
の
所
得
と
完
全
に
分
離
し
て
二
〇
％
の
税
率
が
適

用
さ
れ
る

（措
法
三
七
の
一
一
〇

・
⑪
）。
つ
ま
り
、
譲
渡
対
価
の
一
％

（
五
％
ｘ
二
〇
％
）
に
相
当
す
る
所
得
税
が
、
証

券
業
者
等
に
お
い
て
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る

（措
法
三
七
の
一
一
〇
）。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
所
得
税
は
、
実
質
的
に
は
、
売
買
価
格
を
課
税
標
準
と
す
る
有
価
証
券
取
引
税
と
同
じ

で
あ

っ
て
、担
税
力
に
即
し
た
課
税
を
保
証
し
な
い

「
エ
セ
所
得
税
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
み
な
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↓

し
差
益
率
」
の
五
％
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
現
在
、
マ
ク
ロ
的
に
は
高
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
実
際
の
差
益
率
が
こ
れ
を
上

回
る
と
き
は
、
当
然
に
課
税
ベ
ー
ス
の
侵
食
化
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
、
適
用
さ
れ
る
税
率
の
二
〇
％
は
、
所
得
税

・

住
民
税
の
合
計
最
高
税
率
が
六
五
％
で
あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
高
額
所
得
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
。

要
す
る
に
、
「源
泉
分
離
課
税
方
式
」
は
、
源
泉
課
税
に
お
い
て
不
可
欠
な
「
み
な
し
差
益
率
」
の
採
用
に
よ
っ
て
、
有

価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
所
得
課
税
か
ら
離
脱
さ
せ
る
と
共
に
、
課
税
ベ
ー
ス
侵
食
化
の
可
能
性
を
内
包
し

た
低
税
率
の
源
泉
分
離
課
税
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の
累
進
性
を
弱
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

０
　
申
告
分
離
課
税
方
式
に
お
け
る
低
率
分
離
課
税
に
よ
る
累
進
性
の
弱
化

現
行
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
に
お
い
て
、
「
申
告
分
離
課
税
方
式
」
は
、
分
離
短
期
譲
渡
課
税
、

総
合
課
税
ま
た
は
非
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
株
式
等
の
譲
渡
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
原
則
的
課

税
方
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。　
こ
の
た
め
、
「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
未
公
開
株

式
の
譲
渡
お
よ
び
上
場
株
式
等
の
証
券
市
場
を
通
さ
な
い
譲
渡
は
、
当
然
に
こ
の
原
則
的
課
税
方
式
に
よ
る
こ
と
と
な

る
。　
し
か
し
、
「源
泉
分
離
課
税
方
式
」
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
上
場
株
式
等
の
証
券
市
場
を
通
し
た
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
こ
の
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
不
利
な
場
合
に
限

っ
て
、
原
則
的
課
税
方
式
の
適
用
を
受
け
る
蓋
然
性
が
高
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「申
告
分
離
課
税
方
式
」
に
よ
る
場
合
、
所
得
税
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
譲
渡
対
価
か
ら
譲
渡
原
価

・
譲
渡

経
費
等
を
控
除
し
て
譲
渡
益
を
計
算
す
る

（措
法
三
七
の
一
〇
〇
）。
そ
し
て
、　
こ
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
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を
通
じ
て
、
他
の
所
得
と
完
全
に
分
離
し
て
二
六
％

（所
得
税
二
〇
％

・
住
民
税
六
％
）
の
税
率
に
よ
り
課
税
さ
れ
る

の
で
あ
る

（措
法
三
七
の
一
〇
〇
、
地
法
附
則
三
五
の
二
）。
た
だ
し
、
株
式
の
公
開
に
伴
う
譲
渡
の
場
合

（
上
場
等

の
日

現
在
で
所
有
期
間
が
三
年
を
超
え
る

一
定
の
株
式
を
そ
の
日
以
後

一
年
以
内
に
証
券
業
者
等
に
売
委
託
ま
た
は
譲
渡
す

る
場
合
に
限
る
）
に
は
、
譲
渡
益
の
三
分
の
一
が
課
税
対
象
と
な
る

（措
法
三
七
の
一
〇
〇
）。

こ
の
「
申
告
分
離
課
税
方
式
」
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
実
額
計
算
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
所
得
税

・
住
民

税
の
合
計
最
高
税
率
の
六
五
％
の
半
分
に
も
満
た
な
い
二
六
％
の
税
率
に
よ
る
分
離
課
税
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、「源
泉
分
離
課
税
方
式
」
と
同
様
に
所
得
税
の
累
進
性
を
弱
化
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
公
開
株
式
の
譲
渡
益
二
分
の
一
課
税
に
つ
い
て
は
、
創
業
者
利
得
に
対
す
る
課
税
の
緩
和
措
置
と
し
て
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
高
額
所
得
者
の
た
め
の
優
遇
措
置
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

０
　
申
告
分
離
課
税
と
源
泉
分
離
課
税
の
自
由
選
択
制
に
よ
る
節
税
機
会
の
拡
大

「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
証
券
市
場
を
通
じ
て
の
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
の

都
度
、
証
券
業
者
の
営
業
所
等
を
経
由
し
て
、
「選
択
申
告
書
」
ま
た
は

「
廃
止
申
告
書
」
を
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉
分
離
課
税
と
申
告
分
離
課
税
の
い
ず
れ
か
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

（措
法
三
七
の
一

丁

○
・
①

・
⑪
）。
こ
の
た
め
、
一
般
的
に
有
利
と
み
ら
れ
て
い
る
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

譲
渡
損
が
生
じ
、
ま
た
は
差
益
率
が

一
定
率

（約
二

・
八
五
％
）
を
下
回
っ
た
時
だ
け
、
申
告
分
離
課
税
に
切
り
替
え

る
な
ら
、
最
大
の
節
税
が
可
能
と
な
る
。
譲
渡
損
に
つ
い
て
は
、
申
告
分
離
課
税
の
場
合
、
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
事
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業

・
譲
渡

・
雑
所
得
の
間
で
の
通
算
が
認
め
ら
れ
る

（措
令
二
五
の
八
〇
）
の
で
、
譲
渡
益
の
圧
縮
手
段
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
自
由
選
択
制
の
趣
旨
は
、
源
泉
分
離
課
税
の
選
択
下
で
譲
渡
損
が
生
じ
た
と
き
に
、
投
資
元
本

へ
の
課
税
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
源
泉
分
離
課
税
に
お
け
る

「
み

な
し
差
益
率
」
の
採
用
に
起
因
す
る
矛
盾
を
糊
塗
す
る
た
め
の
手
段
に
外
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
継
続
的
に
大
国
の
株
式

売
買
を
行
な

っ
て
い
る
投
資
家
に
と
っ
て
の
節
税
機
会
を
大
幅
に
拡
大
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
税
調

の
資
料
に
よ
る
と
、
申
告
分
離
課
税
と
源
泉
分
離
課
税
の
選
択
状
況
は
、
税
額
ベ
ー
ス
で
一
九
八
九
年

一
対
五

・
六
、

つ

九
〇
年

一
対
二

・
六
、
九

一
年

一
対

一
。
九
と
推
移
し
て
き
た
と
い
う＜
。
こ
の
デ
ー
タ
に
は
、
九
〇
年
以
降
の
株
価
の

暴
落
に
対
応
し
た
投
資
家
の
節
税
行
動
が
如
実
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

０
　
低
率
分
離
課
税
の

一
般
的
適
用
に
よ
る
大
口
投
資
家
優
遇
措
置
の
制
度
化

次
の
取
引
は
、
現
行
制
度
上
、
「源
泉
分
離
課
税
方
式
」
ま
た
は

「
申
告
分
離
課
税
方
式
」
が
適
用
さ
れ
る
が
、
旧

制
度
に
お
い
て
は
、
原
則
非
課
税
の
例
外
と
し
て

「
総
合
課
税
」
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た

（旧
所
法
九
〇
Ｈ
）。

①
　
有
価
証
券
の
継
続
的
取
引

（年
三
〇
回
以
上
で
か
つ
一
二
万
株
以
上
の
売
買
、
た
だ
し
、　
一
九
八
七
年
ま
で
は

年
五
〇
回
以
上
で
か
つ
二
〇
万
株
以
上
の
売
買
）

②
　
有
価
証
券
の
買
集
め

③
　
特
別
報
告
銘
柄
株
式
の
指
定
期
間
内
に
お
け
る

一
二
万
株

（
八
七
年
ま
で
は
二
〇
万
株
）
以
上
の
売
買
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④
　
同

一
銘
柄
の
株
式
等
の
年

一
二
万
株

（
八
七
年
ま
で
は
二
〇
万
株
）
以
上
の
譲
渡

⑤
　
事
業
等
の
譲
渡
に
類
似
す
る
有
価
証
券
の
譲
渡

政
府
税
調
の
資
料
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
総
合
課
税
の
対
象
と
な
る
取
引
に
つ
い
て
の
課
税
状
況
は
、
非
常
に
劣
悪
で

③

あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
例
外
的
総
合
課
税
措
置
は
、
と
き
た
ま
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。

株
式
の
継
続
的
取
引
等
に
関
し
て
申
告
し
な
か
っ
た
者
の

「
脱
税
事
件
」
が
摘
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
低
率
分
離
課
税
を
基
調
と
す
る
現
行
制
度
の
も
と
で
は
、
た
と
え
継
続
的
取
引
等
の
大
口
取
引
に
該
当

す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
譲
渡
対
価
の
一
％
か
譲
渡
益
の
二
〇
％
の
所
得
税
を
負
担
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
大
口

投
資
家
に
と

っ
て
は
、
新
た
に
大
口
取
引
に
関
す
る
優
遇
措
置
が
導
入
さ
れ
た
に
等
し
く
、
も
は
や
脱
税
の
危
険
を
冒

す
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。

０
　
源
泉
分
離
課
税
選
択
時
の
本
人
確
認

・
支
払
調
書
提
出
の
不
要
制
度
に
よ
る

ア
ン
グ
ラ

・
マ
ネ
‥
の
有
価
証
券
投
資
へ
の
誘
導

「
申
告
分
離
課
税
方
式
」
に
よ
る
場
合
、
株
式
等
の
譲
渡
対
価
の
受
領
者
は
、
そ
の
支
払
者
に
氏
名
ま
た
は
名
称
お

よ
び
住
所
を
告
知
し
、
そ
の
支
払
者
は
、
そ
の
氏
名
等
を
提
示
さ
れ
た
所
定
の
公
的
書
類
に
よ
っ
て
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

（所
法
三
二
四
の
三
）。　
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
、
株
式
等
の
譲
渡
対
価
を
個
人
に
支
払
う
者
は
、　
そ
の
支
払

を
受
け
る
者
の
各
人
別
に

「
支
払
調
書
」
を
作
成
し
、
そ
の
合
計
表
を
添
付
し
て
支
払
確
定
日
の
翌
年
の
一
月
三

一
日

ま
で
に
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（所
法
三
二
五
０
１０
、
所
規
九
〇
の
二
〇
）。　
た
だ
し
、
支
払
金
額
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が
年

一
〇
〇
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
支
払
調
書
の
提
出
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る

（所
規
九
〇
の
二
〇
）。

こ
の
よ
う
に
、
本
人
確
認
お
よ
び
支
払
調
書
の
提
出
は
、
「申
告
分
離
課
税
方
式
」
に
よ
る
場
合
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
「源
泉
分
離
課
税
方
式
」
に
よ
る
場
合
、
不
要
と
さ
れ
て
い
る

（措
法
三
七
の
一
一
〇
）。

上
場
株
式
等
の
証
券
市
場
を
通
じ
て
の
譲
渡
と
い
う
ご
く

一
般
的
な
取
引
に
つ
い
て
、
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て

い
る
限
り
、
取
引
量
の
大
小
に
関
係
な
く
、
本
人
確
認
も
支
払
調
書
の
提
出
も
不
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
重
大

な
問
題
が
あ
る
。
政
府
税
調
に
お
い
て
も
、
「支
払
調
書
の
提
出
等
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
源
泉
分
離

課
税
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
い
う
の
は
問
題
」
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
本
人
確
認

・
支
払
調

書
提
出
の
不
要
制
度
は
、
脱
税
や
麻
薬
取
引
な
ど
に
関
係
し
た
ア
ン
グ
ラ
・
マ
ネ
ー
を
証
券
市
場
に
誘
導
し
て
、
そ
の

安
全
な
避
難
場
所
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
利
殖
の
機
会
を
も
与
え
る
、
と
い
う
反
社
会
的
性
格
を
も
つ
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

０
　
低
率
分
離
課
税
制
度
の
活
用
に
よ
る
相
続
税
対
策
の
横
行

現
行
の
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
が
発
足
し
た

一
九
八
九
年
度
の
一
年
間
に
、
少
な
く
と
も
六
〇
の

上
場
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
株
主
等
が
そ
の
所
有
株
式
を
大
量
に
持
株
会
社
に
移
動
さ
せ
て
、
相
続
財
産
と
し
て
の
株
式
の

⑩

評
価
額
を
極
端
に
切
り
下
げ
た
と
い
う
。
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
は
、
上
場
会
社

（
Ａ
社
）
の
オ
ー
ナ
ー
株
主
が
大
量

の
所
有
株
式
を
証
券
市
場
を
通
じ
て
持
株
会
社

（
Ｂ
社
）
に
譲
渡
し
、
そ
の
後
、
未
公
開
の
大
会
社
で
あ
る
別
の
持
株

会
社

（
Ｃ
社
）
に
Ｂ
社
を
著
し
く
低
い
引
継
資
産
価
額
で
も
っ
て
吸
収
合
併
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
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相
続
財
産
と
し
て
の
株
式
の
評
価
は
、
上
場
株
式
の
場
合
、
取
引
相
場
に
よ
る
の
に
対
し
、
取
引
相
場
の
な
い
大
会

社
株
式
の
場
合
、
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
引
継
資
産
の
簿
価
が
著
し
く
引
き
下
げ
ら

れ
た
Ｃ
社
に
お
い
て
利
益
と
配
当
を
ゼ
ロ
に
す
る
な
ど
の
手
段
に
よ
り
、
Ｃ
社
株
式
の
相
続
税
評
価
額
を
Ａ
社
株
式
の

取
引
相
場
と
比
べ
て
極
端
に
低
い
価
額
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
相
続
税
対
策
は
、
旧
制
度
の
も
と
で
は
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
Ｂ
社
へ
の
株
式
譲
渡
が

「
事
業
譲
渡
類
似

の
株
式
譲
渡
」
に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
の
譲
渡
益
に
対
す
る
総
合
累
進
課
税
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
さ
ほ
ど
有
効
で

な
か
っ
た
。
こ
の
相
続
税
対
策
が
フ
ル
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
証
券
市
場
を
経
由
し
た
上
場
株

式
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
「大
口
取
引
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
譲
渡
対
価
の
一
％
の
負
担
を
求
め
る
に
過
ぎ

な
い

「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
の
導
入
後
で
あ

っ
た
。

な
お
、
目
に
余
る

「
節
税
」
目
的
の
持
株
会
社
づ
く
り
が
横
行
し
た
た
め
、　
一
九
九
〇
年
九
月
以
降
、
「株
式
節
税

規
制
通
達
」
に
よ
り
、
株
式
の
間
接
所
有
に
係
る
持
株
会
社

（
「株
式
保
有
特
定
会
社
」
）
の
株
式
の
評
価

に

つ
い
て

は
、
大
会
社
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
類
似
業
種
比
準
方
式
の
適
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
し
か
し
、
低
率
分
離
課
税
を
基
調
と
す
る
現
行
制
度
は
、
持
株
会
社
の
設
立
を
税
制
面
か
ら
支
援
す
る
機
能

を
持

っ
て
い
る
の
で
、
依
然
と
し
て
相
続
税
対
策
に

「
貢
献
」
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
　
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
の
方
向

０
　
全
額
課
税
と
実
額
計
算
の
追
求

個
人
所
得
税
制
の
所
得
再
配
分
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
税
率
の
累
進
構
造
を
維
持
す
る
と
共
に
、
で
き
る
だ

け
理
想
的
な

「
包
括
所
得
税
」
の
構
築
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
経
済
的
所
得
概
念
に
も
と
づ
く
課

税
ベ
ー
ス
ー
ー
消
費
十
租
税
支
払
十
当
期
の
資
産
価
値
の
純
増

（純
減
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
）
―
―

へ
の
接
近
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
所
得
税
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
た
場
合
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
も
、
当
然
に
課
税
ベ
ー
ス
の

構
成
要
素
と
な
る
。
し
か
も
、
理
論
的
に
は
、
発
生
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
全
額
を
課
税
ベ
ー
ス
に
取
り
込
む
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ニ
分
の
一
課
税
の
よ
う
に
、
そ
の
一
部
を
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
除
外
す
る
こ

と
は
、
包
括
所
得
税
の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
発
生
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
が
、
結
論
的
に
は
、
定
説
ど
お
り
発
生
時
点
で
は
な
く
実
現

（譲
渡
）
時
点
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
実
現
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

（譲
渡
益
）
の
金
額
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
基
本
的
に
は
譲
渡
対
価

か
ら
取
得
原
価
を
控
除
し
た
金
額
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
有
価
証
券
の
取
得
原
価
の
把
握
が
、
キ
ャ
ピ
タ
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ル
ゲ
イ
ン
の
実
額
計
算
に
と
っ
て
不
可
欠
と
な
る
。
取
得
原
価
の
把
握
は
、
確
か
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
「
ア

キ
レ
ス
腱
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
取
得
原
価
が
完
全
に
不
明
な
ケ
ー
ス
は
、
例
外

に
属
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
実
額
計
算
に
よ
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
実
額
計
算
を
基
本
と
す
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、
五
％
の

「
み
な
し
差
益

率
」
（九
五
％
の
み
な
し
原
価
率
）
に
よ
る
み
な
し
譲
渡
益

（
み
な
し
取
得
原
価
）
の
計
算
を
要
求
す
る
現
行
制
度
上
の

「
源
泉
分
離
課
税
方
式
」
に
は
、
何
の
理
論
的
根
拠
を
も
見
い
出
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制

度
の
再
改
革
に
お
い
て
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
こ
の
実
額
計
算
を
放
棄
し
た
み
な
し
課
税
方
式
の
廃
止
こ
そ
が
中
心
課
題

と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
実
額
計
算
上
の
取
得
原
価
は
、
購
入
等
に
関
す
る
証
憑
書
類
に
よ
っ
て
確
認
可
能
な

実
際
の
取
引
価
額

（購
入
等
の
付
随
費
用
を
含
む
）
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
取
引
価
額
が
不
明
な
場

合
に
は
、
次
善
の
策
と
し
て
間
接
的
証
拠
資
料
に
も
と
づ
き
、
で
き
る
だ
け
合
理
的
に

「
近
似
取
得
原
価
」
を
計
算
す

る
必
要
が
生
じ
る
。
ま
っ
た
く
証
拠
資
料
が
無
い
場
合
に
は
、
譲
渡
対
価
に
一
定
率
を
乗
じ
て
計
算
す
る

「
み
な
し
取

得
原
価
」
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
特
例
的
計
算
が

一
般
的
な

「
節
税
」
手
段
に
な
る
よ
う
な
事
態
は
、
厳
に

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
全
額
が
課
税
ベ
ー
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
以
上
、
理
論
的
に
は

そ
の
全
額
を
控
除
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
あ
る
年
度
の
ロ
ス
が
ゲ
イ
ン
を
上
回
っ
た
と
き
は
、
そ
の
上
回

っ
た
分
の
ロ
ス
を
他
の
所
得
か
ら
控
除
し
、
控
除
し
切
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
残
額
を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
し
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て
控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
未

実
現
ゲ
イ
ン
非
課
税
の
も
と
で
の
意
図
的
な
ロ
ス
の
計
上
に
よ
る

「節
税
」
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
か
か
る
事
情
を

背
景
と
し
て
、
各
国
の
税
制
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
の
他
の
所
得
と
の
通
算
や
繰
越
控
除
に
対
し
て

一
定
の

規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る‐
。
し
か
し
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
全
額
の
総
合
課
税
化
を
達
成
し
た
場
合
に
は
、
基
本
的
に

そ
の
通
算
と
繰
越
控
除
を
認
め
る
こ
と
に
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

０
　
総
合
課
税
と
累
進
税
率
適
用
の
徹
底

包
括
所
得
税
の
理
念
の
も
と
で
は
、
課
税
ベ
ー
ス
の
イ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

（侵
食
）
を
可
及
的
に
排
除
す
る
だ
け

で
な

く
、
基
本
的
に
は
全
て
の
源
泉
か
ら
の
所
得
を
総
合
し
て
課
税
ベ
ー
ス
を
決
定
し
、
こ
れ
に
累
進
税
率
を
適
用
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
る
。
高
額
所
得
の
相
当
部
分
を
他
の
所
得
と
分
離
し
、
こ
れ
に
低
比
例
税
率
を
適
用
す
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
所
得
税
の
累
進
性
は
著
し
く
弱
化
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
有
価
証
券
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
他
の
所
得
と
合
算
し
た
上
で
、
累
進
課
税
が
行
な

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勤
労
所
得
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
い
担
税
力
を
有
す
る
資
産
性
所
得
の
中
で
、
特
に
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
、
高
額
所
得
者
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
と
り
わ
け
総
合
課
税
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。
か
か
る
総
合
課
税
の
徹
底
は
、
所
得
税
の
最
高
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
場
合
、　
一
層
重
要
性
を
増
す
も

の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の
再
改
革
に
お
い
て
は
、
現
行
の

「分
離
課
税
方
式
」
に
代
わ
る
新
た
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な

「
総
合
課
税
方
式
」
が
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
「総
合
課
税
方
式
」
は
、
申
告
納
税
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
小
日
投
資
家
の
た
め
の

「
申

告
不
要
制
度
」
と
の
関
連
で
、
証
券
業
者
等
に
よ
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
取
り
入
れ
た
仕
組
み
と
な
る
。

０
　
課
税
ベ
ー
ス
計
算
へ
の
イ
ン
フ
レ
調
整
の
導
入

我
が
国
の
物
価
は
、
近
年
、
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
長
期
の
ス
パ
ン
で
み
る
と
、
か
な
り
上
昇
し
て
い
る
。　
一

九
九
〇
年
を

一
〇
〇
と
し
た
消
費
者
物
価
指
数

（全
国
・
総
合
）
は
、　
一
九
五
〇
年

一
四

。
一
、
六
〇
年
二

一
・
二
、
七

〇
年
三
四

・
五
、
八
〇
年
八

一
・
七
と
さ
れ
て
お
り
、
五
〇
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
の
四
〇
年
間
に
消
費
者
物

価

が
約

七

・
一
倍
上
昇
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

物
価
の
上
昇
に
伴
う
貨
幣
の
一
般
的
購
買
力
の
下
落
、
す
な
わ
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
は
、
投
資
元
本
と

し
て
の
取
得
原
価
に
イ
ン
フ
レ
調
整
を
施
さ
な
い
限
り
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

（譲
渡
益
）
に
多
か
れ
少
な
か
れ
名
目

的
な
イ
ン
フ
レ
利
得
が
混
入
す
る
。
イ
ン
フ
レ
利
得
に
よ
っ
て
水
増
し
さ
れ
た
名
目
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
は
、
実
効

税
率
の
引
上
げ
を
招
来
し
、
時
に
は
資
本
課
税
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、　
一
九
五
〇
年
に
五
〇
円
で
購
入
し
た
株
式
を
九
〇
年
に
売
却
し
た
場
合
、
消
費
者
物
価
指
数
を
用
い
て

イ
ン
フ
レ
調
整
し
た
取
得
原
価
は
、
三
五
五
円

⌒８
コ
×
艶
Ｔ
）̈
と
な
る
の
で
、
譲
渡
対
価
が
五
〇
円
超
で
あ
つ
た
と

し
て
も
、三
五
五
円
を
下
回
っ
た
と
き
は
、実
質
的
に
は
譲
渡
損
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
の
ピ
ー
ク
の

前
年
に
あ
た
る
八
八
年

（消
費
者
物
価
指
数
九
四

・
九
）
に

一
、
○
○
○
円
で
購
入
し
た
株
式
を
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
九
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〇
年
に
一
、
〇
三
〇
円
で
売
却
し
て
三
〇
円
の
名
目
譲
渡
益
を
得
た
と
い
う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
イ
ン
フ
レ
調
整
後

の
修
正
取
得
原
価
は
、　
一
、
〇
五
四
円

⌒ｒ
Ｒ
Ｏ
コ
×
一艶
器

）̈

で
ぁ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
二
四
円
の
譲
渡
損
が
生
じ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
例
か
ら
、
長
期
保
有
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
と
え
短
期
保
有
で

あ

つ
て
も
多
額
取
引
の
場
合
に
は
、
イ
ン
フ
レ
調
整
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

実
質
譲
渡
益
を
課
税
ベ
ー
ス
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
取
得
原
価
に
対
す
る
イ
ン
フ
レ
調
整
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
行
な
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
有
価
証
券
の
種
類
別

・
銘
柄
別
の
口
座
を
設
け
た
帳
簿
を
用
意
し
、
そ
こ
に
取
得

・
譲
渡
の
都
度
、
日
付

・
数

量

・
単
価

。
金
額
を
記
録
す
る
。

②
　
譲
渡
に
際
し
て
は
、

「先
入
先
出
法
」
に
よ
り
、
譲
渡
し
た
有
価
証
券
は
先
に
取
得
し
た
も
の
か
ら
順
に
構
成

さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
、
そ
の
取
得
年
度
別
の

「
取
得
原
価
」
を
決
定
す
る
。

③
　
消
費
者
物
価
指
数
ま
た
は
国
内
総
生
産

（
Ｇ
．Ｄ
Ｐ
）
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
も
と
づ
き
、
公
的
機
関
に
よ
っ
て
毎

年
作
成
さ
れ
る

「
イ
ン
フ
レ
調
整
倍
率
表
」
を
用
い
、
取
得
年
度
別
の
各
取
得
原
価
に
当
該
年

度

の
「
調
整
倍

率
」
を
乗
じ
て

「
修
正
取
得
原
価
」
を
計
算
す
る
。

④
　
取
得
年
度
別
に

「
譲
渡
対
価
」
か
ら

「
修
正
取
得
原
価
」
を
控
除
し
て

「
実
質
譲
渡
益
」
を
算
定
す
る
。

か
か
る
イ
ン
フ
レ
調
整
方
法
の
実
行
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
悲
観
的
な
見
方
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ

ン
フ
レ
調
整
は
、　
一
般
に
税
負
担
の
軽
減
を
も
た
ら
す
の
で
、
こ
の
程
度
の
事
務
負
担
を
甘
受
し
得
る
投
資
家
は
、
決

し
て
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、
イ
ン
フ
レ
調
整
は
、
本
来
、
税
制
全
般
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
課
税
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
土
地
等
の
譲
渡
所
得
課
税
お
よ
び
利
子
所
得
課
税
と
の
整
合
性
に
留
意
し
て
具

体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
　
平
準
化
措
置
の
導
入

年
々
発
生
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
し
て
実
現
時
に

一
括
課
税
す
る
と
、
累
進
税
率
が
採
用
さ
れ

て

い
る
限

り
、
年
毎
の
課
税
の
場
合
に
比
べ
て
、
高
い
税
率
を
適
用
す
る
結
果
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
累
進
税
率
の
過
度
の
適
用

を
緩
和
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
平
準
化
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、　
一
般
に
必
要
と
み
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
譲
渡
所

得
課
税
に
お
け
る
本
則
上
の
長
期
譲
渡
所
得
三
分
の
一
課
税
に
は
、
こ
の
平
準
化
措
置
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
得
の
一
定
割
合
を
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
除
外
す
る
よ
う
な
方
法
は
、
粗
雑
に
過
ぎ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

累
進
税
率
適
用
緩
和
の
た
め
の
平
準
化
措
置
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
提
案
が
行
な
わ
れ
て
お

①

り
、
そ
の
内
容
は
お
お
む
ね

一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
提
案
を
参
考
に
し
て
、
イ
ン
フ
レ
調
整
型
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
「
総
合
課
税
方
式
」
に
平
準
化
措
置
を
織
り
込
む
と
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
簡
便
法
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
取
得
年
度
別
の
実
質
譲
渡
益
を
合
算
し
て
合
計
実
質
譲
渡
益
④
を
求
め
る
と
共
に
、
加
重
平
均
保
有
年
数
０
を

計
算
す
る
。

ヽ
＞

′

②
　
合
計
実
質
譲
渡
益
を
加
重
平
均
保
有
年
数
で
除
し
て
一
年
当
り
の
合
計
実
質
譲
渡
益
一中
一
を
計
算
す
る
。
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③
　
一
年
当
り
の
合
計
実
質
譲
渡
益
（＋
｝
を
当
年
度
の
他
の
所
得
に
合
算
し
て
所
得
税
額
∞
を
計
算
し
、
当
年
度
の

実
効
税
率
を
計
算
す
る
。

④
　
こ
の
実
効
税
率
を
残
り
の
合
計
実
質
譲
渡
益
｛＞
―
中
一
に
適
用
し
て
過
年
度
分
の
所
得
税
額
①
を
計
算
す
る
。

′
　

　

　

〓

ヽ

⑤
　
当
年
度
分
の
所
得
税
額
∞
と
過
年
度
分
の
所
得
税
額
０
を
合
算
し
て
、
当
年
度
に
納
付
す
べ
き
合
計
所
得
税
額

を
求
め
る
。

０
　
封
し
込
め
効
果
対
策
の
導
入

発
生

（未
実
現
）
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
、　
一
般
に
、
資
金
的
裏
づ
け
の
欠
如
や
客
観
的
測
定
の
困
難
性
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
課
税
ベ
ー
ス
ヘ
の
取
入
れ
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
各
国
の
税
制
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
実
現

（譲
渡
）
時
に

一
括
し
て
課
税
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
実
現
時

一
括
課
税
は
、
年
々
の
発

生
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
年
々
の
所
得
税
の
納
付
を
実
現
時
ま
で
延
期
さ
せ
る
の
で
、
資
本
性
資
産
の
保
有
期

間
の
長
期
化
を
促
進
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
封
じ
込
め

（
ロ
ッ
ク
・
イ
ン
）
効
果
で
あ
る
。

封
じ
込
め
効
果
を
除
去
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
各
年
度
の
発
生
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
す
る

所
得
税
の
課
税
延
期
に
見
合

っ
た
利
子
相
当
額
を
実
現
時
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
保
有
期
間

中
の
各
年
度
の
発
生
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
適
用
税
率
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

⑭

方
法
は
採
用
し
得
な
い
。
実
行
可
能
な
封
じ
込
め
効
果
対
策
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
、
実
現
譲
渡
益
の
大
き
さ
と
保
有

期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

「
利
子
税
率
」
の

一
覧
表
を
用
い
て
、
実
際
の
実
現
譲
渡
益
に
所
定
の
利
子
税
率
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を
乗
じ
て

「
課
税
延
期
利
子
税
」
を
計
算
す
る
、
と
い
う
き
わ
め
て
大
ざ

っ
ば
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

封
じ
込
め
効
果
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
含
め
て
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
際
、
相
続
や
贈
与
等
を
譲
渡
と
み
な
し
、
「
み
な
し
実
現
譲
渡
益
」
に
課
税
す
る
こ
と
も
、
そ
の
一
方
策
と

し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

０
　
名
寄
せ
の
た
め
の
資
料
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
総
合
課
税
化
に
と
っ
て
不
可
欠
な
名
寄
せ
は
、
納
税
者
番
号
制
度
を
導
入
し
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
相
当
の
有
効
性
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
　
証
券
業
者
等
に
全
て
の
顧
客
の
本
人
確
認
を
公
的
書
類
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。

②
　
証
券
業
者
等
に
顧
客
と
の
全
て
の
取
引
に
関
す
る

「
受
取
調
書
」
ま
た
は

「
支
払
調
書
」
の
発
行
と
交
付
を
義

務
づ
け
る
。

③
　
証
券
業
者
等
に
全
て
の

「
受
取
調
書
」
と

「
支
払
調
書
」
の
内
容
を
磁
気
テ
ー
プ
等
の
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
通
信

回
線
を
用
い
て
定
期
的
に
国
税
当
局
に
伝
達
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。

④
　
右
の
よ
う
な
証
券
業
者
等
か
ら
の
情
報
伝
達
に
も
と
づ
き
、
国
税
当
局
に
お
い
て
稼
動
中
の

「
資
料
情
報
シ
ス

⑮

テ
ム
」
の
活
用
を
促
進
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
証
券
業
者
等
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
顧
客
と
の
取
引
の
内
容
が
全
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
入
力
さ
れ

て
お
り
、
取
引
の
都
度
、
顧
客
に
対
し
取
引
関
係
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
前
掲
の
よ
う



５８
　
な
証
券
業
者
等
の
業
務
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
の
初
期
費
用
を
別
と
す
れ
ば
、
膨
大
な
追
加
的
費
用
を
要
す
る
こ
と

に
な
る
と
は
考
え
ず
ら
い
。

ま
た
、
国
税
当
局
と
し
て
は
、
証
券
市
場
外
で
の
相
対
取
引
に
関
す
る
情
報
を
別
途
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

納
税
者
番
号
制
度
が
無
い
以
上
、
名
寄
せ
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
と
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
と
も
あ

れ
、
「資
料
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
大
口
投
資
家
の
名
寄
せ
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

０
　
小
日
投
資
家
の
た
め
の
申
告
不
要
制
度

こ
こ
で
構
想
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ダ
イ
ン
の

「総
合
課
税
方
式
」
は
、
必
ず
し
も
簡
素
な
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
た
め
、
総
合
課
税
さ
れ
た
と
し
て
も
低
位
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
蓋
然
性
の
高
い
小
口
投
資
家
に
対
し
て

は
、
証
券
業
者
等
に
お
け
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
前
提
と
し
た

「
申
告
不
要
制
度
」
の
選
択
を
例
外
的
に
認
め
る
こ

と
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
、
特
例
措
置
に
相
応
し
く
、
年
間
合
計
譲
渡
対

価
等
の
基
準
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
条
件
を
明
確
に
定
め
る
と
共
に
、
申
告
に
よ
る
総
合
課
税
の
途
が
開
か
れ
て
い
る
こ

と
を
考
慮
し
て
妥
当
な
源
泉
徴
収
税
率
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

取
引
証
券
会
社
の
分
散
な
ど
に
よ
る

「申
告
不
要
制
度
」
の
悪
用
は
、
前
述
の
よ
う
な
納
税
者
番
号
制
度
に
よ
ら
な

い
名
寄
せ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
っ
て
、
か
な
り
防
止
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Λ
注
∨

①
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
の

「
欠
陥
」
に
つ
い
て
は
、
富
岡
幸
雄
教
授
の
次
の
一
連
の
論
文
に
お
い
て
、
課
税
実
態
、
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経
済
的

・
社
会
的

・
政
治
的
背
景
、
立
法
過
程
な
ど
に
対
す
る
分
析
を
通
じ
て
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

①

「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・ゲ
イ
ン
税
制
の
欠
陥
と
再
改
革
課
題
―
―
巨
大
な
社
会
的
不
公
正
の
実
態
と
混
迷
し
た
税
制
改
革
の
真
相

―

」
『商
学
論
纂
』
中
央
大
学
商
学
研
究
会
、
第
二
三
巻
第
六
号
、　
一
九
九
二
年
八
月

②
　
「
混
迷
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・ゲ
イ
ン
税
制
改
革
の
国
会
審
議
―
―
不
公
正
を
拡
大
す
る
政
府
改
革
原
案
と
小
手
先
の
国
会
修

正
―

‐」
『商
学
論
纂
』
中
央
大
学
商
学
研
究
会
、
第
三
四
巻
第

一
号
、　
一
九
九
二
年

一
二
月

③
　
「
不
公
正
を
拡
大
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・ゲ
イ
ン
課
税
の
改
革
―
―
新
た
な
欠
陥
を
創
出
し
た
証
券
税
制
の
問
題
点
―
―
‐」『商

学
論
纂
』
中
央
大
学
商
学
研
究
会
、
第
二
四
巻
第
二

・
三
号
、　
一
九
九
二
年

一
月

②
　
法
人
経
営
者
世
帯
の
勤
労
者
世
帯
に
対
す
る
金
融
資
産
格
差
は
、　
一
九
八
五
年
に
二

・
九
七
倍
で
あ

っ
た
が
、
株
価
ピ
ー
ク

の
八
九
年
に
四

・
四
八
倍
と
な
り
、
九
〇
年
に
三

・
一
三
倍
へ
と
低
下
し
た

（労
働
大
臣
官
房
政
策
調
査
部
編

『資
産
格
差
』

大
蔵
省
印
刷
局
　
一
九
九

一
年
　
九

・
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

年
間
収
入
五
分
位
階
層
別
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
擬
ジ
ニ
係
数

（
一
に
近
づ
く
程
格
差
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
）
で
表
わ
し
た

再
配
分
後
所
得

（帰
属
所
得
を
含
む
）
の
格
差
は
、　
一
九
八
〇
年
○

・
一
七
七
、
八
六
年
〇

・
一
九

一
、
九
〇
年
○

・
一
八

一

と
推
移
し
た

（浜
田
浩
児

「所
得
格
差
と
不
公
平
」
『
季
刊
国
民
経
済
計
算
』
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
国
民
所
得
部
　
九
六
号

一
九
九
二
年

一
一
月
　
九
ペ
ー
ジ
）
。

０
　
「
米
国
再
建
と
世
界
―
経
済
学
者
に
聞
く
　
２
」
『
朝
日
新
聞
』

一
九
九
二
年

一
〇
月
二
八
日

④
　
金
子
宏

「
所
得
税
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
グ
イ
ン
」
『
所
得
税
法
の
諸
問
題
・租
税
法
研
究
　
第
三
号
』
有
斐
閣
　
一
九
七
五
年

一

〇
月
　
六

一
ペ
ー
ジ

⑤
　
朝
日
生
命
の
推
計
に
よ
る
と
、
個
人
投
資
家
の
株
式
の
合
み
益
は
、　
一
九
八
六
年
か
ら
急
増
し
、
八
九
年
末
に
ピ
ー
ク
の
四

十
七
兆
八
千
三
百
億
円
に
達
し
た
が
、
九
〇
年
末
に
は
十
三
兆
五
千
億
円
の
合
み
損
に
転
じ
、
九

一
年
末
に
や
や
縮
小
し
た
も

の
の
、
十

一
兆
二
十
三
百
億
円
に
な
っ
て
い
る

（
「個
人
投
資
家
の
株
式
含
み
損
　
９１
年
末
で
Ｈ
兆
円
に
」
『
朝
日
新
聞
』

一
九

九
二
年
八
月
二
〇
日
）
。

⑥
　
申
告
分
離
課
税
に
よ
る
税
額
が
源
泉
分
離
課
税
に
よ
る
税
額
に
等
し
く
な
る
場
合
の
差
益
率
は
、
譲
渡
対
価
を
Ａ
、
譲
渡
原
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価
を
Ｂ
で
表
わ
す
と
、
次
の
よ
う
に
約
三

・
八
五
％
と
な
る
。

＞
×
卜

印
陣

（
淋
琳
傑
）
×
ｏ
・８

（
戯
概
）
＝
＞
×
９
ｏ
Ｐ
（畔
濠
ュ
童
、ぃ
ュ
嗜
が
滑
灘
認
傑
）

＞
―
口
‐
＞
×
〇
・８
‐
，
＞
８
ミ

Ｊ

倒
―
―
日
〉―飼
例
Ｊ
倒
Ｉ
Ｓ
ｃｃ。ｒ
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

Ｏ
　
税
制
調
査
会

『
利
子
・株
式
等
譲
渡
益
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
つ
基
本
的
考
え
方
―
―
小
委
員
会
報
告
』
〈
一
九
九
二
年

一

一
月
Ｖ
ｌ
・
③
②

③
　
税
制
調
査
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
継
続
取
引
と
同

一
銘
柄
多
量
取
引
の
合
計
課
税
件
数
は
、　
一
九
八
〇
年
か
ら
八
五
年
ま
で

一
〇
〇
件
前
後
で
推
移
し
、
八
六
年
二
二
八
件
、
八
七
年

一
、　
一
〇
六
件
と
増
加
傾
向
を
み
せ
た
が
、
こ
の
間
、
買
集
め
と
特

別
報
告
銘
柄
多
量
取
引
の
課
税
件
数
は
、
ゼ
ロ
で
あ
っ
た

（税
制
調
査
会

『
所
得
税

・
住
民
税
関
係
資
料
Λ
そ
の
四
Ｖ
』
Λ
一

九
八
五
年

一
一
月

一
九
日
Ｖ
他
）
。

③
　
税
制
調
査
会
　
前
掲

『
小
委
員
会
報
告
』
６

・
０

⑩
　
「
上
場
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
や

一
族
　
保
有
株
、
続
々
と
関
連
会
社
に
移
動
」
『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
〇
年
四
月

一
〇
日
、

「ダ
イ
エ
ー
中
内
社
長
も
持
ち
株
移
動
　
同
族
会
社
へ
約
八
三
八
億
円
分
　
評
価
額
、　
一
二
〇
分
の
一
に
」
『朝
日
新
聞
』

一
九

九
〇
年
七
月
二

一
日

０
一
『ｏ
●８
〓
ン

、
ｏ
ｏ

，
日
”
●
¨
↓
す
ｏ
”
庁
Ｆ

↓
す
ｏ
鳴
８
Ｐ

”
●
０
↓
す
ｏ
↓
”
ｘ
ｏ
゛
↓
す
ｏ
く
”
”
Ｆ

８
∞
０
　
石
弘
光

・
馬
場
義

久
訳

『
税
制
改
革
の
理
論
と
現
実
』
東
洋
経
済
新
報
社
　
一
九
八
八
年
　
八
六
ペ
ー
ジ

⑫
　
我
が
国
の
現
行
有
価
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
制
度
に
お
い
て
は
、
ロ
ス
の
控
除
は
ゲ
イ
ン
の
範
囲
内
で
し
か
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
他
の
所
得
か
ら
の
控
除
と
繰
越
控
除
は
許
容
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
規
制
は
、
分
離
課
税
と
の
見

合
い
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

①
　
累
進
税
率
の
適
用
緩
和
の
た
め
の
徹
底
し
た
平
準
化
措
置
は
、　
一
九
五
〇
年
に
発
足
し
た

「
シ
ャ
ウ
プ
税
制
」
に
お
い
て
採

用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
仕
組
み
が
複
雑
過
ぎ
た
た
め
、
五
三
年
に
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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こ
の
シ
ャ
ウ
プ
型
平
準
化
措
置
の
考
え
方
を
基
本
的
に
受
け
継
い
だ
平
準
化
措
置
の
合
理
化
に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
は
、

た
と
え
ば
次
の
文
献
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
子
宏

「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
の
改
革
」

Ｚ
男
＞
，Ｏ
Ｃ
↓
「
Ｃ
↓

『
長
期
的
な
税
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

（第

二
段
階
報
告
）
』

一
九
六

一
年
九
月
　
二
二
ペ
ー
ジ

藤
田
晴

『
所
得
税
の
基
礎
理
論
』
中
央
経
済
社
　
一
九
九
二
年
　
一
三

二
―
二

一
三
ペ
ー
ジ

０
　
こ
の
方
法
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
単

一
比
例
税
率
の
適
用
を
前
提
と
す
る
場
合
は
、
比
較
的
簡
単
に
な
る
。
八

田
達
雄
教
授
は
、
か
か
る
前
提
の
も
と
に
、
徹
底
し
た
封
じ
込
め
対
策
を
織
り
込
ん
だ

「
売
却
時
中
立
課
税
方
式
」
の
採
用
を

主
張
し
て
お
ら
れ
る

（
八
日
達
雄

「
純
正
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
源
泉
分
離
課
税
論
」

『
税
経
通
信
』
第
四
三
巻
第
七
号
　
一

九
八
八
年
七
月
　
八
―
上

六
ペ
ー
ジ
）
。

①
　
「
資
料
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
税
務
署
に
提
出
さ
れ
た
利
子
、
配
当
、
報
酬
等
の
支
払
調
書
や
各
種
の
資
料
情
報
を
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
に
入
力
し
て
、
そ
れ
を
住
所
、
氏
名
等
に
も
と
づ
き
納
税
者
別
に
名
寄
せ
し
て
蓄
積
し
て
お
く
も
の
」
と
さ
れ

て

い
る

（税
制
調
査
会

『
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
報
告
』
Λ
一
九
九
二
年

一
一
月
Ｖ
第
１

・
３
）
。

〔
本
小
稿
は
、
日
本
租
税
理
論
学
会
第
四
回
大
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
』
で
の

「
問
題
提
起
」
と
し

て
発
表
し
た
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。〕

（
は
た
や
ま

。
と
し
⊥
税
務
会
計
学
）



６２
　
　
３
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税

―
税
法
学
か
ら
の
問
題
提
起
―

田
　
中
　
　
　
治

（大
阪
府
立
大
学
）

一
　

は
じ
め
に

本
報
告
は
、
検
討
の
対
象
や
視
角
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
限
定
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

第

一
に
、
検
討
の
対
象
と
し
て
、
財
政
学
、
税
務
会
計
学
と
共
通
の
議
論
が
可
能
と
思
わ
れ
る

一
般
的
な
問
題
を
取

り
上
げ
た
。
制
度
論
、
理
念
論
を
主
な
検
討
の
対
象
と
す
る
の
で
、
法
律
の
解
釈
論
や
、
細
か
い
技
術
論
に
は
原
則
と

し
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
に
、
法
律
学
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
際
の
立
脚
点
は
何
か
、
と
い
え
ば
、
や
は
り
憲
法
の
諸
規
定
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
税
制
や
税
務
行
政
の
現
状
を
憲
法
の
理
念
、
目
標
に
照
ら
し
て
改
革
し
て
い
く
こ
と
は
、
経
済
政
策

上
の
効
果
や
実
行
可
能
性
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
と
も
す
れ
ば
現
状
の
追
認
に
陥
り
が
ち
な
近
時
の
税
制
改
革
論
の
動
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向
か
ら
み
て
、
特
に
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
報
告
の
中
で
は
、
原
則
と
し
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
と
い
う
用
語

を
用

い
ず

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
基
本
的
に
は
、
譲
渡
所
得
、
譲
渡
損
失
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
所
得
税
法
な
ど
の
実

定
法
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
用
語
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
本
報
告
は
、
主
に
株
式
と
土
地
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
産
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
最
も
議
論
が
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
　
譲
渡
所
得
の
特
性
と
課
税
の
仕
組
み

０
　
譲
渡
所
得
の
特
性

譲
渡
所
得
の
一
般
的
な
特
性
、
特
徴
と
し
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
譲
渡
所
得
は
資
産
性
所
得
の
一
つ
で
あ
る
。
資
産
性
所
得
は
、
こ
れ
を
勤
労
性
所
得
と
の
対
比
で
み
る
な

ら
ば
、　
一
般
に
、
そ
の
租
税
負
担
能
力
は
大
き
く
、
理
論
上
は
、
勤
労
性
所
得

（
そ
の
典
型
は
、
給
与
所
得
）
よ
り
重

課
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
に
は
、
株
式
等
の
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
の
経
緯
が
示
す

よ
う
に
、
そ
の
不
労
所
得
と
し
て
の
基
本
的
な
性
格
を
課
税
の
う
え
で
正
当
に
位
置
づ
け
え
て
い
な
い
、
と
い
っ
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。
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第
二
の
譲
渡
所
得
の
特
性
は
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
累
積
的
に
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
譲
渡

所

得

（
よ
り
正
確
に
は
譲
渡
益
）
を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
そ
れ
が
、
①
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
貨
幣
価
値
の
名
目
的
増
加
部
分
、
②
需
要
と
供
給
の
関
係
で
決
ま
る
真
正

の
物
財
価
値
の
増
加
部
分
、
③
償
却
資
産
の
み
に
つ
い
て
は
過
年
度
の
過
大
償
却
分
、
と
い
う
二
つ
ま
た
は
三
つ
の
要

素
か
ら
な
る
と
考
え
う
る
と
し
て
も
、
譲
渡
所
得
が
長
期
に
か
つ
累
積
的
に
発
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
素

に
正
確
に
分
解
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
重
視
し
て
、
譲
渡
所
得

へ
の
課
税
に
反
対
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
譲
渡
所
得
の
相
当
部
分
は
、
受
給
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
物
財
価
値
の
増
加

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
レ
調
整
は
、
譲
渡
所
得
課
税
の
み
に
特
有
の
問
題
で
は
な
く
、
所
得
課

０

税

一
般
の
問
題
だ
と
言
い
う
る
。

包
括
的
所
得
概
念
の
も
と
で
は
、
未
実
現
の
利
得
も
所
得
を
構
成
す
る
も
の
と
観
念
さ
れ
る
が
、
制
度
的
に
は
、
租

税
の
支
払
能
力
の
問
題
、
評
価
の
困
難
性
、
伝
統
的
な
会
計
慣
行
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
原
則
と
し
て
、
実
現
し
た
利

め

得
に
課
税
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
特
性
は
、
譲
渡
所
得
が

一
時
に
、
集
中
的
に
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
譲
渡
所
得
が
あ
る
特
定
の
年

度
に
一
挙
に
集
中
し
、
こ
れ
に
対
し
て
高
い
累
進
税
率
の
適
用
が
行
わ
れ
る
と
、
税
負
担
は
相
当
に
増
大
す
る

（σ
〒

Ｒ
〓
口
”
Φ
〓
８
一）
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
平
準
化
措
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
所
得
税
に
お
け
る
累
進
の
度
合
い
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
税
負
担
を
緩
和
す
る
必
要
性
は
小
さ
く
な

る
。
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ま
た
、
納
税
者
が
そ
の
一
時
的
な
重
課
を
逃
れ
る
た
め
に
、
資
産
の
譲
渡
を
断
念
し
た
り
、
延
期
し
た
り
す
る
効
果

を
生
み
、
こ
れ
は
国
民
経
済
的
に
み
て
好
ま
し
く
な
い
と
い
わ
れ
る
。
凍
結
効
果
と
か
封
じ
込

め
効

果

（
【８
下
〓

①
識
８
一）
と
か
呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
り
、
そ
の
効
果
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
平
準
化
措
置
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

他
方
こ
れ
と
は
逆
に
、
利
得
が
実
現
す
る
ま
で
は
課
税
が
延
期
さ
れ
て
お
り
、
課
税
延
期
か
ら
生
じ
る
利
益
を
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

以
上
、
譲
渡
所
得
の

一
般
的
特
徴
を
三
点
に
わ
た
っ
て
み
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
を
課
税
の
う
え
で
ど
の
よ
う
に
考

慮
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
か
な
り
複
雑
で
解
決
の
困
難
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
困
難
性
は
た
と
え
ば
、
あ
る
要
素

（資
産
性
所
得
で
あ
る
こ
と
、
実
現
ま
で
課
税
が
延
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
か
ら
は
、
譲
渡
所
得
の
重
課
と
い
う
要
請

が
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
別
の
要
素

（課
税
が
集
中
す
る
こ
と
）
か
ら
は
、
譲
渡
所
得
の
軽
課
と
い
う
要
請
が
、
い

わ
ば
二
律
背
反
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
ま
た
加
え
て
、
租
税
制
度
を
支
え
る
理
念
や
目
的
の
ど
れ
を

重
視
す
る
か
、
望
ま
し
い
租
税
体
系

（課
税
ベ
ー
ス
や
課
税
方
法
）
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
、
税
務
執
行
の
簡
便

性
や
徴
税
費
用
に
ど
の
程
度
の
重
き
を
置
く
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
は
相
当
に
変
わ
っ
て
く
る
。

④

０
　
譲
渡
所
得
課
税
の
沿
革

わ
が
国
の
法
人
税
は
、
明
治
三
二
年
の
第

一
種
所
得

（法
人
所
得
）
に
対
す
る
課
税
以
来
、
純
資
産
増
加
説
に
基
礎

を
置
く
も
の
と
い
わ
れ
、
譲
渡
所
得
を
原
則
的
に
課
税
対
象
に
含
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
所
得
税

に
お
い
て
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は
、
譲
渡
所
得
は
、
明
治
二
〇
年
の
そ
の
創
設
以
来
、
所
得
源
泉
説
の
基
礎
の
う
え
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
非
課
税
と

さ
れ
て
き
た
。
戦
後
、
昭
和
二

一
年
に
、　
一
定
の
資
産
に
つ
い
て
譲
渡
所
得
課
税
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
流
れ
を
大
き

く
促
進
し
た
の
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
シ
ャ
ウ
プ
税
制
で
あ

っ
た
。

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
、
総
合
累
進
所
得
課
税
の
考
え
を
強
く
打
ち
出
し
、
譲
渡
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
①
譲
渡
所
得
を

全
額
課
税
す
る
と
と
も
に
、
譲
渡
損
失
を
全
額
控
除
す
る
、
②
変
動
所
得
と
し
て
、
平
均
課
税
方
式
を
適
用
す
る
、
③

利
得
に
対
す
る
無
制
限
の
課
税
延
期
を
防
止
す
る
た
め
、
贈
与
者
ま
た
は
被
相
続
人
に
対
す
る
み
な
し
譲
渡
課
税
を
行

う
、
④
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
対
策
と
し
て
、
資
産
再
評
価
を
行
う
、
と
い
っ
た
内
容
を
提
案
し
、
昭
和
二
五
年
に

そ
の
立
法
化
が
図
ら
れ
た
。

し
か
し
、
シ
ャ
ウ
プ
税
制
は
そ
の
後
直
ち
に
変
容
を
始
め
、
①
み
な
し
譲
渡
課
税
の
縮
小

（昭
和
二
七
年
）
、
②
株
式

等
有
価
証
券
の
譲
渡
益
の
非
課
税

（昭
和
二
八
年
）
、
③
譲
渡
所
得
の
全
額
課
税
か
ら
、
定
額
控
除
後
の
三
分
の
一
を
総

合
課
税
す
る
現
行
方
式
へ
の
転
換

（同
）、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
当
初
の
理
念
に
反
す
る
方
向
へ
と
制
度
が
改
め
ら
れ

た
。土

地
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
四
年
以
降
、
土
地
政
策
の
観
点
か
ら
、
種
々
の
特
別
措
置
が
導
入
さ
れ
、
頻

繁
に
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
基
本
的
特
徴
は
、
お
お
む
ね
、
①
土
地
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
分
離
課
税

を
す
る
こ
と
と
し
、
②
短
期
譲
渡
所
得
を
重
課
し
、
長
期
譲
渡
所
得
を
軽
課
す
る
、
と
い
う
基
調
を
維
持
し
つ
つ
、
地

価
上
昇
等
を
背
景
と
し
て
、
個
人
お
よ
び
法
人
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
税
率
の
引
上
げ
、
買
換
特
例
の
見
直
し
等
を

通
し
て
、
課
税
を
次
第
に
強
化
し
て
き
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、　
土
地
税
制
基
本
答
申

（平
成
二
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年
）
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
た
平
成
三
年
度
の
税
制
改
正
は
、
地
価
税
を
創
設
し
、　
あ
る
い
は
長
期
保
有
土
地
に
対
す

る
譲
渡
益
課
税
を
強
化
す
る
な
ど
の
点
で
、
従
来
の
政
策
を
大
き
く
転
換
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
株
式
等
譲
渡
益
課
税
に
つ
い
て
も
、
昭
和
六
三
年
に
お
い
て
、
原
則
非
課
税
か
ら
原
則
課
税

へ
と
変
更
さ
れ

た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
抜
本
税
制
改
革
の

一
環
と
し
て
、
不
公
平
税
制
の
是
正
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
そ
の
改
革
は
不
徹
底
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

０
　
課
税
の
仕
組
み
と
そ
の
特
徴

譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
点
が
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

第

一
に
、
現
行
税
制
は
、
原
則
と
し
て
、
譲
渡
所
得
が
実
現
し
た
時
に
課
税
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
未
実
現
の
利

得
に
対
す
る
課
税
は
、
例
外
と
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
譲
渡
所
得
課
税
に
お
け
る
個
人
と
法
人
と
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
差
異
が
み
ら
れ
る
。
法
人
税
に
お
い

て
は
、
譲
渡
所
得
と
普
通
所
得
と
は
基
本
的
に
同

一
の
も
の
と
し
て
、
総
合
的
に
課
税
す
る
が
、
所
得
税

に

お

い
て

は
、
両
者
の
違
い
を
前
提
に
し
て
課
税
す
る
。
累
進
税
率
で
課
税
さ
れ
る
個
人
所
得
に
つ
い
て
は
、　
一
般

論

と

し

て

は
、
個
人
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
生
じ
る
加
重
負
担
を
緩
和
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
譲
渡
所
得
課
税
の
原
則
は
総
合
課
税
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
例
外
で
あ
る
分
離
課
税
の
傾
向
が
か
な
り
強
く

み
ら
れ
る
。
株
式
の
譲
渡
益
お
よ
び
土
地
の
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
は
そ
の
典
型
で
、
総
合
課
税
の
原
則
は
か
な
り
の

程
度
損
な
わ
れ
て
い
る
。



68

第
四
に
、
株
式
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
源
泉
分
離
課
税
に
よ
っ
て
課
税
が
終
了
す
る
。
こ
れ
は
そ
の

限
り
で
、
納
税
者
自
ら
が
、
自
己
の
税
額
を
申
告
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
申
告
納
税
制
度
の
原
則
と
抵
触

す
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
総
合
課
税
の
原
則
と
譲
渡
所
得
課
税

０
　
譲
渡
所
得
は
な
ぜ
課
税
す
べ
き
か

現
行
税
制
は
、
所
得
が
実
現
し
た
時
に
課
税
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
所
得
税
法
は
、
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、
こ

の
趣
旨
を
、
「譲
渡
に
よ
る
」
所
得
、
と
い
う
表
現
を
用
い
て
規
定
し
て
い
る
。　
そ
の
「
譲
渡
」

の
意
味
す
る
範
囲
は

広
く
解
さ
れ
て
お
り
、
売
買
は
勿
論
の
こ
と
、
交
換
、
競
売
、
公
売
、
収
用
、
物
納
、
法
人
に
対
す
る
現
物
出
資
等
が

含
ま
れ
る
。
何
を
も
っ
て
譲
渡
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
特
に
無
償
譲
渡
の
場
合

（
た
と

え
ば
、
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
と
し
て
財
産
を
移
転
す
る
場
合
）
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
は
、
譲
渡
所
得
課
税
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
当
然
に
無
償
譲
渡

０

を
含
む
と
す
る
説
（増
加
益
清
算
説
）
と
、
有
償
譲
渡
に
限
ら
れ
る
と
す
る
説
（譲
渡
益
所
得
説
）
と
の
対
立
が
あ
る
。
判

例
お
よ
び
学
説
の
多
く
は
増
加
益
清
算
説
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
資
産
の
値
上
益
を
所
得
と
観
念
し
、
そ

の
資
産
が
所
有
者
の
支
配
を
離
れ
て
他
に
移
転
す
る
際
に
、
所
有
期
間
中
の
そ
の
増
加
益
を
清
算
し
て
課
税
す
べ
く
、
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当
該
譲
渡
が
有
償
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
譲
渡
益
所
得
説
は
、
納
税

者
の
担
税
力
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
実
定
法
の
具
体
的
構
造
を
重
視
す
べ
き
だ
と
し
て
、
譲
渡
所
得
の
内
容
は
、
抽

象
的
な
保
有
期
間
中
の
値
上
益
で
は
な
く
、
現
実
の
収
入
金
額
か
ら
取
得
価
額
等
を
控
除
し
た
譲
渡
差
益
を
意
味
す
る

と
い
う
べ
き
で
あ

っ
て
、課
税
は
、対
価
を
伴
な
う
有
償
譲
渡
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
の
い
ず
れ
が

妥
当
か
と
い
う
問
題
は
、
対
立
の
平
面
が
同
じ
か
ど
う
か
な
ど
、
判
然
と
し
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
単
純
に

は
い
え
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
現
行
税
制
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
①
み
な
し
譲
渡
所

得
課
税
の
沿
草

（
み
な
し
譲
渡
課
税
は
、
今
日
で
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
な
制
度
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
）
、
②
納
税
者

の
具
体
的
な
租
税
支
払
能
力
へ
の
配
慮
の
必
要
性
、
③
課
税
標
準
計
算
に
お
け
る

「
収
入
金
額
」
の
算
定
の
可
能
性
、

０

な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
基
本
的
に
は
、
譲
渡
益
所
得
説
に
立
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

増
加
益
清
算
説
は
、
①
資
産
の
値
上
益
は
、
包
括
的
所
得
概
念
の
も
と
で
は
、
対
価
の
授
受
の
如
何
に
か
か
わ
り
な

く
、
当
然
に
所
得
と
観
念
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
②
そ
の
値
上
益
が
無
限
ま
た
は
長
期
に
課
税
を
繰
り
延
べ
ら
れ

る
こ
と
は
、
公
平
の
観
点
か
ら
み
て
問
題
で
あ
る
と
し
、
③
し
た
が
っ
て
、
そ
の
資
産
が
所
有
者
の
手
を
離
れ
る
直
近

の
時
点
に
お
い
て
、
実
現
し
た
も
の
と
み
な
し
て
課
税
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

譲
渡
益
所
得
説
は
、
①
法
が

「
総
収
入
金
額
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
、
譲
渡
所
得
課
税
は
原
則
と
し
て

有
償
譲
渡
を
前
提
に
す
る
も
の
と
し
、
②
た
と
え
、
言
う
と
こ
ろ
の
値
上
益
が
理
論
上
所
得
を
構
成
す
る
と
し
て
も
、

租
税
の
支
払
の
基
礎
と
な
る
金
銭
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
納
税
者
の
租
税
支
払
能
力
は
な
い
と
し
、
③
し
た

が

っ
て
、
そ
の
資
産
が
対
価
を
得
て
納
税
者
の
手
を
離
れ
る
時
点
に
お
い
て
は
じ
め
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
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考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
議
論
の
対
立
は
、
実
現
時
に
お
け
る
所
得
課
税
の
範
囲
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
前
述
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
後
に
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
未
実
現
の
利
得
に
対
す
る
課
税
の
可
否
と
い
う
問
題
や
、

資
産
の
買
換
え

・
交
換
に
係
る
課
税
延
期
の
当
否
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
見
解
の
相
違
を
生
み
出
し
て
い
る
。
資

産
の
値
上
益
そ
の
も
の
に
担
税
力
が
あ
る
と
考
え
る
増
加
益
清
算
説
は
、
傾
向
的
に
は
、
未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税
に

肯
定
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
資
産
の
買
換
え
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の
段
階
で
清
算
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
租
税
の
支
払
能
力
を
重
視
す
る
譲
渡
益
所
得
説
は
、未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税
は
、

原
則
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
と
と
も
に
、
資
産
の
交
換
に
つ
い
て
も
、
対
価
の
授
受

が

な

い

の

で
、
原
則
と
し
て
課
税
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
実
際
に
は
、
納
税
者
の
生

活
実
態
や
利
害
関
係
な
ど
他
に
考
慮
す
べ
き
要
素
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
ど
単
純
に
割
り
切
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で

な
い
。

次
に
、
所
得
源
泉
の
強
度
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
資
産
性
所
得
で
あ
る
譲
渡
所
得
は
、
勤
労
性
所
得
と
比

べ
て
担
税
力
が
大
き
い
、
と
い
う
点
が
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
数
。
た
と
え
ば
、
給
与
所
得
控
除
の
一
部
分
は
、
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
六
三
年
の
改
正
に
よ
っ
て
廃
上
さ
れ
た
資
産
合
算
課
税

制
度
も
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
譲
渡
所
得

は
総
合
課
税
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
資
産
性
所
得
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
さ
ら
に
重
課

③

す
る
こ
と
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。



０
　
総
合
課
税
の
原
則
の
意
義

総
合
課
税
の
原
則
を
支
え
る
憲
法
上
の
基
礎
は
、
納
税
者
の
担
税
力
に
即
し
た
公
平
な
取
扱
い
を
命
じ
る
平
等
条
項

（
一
四
条
）
と
、
個
人
の
生
存
権
を
保
障
す
る
生
存
権
規
定

（
二
五
条
）
で
あ
ろ
う
。
生
存
権
規
定
の
も
と
で
は
、
最
低

生
活
水
準
以
下
の
所
得
し
か
な
い
者
は
、
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
、
課
税
除
外
の
権
利
を
も
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
誰
が
こ
の
権
利
を
も
つ
か
を
判
断
す
る
う
え
で
は
、
納
税
者
の
担
税
力
を
総
合
的
に
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

ま
た
、
国
家
の
課
税
権
の
行
使
を
通
し
て
、
公
平
な
所
得
分
配
状
況
を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
問

題
を
検
討
す
る
う
え
で
も
、
各
人
の
担
税
力
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え

る
な

ら

ば
、
各
種
所
得
の
種
類
や
性
格
を

一
応
捨
象
し
た
う
え
で
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
所
得
の
算
術
的
総
和
を
求
め
る
こ

‐

と
は
、
公
平
課
税
の
実
現
へ
の
前
提
で
あ
り
、
ま
た
出
発
点
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
所
得
の

税ン課
　
総
合
化
は
、
水
平
的
公
平
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
枠
組
教
を
与
え
る
も
の
と
い
い
う
る
し
、
そ
の
総
合
化
の
程
度
如

″
　
何
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
る
垂
直
的
公
平
の
程
度
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

″
　
　
現
行
の
所
得
税
制
は
、
原
則
的
に
は
、
各
種
所
得
の
金
額
を
合
算
し
、
こ
れ
に
超
過
累
進
税
率
を
適
用
す
る
構
造
を

ピキャ
　
維
持
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
総
合
課
税
の
原
則
を
採
用
し
て
い
る
。
総
合
課
税
の
仕
組
教
は
、
所
得
税
制
度
の
発

３
　
達
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
分
類
所
得
税
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
総
合
課
税
の
原
則
は
、
所
得
税
が
大
衆

課
税
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
所
得
税
制
度
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
担
税
力
の
正
確
な
把
握
の
必
要

性

か

７
　
ら
、
強
く
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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総
合
課
税
の
原
則
が
今
後
と
も
な
お
重
視
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
見
解
が
分
か
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
社
会
的
事
実
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
課
税
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
を
要
し
な
い
ほ
ど
、
所
得
水
準
が
均

一

化
し
て
い
る
と
い
う
の
は
困
難
で
、
今
も
な
お
相
当
の
所
得
格
差
が
あ
る
と
み
る
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
総
合
課
税
の
原
則
の
重
要
性
、
必
要
性
は
な
お
も
失
な
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

包
括
的
所
得
概
念
の
論
理
的
帰
結
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
違

っ
て
、
所
得
課
税
で
あ

っ
て
も
そ
の
課
税
ベ
ー
ス
を
消

費
に
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る
支
出
税
の
立
場
に
立
つ
場
合
や
、
さ
ら
に
は
担
税
力
の
指
標
と
し
て
財
産
と
い
う
要
素
を
加

え
て
公
平
課
税
、
応
能
負
担
を
観
念
す
る
場
合
に
は
、
租
税
体
系
に
お
け
る
公
平
や
総
合
課
税
の
意
味
が
相
当
異
な
る

も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

０
　
土
地
の
分
離
課
税

わ
が
国
で
は
、
土
地
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
、
相
当
に
徹
底
し
た
分
離
課
税
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
特
に
個
人
の
場
合

に
は
、
昭
和
四
四
年
の
土
地
税
制
が
、
そ
れ
ま
で
の
長
期
譲
渡
所
得
を
三
分
の
一
総
合
課
税
し
、
短
期
譲
渡
所
得
を
全

額
総
合
課
税
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
た
た
め
、　
一
般
に
、
土
地
譲
渡
益
に
対
す
る
税
負
担
は
、
相
当
に
軽

減
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
地
成
金
の
輩
出
と
資
産
格
差
の
拡
大
、
投
機
目
的
か
ら
す
る
土
地
の
買
い
占

め
、
土
地
保
有
の
長
期
化
と
い
っ
た
、
社
会
的
に
み
て
非
効
率
で
不
公
正
な
ゆ
が
み
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
土
地
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
総
合
課
税
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
こ
の
点
、
平
成
二
年
の

「
土
地
税
制
基
本
答
申
」
は
、
譲
渡
課
税
の
全
面
強
化
を
う
た
い
つ
つ
も
、
分
離
課
税
を
引



き
続
き
維
持
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
論
理
は
、
「累
進
的
な
税
負
担
を
免
が
れ
る
た
め
に
土
地
の
切
り
売
り
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
あ
わ
せ
て
土
地
の
売
却
に
伴
な
う
税
負
担
額
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
土
地
取
引
の
円
滑

化
に
資
す
る
と
の
観
点
か
ら
は
、
比
例
的
な
税
率
構
造
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
論
理
は
、
十
分
な
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
個
人
の
長
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
三
〇
％
の
比
例
税
率

が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
税
負
担
の
程
度
は
明
確
で
は
あ
る
が
、
分
離
課
税
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
総
合
課
税
で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
四
〇
％
、
お
よ
び
五
〇
％
と
い
う
限
界
税
率
の
適
用

を
排
除
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
累
進
的
な
負
担
だ
と
土
地
の
切
り
売
り
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

も
論
理
の
飛
躍
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
切
り
売
り
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
体
系
的
で
実
効
性
の
あ
る
都
市
計
画
、
土
地
利
用

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
も
と
で
強
力
な
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

っ
て
、
累
進
税
率
と
の
直
接
的
な
関
連
は

小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
諸
外
国
の
例
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
ヵ
は
、
土
地
譲
渡
益
を
総
合
課
税
し
て

税

　
　
　
　
③

課
　

い
る
。

ン″
　
　
分
離
課
税
で
あ
っ
て
も
、
土
地
の
譲
渡
益
を
重
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
あ
る
い
は
結
果
的
に
は
そ
れ
は

クノレ
　
ど
の
差
異
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
現
実
性
は
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
が
国
の
土
地
税

ヤ
　
制
の
歴
史
が
教
え
る
よ
う
に
、
分
離
課
税
を
原
則
と
す
る
こ
と
は
、
土
地
税
制
に
必
要
以
上
に
過
剰
な
政
策
的
考
慮
を

キ３
　
持
ち
込
む
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
担
税
力
を
正
確
に
、
総
合
的
に
把
握
し
た
う
え
で
公
平
な
税
負

担
を
求
め
る
、
と
い
う
税
制
の
基
本
原
則
が
相
当
に
歪
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
も
の
で
あ
る
。
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０
　
株
式
の
分
離
課
税

現
行
の
株
式
等
譲
渡
益
課
税
は
、
原
則
と
し
て
、
申
告
分
離
か
源
泉
分
離
か
の
い
ず
れ
か
の
方
式
を
選
択
す
る
も
の

と
し
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
に
、
株
式
譲
渡
益
を
全
面
課
税
す
る
方
向
へ
と
原
則
を
転
換
す
る
中
で
、
い
わ
ば
暫
定
的

に
こ
の
よ
う
な
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
そ
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
四
年

一
一

月
の

「
利
子

・
株
式
等
譲
渡
益
課
税
小
委
員
会
報
告
」
は
、
所
得
課
税
の
基
本
的
な
あ
り
方
と
い
う
点
で
は
、
総
合
課

税
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
株
式
取
引
の
把
握
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
現
行

制
度
が
現
実
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

分
離
課
税
を
支
持
す
る
論
拠
と
し
て
、
利
子
所
得
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
、
分
離
比
例
税
率
が
よ
い
、
と
す
る
見
解

（
こ

れ
は
、
申
告
分
離
方
式
を
基
本
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
）
や
、
源
泉
徴
収
を
活
用
す
る
こ
と
で
時
間
や
費
用
を
節
約
で

き
る
の
で
、
積
極
的
に

一
律
源
泉
分
離
課
税
を
維
持
す
べ
き
だ
、
と
す
る
見
解
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
租
税
の
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
は
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
み
な
し
差
益

率
を
五
％
と
す
る
源
泉
分
離
課
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
実
質
上
は
、
有
価
証
券
取
引
税
の
税
率
引
上
げ
と
同
じ
で
は

な
い
か
、
み
な
し
差
益
率
五
％
は
小
さ
す
ぎ
は
し
な
い
か
、
な
ど
の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
申
告
分
離
と

源
泉
分
離
の
選
択
を
認
め
る
の
で
、
実
際
の
譲
渡
益
と
譲
渡
損
失
と
み
な
し
差
益
率
と
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
取
引

ご
と
に
い
ず
れ
か
有
利
な
方
式
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
口
投
資
家
を
不
当
に
利
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
先

ほ
ど
の
小
委
員
会
報
告
で
も
、
少
な
く
と
も
、
継
続
的
取
引
、
大
口
取
引
に
つ
い
て
は
総
合
課
税
に
移
行
す
べ
き
だ
と
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の
見
解
が
多
数
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
総
合
課
税
の
実
現
に
向
け
て
少
し
で
も
改
正
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

特
に
そ
の
際
に
は
、
譲
渡
損
失
の
扱
い
が
問
題
に
な
る
が
、
投
機
的
な
取
引
を
抑
制
し
意
図
的
な
税
負
担
の
軽
減
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
合
理
的
な
範
囲
で
の
繰
越
し
を
認
め
た
う
え
で
、
同
種
の
譲
渡
所
得
と
の
教
相
殺
を
認
め
る
べ
き
で
あ

⑩

ろ

う

。

０
　
申
告
納
税
制
度
と
源
泉
分
離
課
税

株
式
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
と
の
関
連
に
お
い
て
は
（
利
子
所
得
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
）
、
源
泉
分
離
課

税
と
い
う
課
税
方
式
を
、
申
告
納
税
と
い
う
原
則
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。

源
泉
分
離
課
税
は
、
源
泉
徴
収
の
み
で
課
税
関
係
を
終
了
さ
せ
る
も
の
で
、
徴
税
の
方
式
と
し
て
は
簡
便
で
、
安
定

的
な
税
収
の
確
保
に
役
立
つ
も
の
と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
証
券
界
な
ど
か
ら
は
、
現
行
の
源
泉
分
離
課
税
方
式
は
簡
素

効
率
と
い
う
点
で
す
ぐ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
廃
止
、
変
更
す
る
積
極
的
な
理
由
は
な
い
、
と
い
う
声

が

挙
が

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
源
泉
分
離
課
税
と
い
う
方
式
は
、
ま
ず
、
分
離
課
税
に
よ
っ
て
、
正
確
な
担
税
力
の
把
握
を
困
難

に
す
る
点
で
、
総
合
課
税
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
方
式
は
、
納
税
者
自
身
に
よ
る
確

定
申
告
を
不
要
と
し
、
ま
た
そ
の
確
定
申
告
を
許
さ
な
い
点
で
、
所
得
課
税
の
原
則
の
一
つ
で
あ
る
、
申
告
納
税
の
原

則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

申
告
納
税
の
原
則
は
、
国
民
主
権
の
憲
法
原
理
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
と
り
わ
け

国
税
に
つ
い
て
、
従
来
の
賦
課
課
税
方
式
に
代
え
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
申
告
納
税
の
理
念
の
も
と
で
は
、
納
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税
者
は
、
民
主
主
義
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
高
い
納
税
意
識
を
も
ち
、
自
発
的
に
正
確
な
申
告
を
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
現
在
の
わ
が
国
の
課
税
所
得
の
八
五
％
は
、
源
泉
徴
収
制
度
と
源
泉
分
離
課
税
制
度
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
気
、
そ
の
理
念
と
現
実
と
の
落
差
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
問
題
は
、

こ
の
よ
う
な
現
状
を
よ
し
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
申
告
納
税
制
度
の
理
念
を
目
指
し
て
そ
の
方
向
へ
改
革
を
進
め
る

の
か
、
の
選
択
で
あ
ろ
う
。
憲
法
の
措
定
す
る
納
税
者
像
は
、
な
お
わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
維
持
す
べ

き
だ
と
思
わ
れ
る
。
安
易
に
徴
収
の
便
宜
論
に
傾
斜
す
る
こ
と
は
、
申
告
納
税
に
対
す
る
納
税
者
の
権
利
を
損
な
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
つ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
は
言
っ
て
も
、
源
泉
徴
収
と
源
泉
分
離
課
税
と
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
支

払
者
に
よ
る
源
泉
徴
収
は
、
合
理
的
必
要
性
が
あ
る
限
り
、
な
お
も
こ
れ
を
維
持
し
、
受
給
者
の
年
税
を
、
そ
の
者
の

確
定
申
告
を
通
し
て
清
算
す
る
と
い
う
、
源
泉
徴
収
と
申
告
納
税
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
た
徴
収
納
付
方
式
を
広
く
制

度
化
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

四
　
実
現
原
則
と
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税

０
　
平
準
化
措
置

税
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
、　
一
時
に
実
現
し
た
所
得
に
対
す
る
累
進
税
率
の
機
械
的
な
適
用
か
ら
生
じ
る
税
負
担
の
増
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大
を
緩
和
す
る
必
要
を
認
め
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
個
人
の
一
般
資
産
に
係
る
長
期
譲
渡
所
得
は
、
そ
の
三
分
の
一
が

課
税
除
外
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
個
人
の
土
地
譲
渡
益
は
原
則
と
し
て
分
離
課
税
さ
れ
、
比
較
的
低
い
比

例
税
率
で
課
税
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
平
準
化
措
置
と
い
う
点
で
は
木
日
の
粗
い
も
の
で
あ

っ

て
、
本
来
の
平
準
化
の
意
図
に
必
ず
し
も
沿
う
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
三
分
の
一
の
課
税
除
外
措
置
に
つ
い
て

は
、
税
率
の
累
進
度
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
割
合
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
な
平
準
化

を
超
え
た
優
遇
措
置
で
あ
る
と
の
批
判
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
課
税
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
譲
渡
所
得
は
全
額
総
合
課
税
さ
れ
る
べ
き

で
あ

り
、
平
準
化
措
置
も
、
そ
の
う
え
で
は
じ
め
て
適
用
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
言
い
う
る
。
そ
の
場
合
の
よ
り
合
理
的
な

②

平
準
化
方
式
と
し
て
、
保
有
年
数
に
応
じ
た
平
均
課
税
方
式
の
方
法
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
譲
渡
所
得
は
不
労
所
得
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
平
準
化
は
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方

は
、
論
理
的
に
は
十
分
あ
り
う
る
が
、
利
子
、
配
当
所
得
と
比
べ
て
譲
渡
所
得
だ
け
を
重
課
す
る
と
い
う
の
は
適
切
で

は
な
い
。
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
総
合
課
税
に
含
め
、
そ
の
含
め
る
際
に
平
準
化
措
置
を
適
用
し
、
さ
ら
に
そ

の
後
に
、
他
の
資
産
性
所
得
と
同
様
に
不
労
所
得
と
し
て
重
課
す
る
、
と
い
う
手
順
で
制
度
を
た
て
る
こ
と
が
重
要
で

あ
ろ
う
。
い
く
ぶ
ん
複
雑
に
な
る
の
は
否
め
な
い
が
、
譲
渡
所
得
の
総
合
課
税
、
平
準
化
措
置
の
適
用
、
不
労
所
得
と

い

し
て
の
重
課
、
と
い
う
論
理
の
跡
を
、
税
制
の
中
に
明
確
に
示
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
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０
　
未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税

未
実
現
の
利
得
は
、
理
論
上
所
得
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
課
税
は
、
例
外
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
な
ぜ
例
外
的
な
の
か
、
ま
た
、
そ
の
例
外
的
な
課
税
の
許
容
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
行
法
上
、
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税
を
定
め
た
典
型
的
な
例
と
し
て
、
①
農
業
所
得
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
収
穫

時
の
価
格
を
総
収
入
金
額
に
算
入
す
る
旨
の
規
定

（所
四
一
条
）
、
②
法
人
に
対
す
る
贈
与
等
の
一
定
の
場
合

に
お

い

て
、
資
産
が
無
償
ま
た
は
低
額
で
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
は
、
時
価
に
よ
っ
て
譲
渡
が
な
さ
れ
た
も
の
と
す
る
、
い
わ
ゆ

る
み
な
し
譲
渡
の
規
定

（所
五
九
条
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
租
税
回
避
等
の
租
税
の
不
当
な
軽
減
を
防
止
す
る
た
め
に
特
別
に
置
か
れ
た
よ
う

に
思

わ

れ

る
。
農
産
物
が
収
穫
さ
れ
た
後
、
自
家
消
費
に
回
さ
れ
た
部
分
を
正
確
に
捕
捉
し
え
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
の

担
税
力
を
正
確
に
把
握
し
公
平
な
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
無
償
ま
た
は
低
額
な
譲
渡
に
よ
っ
て

資
産
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
利
得
へ
の
課
税
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税
は
、
第

一
に
、
納
税
者
が
自
ら
の
意
図
、
選
択
に
よ
り
租
税
負
担
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
第

二
に
、
課
税
の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
点
で
、
未
実
現
で
の
段
階
が
最
も
適
切
で
あ
り
、
そ
の
課
税
の
遅
延
が
、

不
公
平
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
第
二
に
、
未
実
現
の
段
階
で
の
課
税
は
、
納
税
者
の
納
税
資
金
の
調
達
、
す
な

わ
ち
支
払
能
力
の
点
で
納
税
者
に
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
強
い
て
も
な
お
実
現
さ
れ
る
べ
き
、
よ
り

大
き
な
法
的
価
値

（公
平
課
税
の
実
現
等
）
が
具
体
的
に
存
在
す
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性
を
主
張
す



79  3 キャピタルゲイン課税

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
さ
な
い
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税
は
、
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税
は
、
過
度
に
財
産
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
強
く
、
ま
た
、
資
産
の

種
類
や
利
用
形
態
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
生
存
権
侵
害
を
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
課

税

は
、
ご
く
例
外
的
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
課
税
を
正
当
化
し
う
る
社
会
的
、

経
済
的
必
要
性
が
明
確
か
つ
具
体
的
に
存
在
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
必
要
性
の
一
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
創
業
者
利

得
に
関
し
て
、
第
二
者
等
に
対
し
て
株
式
の
有
利
な
割
当
て
が
行
わ
れ
た
場
合
や
低
廉
な
価
額
で
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、
第
三
者
等
が
そ
れ
を
取
得
し
た
段
階
で
課
税
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
よ
り

正
確
に
い
え
ば
、
第
二
者
等
が
取
得
し
た
株
式
の
値
上
益
と
い
う
よ
り
は
、
事
業
所
得
の
変
形
と
し
て
の
創
業
者
利
得

を
第
三
者
等
が
受
け
取

っ
た
段
階
で
給
与
所
得
、　
一
時
所
得
な
ど
と
し
て
課
税
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
株

式
の
売
却
前
で
の
課
税
と
い
う
意
味
で
は
、
広
く
未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

∽
る

。ａ
　
株
式
の
未
実
現
利
得

へ
の
課
税

平
成
二
年
の
商
法
改
正
と
の
関
連
で
、
平
成
三
年
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
①
株
式
配
当
へ
の
課
税
を
廃

止
す

る

（商
法
上
、
株
式
配
当
の
概
念
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
株
式
分
割
に
な
っ
た
た
め
）
、
と
と
も
に
、
②
五
年
間
の
間
、

最
低
資
本
金
に
達
す
る
ま
で
利
益
等
を
資
本
に
組
み
入
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
組
入
部
分
に
係
る
み
な
し
配
当
に
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対
す
る
所
得
税
を
課
さ
な
い
、
と
さ
れ
た

（措
置
九
条
の
三
第
一
項
前
段
）。

商
法
改
正
に
伴

っ
て
、
株
式
配
当
へ
の
課
税
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
益
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
に
つ

き
、
み
な
し
配
当
と
し
て
課
税
す
る
と
い
う
基
本
構
造
は
、
所
得
税
法
、
法
人
税
法
の
本
法
に
お
い
て
な
お
維
持
さ
れ

て
い
る

（所
二
五
条
二
項
、
法
二
四
条
二
項
）。
こ
の
み
な
し
配
当
規
定
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
対
立
が
あ
る
。
み
な

し
配
当
へ
の
課
税
に
賛
成
す
る
論
拠
の
一
つ
に
、
未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税
、
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
そ
の
論
理
は
、

利
益
積
立
金
か
ら
は
配
当
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
資
本
に
組
み
入
れ
ら
れ
れ
ば
も
は
や
配
当
に
充
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
資
本
組
入
部
分
は
そ
こ
ま
で
の
株
式
の
価
値
の
増
加
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資

本
組
入
れ
を
機
会
に
そ
の
未
実
現
の
利
得
を
配
当
所
得
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
規
定
は
、
課
税
上
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
る
譲
渡
所
得
へ
の
転
換
に
対
処
す
る
た
め

⑮

に
必
要
だ
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
は
、
問
題
は
配
当
の
可
能
性
で
は
な
く
配
当
の
有
無
で

あ
り
、
資
本
組
入
れ
の
段
階
で
課
税
す
る
こ
と
の
方
が
不
公
平
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
か
、
資
産
の
額
の
増
減
は

株
式
の
価
値
に
影
響
を
与
え
る
が
、
増
え
た
資
産
を
利
益
積
立
金
と
し
て
留
保
す
る
か
、
そ
れ
を
資
本
に
組
み
入
れ
る

か
は
、
会
計
処
理
の
問
題
で
あ

っ
て
、
株
式
の
価
値
の
増
加
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
組
入
額
ま
で

株
式
の
価
値
が
確
定
的
に
増
加
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
、
な
ど
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
独
。

こ
れ
以
上
に
詳
し
く
、
こ
の
議
論
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。
私
の
現
時
点
で
の
考
え
方
は
、
み
な
し
配

当
課

税

に

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
株
式
譲
渡
益
に
対
す
る
実
現
時
の
課
税
が
総
合
課

税
で
は
な
く
、
こ
れ
を
優
遇
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
派
生
し
た
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
現
時
の
譲
渡
益
課
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税
が
十
分
に
で
き
る
な
ら
ば
、
し
い
て
未
実
現
の
段
階
で
課
税
す
る
積
極
的
な
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

未
実
現
の
課
税

一
般
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
株
式
に
係
る
未
実
現
の
利
得
に
課
税
す
る
と
き
に
は
、
納
税
資

金
の
問
題
と
並
ん
で
、
評
価
の
問
題
が
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
に
な
る
。
特
に
、
非
上
場
の
株
式
等
の
未
実
現
利
得
の

評
価
は
、
容
易
な
問
題
で
は
な
い
。

こ
れ
に
加
え
て
、
株
式
に
係
る
未
実
現
の
利
得
に
課
税
し
よ
う
と
す
る
主
張
は
、
そ
の
論
理
を
形
式
的
に
徹
底
す
る

な
ら
ば
、
法
人
税
の
廃
止
ま
た
は
大
幅
な
縮
小
の
議
論
に
な
り
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
法
人
の
利
益
の
増
大

が
株
価
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
の
価
値
の
変
動
に
対
し
て
、
そ
の
発
生
の
都
度
株
主
に
直
接
に
課
税
す

⑦

る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
税
の
存
在
理
由
は
な
く
な
る
と
い
う
主
張
に
な
る
。
し
か
し
、
株
価
の
形
成
要
因
は
そ
れ
ほ
ど

単
純
で
は
な
く
、
会
社
と
株
主
と
の
関
係
は
こ
の
よ
う
に
直
接
に
連
動
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
巨
大
な
株
式
会
社
制
度
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
法
人
擬
制
説
的
な
考
え
方
が
妥
当
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、

ま
し
て
、
株
式
の
増
価
分
を
未
実
現
の
段
階
で
株
主
に
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
た
め
に
は
、
よ
り
積
極
的
で

合
理
的
な
根
拠
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ｂ
　
土
地
の
未
実
現
利
得
へ
の
課
税

平
成
二
年
の
土
地
税
制
基
本
答
申
は
、
土
地
の
値
上
が
り
に
よ
る
含
み
益
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
、
結
論
的
に
は

問
題
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
答
申
は
、
含
み
益
が
担
保
価
値
を
も
つ
こ
と
、
そ
れ
が
資
産
格
差
と
も
な

り
、
ま
た
土
地
の
資
産
と
し
て
の
有
利
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
含
み
益
に
課
税
す
る
と
い
う
考
え
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方
に
は
、　
一
応
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
答
申
は
、
現
実
に
収
益
の
な
い
者
に
租
税
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
は

限
度
が
あ
る
、
含
み
益
課
税
と
土
地
売
却
時
で
の
譲
渡
益
課
税
と
の
調
整
の
問
題
が
あ
る

（
調
整
を
し
な
け
れ
ば
二
重

課
税
に
な
る
、
調
整
を
誤
れ
ば
、
納
税
者
を
理
由
な
く
重
課
ま
た
は
軽
課
す
る
こ
と
に
な
る
）
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
導
入
に
は
問
題
が
あ
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。

未
実
現
の
利
得
へ
の
課
税
の
当
否
に
関
し
て
、
答
申
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
結
論
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。
た
だ
、
答
申
は
、
土
地
に
つ
い
て
保
有
課
税
と
譲
渡
課
税
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
と
相
続
税
と
の
相
互
の
関
係
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
を
し
て
い
な
い
。

こ
の
点
、
未
実
現
の
利
得
と
帰
属
家
賃
が
非
課
税
で
あ
る
現
状
を
所
得
課
税
の
失
敗
と
捉
え
、
保
有
課
税
に
こ
れ
ら

呻

へ
の
実
質
的
な
代
替
課
税
の
性
格
を
も
た
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解
が
注
目
さ
れ
る‐
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
土
地
が

時
価
評
価
さ
れ
、
的
確
に
課
税
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
来
譲
渡
所
得
課
税
は
不
要
で
あ
り
、
ま
た
、
相
続
税
も
、
富
の
集

中
の
排
除
等
の
異
な
る
課
税
目
的
か
ら
そ
の
存
在
理
由
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
考
え
方
は
、
譲
渡
所
得
課
税
に
お
け
る
凍
結
効
果
を
排
除
す
る
こ
と
、
お
よ
び
帰
属
家
賃
に
対
応
す
る
支
払
利
子
の

控
除
を
個
人
に
認
め
る
こ
と
を
そ
の
狙
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
整
合
的
な
租
税
体
系
を
構
築
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
次

の
点
で
問
題
を
残
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第

一
に
、
支
払
利
子
の
控
除
を
認
め
る
た
め
に
は
、　
一
般
の
理
解
が
な
か
な

か
得
に
く
い
帰
属
家
賃
と
い
う
論
拠
を
必
ず
し
も
必
要
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
課
税
の
公
平
と
い
う
意
味

で
は
、
土
地
を
有
す
る
者
と
土
地
を
有
し
て
い
な
い
者
と
の
間
の
公
平
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
た
と
え
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ば
、
居
住
用
の
支
払
家
賃
の
所
得
控
除
ま
た
は
税
額
控
除
）
。
第
二
に
、
未
実
現
の
利
得
の
評
価
は
相
当
に
困
難
で
、

評
価
に
お
け
る
人
為
性
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
課
税
の
客
観
性
、
公
正
性
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
し

て
、
体
系
的
で
拘
束
力
の
あ
る
土
地
利
用
計
画
が
存
在
し
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
土
地
の
未
実
現
の
利
得

へ
の
課
税

は
適
切
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
譲
渡
所
得
課
税
に
お
け
る
特
別
措
置

０
　
特
別
措
置
の
手
法
と
そ
の
正
当
化
根
拠

土
地
の
譲
渡
益
課
税
に
お
い
て
は
、
政
策
的
な
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
租
税
負
担
の
軽
減
措
置
が
置

か
れ

て

い

る
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
①
分
離
課
税
、
②
軽
減
税
率
の
適
用
、
③
特
別
控
除
の
承
認
、
④
課
税
の
繰
延
べ
、
な
ど
が

あ
る
。

こ
れ
ら
は

一
般
に
優
遇
措
置
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、
課
税
対
象
の
侵
食
や
課
税
の

不
公
平
が
起
き
る
の
で
、
合
理
的
根
拠
と
効
果
に
乏
し
い
も
の
を
で
き
る
だ
け
廃
止
し
、
整
理
合
理
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

た
だ
、
問
題
は
、
何
を
も
っ
て
好
ま
し
く
な
い
優
遇
措
置
と
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、

問
題
の
譲
渡
所
得
が
、
収
用
な
ど
の
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
外
的
、
強
制
的
な
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
場



合
に
は
、
そ
の
者
の
利
害
状
況
を
よ
り
適
切
に
反
映
で
き
る
軽
減
の
手
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

０
　
買
換
え

・
交
換
の
特
例

先
ほ
ど
の
未
実
現
課
税
の
問
題
が
、
実
現
の
時
点
よ
り
前
で
、
課
税
時
期
を
早
め
て
課
税
を
行
な
う
こ
と
の
当
否
に

係
る
の
に
対
し
て
、
買
換
え

・
交
換
の
特
例
の
是
非
と
い
う
問
題
は
、
実
現
の
時
点
よ
り
後
に
、
課
税
を
繰
り
延
べ
る

こ
と
の
当
否
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
土
地
税
制
と
の
関
連
で
の
み
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
土
地
税
制
基
本
答
申
を
受
け
て
、
平
成
三
年
の
税
制
改

正
に
お
い
て
は
、
買
換
特
例
制
度
が
か
な
り
の
程
度
、
整
理
合
理
化
さ
れ
た
。
ま
ず
、
個
人
の
居
住
用
財
産
の
買
換
特

例
は
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
。
事
業
用
資
産
の
買
換
え
に
つ
い
て
も
、
長
期
保
有
の
土
地
か
ら
減
価
償
却
資
産
へ
の

買
換
特
例
が
廃
上
さ
れ
る
な
ど
、
所
要
の
縮
減
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
政
策
目

標
を
遂
行
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
価
高
騰
な
ど
大
き
な
弊
害
を
生
ん
だ
と
の
強
い
批
判
を
浴
び

て
、
き
び
し
い
見
直
し
を
受
け
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
再
び
、
平
成
五
年
度
の
税
制
改
正
の
議
論
に
お
い
て
、
居
住
用
財
産
の
買
換
特
例
の
復
活
の
是
非
が
問

題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
復
活
反
対
論
は
、
①
三
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
特
別
控
除
や
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分

へ
の
軽
減

税
率
の
適
用
と
い
う
現
行
制
度
で
十
分
だ
、
②
地
価
は
ま
だ
高
く
、
地
価
高
騰
の
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
、

な
ど
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
復
活
賛
成
論
の
主
張
は
、
①
住
宅
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
、
②

税
制
の
原
則
論
か
ら
い
え
ば
、
居
住
用
財
産
の
買
換
え
の
場
合
に
は
、
も
と
も
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

（売
買
差
益
）
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は
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
、
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、　
一
定
の
要
件

（譲
渡
資
産
お
よ
び
買
換

資
産
の
い
ず
れ
も
適
正
な
対
価
の
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
譲
渡
価
額
が

一
億
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
譲
渡
資
産

の
所
有
期
間
が

一
〇
年
を
超
え
る
こ
と
、
譲
渡
者
の
居
住
期
間
が

一
〇
年
以
上
で
あ
る
こ
と
等
）
を
満
た
す
居
住
用
財

産
の
買
換
え

・
交
換
に
関
し
て
、
平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
七
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
間
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
取

得
価
額
の
引
継
ぎ
に
よ
る
課
税
の
繰
延
べ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た‐
。

政
策
論
的
な
考
慮
は
別
と
し
て
、
居
住
用
財
産
の
買
換
え
は
、
租
税
理
論
上
、
当
然
課
税
を
繰
り
延
べ
ら
れ
る
べ
き

だ
と
い
う
復
活
賛
成
論
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
同
意
す
べ
き
で
あ
ろ
鈍
。
ま
ず
、
同
種
同
規
模
の
居
住
用
財

産
の

「
交
換
」
を
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
交
換
後
の
経
済
状
況
に
は
何
ら
変
化
は
な
く
、
こ
の
場
合
に
実
現
が
あ

っ
た
と
し
て
課
税
す
る
と
、
交
換
前
の
居
住
条
件
を
下
回
る
居
住
条
件
を
納
税
者
に
強
い
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
考
慮
は
、
固
定
資
産
の
交
換
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
例

（
ご
く
大
ざ

っ
ば
に
言
え
ば
、
同
種
同
規
模
同

一
目
的
の

資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
譲
渡
所
得
の
課
税
が
行
な
わ
れ
な
い
）
と
し
て
、
所

得
税
法
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る

（五
八
条
）
。
そ
こ
で
は
必
ず
し
も
、
こ
れ
を
優
遇
措
置
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
次
に
、
居
住
用
財
産
の
買
換
え
に
つ
い
て
は
、
資
産
の
増
加
益
が

一
時
的
に
せ
よ
現
金
化
さ
れ
る
の
で
、

交
換
と
の
区
別
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
対
応
す
る
二
つ
の
資
産
の
売
買
が
連
続
的
に
行
な
わ
れ
る
等
、

そ
の
実
質
に
お
い
て
投
資
が
継
続
し
て
い
る
場
合
に
は
、
交
換
の
場
合
と
基
本
的
に
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
も
、
最
初
の
取
得
価
額
を
引
き
継
が
せ
た
う
え
で
、
最
終
的
に
新
た
な
居
住
用
財
産

へ
の

投
資
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
時
点
で
課
税
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
十
分
考
慮
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
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買
換
特
例
制
度
が
、
経
済
状
態
に
何
ら
変
化
を
生
じ
な
い
、
し
た
が
っ
て
担
税
力
が
存
在
し
な
い
者
に
対
し
て
、　
一
定

の
投
資
が
継
続
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
課
税
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
を
、
そ
の
本
来
の
目
的
と
す
る
も
の
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
制
度
は
、
必
ず
し
も
優
遇
措
置
だ
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
仮
に
優
遇
措
置
だ
と
し
て
も
、
特
別
控
除
方
式
よ
り
は
合
理
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
別
控
除
方

式
は
、
売
却
代
金
の
使
い
途
を
問
題
に
し
な
い
う
え
に
、　
一
定
の
期
間
を
お
く
と
何
度
で
も
使
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
合
理
性
の
乏
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
他
方
で
、
地
価
形
成
へ
の
影
響
な
ど
の
考
慮
か
ら
、
買
換
特
例
の
制
度
を
実
際
に
作
る
う
え
で
は
、
相
当
に

き
び
し
い
要
件
を
課
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
新
た
に
復
活
し
た
制
度
の
も
と
で
付
さ
れ
て
い
る
要
件
は
、
そ
の
意
味

で
は
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
売
却
お
よ
び
取
得
の
双
方
に
係
る
財
産
と
も
適
正
価

格
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
規
定
は
、
投
機
的
な
要
素
を
排
し
、
地
価
高
騰
を
防
止
す
る
う
え
で
特
に
重
要
で
あ
る
と
思

②

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
買
換
特
例
の
正
当
化
根
拠
が
そ
れ
な
り
の
合
理
性
を
も
つ
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
理

の
適

用
範

囲
、
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
課
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
、
可
能

な
限

り
、
同
種
、
同
額
、
同

一
使
用
目
的
の
財
産
間
の
買
換
え
に
限
定
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
、
広
範
な
種
類
の
財

産
間
で
の
買
換
特
例
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
は
、
こ
れ
を
補
完
す
る
強
力
な
財
産
税
と
相
続
税

②

の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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六
　
お
わ
り
に

税
法
の
観
点
か
ら
譲
渡
所
得
課
税
を
検
討
す
る
際
に
基
本
的
と
思
わ
れ
る
視
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
要
約
的
に
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

第

一
に
、
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
資
産
は
多
種
多
様
な
の
で
、
そ
の
資
産
が
納
税
者
の
生
活
や
生
存
と
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
立
法
上
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、

譲
渡
所
得
は
、　
一
般
に
、
資
産
性
所
得
、
不
労
所
得
の
側
面
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
に
重
課
を

す
る
こ
と
が
、
担
税
力
を
正
確
に
把
握
し
、
公
平
な
課
税
を
実
現
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
株
式
や

土
地
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
高
額
所
得
者
に
集
中
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、　
一
般
に
は
、

譲
渡
益

へ
の
重
課
と
い
う
要
請
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
法
的
な
評
価
基
準
と
い
う
意
味
で
は
、
憲
法
の
平
等
原
則
、
生
存
権
条
項
、
財
産
権
条
項
、
な
ど
が
基
礎

に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
基
礎
に
、
望
ま
し
い
課
税
の
あ
り
方
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
基
本
的
に

は
、
①
必
要
な
平
準
化
を
含
め
て
、
譲
渡
所
得
を
総
合
課
税
す
る
こ
と
、
②
そ
の
う
え
で
、
資
産
性
所
得
と
し
て
重
課

す
る
こ
と
、
③
申
告
納
税
制
度
の
徹
底
化
を
図
り
、
源
泉
分
離
課
税
を
原
則
と
し
て
行
な
わ
な
い
こ
と
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
譲
渡
所
得
の
課
税
に
お
い
て
は
、
課
税
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
特
に
問
題
に
な
る
。
実
現
時
に
課
税
を
す
る
と
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い
う
原
則
は
、
基
本
的
に
は
、
課
税
に
お
け
る
評
価
の
困
難
性
を
避
け
、
納
税
者
の
租
税
支
払
能
力
に
配

慮

し

た
結

果
、
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
未
実
現
の
課
税
を
行
な
う
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
行
な

う
に
つ
い
て
の
具
体
的
で
積
極
的
な
根
拠
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
方
で
、　
一
定
の
場
合
に
お
け
る
課
税
の

繰
延
べ
は
、
少
な
く
と
も
租
税
理
論
上
は
、
相
当
の
限
定
を
加
え
た
う
え
で
、
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
譲
渡

所
得
課
税
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
際
に
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
保
有
課
税
を
ど
う
構
想
す
る
か
、
相
続
税

を
ど
う
構
想
す
る
か
、
な
ど
の
総
合
的
な
租
税
体
系
の
整
備
と
い
う
観
点
も
、
あ
わ
せ
て
必
要
に
な
る
。

Λ
ヰ江
∨

①
　
武
田
隆
二

『法
人
税
法
精
説
』
（森
山
書
店
、
平
成
四
年
）
一
三
五
頁
。

②
　
金
子
宏

『租
税
法

（第
四
版
）
』
（弘
文
堂
、
平
成
四
年
）
一
九
〇
頁
。

③
　
金
子
宏

「租
税
法
に
お
け
る
所
得
概
念
の
構
成

（
三

・
完
）」
法
学
協
会
雑
誌
九
二
巻

一
〇
九
九
頁
。

０
　
武
田
前
掲
書

一
三
〇
頁
、
藤
田
晴

『所
得
税
の
基
礎
理
論
』
（中
央
経
済
社
、
平
成
四
年
）
二
〇
五
頁
以
下
。

③
　
水
野
武
雄
「譲
渡
担
保
と
譲
渡
所
得
課
税
」
（北
野
弘
久
編
『
日
本
税
法
体
系
３
』
Λ
学
陽
書
房
、昭
和
五
五
年
〉
所
収
）
六
四
頁
。

③
　
租
税
判
例
百
選

（第
二
版
）
六
六
頁

〔竹
下
重
人
執
筆
〕
、
大
島
隆
夫
ほ
か

『所
得
税
法
の
考
え
方
・読
み
方
』
二
七
頁

（税

務
経
理
協
会
、
昭
和
六

一
年
）。

０
　
日
本
租
税
研
究
協
会

『
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
と
わ
が
国
の
税
制
』
（昭
和
五
八
年
）
二
一
頁

〔金
子
宏
執
筆
〕
は
、　
シ
ヤ
ウ
プ
勧

告
自
身
は
必
ず
し
も
こ
の
考
え
方
に
共
感
を
示
し
て
い
な
い
、
と
す
る
。

③
　
田
中
治

「
利
子
お
よ
び
株
式
等
譲
渡
益
課
税
の
見
直
し
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
税
研
四
六
号
四
頁
。

０
　
石
弘
光

『土
地
税
制
改
革
』
（東
洋
経
済
新
報
社
、
平
成
三
年
）
一
五
九
頁
。

⑩

藤
田
前
掲
書
三
二
三
頁
。

０
　
「
特
集
―
金
融
税
制
改
正
の
焦
点
」
金
融
財
政
事
情
四
三
巻
三
八
号
二
一
頁

〔石
弘
光
執
筆
〕。
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⑫

金
子
宏

「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
の
改
革
」

（総
合
研
究
開
発
機
構

『
長
期
的
な
税
制
の
あ
り
方
に
関

す

る
研
究
』

Λ
昭
和
六

一
年
Ｖ
所
収
）
二

一
頁
、
藤
田
前
掲
書
二

一
二
頁
。

０
　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
第

一
巻

一
八
頁
は
、
簡
素
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
し
か
し
、
経
済
的
利
害
の
複
雑
な

富
裕
な
納
税
者
に
対
し
て
は
、
余
り
に
簡
素
に
偏
重
す
べ
き
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
納
税
者
は
完
備
し
た
帳
簿
を
作
る
労
を
惜

し
ま
な
い
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
な
お
、
事
業
を
営
む
法
人
に
つ
い
て
は
、
も
し
不
公
平
及
び
好
ま
し
く

な
い
経
済
的
結
果
を
防
止
す
る
た
め
に
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
も
の
な
ら
、
も
っ
と
よ
り
複
雑
な
租
税
を
賦
課
す
る
こ
と
が
至
当

で
あ
る
と
考
え
る
」

０
　
武
田
昌
輔

「
創
業
者
利
得
の
課
税
と
証
券
税
制
」
税
経
通
信
四
四
巻

一
号
七
頁
。

０
　
金
子
宏

「
商
法
改
正
と
税
制
」
商
事
法
務

一
二
二
三
号
三
〇
頁
。

ω
　
竹
内
昭
夫

「
利
益
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
と
み
な
し
配
当
課
税
の
当
否

（上
）
」
商
事
法
務

一
二
五
八
号
四
九
頁
。

０
　
∽

，
”
″
ｏ
■
¨
↓

，
ｘ
”
〓
ｏ
・
■
〓
す
ｏ
●
け
”
８
〓
Ｓ
〓
ｏ
●
¨
＞

筍
８
り
。
”゙
】

【。
『　
＞
８
『．
”
】
↓
”
ｘ
”
〓
。
Ｐ

」∞
．

　
Ｃ
・

。
ぃ

”
ｏ●
●
・
ｒ
・
”
ｏく
・
【
〓
デ

］
●
０
（
８
∞
Ｏ）
・

①
　
宮
島
洋

「
土
地
税
制
改
革
の
租
税
論
」
税
研
三
五
＝
三
六
号
八
頁
。

①
　
三
木
義

一
「
法
理
論
の
視
点
か
ら
み
た
土
地
政
策
と
土
地
税
制
」
法
律
時
報
六
三
巻
二
号
二

一
頁
。

ω
　
た
と
え
ば
、
内
川
澄
男

「
復
活
し
た
居
住
用
財
産
の
買
換
特
例
の
概
要
」
税
経
通
信
四
八
巻
六
号
五
四
頁
。

０
　
水
野
忠
恒

「
土
地
税
制
の
手
法
―
買
換
え

・
交
換
の
特
例
を
中
心
に
」
租
税
法
研
究

一
八
号
八
〇
頁
、
野
口
悠
紀
雄

「
買
換

え
特
例
の
復
活
論
議
と
現
行
税
制
の
問
題
点
」
税
務
弘
報
四
〇
巻

一
三
号

一
〇
頁
。

②
　
譲
渡
所
得
課
税
に
お
け
る
投
機
的
所
得

へ
の
重
課
の
必
要
性
を
説
く
も
の
と
し
て
、
北
野
弘
久

『納
税
者
基
本
権
論

の
展

開
』
（三
省
堂
、
平
成
四
年
）
二

一
〇
頁
。

②
　
広
範
な
買
換
特
例
の
制
度
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、　
く
〓８
Ｆ

＞

０
０
日
●
”
口
．り０
い
０
ぃ
〕”
０
営
０
り０
”
●
０
＞
ヨ
０
■
８
●

弓
，

Ｘ
”
〓

ｏ
●

ｏ
喘

０
，
ｏ
〓

”
【

Ｏ
”
】
●
り
・

一
ト

ロ
，

ゆ
■

●
∞
り

Ｈ
●
■

一

”
０
０
日

●
・
ピ
・
”
０
く
・　
、
一
０

（
μ
Φ
Ｏ
」
）
・

（
た
な
か

・
お
さ
む
＝
税
法
学
）
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討
論
―
―

■
司
　
　

会
　
池
上
　
惇

小
山
廣
和

四
討
論
参
加
者
　
井
上
久
爾

北
野
弘
久

新
井
隆

一

畑
山
　
紀

大
橋
為
宣

坂
野
光
俊

富
岡
幸
雄

（京
都
大
学

・
財
政
学
）

（
明
治
大
学

・
税
法
学
）

（
日
本
大
学

・
税
務
会
計
学
）

（
日
本
大
学

・
税
法
学

・
憲
法
学
）

（早
稲
田
大
学

・
行
政
法

・
租
税
法
）

（札
幌
学
院
大
学

・
税
務
会
計
学
）

（杏
林
大
学

・
税
法
学
）

（
立
命
館
大
学

・
財
政
学
）

（中
央
大
学

・
税
務
会
計
学
）

内
山
　
昭

三
木
義

一

大
田

一
男

田
中
　
治

大
山
明
雄

谷
山
治
雄

小
谷
義
次

（
九
州
国
際
大
学

・
財
政
学
）

（静
岡
大
学

・
税
法
学
）

（酪
農
学
園
大
学

・
憲
法
学

・
政
治
学
）

（大
阪
府
立
大
学

・
税
法

・
財
政
法
）

（
経
営
構
造
研
究
所
所
長

・
財
政
学
）

（税
制
経
営
研
究
所

。
財
政
学
）

（大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

・
財
政
学
）
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司
会
　
そ
れ
で
は
た
だ
い
ま
か
ら
討
論
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
し
ろ
た
い
へ
ん
大
き
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
た
く
さ
ん
御
質
問
が
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
簡
潔
に
御
説
明
を
お
願
い
を
し
て
、

そ
れ
に
報
告
者
か
ら
、
お
答
え
を
い
た
だ
き
、
ひ
と
と
お
り
そ
れ
を
ま
ず
済
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
実
行
し
て

み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
内
山
先
生
へ
の
御
質
問
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
日
本
大
学
の
井
上
先
生
か
ら
質
問
が

出
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
初
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井
上
　
日
本
大
学
の
井
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
内
山
先
生
に
二
点
ほ
ど
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第

一
点
は
、

法
人
の
株
式
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
独
立
課
税
を
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
で
す
。
ご
趣
旨
は
ア
メ
リ

カ
式
に
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
イ
ン
カ
ム
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
イ
ン
を
区
分
し
よ
う
と
い
う
意
味
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
先
生

は
こ
の
論
拠
と
し
て
企
業
が
実
体
的
基
礎
を
持

っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
よ
う
に
承
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の
日
本
に

事
業
法
人
二
二
〇
万
社
ぐ
ら
い
あ
る
な
か
で
、
実
体
的
な
基
礎
を
持

っ
て
い
る
企
業
と
い
え
る
の
は
、
た
か
だ
か
二
、

三
万
社
位
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
と
は
経
営
者
即
株
主
と
い
う
い
わ
ゆ
る
閉
鎖
企
業
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
法
人
が
独
立
的
な
実
体
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
論
旨
は
課
税
の
問
題
と
し
て
は
成
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
法
人
の
場
合
に
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
も
む
し
ろ
企
業
利
潤
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
に
近
い
の
で
あ

っ
て
、
通
常
の
事
業
所
得
と
区
分
す
る
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が

つ
て
、
キ
ヤ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
独
立
課
税
を
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
御
見
解
に
つ
い
て
は
私
は
否
定
的
に
考
え
る
わ
け
で
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ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
ご
教
示
を
頂
き
た
い
。
こ
れ
が
第

一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
は
、
法
人
の
利
潤
課
税
と
株
式
譲
渡
課
税
が
二
重
課
税
と
い
う
見
方
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
御
意
見

に
対
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
も
と
法
人
の
利
潤
は
配
当
さ
れ
る
か
留
保
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
な
の
で
、
配
当
に
つ

い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
を
除
け
ば
Ｅ
Ｃ
、
日
本
と
も
二
重
課
税
調
整
式
で
や
っ
て
る
わ
け
で
す
。
ま
た
最
近
の
ア
メ
リ
カ

財
務
省
報
告
に
お
い
て
も
、
そ
の
二
重
課
税
排
除
方
式
の
導
入
が
公
式
に
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
株
式
譲

渡
に
つ
い
て
考
え
ま
す
と
、
先
生
の
御
報
告
自
体
に
も
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
株
式
価
額
の
構
成
要
素
と
し
て
ま
ず
企

業
利
潤
が
挙
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
明
ら
か
に
企
業
利
潤
の
反
映
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
株
式
譲
渡
益
の

課
税
に
つ
い
て
法
人
税
と
の
調
整
を
す
る
こ
と
が
な
ぜ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
？
・

そ
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
わ
け

で
す
。
私
は
、
株
式
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
つ
い
て
課
税
す
る
場
合
に
は
、
配
当
課
税
に
お
け
る
二
重
課
税
調
整
と

同
様
の
論
拠
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
二
重
課
税
調
整
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以

上
の
二
点
に
つ
き
ま
し
て
先
生
の
御
意
見
を
う
か
が
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

内
山
　
九
州
国
際
大
学
の
内
山
で
す
。
企
業
の
留
保
利
潤
で
す
が
、
株
主
に
所
有
権
が
あ
る
こ
と
と
株
の
値
上
が
り
益

と
は
別
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
立
て
方
で
す
。

株
価
の
水
準
と
い
う
の
は
、
企
業
の
利
潤
お
よ
び
将
来
の
期
待
収
益
を
反
映
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
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井
上
　
現
在
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
株
価
下
落
が
騒
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
れ
は
明
ら
か
に
企
業
利
潤
の
低
下
を
背
景

と
し
て
い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
企
業
利
潤
の
関
連
と
株
価
の
関
連
を
無
縁
の
も
の
と
し
て
、
少
な
く
と
も
直
接
関

係
な
い
と
し
て
切
り
離
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
実
体
か
ら
か
け
離
れ
た
理
論
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
、
別
の
意
味
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。

内
山
　
経
済
学
の
議
論
と
ち
ょ
っ
と
違
う
感
じ
を
受
け
ま
す
け
れ
ど
も
、
企
業
の
利
潤
で
す
ね
、
収
益
お
よ
び
将
来
の

利
潤
を
株
価
と
い
う
の
が
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

井
上
　
私
も
全
く
イ
コ
ー
ル
だ
と
は
申
し
上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。
相
当
部
分
が
企
業
利
潤
の
反
映
の
は
ず
だ
、
と
申
し

上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。
従
っ
て
二
重
課
税
調
整
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
相
当

部
分
の
様
相
を
無
視
さ
れ
た
議
論
で
は
な
い
か
と
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

内
山
　
た
だ
で
す
ね
、
そ
の
点
は
確
か
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
内
部
留
保
に
課
税
し
た
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
課
税

は
必
要
な
い
と
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
課
税
す
れ
ば
、
内
部
留
保
に
は
課
税
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
議

論
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

井
上
　
私
は
必
要
な
い
と
は
申
し
上
げ
て
な
い
の
で
す
。
法
人
税
と
所
得
税
の
税
率
が
違
い
ま
す
か
ら
。
こ
れ
は
配
当
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と
同
じ
こ
と
で
す
ね
。
配
当
は
利
潤
分
配
だ
か
ら
、
所
得
税
は
不
要
だ
と
い
う
理
由
は
な
く
、
合
算
課
税
す
べ
き
で
あ

る
。
株
式
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
も
同
様
で
す
。
し
か
し
、
課
税
を
す
る
場
合
に
は
法
人
税
と
の
調
整
を
考
え
る
理
論

的
な
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
、
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
は
ず
だ
、
と
。

内
山
　
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
ま
で
は
否
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
第

一
点
で
す
ね
、
実
体
的
基
礎
を
も
つ
一
万
社
ぐ

ら
い
と
い
う
大
企
業
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
え
る
と
い
う
こ
と
と
、
課
税
の
客
体
と
し
て
個
人
と
法
人

を
考
え
た
場
合
に
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
場
合
に
、
法
人
に
課
税
し
て
も
、
個
人
に
課
税
し
て

も
、
ど
ち
ら
か
に
課
税
す
れ
ば
い
い
と
い
う
話
で
あ
り
ま
す
の
で
。

法
人
の
場
合
に
は
、
株
主
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
形
式
論
理
で
は
い
く
べ
き
で
は
な
い
と
…
…
。

井
上
　
今
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
現
実
の
経
済
社
会
に
つ
い
て
で
す
。
三
二
〇
万
社
の
利
潤
に
つ
い
て
法
人
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
だ
け
が
別
扱
い
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
と

申
し
上
げ
て
い
る
の
で
、
法
人
非
課
税
論
な
ど
と
い
う
の
は
別
個
の
論
点
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
も
し
、
法
人
と
し

て
の
実
体
的
基
礎
が
違
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

「
実
体
的
基
礎
」
の
な
い
二
〇
〇
万
社
の
課
税
は
ど
う
な
る
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
か
。

内
山
　
あ
の
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
う
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
法
人
は
個
人
株
主
の
集
合
体
で
あ
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る
か
ら
、
課
税
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
。
こ
こ
で
実
体
的
基
礎
と
言
っ
て
い

る
の
は
。
独
立
の
課
税
客
体
に
な
り
得
る
と
い
う
意
味
で
言
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
収
益
と
、
午
前
中
も
高
井
先
生
か
ら
お
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
事
業
収
益
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
イ
ン
と
分

け
て
、
課
税
を
考
え
よ
う
と
い
う
話
で
あ
り
ま
す
。

井
上
　
な
ぜ
そ
れ
が
そ
う
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ご
質
問
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。
第

一
に
、
事
業

収
益
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
違
う
の
だ
と
い
う
根
拠
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
し
、
第
二
に
実
体
的
基
礎
を
持
つ
企
業
で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
事
業
収
益
と
し
て
は
通
常
の
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
イ
ン
カ
ム
と
同
質
で
は
な
い
の
か
と
、
そ
れ

を
別
扱
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
た
と
え
ば
、
差
別
税
率
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
繰
越
欠
損
期
間
制
限
な
ど
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
論
的
な
根
拠
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
間
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

内
山
　
そ
の
点
に
つ
い
て
で
す
が
、
事
業
収
益
と
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
、
法
人
が
他
の
会
社

の
株
を
持
っ
て
い
て
、
値
上
が
り
し
て
得
た
利
益
と
は
、
原
因
が
違

っ
て
い
る
の
で
、
区
別
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

ね
。あ

る
い
は
も
う
少
し
言
う
と
、
事
業
体
と
し
て
の
法
人
は
、
株
で
儲
け
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
話
で
、
基
本
的

に
は
事
業
活
動
で
利
益
を
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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井
上
　
法
人
が
株
で
儲
け
な
く
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
次
元
の
違
う
論
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
に
儲
け

て
い
る
そ
の
利
益
に
対
し
て
、
課
税
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
議
論
す
れ
ば
い
い
ん
で
あ

っ
て
、
経
営
運
営
が
い
い
か

悪
い
か
と
い
う
よ
う
な
倫
理
的
な
話
は
、
わ
れ
わ
れ
の
論
議
の
外
に
あ
る
話
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

現
に
営
業
活
動
で
儲
け
た
利
益
と
、
土
地
や
株
の
売
買
で
儲
け
た
も
の
と
、
租
税
負
担
力
と
し
て
ど
う
違
う
ん
だ
、

と
。
法
人
の
事
業
利
益
は
、
個
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
課
税
と
は
違
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。
事
業
資
本
の
運
用
形
態
か
ら
す

れ
ば
す
べ
て
が
等
質
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
資
本
の
運
用
収
益
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
利
益
と
し
て
等
質

な
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
課
税
の
落
差
を
し
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
、
理
由
が
あ
る
と
き
は
ど
う
し
て
も

う
な
ず
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
山
　
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
経
済
的
性
質
は
全
く
違
う
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
、
こ
れ
は
国
民
所
得
に

は
入
り
ま
せ
ん
か
ら
、
国
民
所
得
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
経
済
的
性
質
は
基
本
的
に
違
う
、
だ
か
ら
課
税
も
別
建
て
で

た
て
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
同
意
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。

井
上
　
先
生
と
私
と
の
視
点
の
違
い
は
わ
か
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
同
じ
く
内
山
先
生
へ
の
御
質
問
で
、
北
野
先
生
か
ら
未
実
現
利
益
の
課
税
に
つ
い
て
の
御
質
問
が
出

て
い
ま
す
。
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北
野
　
日
本
大
学
の
北
野
で
す
。
い
ま
の
井
上
会
員
の
御
発
言
と
の
関
係
で
、
私
の
感
じ
を
申
し
ま
す
と
、
わ
れ
わ
れ

は
法
律
学
を
や
っ
て
い
ま
す
関
係
上
、
制
度
論
的
に
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
場

合
に
お
い
て
も
、
現
代
の
資
本
主
義
社
会
、
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
社
会
と
い
う
の
は
、
伝
統
的
な
経
済
学
の
法

則
で
は
説
明
で
き
な
い
現
象
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
現
実
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
ャ
ピ
タ
ル

ゲ
イ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
譲
渡
所
得
の
中
身
を
考
え
る
べ
き
だ
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
現
代
の
高
度
に
発
達
し
た
資

本
主
義
社
会
に
お
け
る

「
企
業
利
潤
」
の
一
つ
の
変
形
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
き
ち
っ
と

捉
え
る
こ
と
が
憲
法
の
要
請
す
る
応
能
負
担
原
則
に
合
致
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
井
上

会
員
と
同
じ
理
論
的
認
識
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
し
か
し
経
済
学
の
こ
と
は
門
外
で
す
か
ら
、
経
済
学
の
議
論
は

知
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
法
律
学
の
観
点
か
ら
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
僕
の
質
問
で

す
が
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
未
実
現
の
利
益
に
つ
い
て
課
税
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
は
わ
か
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
で
は
日
本
の
現
行
税
制
の
も
と
で
は
イ
ン
カ
ム
タ
ッ
ク
ス
と
し
て
課
税
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
全

然
違

っ

た
、
現
在
の
租
税
体
系
の
税
目
と
は
違

っ
た
新
た
な
独
立
し
た
税
目
を
つ
く

っ
て
対
処
し
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
、
そ
の
点
を
確
認
的
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
山
　
あ
ん
ま
り
は
つ
き
り
言
う
と
、
次
の
攻
勢
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
が
、
今
書
い
て
い
る
論
文
で
も

そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
独
立
の
税
と
し
て
考
え
る
、
論
理
的
に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
た



だ
、
そ
う
言
い
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
利
子
配
当
所
得
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
は
、
金
融
資
産
所
得
と
し
て
の
共

通
性
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
整
合
性
の
問
題
が
あ
る
の
で
す
。
資
金
の
シ
フ
ト
の
問
題
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
個
人
も
法
人
も
独
立
税
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

司
会
　
続
き
ま
し
て
内
山
先
生
へ
の
御
質
問
で
、
静
岡
大
学
の
三
木
先
生
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

三
木
　
議
論
が
せ
っ
か
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
恐
縮
で
す
が
、
静
岡
大
学
の
三
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど

の
内
山
先
生
の
御
報
告
の
中
で
、
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
、
私
が
譲
渡
所
得
の
前
取
り
だ
と
理
解
し
て
い
る
と
い
う
前

提
で
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
私
の
最
初
の
川
瀬
さ
ん
に
対
す
る
報
告
が
ち
ょ
っ
と
時
間
が
な
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
簡
潔
に
言

っ
た
も
の
で
誤
解
を
与
え
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
若
干
訂
正
だ
け
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
内
山
先
生
と
同
じ
よ
う
に
保
有
税
は
本
来
違
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
固
有
の
論

理
が
あ
っ
て
譲
渡
所
得
の
前
取
り
と
は
そ
も
そ
も
違
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
例
外
的
に
土
地
増
加
税
の
よ
う
に
は

っ
き
り
と
譲
渡
所
得
税
の
前
取
り
と
し
て
位
置
づ
け
た
税
制
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
と
い
う
前
提
で
午
前
中
質
問
し
た

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
台
湾
の
よ
う
な
制
度
も

一
定
の
有
効
な
役
割
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
っ
て

川
瀬
さ
ん
に
も
質
問
し
た
わ
け
で
す
。

関
連
し
て
申
し
ま
す
と
、
先
ほ
ど
の
川
瀬
さ
ん
の
報
告
に
、
わ
が
国
の
開
発
利
益
を
ど
う
や
っ
て
吸
収
す
べ
き
か
、

い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
り
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
私
個
人
的
に
申
し
ま
す
と
、
今
そ
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う
い
う
新
し
い
制
度
を
提
案
す
る
よ
り
も
前
に
、
現
行
の
土
地
税
制
を
き
ち
ん
と
見
直
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。
と
り
わ
け
地
方
税
の
場
合
に
は
、
都
市
計
画
税
と
い
う
名
前
だ
け
か
ら
す
る
と
世
界
で
最
も
す
ぐ
れ
た
税
制

が
あ
る
わ
け
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
制
度
が
御
存
知
の
よ
う
な
固
定
資
産
税
の
付
加
税
的
な
性
格
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
そ
の
意
義
が
ほ
と
ん
ど
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
都
市
計
画
税
を
、
譲
渡
所
得
税
の
前
取
り
的

な
租
税
制
度
と
し
て
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
直
し
て
、
再
構
成
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
治
体
が
き
ち
ん
と
都

市
計
画
税
を
と
ら
な
い
場
合
は
国
が
も
っ
て
行
き
ま
す
し
、
逆
に
都
市
計
画
税
を
自
治
体
が
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
に

奪
わ
れ
る
も
の
を
自
治
体
が
奪
還
で
き
る
、
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
に
切
り
換
え
て
い
っ
た
方
が
い
い
と
個
人
的
に
考
え

て
い
た
も
の
で
、
川
瀬
さ
ん
の
時
に
関
連
し
て
質
問
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
点
だ
け
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
早
稲
田
大
学
の
新
井
先
生
か
ら
内
山
先
生

へ
の
御
質
問
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
井
　
内
山
先
生
に
質
問
い
た
し
ま
す
。
午
前
中
の
納
税
者
番
号
制
度
と
関
わ
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
も
し
お
取
り

あ
げ
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
そ
れ
で
も
、
と
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
質
問
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
内
山
先
生
の
お
話
で
す
と
、
私
の
質
問
の
主
旨
は
課
税
対
象
の
捕
捉
の
問
題
で
す
。
捕
捉
体

制
を
整
備
す
る
に
つ
い
て
は
、
法
人
企
業
の
会
計
記
帳
の
活
用
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
御
主
旨
の
お
話
が
あ
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っ
た
か
に
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
具
体
的
な
方
法
、
そ
れ
を
若
干
詳
細
に
お
教
え
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
れ
か
ら
資
産
取
引
者
番
号
を
さ
し
あ
た
っ
て
捕
捉
体
制
と
し
て
、
こ
れ
は
採
用
し
た
ら
い
か
が
か
と
い
う
先
生
の

御
主
張
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
　
と
い
た
し
ま
す
と
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
う
け
た
ま
わ
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

内
山
　
企
業
の
会
計
記
帳
の
活
用
を
、
あ
ま
り
具
体
的
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、
活
用
で

き
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
し
て
、
個
人
の
場
合
に
比
べ
れ
ば
、
ほ
ぼ
正
確
に
捕
捉
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

資
産
取
引
者
番
号
に
つ
い
て
は
、
八
田
達
夫
氏
が
納
税
者
番
号
が
日
本
で
は
不
安
が
あ
る
か
ら
、
さ
し
あ
た
つ
て
は

資
産
取
引
を
す
る
人
に
限

っ
て
つ
く
る
と
い
う
よ
う
に
言

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
の
本
筋
で
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
ま
す
。

新
井
　
た
だ
今
の
捕
捉
体
制
の
整
備
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
人
企
業
の
場
合
は
、
個
人
に
比
べ
て
捕
捉
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
、
個
人

・
法
人
の
比
較
の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
法
人
の
場
合
で
も
、
法
人
の
規
模

・
形
態

そ
の
他
に
よ
り
ま
し
て
、
先
ほ
ど
の
井
上
会
員
の
お
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
企
業
と
し
て
体
を
な
し
て
い
る
も

の
は
比
較
的
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
捕
捉
だ
け
の
問
題
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
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で
し
ょ
う
か
？

内
山
　
私
も
あ
ま
り
自
信
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
個
人
と
法
人
を
同
様
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
に
近
い

法
人
形
態
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
企
業
の
規
模
別
に
相
当
違
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
両
方
か
ら
攻
め
な
い
と
捕
捉
率

を
高
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ
こ
で
私
が
想
定
し
て
い
る
法
人
課
税
と

い
う
の
は
、
大
企
業
と
い
う
の
を
頭
に
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
か
も
こ
れ
が
上
場
株
式
の
相
当
部
分
を
も
つ
、
非
上

場
株
式
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、　
一
応
は
ぶ
い
て
い
ま
す
。
上
場
株
式
、
し
か
も
大
企
業
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
か

な
り
捕
捉
率
は
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
場
株
式
の
七
〇
％
は
法
人
所
有
で
、
ほ
ぼ
半
分
は
持
ち
合
い
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
は

一
方
的
所
有
と
い
い
ま
す
か
。
そ
う
い
う
上
場
株
式
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
つ
か
め
る
の
で

は
な

い
か

と
、
そ
う
い
う
想
定
で
立
論
し
て
い
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
井
会
員
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？

新
井
　
た
だ
今
の
会
計
記
録
の
活
用
と
い
う
問
題
と
資
産
取
引
者
番
号
と
い
う
問
題
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
関
わ

っ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
山
　
と
て
も
苦
し
い
の
で
す
が
、
個
人
の
捕
捉
が
難
し
い
の
で
、
八
日
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
は
、
個
人
で
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資
産
取
引
者
番
号
、
法
人
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
法
人
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な

い

か
、
作
れ
ば
、
捕
捉
率
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

司
会
　
内
山
会
員
に
出
さ
れ
ま
し
た
質
問
票
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
畑
山
会
員
に
対
す
る
質
問
に
移
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
酪
農
学
園
大
学
の
大
田
会
員
の
ほ
う
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

太
田
　
私
は
質
問
を
お
り
て
も
い
い
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
今
ち
ょ
う
ど
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
と
い
う
こ
と
と
、
税
の
捕
捉
の
問
題
と
い
う
の
は
、
裏
腹
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
何
は
と
も
あ
れ
法
人
だ
け
を
き
ち
っ
と
整
理
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
お
考
え
な
の
か
な
と
思
っ

て
、
そ
の
辺
を
畑
山
先
生
に
御
質
問
し
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。
自
然
人
と
非
自
然
人
と
同
じ
ン
ベ
ル
で
考
え
る
く
せ
が

つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
自
然
人
に
ま
つ
わ
る
他
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
か
ら
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
税
の
捕
捉
の
問
題
の
場
合
に
も
、
自
然
人
と
非
自
然
人
は
別
個
に
考
え
る
べ
き
主
体
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
が
い
っ
し
ょ
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
零
細
企
業
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
区

別
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
に
ど
う
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
時
に
、
自
然
人
の

基
本
的
人
権
保
護
の
角
度
か
ら
考
え
る
時
に
、
単
な
る
理
解
で
は
処
理
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
て
、
最
後
の
と
こ
ろ
を

ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
も
う
少
し
御
説
明
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
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畑
山
　
札
幌
学
院
大
学
の
畑
山
で
す
。
納
税
者
番
号
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
下
勉
強
中
の
段
階
で
あ
り
ま
し
て
、

わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
個
人
と
法
人
は
全
く
違
う
番
号
体
系
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
個
人
が
社
会
保
障
番
号
で
、
法
人
な
ど
の
事
業
者
に
は
連
邦
社
会
保
険
料
の
徴
収
の
た
め
に
付
さ
れ
た
雇
用
者
番

号
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
も
そ
も
課
税
上
の
独
自
の
必
要
性
か
ら
つ
け
た
番
号
で
は
な
い
の
で
す
。
お

そ
ら
く
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
仮
に
納
税
者
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
技
術

的
に
や
は
り
個
人
と
法
人
は
別
体
系
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
す
で
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
個
人
と
法
人
に
は
税
務
署
毎
の
整
理
番
号
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
つ
て
仮
に
納

税
者
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
あ
る
番
号
の
再
編
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
に
は
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
個
人
と
法
人
の
納
税
者
番
号
は
、
別
体
系
が
自
然
で
は
な
い
か
な
と

い
う
気
は
し
て
お
り
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
次
の
質
問
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
同
じ
く
畑
山
会
員
に
対
し
て
、
朝
日
大
学
の
石
村
会
員
よ

り
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
課
税
と
納
税
者
番
号
制
に
つ
い
て
質
問
が
出
て
い
ま
す
。

石
村
　
先
ほ
ど
の
大
田
会
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
私
が
答
え
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
政
府
税
調
の
番
号
制
導
入

プ
ラ
ン
で
は
、
個
人
と
法
人
と
を
分
け
て
付
番
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁

（基

礎
年
金
番
号
方
式
）
な
い
し
は
自
治
省
所
轄
の
機
関

（出
生
番
号
方
式
）
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
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法
人
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

（納
税
デ
ー
タ
方
式
）
な
い
し
は
登
記
所

（商
業
登
記
簿

・
法
人
登
記
簿
方
式
）
の
い
ず

れ
か
が
付
番

・
デ
ー
タ
管
理
機
関
と
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
公
平
な
課
税
を
実
現
す
る
に
は
番
号
制
が
必
要
で
は
な
い

の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
番
号
制
を
導
入
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、
株
式
市
場
育

成
の
た
め
に
、
原
則
と
し
て
証
券
会
社
に
情
報
申
告
書
の
提
出
を
義
務
づ
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
国
で
は
、
出
生
番
号
方
式
、
つ
ま
り
国
民
背
番
号
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
租
税
政
策
を
点
検
し
て
み
れ
ば
、
興
味
の
あ
る
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
つ

ま
り
、　
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
で
は
、　
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
イ
ン
カ
ム
（通
常
所
得
）
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
イ
ン
カ
ム
（譲
渡
所
得
）

は
共
に
、
同
じ
税
率
で
課
税
す
る
と
い
う
政
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
キ
ャ
ピ
タ

ル
イ
ン
カ
ム
に
対
し
て
は
、
優
遇
措
置
を
と
る
、
と
い
う
政
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
確
か
に
理
論
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
得
を
総
合
し
て
累
進
税
率
で
課
税
す
る

と
い
う
考
え
方
は
正
鵠
を
得
て
い
る
、
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
政
策
税
制
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
ま
ん
延
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
い
わ
ば

″
理
論
と
政
策
と
の
乖
離
″
を
ど
う
理
解
し
て
行
く
か
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
例
の
よ
う
に
政
策
的
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
捕
捉
を
ゆ
る
め
た
り
、
あ
る
い
は
非
上
場
株
式

の
取
引
の
捕
捉
態
勢
を
真
剣
に
検
討
し
な
い
ま
ま
、
番
号
制
を
導
入
し
て
も
、
空
手
形
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

法
律
学
を
専
攻
す
る
立
場
の
者
と
し
て
は
、
実
現
で
き
そ
う
も
な
い
理
論
を
基
に
新
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
に
は
抵
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抗
を
感
じ
る
わ
け
で
す
。
「
…
…
そ
し
て
コ
ス
ト
の
か
か
る
番
号
制
だ
け
が
残
つ
た
」
と
い
う
の
で
は
困
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
点
、
畑
山
会
員
は
い
か
に
お
考
え
か
、
う
か
が
い
た
い
わ
け
で
す
。

畑
山
　
お
つ
し
ゃ
る
通
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
方
向
で
動
い
て
い
る
の
で
す
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
下

で
、　
一
九
八
六
年
税
制
改
革
法
に
よ
り
、
個
人
の
長
期
の
純
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
イ
ン
カ
ム
と
同

じ
扱
い
に
し
た
背
景
に
は
、
大
幅
な
最
高
税
率
の
引
き
下
げ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
今
、
投
資
刺
激
の

た
め
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
優
遇
措
置
の
復
活
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ク
リ
ン
ト

ン
政
権
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す

け

れ
ど

も
、
わ
が
国
の
場
合
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
優
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
を
喚
起
す

る
必
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
専
門
家
に
お
う
か
が
い
し
た
い
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
個
人
株
主
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
経
済
政
策
と
し
て
個
人
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
優

遇
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
明
確
に
は
な
つ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
こ
の
際
、
課
税
の
公

平
の
理
念
、
垂
直
的
公
平
性
の
実
現
に
む
け
て
総
合
課
税
に
も

っ
て
い
く
の
が
筋
で
あ

っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
経
済

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
税
率
水
準
の
見
直
し
な
ど
で
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
税

務
会
計
学
の
立
場
か
ら
は
、
課
税
所
得
の
計
算
上
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
特
別
扱
い
す
る
必
要
性
は
、
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。



司
会
　
い
ま
の
お
答
え
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

石
村
　
理
論
的
に
は
先
ほ
ど
か
ら
言

っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
確
か
に
課
税
の
公
平
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
を
優
遇
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。
問
題
は
、
現
実
は
理
論
ど
お
り
に
動
い
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
合
課
税
を
お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
、
か
つ
番
号
制
は
万
能
と
い
う
主
張
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
、
学
者
が
番
号
制
導
入
の
呼
び
水
的
な
役
割
を
果
た
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。

理
論
的
に
は
総
合
課
税
は
正
し
い
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
子
所
得
な

ど
に
つ
い
て
も
全
員
が
申
告
の
た
め
に
税
務
署
へ
来
た
ら
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
含
め
、
現
実
に
は
総
合
課
税
は

難
し
い
、
と
い
う
の
が
実
状
な
わ
け
で
す
。

″税
の
政
策
化
″
と
い
う
現
代
国
家
の
現
象
が
著
し
い
現
在
、　
″
理
論
と
政
策
の
乖
離
″
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
番
号
制
の
効
用
を
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
り
は
し
な
い
か
、
お
た
ず
ね
し
た
わ
け
で
す
。

畑
山
　
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
程
も
少
し
触
れ
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を
、
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
総
合
課
税
の
前
提
条
件
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
総
合
課
税
を

実
現
す
る
上
で
、
納
税
者
番
号
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
組
み
し
て
、
結
果
と
し
て
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
事
態

を
招
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
も
う

一
つ
、
畑
山
会
員
に
対
し
ま
し
て
質
問
が
出
て
お
り

ま
す
。
早
稲
田
大
学
の
新
井
隆

一
会
員
の
ほ
う
か
ら
、
納
税
者
番
号
制
と
の
関
係
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
井
　
重
ね
重
ね
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
畑
山
先
生
の
お
話
を
逐
次
う
か
が

っ
て
い
て
、
私
の
聞
き
方
あ
る
い

は
理
解
の
仕
方
が
悪
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前
に
、
こ
れ
か
ら
納
税

者
番
号
等
の
話
に
つ
い
て
、
お
う
か
が
い
す
る
の
で
す
が
、
私
は
、
も
し
も
、
番
号
制
度
と
い
う
も
の
を
実
施
す
る
な

ら
ば
、
徹
底
的
に
や
ら
な
い
と
不
公
平
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
、
単
に
先
程
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
、
資
産

取
引
者
番
号
と
か
、
少
し
広
げ
て
納
税
者
番
号
と
い
う
の
で
は
か
え
っ
て
不
公
平
に
、
不
公
正
な
状
態
が
起
こ
る
で
あ

ろ
う
、
と
。

国
民
番
号
と
い
う
も
の
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
私
は
そ
れ
を
推
進
す
る
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
申
し
上
げ
る
よ
う
な
、
徹
底
し
た
国
民
番
号
が
で
き

な
い
と
不
公
平
だ
か
ら
、
そ
れ
は
や
め
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
氏
名
な

ど
と
い
う
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い
、
す
べ
て
国
民
番
号
に
す
る
。
戸
籍
も
住
民
票
も
、
住
民
基
本
台
帳
も
、
番
号
だ
け

を
書
く
、
特
に
氏
名
を
称
し
た
い
も
の
は
勝
手
に
称
し
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
第
三
者
対
抗
要
件
を
充
足
す
る
た
め
に

登
記
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
…
…
。

た
と
え
ば
、
従

っ
て
、
土
地
の
登
記
簿
も
、
家
屋
の
登
記
簿
も
、
そ
れ
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳
も
住
民
基
本
台
帳
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も
全
部
同
じ
番
号
を
必
ず
つ
け
る
。
そ
れ
か
ら
預
金
、
貯
金
の
口
座
番
号
も
今
で
は
金
融
機
関
あ
る
い
は
そ
の
支
店
ご

と
に
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
国
民
番
号
で
預
け
る
。
取
引
の
時
必
要
な
請
求
書
、
納

品
書
、
契

約

書
、
領
収
書
そ
れ
に
は
す
べ
て
当
事
者
の
両
方
の
番
号
を
必
ず
付
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
民
法
の
方
に
立
ち
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
付
さ
な
い
そ
れ
ら
の
書
面
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
全
部
国
税
庁

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
つ
な
げ
る
と
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、
こ
れ
は
公
平
な
、
そ
れ
で
も
漏
れ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、　
一
応
公
正
な
課
税
が
で
き
る
。
自
分
の
資
産
が
い
ま
い
く
ら
あ
る
か
と
い
う
の
は
、
国
税
庁
に
電
話
を

か
け
る
と
あ
な
た
の
本
日
現
在
の
資
産
は
い
く
ら
で
す
、
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
わ
か
る
。
こ
れ
だ
と
申
告
納
税
制
度
は

あ
る
意
味
で
は
不
要
に
な
り
ま
し
て
、
付
加
課
税
制
度
が
行
な
わ
れ
て
不
服
の
申
し
立
て
は
そ
の
付
加
課
税
が
け
し
か

ら
ん
と
い
う
の
で
足
り
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
先
ほ
ど
来
い
ろ
い
ろ
お
話
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
畑
山
先
生
に
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
課
税
対
象
の
捕
捉
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
困
難
性
に

関
す
る
固
定
観
念
を
打
破
し
た
ら
い
か
が
か
と
い
う
こ
と
を
改
革
の
基
本
的
視
点
と
い
う
こ
と
で
お
話
い
た
だ
い
た
か

に
お
話
を
う
け
た
ま
わ
り
ま
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
例
を
出
さ
れ
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
機
械
が
発
達
し
た
の
で
可
能
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
つ
し
や
ら
れ
た
よ
う
に
う
け
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
他
方
、
改
革
試
案
の
方
で
は
、
先
生
は

納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を
不
可
欠
の
前
提
と
し
な
い
改
革
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
お
話
を
さ
れ
て
い
た
か
に

思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
私
の
間
き
方
が
悪
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
お
話
の
中
で
は
総
合
課
税
の
方
向
を

め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
方
策
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
お
う
か
が
い
し
た
い
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と
こ
ろ
で
す
。
今
申
し
ま
し
た
技
術
的
困
難
性
に
関
す
る
固
定
観
念
の
打
破
と
い
う
問
題
と
番
号
制
度
の
導
入
を
不
可

欠
の
前
提
と
し
な
い
改
革
の
実
施
と
い
う
先
生
の
試
案
と
、
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
お
う

か
が
い
い
た
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
同
じ
く
試
案
の
中
で
最
後
の
と
こ
ろ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
確

実
な
保
障
と
国
民
の
大
部
分
の
十
分
な
理
解
を
前
提
と
し
た
、
そ
う
い
う
条
件
付
導
入
と
い
う
こ
と
を
御
提
案
な
さ
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
確
実
な
保
障
な
ど
と
い
う
も
の
が
可
能
な
の
で
あ
り
ま
し

ょ
う
か
。
国
民
の
大
部
分
の
十
分
な
理
解
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
得
ら
れ
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に

し
て
確
認
を
す
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
は
実
は
条
件
付
き
導
入
と
言
い
な
が

ら
、
導
入
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
の
お
話
な
の
か
な
あ
と
い
う
疑
間
を
も
ち
ま
し
た
。
ま
た
納
税
者
番
号
を
導

入
し
な
く
て
も
総
合
課
税
は
不
可
能
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
も
お
話
の
最
後
の
方
で
な
さ
っ
た
よ
う
に
う
け
た
ま
わ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
は
そ
の
不
可
能
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
い
う
場
合
の
可
能
な
具
体
的
方
策
は
ど
ん
な
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
、
い
く
つ
も
同
時
に
申
し
上
げ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

畑
山
　
い
ろ
い
ろ
と
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま

し

た
通

り
、
私
も
か
つ
て
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
描
い
た
よ
う
な
望
ま
し
い
管
理
社
会
の
実
現
を
望
ん
で
い
る
も
の
で
は
け

っ
し
て
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。



ｏ
　
　
さ
て
、
技
術
的
進
歩
、
特
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
活
用
の
こ
と
で
す
が
、
最
近
、
納
番
導
入
問
題
に
関
連
し
て
、
先
ほ

．
　
ど
も
若
干
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
銀
行
や
証
券
会
社
の
方
で
非
常
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
コ
ス
ト
の
中
身
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ピ

ュ
タ
ヘ
の
番
号
の
入
力
や
支
払
調
書
な
ど
作

成
の
た
め
の
費
用
を
含
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
を
前
提
と
し
な
い
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
イ
ン
総
合
課
税
の
実
施
の
た
め
に
は
、
本
人
確
認
制
度

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
株
式
等
の
取
引
資
料
を
税
務
当
局
に
提
出
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
、
現
行
の
申
告
分
離
課
税
制
度
の
下
で
採
用
さ
れ
て
い
る
株
式
等
の
譲
渡
対
価
の
受
領
者
の
告
知
制
度
と

株
式
等
の
譲
渡
対
価
に
係
る
支
払
調
書
の
提
出
制
度
を
全
面
的
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
に
は
、
証
券
会
社
の
コ
ス
ト
増
が
伴
な
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
株
式
等
の
売
買

に
つ
い
て
は
、
取
引
報
告
書
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
し
て
、
取
引
報
告
書
を
作
る
際
に
同
時
に
、
磁
気
フ

ァ
イ
ル
の
上
に
課
税
庁
に
報
告
す
る
も
の
も
作
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
課
税
庁
に
取
引
資
料
を
提
出
す
る
た
め
に
別
途
多

大
な
手
間
ひ
ま
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
を

ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
で
提
出
す
る
必
要
も
お

そ
ら
く
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
磁
気
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
と
い
う
簡
便
な
手
段
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
私
に
は
課
税
資
料
の
整
備
の
た
め
に
過
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
し
難
い
の
で
あ
り
ま

す
。
す
で
に
実
施
し
て
い
る
支
払
調
書
の
提
出
制
度
の
拡
充
な
ど
を
通
じ
て
課
税
資
料
の
収
集
体
制
を
整

え

る
な

ら

ば
、
納
税
者
番
号
制
度
を
導
入
し
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
現
状
よ
り
は
相
当
改
善
さ
れ
た
所
得
の
総
合
的
な
把
握
が

税
務
当
局
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
に
あ
る
課
税
資
料
を
も
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っ
と
有
効
に
活
用
す
る
だ
け
で
も
、
相
当
程
度
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
総
合
課
税
化
は
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
し
て
、
納
税
者
番
号
制
度
の
導
入
問
題
と
は
切
り
離
し
て
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
総
合
化
を
早
急

に
実
施
す
る
べ
き
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
わ
け
で
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
畑
山
会
員
に
対
す
る
質
問
状
は
以
上
で
あ
り
ま
す
の
で
、　
一
応
時
間
の

関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
先
に
進
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
田
中
会
員
に
対
す
る
質
問
で
す
が
、
ま
ず
最
初
に
追

手
門
学
院
大
学
の
高
井
会
員
か
ら
、
田
中
会
員
だ
け
と
い
う
こ
と
で
な
く
他
の
方
で
も
結
構
で
す
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
が
、
質
問
が
出
て
い
ま
す
。

高
井
　
追
手
門
学
院
大
学
の
高
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
い
ろ
い
ろ
お
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
話
を
う
か
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
は
ち
ょ
っ
と
頭
の
中
で
整
理
す
る
の
に
困
っ
て
い
る
問
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、
御
質
問
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
現

・
未
実
現
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
現

・
未
実
現
と
は
ど
う
い
う
内
容
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
そ
れ

を
金
額
で
測
定
す
る
と
な
り
ま
す
と
、
た
と
え
ば
、
売
買
対
価
に
よ
る
と
か
、
契
約
価
額
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

基
準
が
用
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
考
え
ま
す
と
、
実

現

・
未
実
現
の
認
識
基
準
あ
る
い
は
測
定
の
基
準
が
明
確
で
な
け
れ
ば
言
葉
の
う
え
で
先
走
り
し
て
、
ど
う
も
具
体
的

に
理
解
し
が
た
い
の
で
す
。
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
イ
ン
カ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゲ
イ
ン
と
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
、



112

リ
ア
ラ
イ
ズ
、
ア
ン
リ
ア
ラ
イ
ズ
を
何
で
区
別
す
る
の
で
す
か
、
ど
の
よ
う
な
測
定
基
準
に
よ
れ
ば
私
た
ち
が
経
験
的

に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
、
御
見
解
を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

田
中
　
大
阪
府
立
大
学
の
田
中
で
す
。　
一
応
最
初
に
御
指
名
を
受
け
て
い
る
関
係
で
、
私
が
話
さ
せ
て
い
た
だ

き

ま

す
。　
一
般
的
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
答
え
し
て
い
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
報
告
の
な
か
で
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
法
律
の
世
界
で
実
現

・
未
実
現
と
い
う
の
は
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
譲
渡
と
い
う
法
律
の
規
定
ま
た
は
概
念
が
あ
る
か
ら
で
す
。
問
題
の

一
つ
は
何
を
も

っ
て
譲
渡
が
あ

っ

た
と
み
る
の
か
と
い
う
事
実
の
認
定
で
す
。
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
譲
渡
の
場
合
に
、　
一
般
に
は
対
価
を
伴
な
い
ま
す

が
、
対
価
を
伴
な
わ
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
生
じ
ま
す
。
対
価
を
伴
な
わ
な
い
無
償
の
譲
渡
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
収

入
金
額
が
あ

っ
た
と
し
て
、
収
入
金
額
の
中
に
算
入
す
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
具

体
的
な
事
実
認
定
の
問
題
と
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
課
税
の
対
象
に
な
る
租
税
力
が
あ
る
と
み
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
な
ど
が
問
わ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
譲
渡
が
あ
る
と
認
定
で
き
る
の
は
ど
う
い
う
状

況
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
個
別
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
考
え
る
の
が
お
そ
ら
く
普
通
の
処
理
の
仕
方
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
問
題
の
未
実
現
の
利
得
に
つ
い
て
で
す
が
、
報
告
で
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
法
律
の
世
界

に
お
い
て
は
、
未
実
現
の
利
得
に
つ
い
て
は
理
論
上
は
所
得
と
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
つ
つ
も
、　
一
つ
は
評
価

の
問
題
、
も
う

一
つ
は
租
税
の
支
払
能
力
の
問
題
が
大
き
な
理
由
と
な

っ
て
、
法
律
の
制
度
と
し
て
は
、
未
実
現
の
利

得

へ
の
課
税
を
原
則
と
し
て
行
な
わ
な
い
、
と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
基
本
的
な
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
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う
い
う
場
合
の
評
価
の
困
難
性
と
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
経
済
学
あ
る
い
は
税
務
会
計
の
方
に
お

教
え
願
い
た
い
問
題
な
の
で
す
が
、
い
っ
た
い
譲
渡
益
を
構
成
す
る
要
素
は
何
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
ど
う
い
う

ふ
う
に
区
分
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
算
定
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
理
論
上
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ン
に
よ
る
名
目
的
な
利
得
の
増
大
が
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け

あ
る
の
か
。
財
産
自
身
の
物
財
価
値
の
上
昇
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
未
実
現
段
階
で
の
評

価
は
非
常
に
困
難
な
も
の
で
あ

っ
て
、
と
も
す
れ
ば
恣
意
が
入
り
か
ね
な
い
。
評
価
の
仕
方
如
何
で
は
不
公
平
な
課
税

と
な
り
、
納
税
者
の
税
制
に
対
す
る
信
頼
が
失
な
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
や
は
り
多
少
の
問
題
性
が
あ
る
に
し

て
も
、
原
則
と
し
て
は
実
現
段
階
で
、
し
か
も
対
価
を
得
て
譲
渡
が
あ

っ
た
段
階
で
課
税
す
る
の
が
基
本
だ
と
す
る
の

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
未
実
現
の
場
合
に
お
い
て
も
、
未
実
現
の
利
得

に
対
す
る
測
定
基
準
、
算
定
方
法
、
認
識
手
法
が
合
理
的
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
の
課
税

も
理
屈
の
う
え
で
は
十
分
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
十
分
整

っ
て
い
な

い
段
階
に
お
い
て
、
所
得
理
論
か
ら
み
て
未
実
現
の
課
税
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
課
税
を
強
行
す
る
の
は
、
む
し
ろ

か
え
っ
て
、
評
価
の
場
面
で
課
税
庁
が
広
範
な
裁
量
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
評
価
の
問
題
を
考
え
ま
す
と
、
ま
た
納
税
者
の
支
払
能
力
を
考
え
ま
す
と
、
私
は
何
度
も
申
し
ま
す
よ
う
に
、
基
本

的
に
は
譲
渡
が
あ

っ
た
段
階
、
実
現
の
段
階
で
課
税
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
井
　
先
生
の
今
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
お
り
ま
し
て
も
、
ど
う
も
実
現

・
未
実
現
の
区
別
が
ど
の
よ
う
な
測
定
基
準
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に
よ
る
の
か
も
う

一
っ
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
。
法
律
学
的
に
実
現
は
譲
渡
と
い
う
も
の
で
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
と

．．
　
言
わ
れ
ま
す
が
、
譲
渡
と
い
う
の
は
、
結
局
経
済
的
支
配
権
を
喪
失
し
た
段
階
を
言
う
と
い
た
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
概

念
的
に
規
定
し
た
の
で
あ

っ
て
、
経
済
的
な
支
配
権
が
喪
失
さ
れ
た
事
実
が
何
に
よ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
テ
ス
ト
さ

れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
相
手
方
に
対
し
て
事
実
上
支
配
す
る
占
有
権
を
移
し
た
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な

事
実
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
の
か
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
と
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
理
解
し
に
く
い
の
で
す
。
そ
う
し
て

そ
れ
を
契
約
し
た
対
価
の
受
け
渡
し
貨
幣
額
で
測
定
す
る
、
あ
る
い
は
、
約
定
し
た
金
額
で
測
定
す
る
と
い
う
測
定
の

事
実
の
認
識
が
な
け
れ
ば
、
実
現
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
。
こ
れ
と
未
実
現
と

い
う
こ
と
と
ど
う
な
る
の
か
、
も
う
少
し
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

田
中
　
あ
と
で
北
野
先
生
か
ら
補
足
を
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
ま
ず
私
が
申
し
た
責
任
上
簡
単
に
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
法
律
の
世
界
で
は
譲
渡
と
い
う
意
味
は
、
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
ず
売
買
で

す
。
こ
れ
が
基
本
で
す
。
こ
れ
以
外
に
、
交
換
、
競
売
、
公
売
、
収
用
、
法
人
に
対
す
る
現
物
出
資
な
ど
を
意
味
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
属
性
が
何
な
の
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
よ
り
抽
象
的
な
言
葉
で
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま

先
生
が
御
指
摘
に
な
っ
た
よ
う
に
、
人
の
物
に
対
す
る
支
配
が
離
れ
た
段
階
と
い
う
よ
う
な
属
性
の
と
り
出
し
方
も
可

能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
譲
渡
と
い
う
の
は
、
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
の
移
転
を
広
く
含
む
観
念
で
あ
る
と

言
う
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
礎
と
し
て
、
売
買
を
中
心
と
す
る
前
述
の
取
引
形
式
を
も

っ

て
譲
渡
が
あ

つ
た
と
い
う
よ
う
に
法
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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司
会
　
そ
れ
で
は
北
野
先
生
の
ほ
う
か
ら
補
足
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
野
　
日
本
大
学
の
北
野
で
す
が
、
田
中
会
員
の
ア
ン
サ
ー
に
対
す
る
補
足
に
な
り
ま
す
が
、
最
も
典
型
的
な
事
業
活

動
は
棚
卸
資
産
で
あ
る
商
品
等
の
売
買
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
法
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
こ
の
問
題
は
、
井
上
会
員
の
実
務
家
時
代
か
ら
の
御
専
門
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
法
律
的
に

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
法
人
税
通
達
に
お
い
て
も
売
買
契
約
の
時
点
で
、
い
わ
ゆ
る
権
利

義
務
の
確
定
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
時
点
で
収
益
、
費
用
等
を
認
識
す
る
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
実
務
を
支
配

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
国
税
庁
が
通
達
を
変
え
ま
し
て
、
引
渡
基
準
を
原
則
に
す
る
。
引
渡
を
し
た
時
点
で
収
益
費

用
等
を
認
識
す
る
。
特
に
収
益
に
つ
い
て
は
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
考
え
方
で
、
国
税
庁
の
実
務
担
当
官
は
、

税
の
実
務
は
現
在
で
は
法
律
的
な
権
利
義
務
確
定
主
義
を
捨
て
て
、
新
し
い
非
法
律
的
な
基
準
を
採
用
し
た
の
だ
と
い

う
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
説
明
は
誤
り
だ
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
、
税
法
学
的
に
。
と
い
う
の
は
、

実
務
の
取
引
の
慣
行
は
引
渡
し
で
あ
る
と
か
登
記
と
い
っ
た
は
つ
き
り
し
た
厳
密
に
言
え
ば
物
権
変
動
的
な
行
為
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
所
有
権
の
移
転
が
あ

っ
た
と
認
識
す
る
の
が

一
般
で
あ
る
、
そ
う
い
う
社
会
の
取
引
の
実
態
を
お
さ
え

て
、
国
税
庁
の
通
達
変
更
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
べ
き
で
、
依
然
と
し
て
税
の
実
務
に
お
き
ま
し
て
も
所

有
権
移
転
時
期
を
も
っ
て
譲
渡
が
あ

っ
た
と
み
て
い
る
、
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
僕
の
意
見
で
す
。
特
段
の
契

約
が
な
け
れ
ば
、
引
渡
で
あ
る
と
か
登
記
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
客
観
的
な
事
実
が
あ

っ
た
時
点
で
所
有
権
の
移
転
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が
あ
っ
た
と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
事
実
認
識
に
立
っ
て
通
達
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
価
し

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
法
的
に
あ
く
ま
で
、
基
本
的
に
所
有
権
移
転
時
期
に
お
い
て
、
高
井
会
員
の
御
質
問
が
あ
っ
た

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
そ
の
時
点
で
譲
渡
が
あ

っ
た
と
考
え
る
、
そ
の
時
点
で
実
現
が
あ

っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
民
法
学
者
の
我
妻
栄
先
生
が
大
審
院
の
判
例
を
紹
介
し
て
、
日
本
の
大
審
院
は
契
約
主
義
、
意

思
主
義
を
と

っ
て
い
る
と
民
法
の
教
科
書
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
説
明
が
誤
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
今

か
ら
二
十
何
年
前
に
、
民
法
の
若
い
、
当
時
は
若
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
五
十
数
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
富
山
大
学

の
吉
原
節
夫
教
授
が
指
摘
し
ま
し
た
。
我
妻
説
は
判
例
理
論
の
理
解
上
重
大
な
事
実
誤
認
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

吉
原
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
意
思
主
義
と
い
う
民
法
の
規
定
が
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
意
味
を
具
体
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、

引
渡
し
、
登
記
等
の
あ

っ
た
時
点
で
、
所
有
権
が
移
転
す
る
と
捉
え
る
の
が

一
般
で
あ
る
と
み
て
お
り
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
井
　
北
野
先
生
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
理
解
い
た
し
ま
す
と
、
例
え
ば
無
償
譲
渡
で
あ

る
と
か
、
先
ほ
ど
の
未
実
現
の
概
念
と
か
、
実
現
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
ま
い
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
所
有
権

な
り
支
配
権
が
移

っ
た
、
無
償
で
あ
ろ
う
が
有
償
で
あ
ろ
う
が
移

っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
、
そ
の
実
現
を
今
度
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
測
定
す
る
か
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
。
売
買
対
価
に
よ
る
と
か
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
公
正
価
値
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に
よ
る
と
か
、
そ
の
測
定
基
準
を
定
め
れ
ば
、
実
現
と
い
う
概
念
で
ゲ
イ
ン
は
捉
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
経
験
的
に
知

る
こ
と
の
で
き
る
測
定
基
準
を
は
っ
き
り
す
れ
ば
未
実
現
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
最
後
に
そ
れ
だ
け
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私
の
質
問
は
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま

す
。

田
中
　
未
実
現
の
ゲ
イ
ン
を
考
え
る
余
地
が
全
く
な
く
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
や

は
り
残
る
の
で
は
な
い
か
。
ご
く
き
わ
め
て
素
朴
な
例
で
申
し
ま
す
と
、
十
年
前
に
百
万
円
で
買

っ
た
土
地
が

一
千
万

円
に
値
上
が
り
し
て
今

一
千
万
円
で
売
れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
対
価
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、　
一
番
最
初
の
年
に
買

っ
て
か
ら
、
次
第
に
抽
象
的
に
は
そ
こ
で
利
益
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え

る
の
は
、
理
論
上
可
能
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
場
合
に
未
実
現
の
利
益
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
の
理
論
的
な
可
能
性

に
つ
い
て
は
否
定
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
、
概
念
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
と
い
う
ふ

う
に
私
は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
十
分
な
お
答
え
に
な
っ
て
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
今
申
し
ま
し
た
よ

う
に
、
未
実
現
の
利
得
と
い
う
の
は
、　
一
定
の
財
産
の
保
有
期
間
中
に
抽
象
的
に
想
定
さ
れ
う
る
値
上
が
り
益
、
経
済

力
の
増
加
部
分
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会
　
今
、
田
中
会
員
か
ら
お
答
え
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
北
野
会
員
か
ら
補
足
と
い
う
こ
と
で
ｏ
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北
野
　
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
実
現

・
未
実
現
の
問
題
と
課
税
標
準
と
し
て
測
定
す
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
と
は
別
の

次
元
の
問
題
で
す
。
無
償
の
資
産
の
移
転
は
贈
与
な
ん
で
す
。
贈
与
は
、
基
本
的
に
は
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
と
り
わ
け
て
規
定
す
る
ま
で
も
な
い
。
課
税
す
る
と
な
る
と

「
み
な
し
譲
渡
」
規
定
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
実
現

・
未
実
現
の
問
題
と
は
別
に
、
高
井
会
員
の
ご
指
摘
の
あ

つ
た
よ
う
な
課

税
標
準
と
し
て
測
定
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
切
り
離
し
て
議
論
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
形

式
上
無
償
的
な
形
に
な
っ
て
い
て
も
、
実
質
的
に
対
価
と
し
て
経
済
的
利
益
が
伴
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
売
買
に
準

ず
る
扱
い
を
し
て
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
場
合
に
は
金
額
の
測
定
も
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
二
つ
の

問
題
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
実
現

・
未
実
現
の
問
題
と
、
実

現

し
た
も
の

に
つ
い
て
、
所
得
税
の
課
税
標
準
と
し
て
測
定
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
は
別
の
問
題
だ
と
い
う

こ
と

で
す

ね
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
杏
林
大
学
の
大
橋
会
員
か
ら
、
田
中
会
員
に
対
し
て
や
は
り
未
実
現
の

ダ
イ
ン
の
課
税
に
つ
い
て
質
問
が
出
て
お
り
ま
す
。

大
橋
　
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
現
利
益
と
未
実
現
利
益
と
概
念
を
ど
う
や
っ

て
捉
え
る
の
か
、
測
定
の
問
題
を
別
と
し
ま
し
て
、
概
念
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
来
、
田
中

先

生
、
高
井
先

生
、
そ
し
て
北
野
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
を
う
か
が

っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
具
体
論
と
し
て
田
中
先
生
に
お
尋
ね
い
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た
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
田
中
先
生
の
お
話
の
中
に
、
未
実
現
利
得
を
課
税
の
問
題
と
し
て
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た

時
、
農
業
所
得
者
の
自
家
消
費
と
、
そ
れ
か
ら
み
な
し
譲
渡
の
、
二
つ
を
具
体
例
に
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
に
私
は
記
憶
し

て
い
る
ん
で
す
。

さ
て
、
そ
の
具
体
例
が
未
実
現
利
得
の
概
念
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
私
疑
間
に
思
い
ま
し
た
ん
で
、
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
く
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

ま
ず
、
農
業
所
得
者
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
自
家
消
費
で
す
。
自
分
の
所
で
生
産
し
た
農
産
物
を
自
分
の
所

で
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
自
家
消
費
は
、
例
え
ば
、
八
百
屋
さ
ん
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
商
店
な
ん
か
で
も

自
家
消
費
の
問
題
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
か
か
る
自
家
消
費
は
、
こ
れ
は
、
未
実
現
の
利
得
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
所
得
計
算
上
売
り
上
げ
を
出
す
た
め
の
便
法
上
、
見
積
り
売
り
上
げ
だ
と
い
う
具
合
に
考
え
て
、
そ
こ
か
ら

所
得
計
算
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
未
実
現
の
利
得
の
概
念
に
は
な
じ
ま
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
る
次
第
で
す
。
も
う

一
点
は
、
み
な
し
譲
渡
の
問
題
で
す
。
例
え
ば
個
人
が
会
社
に
寄
附
し
た
時
に
、
み

な
し
譲
渡
課
税
が
か
か
る
と
い
う
田
中
先
生
の
お
話
で
は
、
そ
れ
が
未
実
現
の
利
得
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
課

税
さ
れ
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
な
お
話
で
す
が
、
こ
れ
に
も
私
は
疑
間
に
思

っ
た
次
第
で
す
。

つ
ま
り
、
み
な
し
譲
渡
の
概
念
と
い
う
の
は
、
先
生
も
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
譲
渡
所
得
は
何
故
課
税
す

べ
き
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
譲
渡
益
清
算
説
と
譲
渡
益
取
得
説
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
み
な
し
譲
渡
と
い
う
の

は
、
ま
さ
し
く
、
い
わ
ゆ
る
譲
渡
益
清
算
説
に
基
づ
い
て
課
税
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
私
は
理
解
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
、
未
実
現
の
利
益
と
い
う
か
、
利
得
、
所
得
、
い
ろ
い
ろ
用
語
は
違
う
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け
れ
ど
も
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
先
生
の
御
説
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
理
解
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
私
は
、
未
実
現
利
得
の
課
税
に
は
反
対
で
ご
ざ
い
ま
す
。
反
対
の
理
由
は
、
租
税
力
を
仮

空
に
計
算
し
て
、
課
税
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
反
対
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
名
簿
に
は
私
の
所
属
が
中
央
学
院
大
学
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
杏
林
大
学
の
ほ
う

へ
移
籍
し

ま
し
た
ん
で
、
訂
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
田
中
会
員
の
ほ
う
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
　
未
実
現
の
利
得
に
対
す
る
課
税
に
対
し
、
消
極
的
だ
と
い
う
お
考
え
に
つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
同
じ
考
え
方
で

す
。
私
は
実
現

・
未
実
現
の
概
念
に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
に
考
え
き

つ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
こ
と

は
、
あ
る
い
は
単
に
同
じ
こ
と
を
別
の
言
い
方
を
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
農
業
所
得
を
例

に
と
っ
て
申
し
ま
す
と
、
農
産
物
を
生
産
し
て
そ
れ
を
収
穫
し
て
販
売
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
段
階
を
ま
ず
考

え

ま

す
。
生
産
し
、
そ
れ
を
収
穫
し
、
販
売
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
す
べ
て
価
値
が
増
加
し
た
と
仮
定
し
ま

す
。
収
穫
の
年
度
に
そ
の
価
値
が

一
〇
〇
で
あ
り
、
そ
れ
を
販
売
す
る
段
階
で
、
そ
れ
が
二
〇
〇
に
な
っ
た
と

し

て

も
、
少
な
く
と
も
法
の
論
理
と
し
て
は
、
収
穫
時
の
段
階
で
所
得
を
認
識
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
法
は
、
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
次
第
次
第
に
増
加
し
て
い
る
価
値
を
早
い
段
階
で
認
識
す
る



121  討論―

こ
と
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も

っ
と
も
、
未
実
現
と
実
現
と
の
区
別
を
十
分
考
え
き

っ
た
う

え
で
、
こ
れ
が
そ
う
だ
と
い
う
ふ
う
に
言

っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
の
収
穫
物
が
ま
だ
所
有
者
の
支
配

を
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
が
未
実
現
課
税
の
例
だ
と
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
思

わ
れ
ま

す
。
私
の
考
え
方
で
は
む
し
ろ
、
生
産
物
を
販
売
し
て
、
対
価
を
得
て
収
入
金
額
を
得
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
局
面
を

課
税
の
う
え
で
よ
り
重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
譲
渡
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
収
穫
の
段
階
を
捉
え
て
こ

れ
を
未
実
現
と
い
う
の
は
論
理
と
し
て
は
あ
り
う
る
し
、
こ
の
よ
う
な
未
実
現
時
の
課
税
の
適
否
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

大
橋
　
そ
う
な
り
ま
す
と
、
お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
す
が
、
実
現
概
念
、
未
実
現
概
念
が
ま
す
ま
す
混
乱
す
る
と
思
う

ん
で
す
。
自
家
消
費
の
問
題
は
、
対
外
的
に
換
金
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
農
業
所
得
と

し
て
は
、
既
に
実
り
の
秋
を
迎
え
て
、
収
穫
し
た
以
上
は
実
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
辺
は
も
う

一

度
お
考
え
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
「
み
な
し
譲
渡
」
の
方
へ
ま
た
戻
り
ま
す
。　
み
な
し
譲
渡
の
問
題
は
、
譲
渡
益
清
算
説
に
た
て
ば
、
そ

れ
に
対
し
て
み
な
し
譲
渡
が
い
い
か
ど
う
か
は
別
で
す
。
例
え
ば
、
離
婚
に
伴
な
う
財
産
分
与
に
対
し
て
は
、
分
与
者

が
み
な
し
譲
渡
課
税
を
受
け
ま
す
か
ら
、
そ
の
是
非
と
い
う
の
は
ま
た
別
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
夫
か
ら

妻

へ
所
有
権
が
移

っ
た
と
い
う
ん
で
す
か
、
支
配
権
が
移

っ
た
と
い
う
段
階
で
、
そ
れ
は
清
算
す

べ
き

で
あ
る
と
い

う
形
で
す
。
つ
ま
り
実
現
利
益
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
具
合
に
理
解
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で



す
。
私
の
疑
間
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
終
わ
り
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
内
山
会
員
の
ほ
う
か
ら
、
ど
う
ぞ
。

内
山
　
内
山
で
す
。
私
の
よ
う
な
経
済
学
の
勉
強
を
し
て
い
る
者
か
ら
見
ま
す
と
、
今
の
議
論
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ

る
の
か
、
と
。
失
礼
な
言
い
方
を
し
ま
す
と
。
譲
渡
所
得
と
い
い
ま
す
か
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
一
般
、
資
産
の
増
加

か
ら
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
成
熟
し
た
資
本
主
義
で
は
、
土
地
と
有
価
証
券
、
こ
れ
を
株
と
考
え
て
い
い

ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
実
現

・
未
実
現
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
せ
ん
と
。
派
生
的
と
い
い
ま

す
か
、
今
の
問
題
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
問
題
で
は
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ん
で
、
土
地
や
株
で
ど
う
す
る
か

と
い
う
議
論
を
し
た
う
え
で
、
派
生
的
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
問
題
を
や
ら
な
い
と
、
派
生
的
な
と
こ
ろ
か
ら
本
丸

に
は
行
き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、私
も
、経
済
学
者
は
大
ざ

っ
ば
に
モ
ノ
を
考
え
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
も
こ
の
論
文
を
書
い
て
ま

し
て
、
未
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
実
現
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
て
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
獲
得
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。
譲
渡
と
か
売
却
の
時
に
、
実
現
と
言

い
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
未
実
現
と
言
い
な
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
獲
得
と
い
う
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
未
実
現

も
同
じ
だ
と
い
う
前
提
で
議
論
を
た
て
て
お
り
ま
す
。
お
二
人
の
方
と
も
議
論
が
か
な
り
違
う
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、

譲
渡
所
得
、
あ
る
い
は
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
だ
け
で
や
り
ま
す
と
、
財
政
学
会
や
経
済
学
会
は
ま
っ
た
く
通
用
し
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な
い
ん
で
す
。
凍
結
効
果
が
お
こ
る
と
か
、
包
括
的
所
得
税
理
論
で
は
、
実
現
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
も
未
実
現
キ
ャ
ピ

タ
ル
グ
イ
ン
も
同
じ
も
の
で
あ
る
と
、　
一
方
だ
け
な
ぜ
す
る
の
か
と
、
い
っ
そ
の
こ
と
全
部
や
め
て
し
ま
お
う
、
と
さ

ら
に
い
き
ま
す
と
支
出
税
の
議
論
で
は
、
こ
れ
は
貯
蓄
に
は
課
税
し
な
い
と
い
う
議
論
で
す
か
ら
、
支
出
税
に
い
く
と

矛
盾
が
何
も
起
こ
ら
な
い
か
ら

一
番
よ
ろ
し
い
、
と
、
こ
う
い
う
議
論
が
か
な
り
強
く
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
に
対
抗
す

る
た
め
に
は
、
両
方
に
合
理
的
な
課
税
方
式
を
考
え
る
と
い
う
先
程
の
報
告
で
申
し
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し

上
げ
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
畑
山
会
員
の
ほ
う
か
ら
、
も
し
、
今
の
点
に
つ
い
て
補
足
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ば
、
ど
う
ぞ
。

畑
山
　
会
計
学
の
世
界
で
は
、
実
現
の
概
念
を
め
ぐ
り
従
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
し
て
、
大
き
く
は
伝
統

的
な
実
現
概
念
と
比
較
的
新
し
い
実
現
概
念
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
か
な
り
意
味
内
容
を
異

に
し
て
お
り
、
伝
統
的
古
典
的
な
実
現
概
念
に
よ
る
場
合
、
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
表
現
を
用
い
ま
す
と
、
財
貨
の
引
渡

し
ま
た
は
役
務
の
提
供
と
そ
れ
に
伴
な
う
流
動
資
産
の
受
け
入
れ
と
い
う
、
た
い
へ
ん
わ
か
り
易
い
基
準
で
も

っ
て
収

益
の
実
現
を
判
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
行
の
、
わ
が
国
の
財
務
会
計
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
実
現
概
念
を
採
用
し
て
お
り
、
税
務
会
計
も
基
本

的
に
は
同
様
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
ま
す
。
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一
方
、
新
し
い
実
現
概
念
は
、
会
計
的
認
識
を
正
当
化
す
る
に
足
る
だ
け
の
確
定
性
や
客
観
性
を
備
え
る
に
至
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
か
な
り
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
財

務
会
計
基
準
審
議
会

（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
の

「
財
務
会
計
概
念
報
告
書
」
で
は
、
収
益
お
よ
び
利
得
の
認
識
の
条
件
と
し
て

の
実
現
ま
た
は
実
現
可
能
と
は
、
非
貨
幣
性
資
産
が
現
金
ま
た
は
現
金
請
求
権
に
転
換
し
ま
た
は
転
換
可
能
性
を
も
つ

に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
ど
う
い
う
意
味
で
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
実
現
と
い
う

こ
と
ば
で
説
明
で
き
る
範
囲
が
違

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
内
山
先
生
の
御
指
摘
で
あ
り
ま
す
が
、
支
出
税
構
想
に
つ
い
て
は
十
分
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
支
出
税
構
想
に
は
い
ろ
い
ろ
な
利
点
が
あ
り
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
問
題
の
回

避
を
可
能
に
す
る
側
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、　
一
方
で
は
、
支
出
税
の
実
施
に
は
様
々
な
技
術
的
な
難
点
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
政
策
論
と
し
て
も
、
貯
蓄
に
課
税
し
な
い
支
出
税
を
導
入
し
た
場
合
に
は
、
新
た
な

不
公
平
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
支
出
税
構
想
を
具
体
化
す

る
必
要
性
が
あ
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
今
あ
る
所
得
税
を
徹
底
的
に
改
革
し
て
、
そ
の
本
来
の
姿
で
あ
る
総
合
累
進
課
税
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
が
追
求
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
し
て
、
今
回
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
て
み
た
と
い
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
次
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
田
中
会
員
に
対
し
て
質
問
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が
出
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
経
営
構
造
研
究
所
の
大
山
会
員
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
山
　
経
営
構
造
研
究
所
の
大
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ひ
と
つ
お
尋
ね
し
た
い
ん
で
す
が
、
今
度
の
い
わ
ゆ
る
商
法
改
正

で
、
最
低
資
本
金
制
度

っ
て
い
う
も
の
が
株
式
会
社
に
も
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
有
限
会
社
は
前
か
ら
あ

っ
た
わ

け
で
す
が
、
私
が
こ
こ
で
質
問
し
た
い
の
は
、
今
回
の
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三

（最
低
資
本
金
を
満
た
す
ま
で

の
利
益
等
の
資
本
組
入
れ
に
係
る
み
な
し
配
当
の
非
課
税
）
で
は
、
株
式
会
社
の
み
、
教
な
し
配
当
の
非
課
税
で
有
限

会
社
は
非
課
税
に
し
な
い
、
そ
の
理
由
と
す
れ
ば
、
有
限
会
社
に
は
資
本
組
み
入
れ
と
い
う
概
念
が
な
い
か
ら
だ
と
い

う
の
が
当
局
者
の
説
明
な
ん
で
す
が
、
私
は
法
人
税
法
上
で
は
株
式
会
社
も
有
限
会
社
も
ま
っ
た
く
同

一
に
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
、
当
然
有
限
会
社
に
も
、
非
課
税
措
置
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う

ん

で
す

が
、
こ
の

点
、
先
生
は
ど
う
お
考
え
に
な
る
か
、
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

田
中
　
特
に
有
限
会
社
法
と
の
関
連
で
十
分
に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ご
く

一
般
論
的
に

申
し
ま
す
と
、
今
の
先
生
の
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
々
の
論
点
に
つ
い
て
は
十
分
な
準
備
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た
全
体
の
議
論
と
の
関
係
で
か
み
合
わ
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
先
生
の
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
い
う
こ
と
で
、
勘
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

司
会
　
も
う

一
枚
質
問
票
が
来
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
田
中
会
員
と
内
山
会
員
の
お
ふ
た
り
に
対
し
て

の
質

問

で
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す
。
立
命
館
大
学
の
坂
野
会
員
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

坂
野
　
立
命
館
の
坂
野
と
い
い
ま
す
。
既
に

一
番
最
初
の
議
論
の
と
こ
ろ
で
、
済
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い

で
す
が
、
内
山
さ
ん
の
議
論
の
と
こ
ろ
で
、
株
式
譲
渡
益
課
税
を
徹
底
し
て
い
け
ば
、
法
人
税
が
不
要
に
な
る
と
い
う

八
日
達
夫
氏
の
議
論
を
紹
介
さ
れ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
分
は
そ
う
い
う
意
見
は
と
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
田
中
先
生
も
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
根
拠
は
二
人
で
違

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
感
じ
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ど
う
い
う
根
拠
で
、
株
式
譲
渡
益
課
税
を
す
れ
ば
法
人
税
は
廃
止
を
し
た
ら
い
い

と
い
う
議
論
に
は
組
み
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
、
お
答
え
下
さ
い
。

内
山
　
私
の
こ
と
ば
で
言
い
ま
す
と
、
今
日
の
法
人
企
業
、
特
に
大
法
人
企
業
と
い
う
も
の
が
、
実
態
的

基
礎

を
も

つ
、
従

っ
て
、
課
税
の
独
立
し
た
主
体
に
な
り
得
る
わ
け
で
す
。
法
人
税
の
存
立
の
根
拠
と
同
じ
で
す

け
ど
、
そ
れ

を
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
独
立
課
税
で
も
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

田
中
　
そ
の
点
に
つ
い
て
も
十
分
論
証
を
し
な
い
ま
ま
で
、
結
論
め
い
た
こ
と
し
か
申
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
が
、

実
は
、
法
人
と
株
主
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
非
常
に
迷

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け

で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
私
は
、
基
本
的
に
は
、
個
人
の
所
有
し
て
い
る
株
の
増
加
益
が
直
ち
に
法
人
の
経
済
力
の
増
加

と
連
動
す
る
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
単
純
に
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
程
度
の
弱
い
論
拠
し
か
挙
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げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
論
拠
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
で
実
証
的
な
資
料
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
し
、
そ
の
う
え
で
さ
ら
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
野
　
内
山
さ
ん
の
議
論
で
い
き
ま
す
と
、
法
人
実
態
の
議
論
と
か
か
わ
り
ま
し
て
、
個
人
経
営
と
等
し
い
よ
う
な
法

人
が
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
た
ぶ
ん
お
二
人
と
も
、
直
接

法
人
の
内
部
留
保
な
り
利
益
の
確
保
の
力
が
直
接
個
人
の
所
有
し
て
い
る
株
式
の
価
格
上
昇
と

一
致
は
し
な
い
と
い
う

点
で
は
、
同
じ
よ
う
な
考
え
で
言
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
議
論
に
つ
い
て
も
う
少
し
詰
め
た

議
論
を
し
な
い
と
、
た
ぶ
ん
法
人
擬
制
説
に
基
づ
く
課
税
を
す
れ
ば
、
法
人
税
を
廃
止
し
た
ら
い
い
ん
で
は
な
い
か
と

い
う
議
論
に
は
、
十
分
対
抗
し
に
く
い
ん
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
質
問
を
し
た
わ
け

で
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
ひ
と
と
お
り
御
質
問
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
ん
で
す
が
、
若
干
の
時
間
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ど
な
た
か
先
生
方
ひ
と
こ
と
ず
つ
、
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
井
上
先
生
か
ら
。

井
上
　
日
本
大
学
の
井
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
程
の
畑
山
先
生
の
お
話
の
中
で
譲
渡
益
課
税
に
つ
い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
御
主
張
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
問
題
は
、
し

か
も
い
ち
ば
ん
難
し
い
問
題
は
、
債
務
者
利
潤
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
例
え
ば
借
金
十
万
円
で
土
地
十
万
円
を
買
い
、
十
年
間
経

っ
て
そ
の
土
地
を
売

っ
て
儲
け

た
場
合

に
、
単
純
に
土
地
値
上
が
り
益
の
イ
ン
フ
レ
消
去
を
す
る
な
ら
ば
、
債
務
者
利
潤
の
課
税
は
消
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
が

非
課
税
と
い
う
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
畑
山
先
生

の
御
意
見
、
そ
れ
か
ら
で
き
ま
し
た
ら
内
山
先
生
に
経
済
学
の
見
地
か
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
整
の
問
題
と
債
務
者

利
潤
の
問
題
を
先
生
の
お
立
場
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
る
か
、
あ
わ
せ
て
御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
谷
山
先
生
、
全
部
ま
と
め
て
お
答
え
願
い
ま
す
。

谷
山
　
内
山
会
員
と
井
上
会
員
と
の
議
論
は
興
味
が
あ
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
法
人
利
潤
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
担
税
力
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
か
な
り
違

っ
た
要
素
が
あ
る
と
思
う
。
会
計
学
で
い
え
ば
営
業
外
収
益
と
資

本
剰
余
金
で
あ
る
収
益
と
は
利
潤
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
経
済
的
性
質
の
違
い
と
い
う
も
の
を
会
計
学

的
に
分
析
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
課
税
所
得
の
計
算
と
も
関
連
す
る
の
で
、
畑
山
会
員
か
井
上
会
員
か
に
お
答

え
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
三
人
の
報
告
者
で
意
見
の
食
い
違

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
幾
つ
か
あ
る
が
、　
一
つ
は
未
実
現
所

得
に
対
す
る
課
税
の
問
題
、
も
う

一
つ
は
イ
ン
フ
レ
調
整
の
問
題
で
あ
る
。
未
実
現
所
得
に
対
す
る
課
税
は
イ
エ
ス
な

の
か
ノ
ウ
な
の
か
、
イ
ン
フ
レ
調
整
の
こ
と
は
ど
う
な
の
か
。
も
う

一
つ
内
山
会
員
が
地
価
税
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

課
税
の
先
行
的
形
態
と
言
わ
れ
た
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
お
う
か
が
い
し
た
い
。
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司
会
　
そ
れ
で
は
富
岡
先
生
ど
う
ぞ
。

富
岡
　
中
央
大
学
の
富
岡
で
す
。
ど
の
く
ら
い
お
話
し
て
よ
ろ
し
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い

ま
す
。
内
山
先
生
、
法
人
そ
の
も
の
を
社
会
的
に
実
体
的
な
基
礎
を
も
つ
企
業
と
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
は
ひ
と
に
ぎ
り
の
、
数
は
少
な
い
が
た
い
へ
ん
な
資
産
と
経
済
力
を
持

っ
た
公
開

大
企
業
を
中
心
と
す
る
巨
大
企
業
の
こ
と
で
す
ね
。
法
人
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、
井
上
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

数
は
圧
倒
的
に
多
く
の
中
小
同
族
会
社
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
法
人
の
本
質
と
と
も
に
、
課
税
の
あ
り
方
を
考
え
る

場
合
に
は
、
法
人
を
閉
鎖
性
法
人
と
開
放
性
法
人
と
に
分
け
て
、
法
人
の
資
本
構
造
と
企
業
実
態
に
応
じ
て
分
け
て
考

え
る
と
い
う
よ
う
な
法
人
課
税
の
理
論
構
成
を
な
さ
り
な
が
ら
、
配
当
課
税
の
問
題
、
二
重
課
税
排
除
の
問
題
、
法
人

個
人
の
統
合
問
題
で
す
か
ら
。
そ
こ
に
も
っ
て
い
か
れ
て
、
両
方
に
つ
い
て
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
と
、
非
常
に
説
得
力
が

お
あ
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
失
礼
な
が
ら
考
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
日
は
や
は
り
納
税
者
番
号
の
問
題
が
、
朝
か
ら
非
常
に
苛
烈
な
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
は
朝
日
大
学
の
石
村
先
生
が
か
ね
が
ね
政
府
の
プ
ラ
ン
は
納
税
者
番
号
と
言
い
な
が
ら
、
総
合
課
税
と
い
う

建
て
前
を
バ
ッ
ク
に
、
国
民
総
背
番
号
制
へ
、
管
理
社
会
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
ぞ
、
と
、
こ
う
い
う
ご
指
摘

で
す

が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
私
も
お
お
い
に
警
戒
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
人
権
の
保
護
、
日
本
の
場

合
に
は
か
つ
て
の
戦
前
の
忌
わ
し
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
や
は
り
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
な
が
ら
や
つ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。
今
回
の
二
人
の
先
生
方
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、
政
府
税
調
の
こ
の
間
の
小
委
員
会
報
告
を
ど
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の
よ
う
に
お
読
み
に
な
ら
れ
た
か
。
私
は
総
合
課
税
を
や
る
意
志
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
ふ
う
に
読
ん
だ
ん
で
す
。

結
局
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
い
な
が
ら
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
危
な
い
点
が
あ
る
よ
と
威
嚇
し
な

が
ら
、
結
局
は
総
合
課
税
を
や
る
意
志
が
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
具
合
に
私
は
読
ん
だ
ん
で
す
。
そ
の
辺
に
つ

い
て
の
ご
議
論
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
結
局
、
戦
後
日
本
の
、
所
得
税
中
心
主
義
、
総
合
累
進
構
造
と
い
う
も
の
に
対

し
て
、
政
府
税
調
の
人
び
と
は
、
疑
間
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、
総
合
累
進
課
税
を
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で
や
る
必
要
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
む
し
ろ
分
離
課
税
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
今
の
分
離
課
税
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
手
数
も
か
か
ら
な
い
、
便
利
だ
と
、
や
や
こ
し
い
こ
と
が
な
い
、
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
す
か
ら

そ
の
前
提
と
し
て
は
、
所
得
格
差
が
縮
小
し
て
き
て
お
り
、
資
産
格
差
も
縮
小
と
い
う
こ
と
が
前
提

で
す

ね
。
し

か

し
、
現
実
は
、
資
産
格
差
は
拡
大
し
、
所
得
格
差
も
拡
大
し
、
生
活
格
差
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
や

は
り
根
本
前
提
に
認
識
の
誤
び
ゅ
う
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
、
仮
に
納
税
者
番
号
を
限
定
し
て
作
っ
た
か
ら
と
言

っ
て
、
税
が
果
た
し
て
全
体
と
し
て
公
平
に
な
る

か
ど
う
か
で
す
ね
。
ア
ン
グ
ラ
マ
ネ
ー
、
マ
フ
ィ
ア
、
暴
力
団
、
裏
金
、
こ
れ
に
納
番
が
ど
う
働
き
ま
す
か
？
。

こ
の

問
題
を
議
論
す
べ
き
で
す
。
最
近
の
東
京
佐
川
急
便
事
件
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
巨
大
な
使
途
不
明
金
が
、
企
業
か
ら

出
て
る
ん
で
す
。
先
般
の
国
税
庁
の
発
表
を
み
て
も
、
わ
か
っ
た
も
の
だ
け
で
も
大
法
人
で

一
社
平
均

一
億
円
を
超
え

る
使
途
不
明
金
が
あ
る
。
国
税
庁
の
把
握
し
た
数
字
だ
け
で
で
す
。
実
際
は
そ
の
五
倍
、
十
倍
に
及
ぶ
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
　
そ
う
い
う
使
途
不
明
金
の
問
題
と
か
、
ア
ン
グ
ラ
マ
ネ
ー
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
制
度
的
に
は
不

公
正
税
制
が
ま
っ
た
く
直

っ
て
い
な
い
、
特
に
大
企
業
の
国
際
的
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
税
金
逃
れ
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
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も
、
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
い
て
い
な
い
。
こ
う
い
う
も
の
を
放
置
し
な
が
ら
、
表
に
現
わ
れ
て
捉
わ
れ
易
い

一
部
の
も
の

に
つ
い
て
だ
け
若
干
の
効
果
が
あ
る
、
納
番
を
導
入
す
る
、
そ
れ
も

コ
ス
ト
が
高
い
と
、
や
る
な
ら
ば
背
番
号
だ
と
、

こ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
、
ま
さ
に
日
本
の
現
在
社
会
に
お
い
て
は
、
租
税
の
公
正
性
と
い
う
の
か
、
租
税
の
正
義
と
い

う
も
の
が
た
い
へ
ん
な
危
機
に
陥

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
租
税
理
論
学
会
は
、
そ
の
よ
う
な
時
に
こ
の
問
題
を
し

っ
か
り
ふ
ま
え
て
、
と
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
。
あ
ま
り
長
く
な
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
き
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

一
括
し
て
、
今
ま
で
出
ま
し
た
質
問

に
、
理
事

長
、
ど
う

ぞ
。
小
谷
会
員
。

小
谷
　
い
ま
ま
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
に
関
す
る
討
論
を
聞
い
て
お
り
ま
し
て
、
や
は
り
こ
の
会
の
特
徴
が
た
い
へ
ん

良
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
実
現

・
未
実
現
の
問
題
に
し
ろ
、
私
、

質
問
さ
れ
た
方
の
よ
う
な
そ
う
い
う
疑
間
を
持

っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
学
生
に
話
す
と
き
に
は
、
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
例
で
、
先
ほ
ど
お
つ
し
ゃ
つ
た
よ
う
に
有
価
証
券
や
土
地
の
例
で
話
を
い
た
し
ま
し
て
、
学
生
は
わ
か
っ
た
よ
う
な

顔
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど

一
人
の
方
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
十
年
前
に
百
万
円
で
買

っ
た
も
の
が

十
年
後
に

一
千
万
円
に
な
っ
た
と
い
う
お
話
の
例
の
場
合
に
、
毎
年
毎
年
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
お
答

え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
も
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
確
か
に
十
年
間
未
実
現
だ
っ
た
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と
い
う
だ
け
で
、
別
に
そ
れ
を
し
つ
こ
く
お
考
え
に
な
る
必
要
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
税
制
調
査
委
員
会
も
、
総
合
課
税
を
や
る
意
志
が
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
同
じ
感
想
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
シ
ャ
ウ
プ
は
日
本
の
税
制
に

つ
い
て
進
歩
的
な

一
つ
の
面
に
つ
い
て
勧
告
し
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
す
ぐ
れ
た
面
が
、
熱
意
と
い
う
も
の
が
全
然
税

制
調
査
会
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
お
ざ
な
り
の
便
宜
的
な
、
日
本
の
大
資
本
に
奉
仕
す
る
そ
う
い
う
税
制
し

か
、
お
そ
ら
く
考
え
る
熱
意
を
も
っ
て
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
印
象
を
、
私
も
も
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

そ
う
い
う
場
合
に
、
こ
の
学
会
の
任
務
は
非
常
に
大
切
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
強
調
し
て
私
の
感
想

を
終
わ
り
ま
す
。

司
会
　
小
谷
会
員
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

一
括
し
て
質
問
が
出
た
こ
と
に
手
短
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

内
山
　
井
上
先
生
の
イ
ン
フ
レ
調
整
の
問
題
、
こ
れ
は
所
得
税
全
体
で
イ
ン
レ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
と
キ
ャ
ピ
タ
ル

ゲ
イ
ン
だ
け
で
は
で
き
な
い
、
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
売
却
時
中
立
課
税
と
い
い
ま
す
か
、
譲
渡
益
で
未
実
現

も
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
と
し
ま
す
と
、
長
く
持
て
ば
持
つ
は
ど
税
率
が
高
く
な
る
の
で
す
。
こ
の
問
題
は

一
定
の
税
額

控
除
か
な
に
か
で
事
実
上
イ
ン
フ
レ
調
整
の
役
割
を
も
た
せ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
所
得
税
も
イ

ン
フ
レ
調
整
が
な
け
れ
ば
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
だ
け
や
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

富
岡
先
生
や
井
上
先
生
か
ら
御
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
閉
鎖
性
法
人
の
問
題
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
う
い
う
問
題
を
最
初
わ
か
っ
て
い
て
も
、
展
開
の
中
で
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
難
し
い
問
題
で
す
が
取

り
組
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

税
調
の
総
合
課
税
を
や
る
意
志
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
法
人
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
個
人

所
得
税
に
つ
い
て
も
、
総
合
所
得
で
は
難
し
い
と
い
う
話
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
言
う
と
、

内
山
も
と
う
と
う
理
想
主
義
を
捨
て
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
書
い
て
い
る
論
文
で
も
総
合
所
得
を
志
向
し

つ
つ
も
、
と
こ
う
濁
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
分
離
課
税
で
た
て
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
理
由
は
、
時
間
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
述
べ
ま
せ
ん
が
、
希
望
は
も

っ
て
も
、
夢
は
捨
て
な
い
と
、
何
十
年
も
夢
だ
け
で
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
や
は
リ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
を
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ン
グ
ラ
マ
ネ
ー
の
問
題
も
、
源
泉
分
離
課
税
だ
と
技
術
的
に
か
な
り
簡
単
だ
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ち

ょ
っ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
た
だ
総
合
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
は
憲
法
で
総
合
累
進
所
得
税
と
書
い
て

あ
る
わ
け
で
す
。
日
本
で
も
憲
法
を
改
正
し
て
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
論
と
い
う
か
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
問
題

が
こ
な
い
と
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
夢
を

一
応
し
ば
ら
く
は
捨
て
る
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て

い
ま

す
。ひ

と
こ
と
だ
け
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
と
、
地
価
税
は
土
地
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
捕
捉
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
そ
う
で
な
い
と
固
定
資
産
税
と
二
重
の
課
税
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
土
地

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
、
未
実
現
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
捕
捉
す
る
課
税
方
式
で
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

う
少
し
整
備
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
土
地
の
値
上
が
り
益
が
大
き
い
の
で
、
手
を
つ
け
ざ
る
を



え
な
く
な
っ
た
結
果
と
私
は
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
畑
山
会
員
の
ほ
う
に
。

畑
山
　
井
上
先
生
の
御
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
御
指
摘
の
通
り
、
イ
ン
フ
レ
調
整
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
だ

け
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
か
え
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
可
能
な

限
り
税
制
全
体
と
し
て
イ
ン
フ
レ
中
立
的
な
も
の
を
め
ざ
す
こ
と
が
合
理
的
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
明
ら
か

に
イ
ン
フ
レ
時
に
は
、
借
入
金
に
つ
い
て
債
務
者
利
得
が
生
じ
、　
一
方
預
金
に
つ
い
て
目
減
り
が
生
じ
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
債
務
者
利
得
を
会
計
的
に
測
定
す
る
と
な
り
ま
す
と
、
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し

て
、
家
計
の
場
合
で
も
、
正
確
な
貸
借
対
照
表
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
計
算
技
術
的
な

こ
と

で
す

が
、
固
定
資
産
等
の
長
期
所
有
の
資
産
に
つ
い
て
、
物
価
指
数
そ
の
他
で
金
額
の
ス
ラ
イ
ド
修
正
を
す
る
わ
け

で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
修
正
計
算
を
行

っ
た
後
に
算
出
さ
れ
る
の
が
債
務
者
利
得
な
の
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
家
計
に
お
い

て
正
確
な
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
債
務
者
利
得
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
概
算
的
な
債
務
者
利
得
な
ら
、
便
法
に
よ
っ
て
算
出
す
る
こ
と
も
可
能
と
は
思
い
ま
す
が
。

そ
れ
か
ら
谷
山
先
生
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
未
実
現
利
得
あ
る
い
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
が
生
じ
る
原
因

と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
会
計
技
術
的
に
ど
の
よ
う
な
原
因
別
分
類
が
で
き
る
か

と
い
う
と
、
貨
幣
価
値
の
下
落
に
よ
っ
て
名
目
的
な
価
格
が
上
昇
し
た
分
と
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ
っ
て
価
格
が
上
昇
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し
た
分
、
と
い
う
よ
う
に
二
つ
の
区
分
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
価
格
変
動
に
対
応
す
る
財
務
会

計
の
一
つ
の
形
態
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
資
産
の
取
得
価
額
を
貨
幣
価
値
変
動
指
標
に
よ
っ
て
修
正
し
、
そ
の
資
産
の

時
価
と
修
正
済
取
得
価
額
と
の
差
額
を
保
有
損
益
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
計
算
技
術
的
に
可
能

な
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
保
有
損
益
の
発
生
原
因
を
分
析
し
て
、
こ
れ
を
原
因
別
に
区
分
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
技

術
的
に
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

つ
い
で
富
岡
先
生
の
御
指
摘
で
す
が
、
全
く
同
感
で
す
。
政
府

・
自
民
党
と
し
て
は
、
消
費
税
を
導
入
す
る
た
め
に

ど
う
し
て
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
総
合
課
税
の
方
向
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
不
公
平
税
制
の
典
型
と
み

ら
れ
て
き
た
従
前
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
原
則
非
課
税
制
度
を
、
源
泉
分
離
方
式
を
実
質
的
な
中
核
と
し
た
原
則
課
税

制
度
に
改
め
る
だ
け
で
は
、
世
論
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
過
か
ら
し
ま
す
と
、
そ
も
そ
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
総
合
課
税
化
の
意
図
が
あ

っ
た
の
か

ど
う
か
、
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
の

あ
る
べ
き
姿
を
、
大
い
に
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
田
中
会
員
か
ら
。

田
中
　
内
山
さ
ん
の
御
報
告
と
の
関
連
で
申
し
ま
す
と
、
私
は
な
お
夢
は
捨
て
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
合
課
税
と
未
実
現
の
課
税
と
い
う
二
つ
の
税
制
改
革
の
方
向
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
志
向
す
べ
き
か
、
よ
り
実
行
可
能
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性
が
あ

っ
て
な
お
か
つ
無
理
の
な
い
の
が
い
ず
れ
か
と
い
う
と
、
私
は
や
は
り
な
お
総
合
課
税
を
追
求
す
べ
き
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
結
論
で
す
。
な
お
、
先
ほ
ど
小
谷
会
員
の
方
か
ら
、
私
が
例
と
し
て
説
明
し
た
事
例
、
す

な
わ
ち
、
百
万
円
の
土
地
が

一
千
万
円
に
値
上
が
り
し
た
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
御
発
言
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

私
は
何
も
い
わ
ゆ
る
譲
渡
益
清
算
説
に
立
っ
て
抽
象
的
に
そ
こ
に
値
上
が
り
が
生
じ
て
い
る
か
ら
課
税
せ
よ
と
い
う
こ

と
は
決
し
て
申
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ
に
反
対
す
る
考
え
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
も
し
万

一
、
譲
渡
益

清
算
説
に
立

っ
て
課
税
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
百
万
円
で
購
入
し
た
も
の
が
次
の
年
に
九
十
万
円
分
値
上
が
り
し

た
と
い
う
場
合
に
は
、
抽
象
的
に
値
上
が
り
し
た
九
十
万
円
を
納
税
者
の
所
得
に
総
合
課
税
し
て
課
税
す
る
く
ら
い
の

徹
底
し
た
姿
勢
で
、
未
実
現
課
税
を
し
な
い
と
整
合
性
は
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
や
る
の
な
ら
、
そ
の
よ
う

に
す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
整
合
性
を
欠
い
た
ま
ま
で
未
実
現
課
税
を
す
る
と
い
う
の
は
、
か
え
っ
て

事
態
を
複
雑
に
し
危
険
だ
と
い
う
主
旨
で
申
し
上
げ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
、
結
論
的
に
申
し
ま
し
て
、

未
実
現
課
税
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
先
ほ
ど
の
二
つ
の
小
委
員
会

の
報
告
に
関

し
ま

し

て

は
、
こ
れ
ら
の
報
告
が
、
も
し
今
の
よ
う
に
分
離
課
税
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
民
番
号
制
は
導

入
す
る
と
い
う
考
え
に
立

っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
論
理
整
合
性
に
欠
け
る
の
で
、
そ
れ
に
は
承
服
で
き
か

ね
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
司
会
の
不
手
際
で
十
分
御
発
言
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
。
最
後
に
今
回
の
第
四
回
大
会
の
会
場
そ
の
他
で
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
幹
事
校
の
北
野
会
員
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か
ら
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
野
　
み
な
さ
ん
、
非
常
に
年
末
お
し
つ
ま
っ
た
段
階
で
す
が
、
他
の
学
会
に
み
ら
れ
な
い
活
気
あ
ふ
れ
る
討
論
で
、

一
晩
中
で
も
討
論
し
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
時
間
の
関
係
で
、
こ
れ
で
打
ち
切
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ひ

き
続
き
懇
親
会
に
ご
出
席
の
先
生
は
懇
親
会
で
激
論
を
た
た
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今
日
の

テ
ー
マ
で
十
分
に
御
発
言
で
き
な
か
っ
た
先
生
方
は
、
谷
沢
書
房
か
ら
討
論
の
速
記
に
つ
い
て
校
閲
を
お
願
い
す
る
段

階
で
、
御
加
筆
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
日
は
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。





Ｉ
　
個
別
報
告

〔
一
九
九
二
年
一
二
月
五
日
第
四
回
大
会

・
日
本
大
学
〕
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石

村

耕

治

（朝
日
大
学
）

一
九
八
八
年

一
二
月
に
、
政
府
税
制
調
査
会
は

「
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
報
告
」
（
以
下
「小
委
員
会
八
八
年

報
告
」
）
を
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
翌
八
九
年
二
月
に
は
、
「税
務
等
行
政
分
野
に
お
け
る
共
通
番
号
制
度
に
関
す
る
関

係
省
庁
連
絡
検
討
会
議
」
（以
下
、
「
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
」
）
が
設
置
さ
れ
た
。　
ま
た
八
九
年
九
月
に
は
、

四
党
税
制
改
革
協
議
会
が

「
税
制
再
改
革
基
本
法
案
」
を
公
表
、
納
税
者
番
号
制
度
の
検
討
の
必
要
性
を
示
唆
し

め

九

一
年

一
〇
月
、
政
府
税
調
は
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
、
九
二
年

一
月
二
八
日
に
開

催
さ
れ
た
小
委
員
会
で
は
、
年
金
番
号
の
活
用
か
出
生

（住
民
基
本
台
帳
）
番
号
の
活
用
の
い
ず
れ
か
の
方
式
に
よ
る
番

号
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、
本
格
的
な
検
討
に
入
っ
た
。

納
税
者
番
号
制
と
人
権

―

政
府
プ
ラ
ン
は

″国
民
背
番
号
制
″
の
裏
口
導
入
案
―
―

は
じ
め

ヤこ

た ②
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九
二
年

一
一
月
に
出
さ
れ
た
小
委
員
会
報
告

（
以
下
「小
委
員
会
九
二
年
報
告
」
）
で
は
、
番
号
制
導
入
に
つ
い
て
必

ず
し
も
各
界
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
結
論
を
先
送
り
し
た
。

こ
の
結
論
先
送
り
の
背
景
に
は
、
選
択
の
ベ
ー
ス
と
な
る
年
金
番
号
な
い
し
は
出
生

（住
民
基
本
台
帳
）
番
号
の
シ
ス

テ
ム
化
作
業
が
い
ま
だ
準
備
段
階
に
あ
る
こ
と
、
年
金
番
号
の
所
轄
庁
と
な
る
厚
生
省
と
出
生
番
号
の
所
轄
庁
と
な
る

自
治
省
と
の
間
の
権
限
上
の
確
執
、
さ
ら
に
は
課
税
庁
で
の
事
務
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
の
遅
れ
な
ど
の
事
情
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
官
僚
に
主
導
さ
れ
た
政
府
税
調
の
番
号
制
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
自
体
に
は
変

化

は
な

い
。
行
政
機
関
内
で
の
問
題
解
決
の
メ
ド
が
つ
き
次
第
、
ゴ
ー

・
サ
イ
ン
を
出
す
腹
づ
も
り
で
い
る
。

政
府
が
想
定
し
て
い
る
番
号
制
導
入
プ
ラ
ン
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
と
り
わ
け

問
題

な

の

は
、
政
府
は

″
納
税
者
番
号
″
の

″
装
丁
″
の
も
と
、
実
質
的
に
は

″
国
民
背
番
号
″
の
導
入
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
元
来
わ
が
国
で
の
納
税
者
番
号
制
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
利
子
や
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
な
ど
資
産
性
所
得
の
総
合
課
税
化
な
い
し
は
税
務
執
行
体
制
の
整
備
を
目
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
ｏ
つ
ま
り
、
も

っ
ば
ら

″課
税
″
な
い
し
は

″
税
務
〃
目
的
で
番
号
制
が
必
要
か
ど
う
か
、
が
検
討
の
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
政
府
は
、
番
号
の
利
用
を
、
税
務
を
含
む
行
政

一
般
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
間
に
も
幅
広
く
認

め
る
制
度
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
来
、　
″
納
税
者
番
号
″
と
は
、
そ
の
利
用
目
的
を

″
課
税
″
な
い
し
は

″
税

務
″
に
絞

っ
た

″
限
定
番
号
″
を
さ
す
。
明
ら
か
に
政
府
は
、
当
初
、
国
民
、
納
税
者
に
提
示
し
た
検
討
範
囲
を
逸
脱

し
、　
″
国
民
背
番
号
″
導
入
と
い
っ
た
未
曽
有
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。　
一
方
、
当
初
プ
ロ
パ

０

ガ
ン
ダ
と
し
た
総
合
課
税
問
題
な
ど
は
霧
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る＜
。
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ま
た
、
番
号
制
導
入
に
あ
た
っ
て
は

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
」
と
は
言

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ま

っ
た
く
具

体
策
を
示
し
て
い
な
い
点
も
問
題
で
あ
る
。
番
号
制
を
導
入
し
て
い
る
諸
国
で
は
、
堅
固
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
制
度

や
課
税
庁
保
有
情
報
の
開
示
制
度
な
ど
、　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
イ
ン
フ
ラ
＝
番
号
制
導
入
基
盤
）
の
整

備

・
拡

充
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
点
わ
が
国
の
場
合
、
こ
の
ま
ま
で
は
満
足
な
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
も
行
な
わ
れ
な

い
ま

ま

、

″
事
実
上
の
国
民
背
番
号

（ヽ
ヽ
ゝ
ヽ
い
οヽ

Ｚ
”
〓
ｏ
”
”
Ｆ
Ｈα
Φ
ュ
〓
【８
〓
ｏ
”

Ｚ
“
ョ
び
ｑ
∽
）
″
の

″
裏

口
導
入

（げ
”
ｏ
Ｆ
・

０
８
『
Ｆ
■
ｏ
Ｏ
Ｒ

〓
ｏ
こ
″
が
現
実

の
も
の
と
な
る
可
能
性
が
濃
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

〈
注
〉
①
　
税
制
調
査
会

「
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
報
告
」
（八
八
年

一
二
月

三
二
日
）
。
な
お
、
本
報
告
の
包
括
的
な
批
判

・
検

討
と
し
て
、
拙
書

『納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
ツ
ー
』
（中
央
経
済
社
）
参
照
。

②
　
四
党
税
制
改
革
協
議
会

「
消
費
税
廃
止
。
税
制
再
改
革
法
案
の
提
案
に
つ
い
て
」
（八
九
年
九
月
二
六
日
）
。

③
　
詳
し
く
は
、
「政
府
税
調
小
委
が
審
議
再
開
」
『旬
刊

・
国
税
解
説
速
報
』
九

一
年
一
一
月
八
日
号
、
八
頁
以
下
参
照
。

④
　
税
制
調
査
会

「納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
報
告
」
（九
二
年
一
一
月
）
第
三
結
語
参
照
。

③
　
ち
な
み
に
、
政
府
税
調

「
利
子

・
株
式
等
譲
渡
益
課
税
小
委
員
会
報
告
」
（九
二
年
一
一
月
）
で
は
、
大
多
数
の
納
税
者
に

″確
定
申
告
権
“
を
認
知
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
総
合
課
税
へ
の
移
行
に
積
極
的
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
番
号
制

導
入
論
議
に
お
け
る

″総
合
課
税
″
は
つ
け
足
し
で
あ
り
、
真
の
意
図
は

″
国
民
の
監
視
″
、　
″デ
ー
タ
監
視
社
会
の
構
築
“

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一　
国
民
背
番
号
制
と
納
税
者
番
号
制

す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
政
府
税
調
が
、
現
在
、
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
と
と
も
に
導
入
を
進
め
て
い
る
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の
は
、
本
来
の
意
味
で
の

″
納
税
者
番
号
制
〃
で
は
な
い
。　
″
事
実
上
の
国
民
背
番
号
制
″
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
政

府
税
調
の

「
小
委
員
会
八
八
年
報
告
」
に
盛
ら
れ
た
個
人
納
税
者
に
対
す
る
付
番
の
仕
組
や
適
用
対
象
を
み
れ
ば
よ
く

わ
か
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
次
の
三
つ
の
方
式
を
あ
げ
、
わ
が
国
で
の
適
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

①
　
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
方
式

健
康
保
険
や
年
金
な
ど
社
会
保
障
目
的
で
付
与
さ
れ
た
既
存
の
番
号
を
、
税
務
を
始
め
と
し
た
幅
広
い
行
政
分
野

に
拡
大
利
用
す
る
方
式
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
番
号

（Ｓ
Ｓ
Ｎ
＝
∽８
ご
】
∽
８
民
〓
く
Ｚ
●
ヨ
ぴ
Φあ
】

や
カ
ナ
ダ
の
社
会
保
険
番
号

（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
＝
∽
８
ご
【
Ｈ●
∽
日
”
●
８

Ｚ
ｃ
８
ぴ
①
『∽
）
な
ど
が
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
た

め
報
告
で
は
、
「
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
方
式
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
、　
こ
の
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
に
し
た
場
合
、
年
金
番
号
の
整
備

・
活
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「年
金
番
号
活
用
方
式
」
と
呼
ぶ

こ
と
も
で
き
る
。

②
　
北
欧
方
式

全
国
民
を
対
象
に
出
生
等
の
機
会
に
付
番
し
、
こ
の
統

一
個
人
コ
ー
ド
番
号
を
税
務
を
始
め
と
し
た
幅
広
い
行
政

分
野
に
利
用
す
る
方
式
で
あ
る
。
「出
生
番
号
方
式
」
、
「
住
民
基
本
台
帳
方
式
」
、
な
い
し
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

マ
ー
ク
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
北
欧
方
式
」
と
呼
称
さ
れ
ス匂ぃ

③
　
イ
タ
リ
ア
方
式

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
式
）

課
税
庁
が
、
納
税
申
告
書
を
提
出
す
る
者
に
番
号
を
付
与
す
る
方
式
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
わ
が
国
の
既
存
の

″
納

税
者
整
理
番
号
″
を
整
備

・
活
用
す
る
形
の
方
式
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
イ
タ
リ
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ア
方
式
」
と
呼
称
さ
れ
る
。

「
小
委
員
会
八
八
年
報
告
」
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
方
式
か
②
北
欧
方
式
が
、
わ
が
国
で
の
検
討
に
値
い
す

る
、
と
し
て
い
る
。　
一
方
、
③
イ
タ
リ
ア
方
式
は
、　
″
コ
ス
ト
が
か
か
る
割
に
メ
リ
ッ
ト
が
限
ら
れ
る
″
と
し
、
妥
当

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
方
式
こ
そ
本
来
の
意
味
で
の

″納
税
者
番

号
″
と
言
え
る
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
方
式
な
い
し
は
北
欧
方
式
は
、　
″
国
民
背
番
号
制
″
そ
の
も
の
で
あ

る
。

Λ
注
∨
０
　
詳
し
く
は
、
拙
論

「
ア
メ
リ
カ
の
納
税
者
番
号
の
現
況
」
『
ジ

ュ
リ
ス
ト
』
六
八
二
号
、
拙
書

『
納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
』
（中
央
経
済
社
）
第
三
章
参
照
。

０

　

詳

し

く

は

、

∽
ｏ
ｏ
い

”

ｏ
く
ｏ
・
・
ｏ

ｏ

”
・
”
ヽ
”
）

↓

”
ｘ
営

Ｏ
Ｐ

０
０
日

０
〓

”
口
０
０

”

３

８

８

〓

∪

【
ュ

リ
¨
０
●

・

↓

”
Ｘ
り
”
Ч
Ｏ
『

】
８

コ

，

■
●
ｏ
”
〓
ｏ
●
Ｚ
●
ョ
げ
ｏ『
¨
∪
【りｏ
Ｌ
∽り
中ｏ
●
句
”
り
ｏ
”）
（∽
ｏ●
・・
】Φ∞
０）
・

０
〕
詳
し
く
は
、∽
ｏｏ
い
『
】”
〓
ｏ二
Ｆ

「
『ｏ
一８
■
・
”
り
Ｌ
く
”
ｏく
【●
∽
●
”く
ｏ
〓
ご
・
●ｏ
∽
ｏ
ｏ
一ｏ
■
ｏ
り
（
８
∞
〇）
”
”
】ミ

ｏ
”
りｏｏ
・

０
　
政
府
税
調
案
は

″
国
民
背
番
号
制
″

現
在
、
政
府
税
調
が
、
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
と
と
も
に
、
個
人
の
番
号
と
し
て
採
用
の
検
討
を
進
め
て
い

る
の
は
、
前
記
①
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ

（年
金
番
号
）
方
式
、　
な
い
し
は
②
北
欧

（出
生
番
号
、
住
民
基
本
台
帳
）
方
式
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
。
小
委
員
会
報
告
で
は
、
付
番
機
関
と
し
て
、
①
年
金
番
号
方
式
の
場
合
は
社
会
保
険
庁
（厚
生
省
）
、

②
住
民
基
本
台
帳

（出
生
番
号
）
方
式
の
場
合
は
自
治
省
所
轄
で
新
た
に
設
置
さ
れ
る
管
理
機
関
が
想
定
さ
れ
て
い
る＜
。
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一
方
、
政
府

・
社
会
保
険
庁
は
、
九
五
年
を
メ
ド
に
、
現
在
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
及
び
各
種
共
済
年
金
に
分
か

れ
て
い
る
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
、
「基
礎
年
金
番
号
」
（統
一
個
人
コ
ー
ド
番
号
、
共
通
番
号
）
の
創
設
に
向
け
て
詰
め

ａ

の
作
業
を
行
な
っ
て
い
る＜
。
自
治
省
も
ま
た
、
共
通
番
号

（統
一
個
人
コ
ー
ド
番
号
）
制
度
の
創
設
に
向
け
て
、
市
町
村
の

住
民
基
本
台
帳
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
及
び
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
化
、
さ
ら
に
は
、
中
央
の
付
番
管
理
機
関
の
設
置
、
市
町
村

め

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
が
国
で
の
個
人
の

″
納
税
者
番
号
″
は
、
社
会
保
険
庁
か
自
治
省
の

創
設
す
る
共
通
番
号

（統

一
個
人
コ
ー
ド
番
号
）
を
活
用
す
る
形
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
共
通
番
号

は
、
年
金
目
的
な
い
し
は
住
民
登
録
目
的
の
み
な
ら
ず
、あ
ら
ゆ
る
行
政
機
関
が
利
用
で
き
る
番
号
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

課
税
庁
も

″
ヮ
ン
・
オ
ブ

・
ゼ
ム

（〇
●
Ｏ
Ｏ
』
諄
①
ョ
）
″
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
。

小
委
員
会
八
八
年
報
告
で
は
、
課
税
庁
を
含
む
、
国
や
地
方
の
各
種
行
政
機
関
な
ど
公
的
部
門
全
体
で
の
共
通
番
号

④

の
多
目
的
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
企
業
や
団
体
な
ど
民
間
部
門
で
の
共
通
番
号
の
自
発
的
利
用
も
妨
げ
な
い
、
と

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政
府
の
プ
ラ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
（個
人
、
個
人
以
外
の
双
方
の
）
納
税
者
に
つ

い
て
課
税
庁
が
付
番
機
関
と
な
り
番
号
の
利
用
は

″
税
務
″
な
い
し
は

″
課
税
〃
目
的
に
限
定
さ
れ
る

″
本
来
の
納
税

者
番
号
制
″
と
は
、
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
こ
う
し
た
官
民
に
も
わ
た
る
多
目
的
利
用

（①
「税
務
分

野
で
の
利
用
」、
②

「税
務
以
外
の
分
野
で
の
利
用
」
及
び
③

「民
間
で
の
自
発
的
利
用
」）
を
前
提
と
し
た
番
号
制
を

″
国
民
背

⑤

番
号
制
″
と
呼
ぶ
。　
″
納
税
者
番
号
制
″
と
は
呼
ば
な
い
。



共通番号制 (政府税調案) 本来の納税者番号制

①
税
務
分
野
で
の
利
用
の
範
囲

【所得税関係】・利子、配当などの支払い

・報酬、料金、契約金の支払い ・生命保

険一時金、私的年金などの支払い ・不動
産の売買、貸付け (あ っせん等を含む)に
かかる支払い ・給料、退職金、公的年金

などの支払い 。株式など有価証券 の取 引

(ただし一般の事業取引は対象外)

【相続税関係】生命保険金、共済金の支払
いなど

【法人税関係】 (原則として対象外)

同   左

②
税
務
以
外
の
行
政
分
野
で
の
利
用
の
範
囲

【年金その他公的給付】・年金、恩給 (扶

助料 )

・生活保護その他各種の公的給付
【医療・教育】・国公立の病院や医療施設
での医療の給付 。国公立の学校、日本育英
会など
【運輸・警察・法務】・自動車登録 ・運
転免許、犯歴管理 ・外国人登録、出入国
管理、不動産登記、法人登記

【外務】・旅券 (パ スポート)

【保険・金融】・簡易保険、労働保険、労
災保険、雇用、失業保険など ・郵便貯金
・各種の公的融資
【住宅】・公社、公団住宅の利用など ̈ ・ ・¨………………・ ~~ギ………………………

【マネーローンダリング規制関係】・口座

の開設の際の本人確認 。大国の現金 取

引、外国送金の当局への報告の際

利
用
の
範
囲

③
民
間
で
の
自
発
的

【医療・教育】・民間の病院、医療機関
・私立学校など
【企業―般】・銀行、証券、信販、保険、不動産
などの分野での顧客管理、人事管理など
【信用調査】信用情報機関、興信所など
【コンサルタント】結婚紹介機関、人材あ
っせん機関その他情報販売業など

1 納税者番号制と人権

番号の利用範囲 (想定)―覧

*マネーローンダリング規制とは、麻薬
種の金融口座などを転々とさせること
リーンなカネに洗浄する行為の規制。

や盗品売買など不法取引から得た収益を各
により、その出所をカモフラージュし、ク
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Λ
注
Ｖ
①
　
ち
な
み
に
、
個
人
以
外
の
付
番
機
関
と
し
て
は
、
①
国
税
庁

（
「税
務
デ
ー
タ
方
式
」
）
か
②
法
務
局

（
「
登
記
簿
方
式
」
）
の

い
ず
れ
か
の
採
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

②
　
日
本
経
済
新
聞
九
二
年
九
月
二
〇
日
朝
刊
参
照
。

③
　
日
本
経
済
新
聞
九

一
年
九
月
二
八
日
朝
刊
参
照
。

④
　
民
間
機
関
の
自
発
的
利
用
と
は
、
給
与
や
利
子
等
の
支
払
い
の
際
に
番
号
の
呈
示
を
求
め
る
と
い
っ
た
法
律
に
基
づ
い
た
利

用
以
外
を
さ
す
。
た
と
え
ば
、
番
号
を
企
業
の
人
事
や
顧
客
管
理
に
利
用
す
る
と
か
、
学
生
証
番
号
や
患
者
の
カ
ル
テ
番
号
に

利
用
す
る
な
ど
、
ま
っ
た
く
の
任
意
の
呈
示

・
利
用
を
さ
す
。

⑤

政
府
税
調
の
納
番
検
討
小
委
員
会
は
、
ま
っ
た
く
限
定
番
号
制
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
質
的
に
は

「
国
民
背
番
号
等
検
討
小
委
員
会
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
限
定
番
号
制
と
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た
番
号
制

の
差
異
に
つ
い
て
、
拙
書

『
納
税
者
番
号
制
と
国
民
背
番
号
』
（労
働
旬
報
社
）
参
照
。

０
　
国
民
背
番
号
の

″
裏
口
導
入
″

納
税
者
番
号
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
政
界
や
労
働
界
の
み
な
ら
ず
、
経
済
学
者
な
ど
学
界
の

一
部
に
も
積
極
論
が
あ

る
。
「
不
公
平
税
制
の
是
正
、　
正
確
な
所
得
把
握
、
税
務
行
政
の
効
率
化
に
役
立
つ
」
、
「総
合
課
税
の
実
現
に
必
要
」

な
ど
が
主
な
論
拠
で
あ
ス′Ч。　
一
般
の
納
税
者
の
な
か
に
も
、

「悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
け
れ
ば
恐
れ
る
に
足
ら
ギ
ン」
と

い
っ
た
認
識
す
ら
あ
るて
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
税
理
士
や
弁
護
士
な
ど
、
税
の
実
務
家
の
反
応
も
鈍
く
、　
一
般

に
認
識
も
低
ｎ
。
最
近
に
な

っ
て
よ
う
や
く
問
題
の
重
大
さ
が
認
識
さ
れ
、
導
入
に
反
対
な
い
し
は
消
極
論
が
強
く
な

っ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
や
関
心
の
薄
さ
の
底
流
に
は
、　
一
般
に

「
″
国
民
背
番
号
″
に
は
反
対
で
あ
る
が
、
″
納
税
者
番
号
″
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な
ら
ば
仕
方
が
な
い
」
と
い
っ
た
考
え
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
政
府
は
、
い
く
度
と
も
な
く

″
国
民
背
番
号
制
″
の
導
入
を
試
み
て
き
た
。
し
か
し
国
民
の
賛
同
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
今
回
も
、
総
務
庁
の
行
政
管
理
局
あ
た
り
が
前
面
で
出
て

″
国
民
背
番
号
制
″
の
導
入
と
い
え
ば
当

然
、
各
界
か
ら
強
い
反
対
が
起
き
る
。
そ
こ
で
、
制
度
の
実
質
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
し
、
反
対
を
か
わ
す
た
め
に

″
納

税
者
番
号
″
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
利
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
国
民
の
番
号
制
に
対
す
る
ア
ン
ル
ギ
ー
緩
和
の

た
め
に
、
政
府
税
調
と
い
う

″
税
務
関
連
媒
体
″
を
活
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
実
に
巧
妙
で
あ
る
。
か
な
り
高
名
な
研

究
者
ま
で
、
「″
納
税
者
番
号
″
な
ら
仕
方
が
な
い
」

と
い
っ
た
感
想
を
も
ら
す
始
末
で
あ
る
。　
こ
の
ま
ま
で
は
、
″
国

民
背
番
号
″
の

〃裏
口
導
入
″
が
実
現
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

Λ
注
∨
①
　
各
界
の
意
見
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
拙
論

「
納
税
者
番
号
制
推
進
論
を
検
証
す
る
」

『
月
刊

・
社
会
党
』
八
八
年

一
月
号
、

三
二
〇
頁
以
下
、
拙
書

『納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
（中
央
経
済
社
）
八
三
頁
以
下
参
照
。

②
　
と
く
に
給
与
所
得
者
な
ど
の
場
合
、

「所
得
の
捕
捉
率
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
に
近
い
。
従

っ
て
税
務
に
限
り
番
号
制
を
導
入
し

て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
は
余
り
影
響
が
な
い
」
、
と
い
う
意
見
も
多
い
。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
意
見
は

″
政
府
は
本
来

の
意
味
で
の
納
税
者
番
号
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
″
と
い
う
ナ
イ
ー
ブ
な
考
え
方
か
ら
く
る
も
の
と
い
え
る
。

③
　
も

っ
と
も
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
や
全
国
青
年
税
理
士
連
盟
な
ど
は
早
く
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
弁
連

『高
度
情
報
化
社
会
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
』
（
八
九
年

一
一
月
）
、
全
青
税

『納
税
者
番
号
制
を
検
証
す
る
』
（秋
委
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
資
料
、
八
九
年

一
一
月
）
参
照
。

④
　
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
実
務
家
団
体
は
続
々
と
番
号
制
導
入
に
反
対
な
い
し
は
消
極
的
見
解
を
示
し
て
い
る
。
日
本
弁
護

士
連
合
会

「
納
税
者
番
号
制
導
入
に
関
す
る
意
見
書
」
（九
二
年

一
〇
月
）
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会

「
平
成
五
年
度
の
税
制
改

正
に
関
す
る
建
議
書
」
（九
二
年
九
月
）
、
東
京
地
方
税
理
士
会

「
納
税
者
番
号
制
に
つ
い
て

（第
二
次
意
見
書
）
」
（九
二
年

一



○
月
）
、
東
京
税
理
士
会

「
平
成
六
年
度
税
制
改
正
及
び
税
務
行
政
に
関
す
る
意
見
書
」
（九
二
年
二
月
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、
納

税
者
団
体
か
ら
の
反
対
論
と
し
て
、
不
公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会

「
九
三
年
度
税
制
改
革
へ
の
要
望
」
（九
二
年

一
一
月
）
参
照
。

０
　
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
の
性
格

政
府
税
調
の

「
納
税
者
番
号
等
検
討
小
委
員
会
報
告
」
（「小
委
員
会
八
八
年
報
告
」
）
は
、　
八
八
年

一
二
月

一
三
日

に
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
か
月
後
の
八
九
年
二
月

一
五
日
に
、
「税
務
等
行
政
分
野
に
お
け
る
共
通
番
号
制
度

に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
検
討
会
議
」
（
以
下
、
「
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
」
）
が
突
如
設
置
さ
れ
た
。　
こ
の
会

議
は
、
税
務
及
び
税
務
以
外
の
行
政
分
野
で
共
通
に
利
用
で
き
る
番
号
制
度
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
が
共
同
し
て
総
合

的
に
検
討
を
行
な
う
目
的
で
、
内
閣
内
政
審
議
室
に
設
け
ら
れ
た
。

内
閣
内
政
審
議
室
長
を
座
長
に
、
関
係

一
四
省
庁
の
実
務
担
当
者
で
構
成
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
法
務
省
大
臣
官

房
長
、
外
務
省
大
臣
官
房
長
、
大
蔵
省
主
計
局
長
、
同
主
税
局
長
、
国
税
庁
次
長
、
文
部
省
大
臣
官
房
長
、
厚
生
省
年

金
局
長
、
社
会
保
険
庁
次
長
、
農
水
省
経
済
局
長
、
運
輸
省
自
動
車
交
通
局
長
、
郵
政
省
貯
金
局
長
、
同
簡
易
保
険
局

長
、
労
働
大
臣
官
房
長
、
自
治
省
行
政
局
長
、
同
税
務
局
長
、
警
察
庁
交
通
局
長
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
長
お
よ
び
同

恩
給
局
長
な
ど
で
あ
る
。

現
在
、
政
府
は

″
納
税
者
番
号
″
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
主
要

政
府
機
関
関
係
者
が
集
ま
っ
て
会
議
を
開
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
公
開
資
料
も
な
い
。
ま
た
、
わ
が
国
に
は
国
レ
ベ
ル
で
の
情
報
公
開
法
が
な
く
、
議
事
録
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等
の
開
示
請
求
も
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
会
議
の
名
称
及
び
構
成
員
な
ど
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
く
。
こ
の
会
議
は
い
わ
ば

″
納
税
者
番

号
制
″
の
名
を
か
り
た

″
事
実
上
の
国
民
背
番
号
制
″
の

″
裏
口
導
入
″

の
実
動
部
隊
と
察
せ
ら
れ
る
。

か
つ
て
政
府
が

″
国
民
背
番
号
制
″
の
導
入
を
試
み
た
と
き
に
も
、
同
じ
よ
う
な
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。　
一
九
六
八

年
八
月
に
、
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
の
高
度
化
」
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
「
行
政
事
務
処
理
用
各
省
庁
統

一
個

人

コ
ー

ド
」
設
置
の
推
進
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
行
政
管
理
庁

（当
時
）
が
デ
ー

タ

・
コ
ー
ド
の
標
準
化
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
七
〇
年
三
月
に
、
大
蔵
省
、
郵
政
省
、
自

治

省
、
運

輸

省
、
厚
生
省
、
法
務
省
の
課
長
ク
ラ
ス
を
中
心
に
、
「
各
省
庁
統

一
個
人

コ
ー
ド
連
絡
研
究
会
議
」
（
以
下

「
連
絡
研
究

会
議
」
）
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
さ
に
、
こ
の

「
連
絡
研
究
会
議
」
こ
そ
、　
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

「
共
通
番
号
制
度
連

絡
検
討
会
議
」
と
同
じ
使
命
を
持

っ
た
組
織
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
当
初
、
こ
の
連
絡
研
究
会
議
は
、
七

一
年
中
に
素
案
を
ま
と
め
、
七
二
年
四
月
か
ら
番
号
制
を
実
施
す

る
予
定
で
あ

っ
た
。
し
か
し
反
対
が
強
く
、
七
二
年
九
月
に
実
施
を
七
五
年
に
延
期
し
た
。
延
期
後
も
、
こ
の

″
国
民

背
番
号
″
案
に
は
相
変
わ
ら
ず
反
対
が
強
く
、
七
五
年
度
に
入
っ
て
か
ら
見
送
り
と
な

っ
た
。

〈
注
Ｖ
Ｏ
　
詳
し
く
は
『旬
刊

。
国
税
解
説
速
報
』
九

一
年

一
一
月
八
日
号
八
頁
及
び
同

一
一
月

一
八
日
号
八
頁
以
下
参
照
。

②
　
ま
さ
に
、
共
通
番
号
制
度
連
絡
検
討
会
議
の
よ
う
な
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
密
室
の
な
か
で

″国
民
背
番
号
制
″
の
準
備
が
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
政
の
透
明
性
の
低
い
国
の
諸
機
関
に
統

一
個
人
コ
ー
ド
番
号

の
利
用
を
認
め
る
こ
と
自
体
が
、　
″
デ
ー
タ
監
視
国
家
化
″
と
い
っ
た
未
曽
有
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
強
い
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
。
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③
　
同
じ
指
摘
と
し
て
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

『高
度
情
報
化
社
会
と
プ
ラ
イ
バ
ツ
ー
の
保
護

（基
調
報
告
書
）』
（
八
九
年

一

一
月
）
四
二
頁
以
下
、
五
六
頁
以
下
参
照
。

二
　
税
務
限
定
番
号
制
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

社
会
の
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、
止
め
よ
う
と
思
っ
て
も
止
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
の
も
と
、
課
税
庁
が
パ
ス
ワ
ー
ド
な
い
し
は
Ｉ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
、
つ
ま
り
番
号
制
の
活
用
に
利
点
を
見
い
出

す
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
こ
れ
も
時
代
の
要
請
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

「税
務
に
限
り
番
号
制
を
導
入
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
止
む
を
得
な
い
」
と
す
る

一
般
国
民
の
考
え
方
も
強
い
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
も
ち
ろ
ん
、
多
目

的
利
用
を
前
提
と
し
た

″
国
民
背
番
号
″
す
な
わ
ち
統

一
個
人
コ
ー
ド
番
号
を
認
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
。
高

度
情
報
化
時
代
の
今
日
、
税
務
限
定
番
号
制
な
ら
ば
、
厳
正
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
存
在
を
前
提
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
趣
旨
と
と
れ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
府
税
調
は
、
イ
タ
リ
ア
方
式

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
式
）
の
税
務

限
定

番
号
制
は

″
不
適
切
″
と
し
、
検
討
対
象
か
ら
は
ず
し
て
い
る
。
そ
し
て

″
国
民
背
番
号
″
に
的
を
絞

っ
て
検
討
を
行
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
民

・
納
税
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
沿

っ
た
形
で
番
号
制
を
実
施
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
税
務

限
定
番
号
制
の
選
択
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
税
務
限
定
番
号
制
で
あ

っ
て
も
、
い

ざ
実
施
と
な
れ
ば
各
界
か
ら
強
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
し
ろ
、
税
務
限
定
番
号
こ
そ
本
来
の
意
味
で
の
納
税
者
番
号
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
本
来
的
性

格
の
納
税
者
番
号
制
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
導
入
を
認
め
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
税
務
用
、
免
許
用
な
ど
、

い
か
な
る
限
定
番
号
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
利
用
に
関
し
十
分
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
設
置
し
な
い
と
、
多
目
的
利
用
に
供

さ
れ
る
可
能
性
が
残
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
よ
う
に
、
当
初
、
社
会
保
障
給
付
目
的
で
導
入
さ
れ

た
番
号
が
次
第
に
拡
大
利
用
さ
れ
、　
″
事
実
上
の
国
民
背
番
号
″
と
化
し
て
い
る
例
を
み
れ
ば
わ
か
る
。

し
た
が

っ
て
、税
務
限
定
番
号
の
導
入
を
認
め
る
と
し
て
も
、ま
ず
番
号
の
目
的
外
利
用
が
絶
対
か
つ
永
続
的
に
禁
止

さ
れ
る
と
い
う
確
実
な
保
障
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、徹
底
し
た
イ
ン
フ
ラ

（
日
番
号
制
導
入
基
盤
）
の

整
備
・拡
充
が
前
提
条
件
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、国
民
・納
税
者
の

「情
報
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
（いュ
ｏ
ヽ
日
”
〓
ｏ
●

Ｏ
Ｌ
く

，
ｏ
く
）
や

「
知
る
権
利
」
（■
∞

，
一
一ｏ
澪
”
ｏ
〓
）
等
を
中
核
と
し
た
、
人
権
保
障
の
た
め
の
包
括
的
な
セ
ー
フ
ガ

め

ー
ド
の
設
置
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
と
な
る
。

〈
注
∨
①
　
も
ち
ろ
ん
、
消
費
税
導
入
の
や
り
方
の
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
民

・
納
税
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
い

と
言
う
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
。

②
　
ち
な
み
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
、　
″
事
実
上
の
国
民
背
番
号
″
と
化
し
た
社
会
保
険
番
号

（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
）
の
利
用
規
制
に
動
き
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
多
目
的
に
利
用
が
拡
大
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｓ
Ｉ
Ｎ
を
規
制
す
る
の
は
容
易
で
な
い
の
が
実
状
で

あ
る
。
当
初
か
ら
厳
格
な
歯
止
め
を
か
け
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｎ
の
拡
大
利
用
の
問
題
点
や
政
府
の
規
制
政
策

に

つ

い

て

は

、

∽
ｏ
ｏ
・

０
営

ａ

す

ｏ

国
●
日
ヽ
●

刀

置

〓

●

Ｏ
ｏ
日

Ｂ

″

り
”
ｏ
Ｐ

”
ｏ
も
ｏ
■

ｏ
い

事

ｏ

「
■

Ｓ

●
Ч

０
０
日

日

ぉ

り
】
０
●
０
『

ｏ
●
　
絆
す
ｏ

Ｃ
ａ
ｏ

ｏ
い

”
す
ｏ

∽
ｏ
ｏ
”
ｐ
】

Ｈ
●
り
●
吋
”
●
ｏ
ｏ
　
Ｚ
ぼ

ヨ
む
ｏ
【

（
『
”
●
・　
〇

¨
Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ
）
〕

ロ
ギ
ｏ
“
り

，
『
ヽ
　
”
ｏ
●
■
一

ｏ
ｈ
　
Ｏ
”
●
”
０
”
　
∽
ｏ
ｏ
・

ヽ
ｏ
け
”
ヽ
一”
［
¨
（Ψ●
■．Ｏ
ｏ
」
【●
ｏ
り　
ｏ
口
　
”
ゴ
ｏ
　
日
●
】も
二
ｏ
●ｐｏ
う
一
”
”
０̈
●
　
０
「　
け
す
Ｏ
　
ＨｖＯ
】一ｏ
Ч
　
Ｏ
●
　
Ｈ）”
絆

，
　
７
〔“
［０

，
】●
¨
　
”
●
０
　
（〕ｏ
●
”ヽ
ｏ
］

０
「
事
０
∽
０
０
ご
】
Ｆ
〓
８
う
０
０
Ｚ
●
ヨ
げ
０
【
（
∽
０
０
・
Ｆ

８
∞
∞）
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
番
号

（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）
問
題
専
門
家
も
、
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番
号
の
拡
大
利
用
を
い
っ
た
ん
認
め
る
と
、
膨
大
な
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
Ｉ
Ｄ
ナ
ン
パ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
後
に
な
っ
て
利
用
制
限
す
る
と
し
て
も
、
コ
ス
ト
的

・
機
能
的
に
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
初
か
ら
番
号
の
利
用
を
厳
格
に
制
限
し
、
か
つ
、
民
間
の
自
発
的
利
用
な
ど
は
絶
対
に
認
め
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。

詳
し
く
は
、
拙
書

『納
税
者
番
号
制
と
国
民
背
番
号
』
（労
働
旬
報
社
）
七
三
頁
以
下
参
照
。

③
　
こ
う
し
た
問
題
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
番
号
制
実
施
国
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
制
度
の
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ

の
ウ
エ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
の
フ
ラ
ハ
テ
ィ
教
授
は
、
こ
の
分
野
で
の
優
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
　

∽
８
・
　

∪
・

『́
【”
す
ｏ
『
［Ч
・　
　
り
ヽ
０
一０●
〔̈
●
”
　
一”
『
いく
”
ｏ
Ч
　
●̈
　
∽
」
『く
ｏ
〓
】”
●
ｏ
ｏ
　
∽
ｏ
ｏ
いｏ
けいｏ
い
　̈
　
ぬ
す́
ｏ
　
「
ｏ
ヽ
ｏ
「”
】
　
”
ｏ
●
●
げ
〓
０
　
０
「

０
０
「
日
”
●
Ｆ

∽
１
＆
ＯＰ

”
３
●
０
０
・
０
”
●
ａ
”
¨
”
う
０

３
ｏ

Ｃ
・∽
。
（
８
∞
Φ）
・

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
も
、
同
教

授
か
ら
貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

０
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
税
務
限
定
番
号
制

税
務
限
定
番
号
制
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

「
タ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
イ

ル
・
ナ

ン
バ

ー
」

（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
＝
↓
”
Ｘ
”
〓
①
Ｚ
ｃ
ヨ
σ
①
『∽
）
で
あ
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｎ
は
、
わ
が
国
政
府
税
調
の

「
小
委
員
会
八
八
年
報
告
」
公

表

（八
八
年
一
二
月
）
後
の
八
九
年

一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
行
な

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｆ
Ｎ
は
本
格
的
な
税
務
限
定
番
号
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
で
の
番
号
制
を
め

ぐ
る
政
府
税
調
の
動
き
を
批
判
的
に
検
討
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
カ
ー
ド
」

（＞
房
〓
”
〓
”
８
ａ
の
）
と
い
う

″
国
民
背
番
号
″
案
が
各
界
か
ら
の
強
い
反
対
で
流
産
し
た
後
に
、
代
替
制
度
と
し

て
Ｔ
Ｆ
Ｎ
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
だ
け
に
、
わ
が
国
に
も
非
常
に
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ
の
導
入
に

あ
た
り
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
利
用
規
制
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
布
や
独
立
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
監
視
官

（
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）
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制
度
の
創
設
な
ど
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
面
で
も
徹
底
し
た
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
限
定
番
号
制
導
入
の
是
非
を
判
断
す

る
際
の
イ
ン
フ
ラ
の
評
価
に
あ
た
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
例
は
重
要
と
い
え
る
。

①
　
Ｔ
Ｆ
Ｎ
の
性
格

Ｔ
Ｆ
Ｎ

（納
税
者
番
号
）
は
、
既
存
の
納
税
者
整
理
番
号
を
整
備

・
活
用
す
る
形
で
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
の
利

用

は

″
課
税
″
お
よ
び

″
課
税
関
連
″
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
連
邦
の
行
政
機
関
や
民
間
企
業
が
、
こ
う
し
た

法
定
の
目
的
以
外
で
番
号

（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
）
を
利
用
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ
を

一
般
的
な
身

元
確
認
番
号
と
し
て
利
用
し
た
り
、
民
間
企
業
が
こ
の
番
号
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
も

厳
禁
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
納
税
者
番
号
が
限
定
番
号
で
あ
る
こ
と
の
証
は
、　
″
付
番
の
仕
組
″
に
特
徴
的
に
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

付
番
機
関
は
個
人
お
よ
び
個
人
以
外

（企
業
や
団
体
な
ど
）
の
双
方
と
も
、
課
税
庁
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
。
し
か
も
、
番
号
の
取
得
、
呈
示
は

″
任
意
″
が
原
則
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
の
付
番
機
関
は
、
あ
ら
ゆ
る
納
税
者
に
つ
き
国
税
庁

（Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
番
号

（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
）
の
取
得
、
呈
示
も

″任
意
″
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
取
得
な
い
し
は
不
呈
示
の
場
合
、
個

人

お

よ
び
法
人
は
と
も
に
給
与
所
得
な
い
し
は
投
資
所
得
等
に
対
し
所
得
税
最
高

税
率

（現
在
、
国
民
健
康
付
加
税
を

含
め
、
四
八
・
二
五
％
）
で
源
泉
課
税
を
受
け
る
。
そ
し
て
確
定
申
告
で
最
終
調
整
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
廃
案
と
さ
れ
た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
カ
ー
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
た

″
国
民
背
番
号
″
案
で
は
、
個
人
の
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付
番
機
関
は
連
邦
健
康
保
険
委
員
会

（
Ｈ
Ｉ
Ｃ
＝
口
８

〓
，

Ｈ
●
∽
ｃ
轟
●
８

ｏ
ｏ
８
日
ぉ
∽
”ｏ
●
）
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、

わ
が
国
政
府
税
調
案
と
同
様
に
、
付
与
さ
れ
た
カ
ー
ド
番
号
は
、
官
民
に
わ
た
る
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
カ
ー
ド
制
が
実
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
課
税
庁

（
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
は
、
こ
の
番
号
を
他
の
行
政
機
関
な
ど
と
同

様
に

一
機
関

（ｏ
●
ｏ
ｏ
喘
諄
①
ヨ
）
と
し
て
利
用
す
る
形
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
カ
ー
ド
と
Ｔ
Ｆ
Ｎ
の
相
違
や
特
徴
な
ど
を
精
査
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
で
の
番

号
制
導
入
の
議
論
を
点
検
す
る
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
るて
。

Λ
注
〉
①
　
詳
し
く
は
、
拙
書

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
（
Λ
財
Ｖ
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
）参
照
。

②
　
ち
な
み
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｃ
は
、　
一
、
七
〇
〇
万
強
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
す
べ
て
の
健
保
デ
ー
タ
を
保
有
す
る
機
関
で
あ
る
。
カ

ー
ド
案
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
注
①
前
掲
書
第

一
章
参
照
。

０
　
と
り
わ
け
、
双
方
は
、
本
来
の
納
税
者
番
号
と
国
民
背
番
号
の
相
違
を
認
識
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
現
行
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ
は
税
務
等
に
利
用
が
限
定
さ
れ
た
番
号
で
あ
り
、
身
元
証
明
な
ど
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
利
用
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
‥
番
号
（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
）
カ
ー
ド
の
発
行
は
行
な
っ
て
い

な
い
。
当
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ー
ド
案
で
は
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
で
、
た
と
え
本
来
の

意
味
で
の
納
税
者
番
号
な
ら
よ
い
と
い
う
こ
と
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
カ
ー
ド
の
発
行
を
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
許
せ
ば
、
拡
大
利
用
さ
れ
、
身
分
証
明
カ
ー
ド
と
し
て
全
国
民

（居
住
者
）
に
携
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
方
向

へ
進
む
恐
れ
が
出
て
く
る
。

一②
）

Ｔ

Ｆ

Ｎ

ガ
イ
ド

ラ

イ

ン

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
八
八
年
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ

（納
税
者
番
号
）
導
入
の
際
に
、
包
括
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「連
邦
プ
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ラ
イ
バ
シ
ー
法
」

（
り
■
６
ｏく
＞
ｏけ
３
∞∞
）
を
制
定
し
た
。
同
法
は
、

「
納
税
者
番
号
に
関
連
す
る
情
報
」
（「
Ｔ
Ｆ
Ｎ
情

報
」
Λ
↓
『
ｚ
】■
ｏ
いヨ
”■
８
Ｖ
）
の
規
制
に
関
す
る
特
別
の
規
定
を
置
い
た

（法
一
七
条
）
。

こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
連
邦
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

（
「
〓
‘
Ｑ

０
０
日
ヨ
ぉ
■
９
０「）
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
情
報
の

収
集
、
保
有
、
利
用
お
よ
び
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（「納
税
者
番
号
（Ｔ
Ｆ
Ｎ
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
Λ
↓
”
Ｚ

Ｏ
●
〓
ｏ
，

〓
●
３
Ｖ
）を
制
定
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
は
、
連
邦
議
会
直
属
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（独
立
行
政
監
察
官
）
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
監
督
、
調
査
、
助
言
、
苦
情
処
理
の
面
で
、
包
括
的
か
つ
専
属
的
な
管
轄
権
限
を
有
す
るて
。

②

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
九
〇
年

一
〇
月
に
最
新
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
。
内
容
的
に

は
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
の
不
正
利
用
や
不
正
開
示
の
禁
上
、
目
的
外
利
用
の
制
限
、
身
元
確
認
番
号
と
し
て
の
利
用
の
禁
上
、
Ｔ

Ｆ
Ｎ
の
任
意
取
得

（
呈
示
）
原
則
の
確
認
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
情
報
の
保
有

・
安
全
性

・
処
分
、
国
税
庁
長
官
等
の
義
務
な
ど
を

骨
子
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｔ
Ｆ
Ｎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
行
政
指
導
を
行
う
た

め
の
典
拠
と
な
る
と
い
っ
た
要
綱
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

①
　
詳
し
く
は
、
後
記
二
０
参
照
。

②

〕

”

■

く
い
ｏ
く

の

０
日

ヨ

″

■

０
う
Ｏ
Ｆ

↓

”
ｘ

『

〓

Ｏ

Ｚ

Ｌ

ヨ

げ
０
●

０

●

こ

０
二

う

０
り

（
「

〓

”
】
）

（
０

０
，

】
Ｐ

８

８

）
・

詳

し

く

は

、

拙
書

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』

（
Λ
財
Ｖ
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
）
九
五
頁
以
下
参
照
。
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０
　
課
税
庁
保
有
情
報
開
示
制
度

課
税
庁
が
保
有
す
る
情
報
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
る
。　
一
つ
は
、
各
々
の
国
民
な
い
し
は
納
税
者
に
固
有
な

情
報
で
あ
る
。
納
税
申
告
書
、
法
定
調
書
、
法
定
外
照
会
文
書

（
お
尋
ね
）
、
税
務
調
査
や
照
会
な
ど
を
媒
体
と
し
て

課
税
庁
が
収
集
、
保
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
納
税
者
情
報
」
で
あ
る
。
税
歴
表
や
照
会
調
査
事
績
表
な
ど
も
、
こ
れ
に

該
当
す
る
。

も
う

一
つ
は
、
課
税
庁
に
固
有
な
情
報
で
あ
る
。
通
達

（内
部
の
通
達
や
課
税
取
扱
い
な
ど
も
含
む
）
、
増
差

（
ノ

ル
マ
）
表
、
税
調
調
査
対
象
選
定
基
準
、
各
種
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
税
務
行
政
情
報
」
で
あ
る
。

「
納
税
者
情
報
」
は
本
来
、
各

″
納
税
者
の
財
産
″
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
本
人

（法
定
代
理
人
等
を
含
む
）
は
、

自
己
の
「
納
税
者
情
報
」
に
対
し
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
当
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
人
以
外
に
は
非
開
示
が
原

則
と
な
る
。

一
方
、

「
税
務
行
政
情
報
」
は
、
性
格
的
に
は

″
国
民
、
納
税
者

一
般
の
共
有
財
産
″
と
い
え
る
。
国
民
、
納
税
者

は

「知
る
権
利
」
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
必
要
な

「税
務
行
政
情
報
」
が
公
開

・
刊
行
さ
れ
て

い
な

い
場

合
、
開
示
を
請
求
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
ｎ
。

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
近
隣
の
諸
国
で
は
、

「
納
税
者
情
報
」
の
開
示

（内
容
訂
正
等
を
含

む
）
の
制
度
化
の
た
め
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」
を
制
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
税
務
行
政
情
報
」
、
「納
税
者
情

②

報
」
を
制
度
的
に
開
示
す
る
た
め
に

「
情
報
公
開
法
」
を
制
定
し
て
い
る
。



わ
が
国
に
は
、

「

ゆ

個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
名
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
も
ど
き
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
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規
制
対
象
は
限
ら
れ
て
お
り
、
国
際
的
な
ン
ベ
ル
か
ら
は
程
遠
い
。
た
と
え
ば
、
同
法
の
保
護
対
象
は
、

「
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
処
理
さ
れ
た
情
報
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
手
書
き
の
情
報
な
ど
は
開
示
の
対
象

外

で
あ

る
。
ま

た
、
こ
れ
ば
か
り
か
、

「租
税
の
賦
課
徴
収
処
分
」
に
か
か
わ
る
情
報
は
、
課
税
庁
の
裁
量
に
お
い
て
開
示
対
象
か
ら

自
由
に
除
外
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
同
法
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
な
ど
在
野
団
体
か
ら
、　
″
ザ

ル
法
″
と
の
厳
し
い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
い
ま
だ
国
レ
ベ
ル
で
の
情
報
公
開
法
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
課
税
庁
に
対
し

必
要
な
情
報
の
開
示
を
請
求
で
き
る
制
度
は
な
い
。

納
税
者
番
号
を
導
入
す
れ
ば
、
課
税
庁
の

「
納
税
者
情
報
」
の
収
集
、
保
有
能
力
は
格
段
に
高
ま
る
。
課
税
庁
は
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ン
パ
イ
ア

（情
報
帝
国
）
と
化
し
、
国
民
、
納
税
者
に
君
臨
す
る
可
能
性
は
強

い
。
課

税

庁
を
、
国
民
、
納
税
者
が
十
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
な
る
と
、
課
税
庁
は

″
巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
″

と
化
す
。
保
有
情
報
の
増
加
と
と
も
に
、
人
権
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
増
殖
し
て
い
く
。
ま
た
、
納
税
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
税
理
士
な
ど
税
の
専
門
家
も
課
税
庁
と
対
時
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
な
る
。

課
税
庁
が
、　
ハ
イ
テ
ク
化
、
高
度
情
報
化
し
て
い
く
今
日
、
課
税
庁
保
有
情
報
の
開
示
を
制
度
的
に
保
障
す
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
納
税
者
番
号
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
の
民
主
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
視

点
か
ら
当
然
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
個
人
情
報
保
護
法
の
見
直
し

。
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
レ
ベ
ル
で
の
情
報
公
開
法
の
制
定
及
び
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国
税
通
則
法
な
ど

へ
の
税
法
上
の
情
報
開
示
規
定
の
創
設
な
ど
は
議
論

の
対
象
に
も
な

っ
て
い
な
い
。
周
知

の
と

お

り
、　
″
事
実
上
の
国
民
背
番
号
″
の
導
入
だ
け
が
先
取
り
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

Λ
注
〉
①
　
拙
書

『納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』

（中
央
経
済
社
）
二
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

②
　
拙
書

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
パ
ツ
ー
』

（
Λ
財
Ｖ
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
六
章
参
照
。

③
　
正
式
名
は
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

（
一
九
八
八
年
法
律
九

五
号
）
と
い
う
。

０
　
日
本
弁
護
士
連
合
会

「
個
人
情
報
保
護
法
案
に
対
す
る
意
見
書
」
（
一
九
八
八
年
五
月
）、
木
村

。
関
根
ほ
か
編

『
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
ご
用
心
』

（
日
本
評
論
社
）
一
三
二
―
二
三
頁
参
照
。

０
　
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
制
度

情
報
公
開
法
が
制
定
さ
れ
、課
税
庁
に
情
報
開
示
を
求
め
て
も
、そ
の
請
求
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
は
当
然
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、開
示
拒
否
処
分
を
行
な
っ
た
原
処
分
庁
に
異
議
申
立
て
を
行
な
っ
て
も
却
下
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
、
請
求
人
は
裁
判
所
へ
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
司
法
審
査
に
は
、
膨
大
な
時
間
と
費

用
が
か
か
る
恐
れ
が
あ
る
。
挙
証
の
責
任
も
重
い
こ
と
か
ら
、　
″
泣
き
寝
入
り
″
せ
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性
も
少
な
く

は
な
い
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
情
報
公
開
法
を
制
定
で
き
て
も
余
り
意
味
を
な
さ
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
処
し

″
か
け
込
み
訴
え
″
を
認
め
る
た
め
に
、
行
政
府
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
議
会
直
属
の
音

情
処
理
機
関

（
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）
を
設
置
し
て
い
る
国
も
多
【
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
拒
否
処
分
に
あ

っ
た
情
報
開
示
請
求
人
か
ら
の
苦
情
申
立
て
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が
あ

っ
た
場
合
、
独
自
の
調
査
を
行
い
問
題
の
非
訟
的
解
決
に
あ
た
るて
。
ち
な
み
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
連
邦

オ
ン
ブ
ズ

マ
ン

（Ｏ
ｏ
日
ヨ
ｏ
●
■
８
〓
口
〇
ヨ
び
“
０
∽
Ｂ
”
●
）
が
こ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
方
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
に

抵
触
す
る
問
題

の
苦
情
処
理
を
行
な
う
機
関
と
し
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
で
も
こ
の
種
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
つ
ま
リ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制
度
は
、
国
民

・
納
税
者

の

「
知
る
権
利
」
や

「
情
報
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
」
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。
わ
が
国
の
行
政
関
係
者
の
間
で
は
、
こ
の
種
の
制

度

の
導
入
に
消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
立
し
た
監
視
を
行
な
い
、　
″
か
け
込
み
訴
え
″
を
受
け
つ
け
る
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
制
度
の
導
入
は
、
わ
が
国
で
も
早
急
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
納
税
者
番
号
の
導
入
を
検
討
す
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

Λ
注
Ｖ
①
　
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
制
度
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
総
務
庁
行
政
監
察
局
監
修

『
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
』
（第

一
法

規
）
参
照
。

・
②
　
職
責
や
権
限
を
含
め
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
∽
ｏＰ

ＨＲ
ｏ
【
日
”
Ｌ
ｏ
●

Ｏ
ｏ
３
日
】の
■
ｏ
●
ｏ
『
ｏ
喘
０
”
●
ａ
Ｐ

＞
●
●
口
”
】

男
お
ｏ
ｏ
『
［　
μ
Φ
ΦＯ
Ｉ
１
０
ド
・

③
　
拙
書

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
納
税
者
番
号
制
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
（
Λ
財
Ｖ
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
）

一
五

一
頁
以

下

参

照
。

０
　
職
責
や
権
限
を
含
め
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
∽
ｏ
ｏ
・
「
ュ
Ｓ
ｏ
く

０
０
日
ヨ
お
り
０̈
●
０
■
０
い　
０
”
う
と
Ｐ

＞
●
●
●
”
】
”
？

つ
ｏ
【
一　
一
Φ
ΦＯＩ
‐
Φ
ド
・

⑤
　
行
政
管
理
局
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
参
事
官
室
監
修

『
逐
条
解
説
・個
人
情
報
保
護
法
』
（第

一
法
規
）
二
一
五
―

一
六
頁
参
照
。
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む
す
び

″課
税
も
れ
の
防
止
″
、
〃資
産
課
税
の
強
化
″
は
も

っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
に
納
税
者
番
号

制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
規
制
目
的
を
超
え
る
も
の
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も

″
税
務
″
な
い

し
は

″
課
税
″
に
限
定
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
限
定
番
号
制
を
検
討
す
る
場
合
、
高
度
に
情
報
化
し
た
社
会
構
造
の
も
と
、　
″
監
視
社
会
″
化
を

防
止
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
納
税
者
の
権
利
を
護
る
こ
と
は
最
大
の
課
題
と
い
え
る
。
政
府
の
納
税
者
番
号
導
入
論
議
で

は
、
人
権
論
な
い
し
は
イ
ン
フ
ラ

（Ｈ番
号
制
導
入
基
盤
）
の
整
備

・
拡
充
に
関
す
る
視
点
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
。

納
税
者
番
号
の
導
入
は
急
ぐ
必
要
は
な
い
。

ま
ず
、
「情
報
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
や

「
知
る
権
利
」
を
い
か
に

保
障
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。　
ま
た
、
行
政
手
続
法

（案
）
の
税
務
分
野

へ
の
適

用
、
納
税
者
の
権
利
立
法
な
ど
も
、
番
号
制
に
先
立

っ
て
優
先
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
い
え
る
。

″統

一
個
人
コ
ー
ド
番
号

（基
礎
年
金
番
号
、住
民
基
本
台
帳
番
号
）″
な
い
し
は

″
行
政
分
野
に
お
け
る
共
通
番
号
″
な

ど
、
そ
の
名
称
は
と
も
あ
れ
、
実
質
的
に

″
国
民
背
番
号
″
に
値
い
す
る
制
度
に
対
し
て
は
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
政
府
税
調
の

「
小
委
員
会
八
八
年
報
告
」
が
言
う
よ
う
に
、
本
来
の
意
味
で
の
納
税
者

番
号
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
方
式
の

″
限
定
番
号
制
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
わ
り
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
少
な

い
″
の
で
あ
れ

ば
、
番
号
制
の
導
入
は
断
念
す
べ
き
で
あ
る
。
翻

っ
て
、
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ

（年
金
番
号
）
方
式
な
い
し
は
北
欧

（出
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生
番
号
、
住
民
基
本
台
帳
番
号
）
方
式
の

″
国
民
背
番
号
制
″
の
導
入
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
国
民

・
納
税
者
の
前

に
は

っ
き
り
と
そ
の
旨
を
打
ち
出
し
て
信
を
間
う
べ
き
で
あ
る
。　
″
納
税
者
番
号
″
を
仮
装
し
た

″
国
民
背
番
号
″
の

″裏

口
導
入
″
と
い
っ
た
、
姑
息
な
手
段
は
や
め
に
す
べ
き
で
あ
る
。
良
識
に
期
待
し
た
い
。

一
方
、
番
号
制
導
入
問
題
へ
の
対
応
は
急
を
要
す
る
。
各
界
は
こ
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
納
税
者

。
国
民
の

人
権
を
擁
護
す
る
観
点
か
ら
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
欲
し
い
。
と
り
わ
け
、
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
や
情
報
公

開
法
の
学
者

・
専
門
家
の
間
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
議
論
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

認
識
を
高
め
る
た
め
の
学
習
を
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
指
針
を
示
し
て
欲
し
い
。

（
い
し
む
ら
・
こ
う
じ
＝税
法
学
）
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台
湾
の
土
地
増
値
税
改
革
を
め
ぐ
っ
て

2

川

瀬

光

義

（埼
玉
大
学
）

一
　

は
じ
め
に

国
父
と
呼
ば
れ
る
孫
文
が
提
唱
し
た
、
「
地
墨
其
利
」
「
地
利
共
享
」
つ
ま
り
土
地
の
有
効
利
用
と
そ
の
成
果
の
国
民

へ
の
還
元
を
め
ざ
す

「
平
均
地
権
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
台
湾
の
土
地
政
策
に
お
い
て
、
土
地

０

の
譲
渡
益
に
重
課
税
す
る

「
土
地
増
値
税
」
は
、

「
地
利
共
享
」
を
実
現
す
る
上
で
の
重
要
な
政
策
手
段
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、　
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
地
価
高
騰
を
契
機
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
土
地
政
策
の
見
直
し
作
業

に
お

い

て
、
こ
の
土
地
増
値
税
が
批
判
の
矢
面
に
た
た
さ
れ
、
改
革
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

批
判
の
中
心
は
、
そ
れ
ま
で

「
公
告
現
値
」
と
い
う
時
価
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
価
格
に
も
と
づ
い
て
譲
渡
益
を

算
定
し
課
税
さ
れ
て
い
た
た
め
、
譲
渡
益
の
捕
捉
率
が
き
わ
め
て
低
く
、
「
地
利
共
享
」
が
ま

っ
た
く
有
名
無
実
化
し
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て
い
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
折
し
も

一
九
九
二
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
台
湾
の
新
聞
に
は
、
こ
の
土
地
増
値
税
改
革

を
め
ぐ
る
記
事
が
、
連
日
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。
主
要
な
論
点
は
、
上
記
の
弊
害
を
是
正
す
る
べ
く
実
際
の
取
引
価

格
に
も
と
づ
い
て
課
税
す
る
方
向
で
の
改
革
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
に
あ

っ
た

（
以
下
本
稿
で
は
、
台
湾
で
使
わ

れ
て
い
る

「
実
価
課
税
」
と
い
う
略
称
で
表
わ
す
）
。

議
論
は
紛
糾
を
重
ね
、
最
も
強
硬
に
改
革
の
即
時
実
施
を
主
張

し
て
い
た
財
政
部
長

（
わ
が
国
の
大
蔵
大
臣
に
相
当
）
王
建
値
が
、　
一
〇
月
に
辞
職
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る＜
。

周
知
の
如
く
、
わ
が
国
の
土
地
譲
渡
所
得
税
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
改
正
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
そ
の
主
な

改
正
点
は
、
総
合
課
税
と
す
る
か
分
離
課
税
と
す
る
か
、
長
期

・
短
期
の
区
分
お
よ
び
税
率
に
あ

っ
た
。
譲
渡
益
の
算

定
は
、
納
税
者
の
申
告
し
た
譲
渡
価
格
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
よ
う
に
そ
の
捕
捉
率
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
税
制
を
中
心
と
し
た
土
地
政
策
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
れ
た
施
策
を
行
な
っ
て
き

た
台
湾
に
お
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
大
蔵
大
臣
の
辞
職
を
も
た
ら
す
ほ
ど
の
騒
ぎ
に
な
る
の
か
。
小
論
で

は
、
こ
の
土
地
増
値
税
改
革
を
め
ぐ
る
論
点
を
摘
出
し
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
土
地
増
値
税
の
諸
特
徴

ま
ず
、
台
湾
の
土
地
増
値
税
の
諸
特
徴
を
概
括
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
実
現
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
課
税

対
象
と
す
る
申
告
納
税
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
わ
が
国
の
譲
渡
所
得
税
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に

わ
が
国
の
場
合
、
土
地
の
供
給
促
進
を
第

一
義
的
課
題
と
し
て
、
五
年
以
上
所
有
し
た
土
地
の
長
期
譲
渡
所
得
に
は
勤
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労
所
得
よ
り
も
低
い
税
率
を
適
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
台
湾
の
場
合
は

「
地
利
共
享
」
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
第

一
義
的
課
題
と
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
第

一
に
、
完
全
分
離
課
税
で
、
わ
が
国
の
譲
渡
所
得
税
の
よ
う
に
、
長
期

・
短
期
の
区
分
、
法
人

・

個
人
の
区
別
な
く
、
い
つ
だ
れ
が
譲
渡
益
を
実
現
し
て
も
す
べ
て
同
じ
方
式
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
何
年
保
有
し
た
土
地
で
あ
ろ
う
と
も
、
原
則
と
し
て

一
九
六
四
年
の
評
価
額
を
取
得
費
用
と
み
な
し
て
譲
渡
益
を

算
出
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（無
論
、
三
度
日
以
降
の
譲
渡
の
場
合
は
、
前
回
の
譲
渡
価
格
と
譲

渡
額
と
の
差
額
が
課
税
標
準
と
な
る
）
。
こ
の
場
合
、
六
四
年
の
評
価
額
を
そ
れ
以
降
の
物
価
上
昇
分
で
調
整
し
た
り
、

土
地
所
有
者
が
改
良
に
投
じ
た
費
用
を
控
除
す
る
な
ど
に
よ
り
、
長
期
譲
渡
所
得

へ
の

一
定
の
負
担
軽
減
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
は
い
る
が
、
わ
が
国
の
よ
う
に
、　
一
定
の
保
有
期
間
が
す
ぎ
た
ら
極
端
に
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
完
全
分
離
課
税
で
あ
る
か
ら
、
赤
字
法
人
に
よ
る
税
の
が
れ
も
で
き
な
い
の
で
あ

る
。第

二
に
、
申
告
納
税
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
申
告
価
格
に
つ
い
て
、
台
湾
の
土
地
行
政
を
管
轄
す
る
地
政
機
関
が

毎
年
七
月

一
日
に
台
湾
全
筆
の
土
地
に
つ
い
て
定
め
る
公
告
現
値
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。
納
税
者
は
申
告
に
際
し
て
、
こ
の
公
告
現
値
以
上
の
譲
渡
価
格
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
意

に
低
い
価
格
を
申
告
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
も
し
申
告
価
格
が
、
こ
の
公
告
現
値
よ
り
も
低
い
場
合
、
政
府

は
、
そ
の
低
い
申
告
価
格
で
買
収
す
る
か
、
公
告
現
値
に
も
と
づ
い
て
課
税
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が

０

で
き
る
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
に
、
累
進
の
き
ざ
教
を
譲
渡
益
の
金
額
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
設
け
る
の
で
は
な
く
、
譲
渡
益
が
六
四
年
の
評
価

額

（
ま
た
は
前
回
の
申
告
譲
渡
価
格
）
の
何
倍
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
設
け
る
と
い
う

「倍
数
累
進
」
と
い
わ
れ
る
方
式

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
譲
渡
益
が
六
四
年
の
評
価
額

（
ま
た
は
前
回
の
申
告
譲
渡
価
格
）
の

一
〇
〇
分
の
一
〇
〇
以
下
の
部
分
は
四
〇
％
、　
一
〇
〇
分
の
一
〇
〇
を
超
え
て
二
〇
〇
以
下
の
部
分
は
五
〇
％
、　
一
〇

〇
分
の
二
〇
〇
を
超
え
る
部
分
は
六
〇
％
と
い
う
三
段
階
に
な
っ
て
い
る
。
台
湾
の
所
得
税
の
最
高
税
率
は
、
八
五
年

度
ま
で
は
六
〇
％
、
八
六
～
八
九
年
度
ま
で
は
五
〇
％
、
九
〇
年
度
か
ら
は
四
〇
％
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と

比

べ

る

と
、
以
上
の
税
率
は
か
な
り
重
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
自
己
居
住
用
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
で
は
三

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
都
市
以
外
で
は
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
上
限
と
し
て
、
譲
渡
益
の
大
き
さ
に
か
か
わ
り
な
く

一
〇
％
の
低
率
課
税
と
な

っ
て
い
る
が
、
譲
渡
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
る
税
逃
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
の
規
定
の
適
用

は
生
涯
に

一
度
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
わ
が
国
の
譲
渡
所
得
税
は
原
則
と
し
て
国
税
で
あ
る
が
、
台
湾
の
場
合
は
、
す
べ
て
地
方
財
源
で
あ
り
、

③

公
共
福
祉
事
業
、
国
民
住
宅
の
建
設
な
ど
に
充
当
す
る
目
的
税
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
土
地
増
値
税
が
ど
の
く
ら
い
の
税
収
を
あ
げ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と

し
た
い
。
表
１

（文
末
に
掲
載
）
は
、
台
湾
の
全
税
目
の
九
二
年
度
の
決
算
額
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
で
は
、
中
央

政
府
は
所
得
課
税
、
省
政
府
は
付
加
価
値
税
で
あ
る
と
こ
ろ
の
営
業
税
、
県
政
府
は
不
動
産
関
連
税
を
中
心
と
し
た
租

税
体
系
を
構
成
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
住
民
税
や
事
業
税
の
よ
う
に
同

一
の
税
源
を
国
と
自
治
体
で
競
合
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
国
は
最
も
有
力
な
税
源
で
あ
る
所
得
税
を
す
べ
て
独
占
す
る
な
ど
し
て
、
全
税
収
九
、
○
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九

一
億
元
の
約
半
分
の
四
、
七
三
三
億
元
が
国
税
で
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
台
湾
の
基
礎
的
自
治

体
で
あ
る
県

（市
）
税
を
み
る
と
、
総
税
収
二
、
六
二
五
億
元
の
約
七
割
の
一
、
八
六
四
億
元
が
土
地
増
値
税
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
か
つ
て
不
動
産
関
連
税
収
の
中
心
は
、
地
価
税
と
房
屋
税

（
家
屋
税
）
な
ど
の
保
有
税
だ

っ
た
の
で

あ
る
が
、
最
近
、
と
く
に
近
年
の
地
価
高
騰
下
に
お
い
て
土
地
増
値
税
の
増
収
は
顕
著
で
、
地
方
自
治
体
の
主
要
財
源

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
国
税
中
心
の
税
源
配
分
に
加
え
て
、
わ
が
国
の
地
方
交
付
税
の
よ
う
な

大
規
模
な
財
政
調
整
も
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
た
め
、
純
歳
出
で
み
た
中
央
政
府
の
財

政

規
模

０

は
、
全
歳
出
の
ほ
ぼ
六
割
近
く
を
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

所
得
税
が
国
税
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
得
課
税
の
一
種
で
あ
る
土
地
増
値
税
が
地
方
財
源
と
な
っ
た
の
は
、

孫
文
が
建
国
構
想
に
お
い
て
自
治
体
に
よ
る
土
地
改
革
を
最
重
点
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
う
け
て
土
地
法

一
四
六
条
に

「
土
地
税
は
地
方
税
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
土
地
増
値
税
は
税
収
の
変
動

が
激
し
く
、
こ
う
し
た
税
目
が
自
治
体
の
主
要
財
源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
と
も
あ

れ
、
こ
の
よ
う
に
中
央
政
府
が
有
力
な
税
源
を
独
占
し
、
圧
倒
的
な
財
政
規
模
を
有
す
る
中
で
、
土
地
増
値
税
が
地
方

財
源
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
自
治
体
に
は

一
定
の
自
主
財
源
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
土
地
増
値
税
の
諸
問
題

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
台
湾
で
は
、　
こ
の
土
地
増
値
税
に
つ
い
て
、
「
実
価
課
税
」
を
行
な
う
か
ど
う
か
を
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め
ぐ
り
、
激
し
い
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
現
行
の
課
税
の
仕
組
み
で
は
、

肝
心
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
把
握
と
そ
の
国
民
へ
の
還
元
と
い
う
点
で
、
大
き
な
問
題
を
露
呈
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。第

一
に
、
公
告
現
値
を
最
低
限
と
す
る
申
告
納
税
制
度
の
形
骸
化
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
公
告
現
値
が
実
際
の
取

引
価
格
よ
り
も
著
し
く
低
い
た
め
に
、
す
で
に
述
べ
た
公
告
現
値
よ
り
低
い
価
格
を
申
告
し
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
ま
っ
た
く
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
の
申
告
が
こ
の
公
告
現
値
で
な
さ
れ
て
お
り
、
事
実
上
合
法
的
な

脱
税
を
許
す
こ
と
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
表
２

（文
末
に
掲
載
）
は
、
台
北
市
な
ど
主
要
都
市
に
お
け
る
住
宅
地

の
公
告
現
値
と
市
場
価
格
と
の
乖
離
ぶ
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
九
年
と
い
う
の
は
地
価
高
騰
の
ピ
ー
ク
時
で
あ

る
か
ら
、
通
常
よ
り
や
や
乖
離
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
台
中
市
で

一
〇
％
、
最
も
市
場
価
格
に
近

い
台
北
市
で
も
三
四
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
も
し
こ
の
時
点
で
台
中
市
の
住
宅
地
を
市
場
価
格
で

譲
渡
し
て
も
、
実
際
の
譲
渡
価
格
の
一
〇
％
を
申
告
し
さ
え
す
れ
ば
法
的
に
は
何
の
問
題
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
近
年
の
地
価
高
騰
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
制
度
で
は
短
期
の
土
地
売
買
、
つ

ま
り
こ
ろ
が
し
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
台
北
市
国
税
局
が
調
査
し
た
実
例
に
も
と
づ
い
て

③

説
明
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。　
一
九
八
八
年
五
月
二
七
日
に
あ
る
企
業
の
責
任
者
が
、
自
身
の
関
係
す
る
企
業
か
ら
台
北

市
内
の
土
地
二
万
八
千
坪
余
り
を
四
億
七
千
万
元
で
購
入
し
、　
一
ヵ
月
後
の
六
月
二
三
日
に

一
一
億
二
千
万
元
で
譲
渡

し
、
六
億
五
千
万
元
の
譲
渡
益
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
譲
渡
益
は
す
べ
て
非
課
税
と
な

る

の
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
公
告
現
値
の
評
価
替
え
は
年
に

一
度
、
七
月

一
日
に
行
な
わ
れ
る
だ
け
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で
あ
る
た
め
、
こ
の
五
月
二
七
日
、
六
月
二
三
日
い
ず
れ
の
時
点
の
公
告
現
値
も
同
水
準
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
七
月

一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
、
何
回
土
地
取
引
を
し
て
、
ど
ん
な
に
譲
渡
益
を
得
て
も
、
す

べ
て
合
法
的
に
非
課
税
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
が
関
連
企
業
と
の
間
で
土
地
取
引
を
行
な
い
、
膨
大

な
譲
渡
益
を
得
る
こ
と
を
、
台
湾
で
は

″
利
益
輸
送
″
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
王
元
財
政
部
長
な
ど
が
、
土
地
増
値
税
の

「
実
価
課
税
」
を
主
張
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
と
し
て
こ
の

″
利
益
輸
送
″
が
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

も
と
も
と
年
に

一
度
公
告
さ
れ
る
評
価
額
が
市
価
と
乖
離
す
る
の
は
、
と
り
わ
け
地
価
高
騰
期
に
は
宿
命
的
な
も
の

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
告
現
値
は
、
文
字
ど
お
り
政
府
が
公
告
す
る
現
値
す
な
わ
ち

″
現
在
価
値
〃
で
あ

り
、
わ
が
国
で
は
公
示
地
価
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
市
場
価
格
と
乖
離

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
地
政
機
関
の
行
な
う
い
ま

一
つ
の
公
的
地
価

評

価

で
あ

り
、
地
価
税
と
い
う
保
有
税
の
事
実
上
の
課
税
標
準
と
な
っ
て
い
る

「
公
告
地
価
」
と
の
関
係
で
、
台
湾
で
は
一
般
に

⑨

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
公
告
地
価
は
、
三
年
に

一
度
評
価
替
え
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、
公
告
地
価
の
評
価
替
え
の
年
は
そ
れ
を
公
告

現
値
に
代
え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
両
者
は
三
年
に

一
度
ず
つ
一
致
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
公
的
土
地
評
価
の
一
元
化
を
保
つ
た
め
に
採
ら
れ
て
い
る
措
置
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
時
価
に
近
づ
け

る
べ
き
公
告
現
値
と
収
益
還
元
価
格
に
近
づ
け
る
べ
き
公
告
地
価
と
を
無
理
に

一
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
か
え

っ
て
そ
の
水
準
を
中
途
半
端
な
も
の
に
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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な
お
、
九
〇
年
か
ら
は
こ
の
公
告
現
値
と
公
告
地
価
を
三
年
に

一
度
ず
つ
一
致
さ
せ
る
制
度
は
廃
上
と
な
り
、
同
年

度
の
評
価
替
え
よ
り
公
告
現
値
は
徐
々
に
市
場
価
格
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
の
問
題
は
、
台
湾
独
特
の
倍
数
累
進
方
式
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
譲
渡
益
を
得
て
い

て
も
、
実
効
税
率
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
い
ま
Ａ
氏
が
、
七

一
年
に
千
坪
の
土
地
を

一
坪
四
、
○
○
○
元
、
計
四
〇
〇
万
元
で
購
入
、
二
〇
年
後
の
九

一
年
に

一
坪
五
万
元
、
計
五
、
○
○
○
万
元
で
譲
渡

し
、
四
、
六
〇
〇
万
元
の
譲
渡
益
を
得
た
と
す
る
。
物
価
上
昇
分
や
土
地
改
良
費
の
控
除
を
考
慮
に
い
れ
な
い
と
す
る

と
、
こ
の
譲
渡
益
四
、
六
〇
〇
万
元
は
購
入
価
格
四
〇
〇
元
の
一
一
・
五
倍
で
あ
る
か
ら
、
土
地
増
値
税
額
は
次
の
よ

う
に
な
る
。四

〇
〇
万
元
×
四
〇
％
＝
　
一
六
〇
万
元

四
〇
〇
万
元
×
五
〇
％
＝
　
二
〇
〇
万
元

三
八
〇
〇
万
元
ｘ
六
〇
％
＝
三
二
八
〇
万
元

合
　
　
　
計
　
　
　
二
六
四
〇
万
元

つ
ま
り
、
四
、
六
〇
〇
万
元
の
譲
渡
益
の
う
ち
、
購
入
価
格
の
一
〇
〇
％
、
四
〇
〇
万
元
に
つ
い
て
は
そ
の
四
〇
％

の
一
六
〇
万
元
、　
一
〇
〇
％
を
こ
え
て
二
〇
〇
％
ま
で
の
四
〇
〇
万
元
に
つ
い
て
は
そ
の
五
〇
％
の
二
〇
〇
万
元
、
二

〇
〇
％
を
こ
え
る
三
、
八
〇
〇
万
元
に
つ
い
て
は
そ
の
六
〇
％
の
二
、
二
八
〇
万
元
、
計
二
、
六
四
〇
万
元
の
税
額
で
、

平
均
税
率
は
五
七

・
三
九
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
Ｂ
氏
が
九
〇
年
に
一
万
坪
の
土
地
を

一
坪
四
万
元
、
計
四
億

元
で
購
入
し
、
翌
年
に

一
坪
四
万
四
、
六
〇
〇
元
、
計
四
億
四
、
六
〇
〇
万
元
で
譲
渡
し
、
Ａ
氏
と
同
じ
く
四
、
大
○
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○
万
元
の
譲
渡
益
を
得
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
譲
渡
益
四
、六
〇
〇
万
元
の
購
入
価
格
四
億
元
に
対
す
る
割
合
は
、

〇

・
一
一
五
倍
で
し
か
な
い
た
め
、
土
地
増
値
税
額
は
、
そ
の
四
〇
％
の
一
、
八
四
〇
万
元
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
同
じ
四
、
六
〇
〇
万
元
の
譲
渡
益
に
対
す
る
税
額
が
、
平
均
税
率
で

一
七

・
三
九
％
、
税
額
で
八
〇
〇

⑩

万
元
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
現
行
の
土
地
増
値
税
は
、
地
価
の
絶
対
水
準
の
高
い
土
地
の
短
期
間
で
の
譲
渡
、
つ
ま
り
既
成

市
街
地
で
の
土
地
こ
ろ
が
し
に
は
き
わ
め
て
有
利
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
開
発
利
益
の

社
会
還
元
を
第

一
義
的
課
題
と
し
た
台
湾
の
土
地
増
値
税
は
、
急
速
な
経
済
発
展
と
都
市
化
に
伴
な
う
地
価
上
昇
を
背

景
に
申
告
納
税
制
度
が
形
骸
化
し
、
と
く
に
近
年
の
地
価
高
騰
下
で
の
利
益
輸
送
な
ど
と
呼
ば
れ
る
法
人
に
よ
る
短
期

的
な
土
地
取
引
の
増
加
が
そ
の
欠
陥
を
増
幅
し
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
空
洞
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

四
　
土
地
増
値
税
改
革
の
諸
問
題

一
九
九
〇
年
三
月
、
土
地
問
題
全
般
を
議
論
し
、
今
後
の
改
革
方
向
を
探
る
べ
く
全
国
土
地
問
題
会
議
が
、
三
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
た
。
そ
の
う
ち

「
改
進
地
債
地
税
制
度
、
貫
徹
灌
債
帰
公
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第

一
分
科
会
に
お
い

て
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
の
が
、
公
告
現
値
が
実
勢
価
格
と
比
べ
て
余
り
に
も
低
す
ぎ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
会
議
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
財
政
部
お
よ
び
内
政
部
に
お
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
九
二
年
六
月
末
に
は
内
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⑫

政
部
よ
り

「
平
均
地
権
条
例
部
分
条
文
修
正
草
案
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
修
正
点
の
う
ち
、
土
地
増

値
税
の
課
税
標
準
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
七
条
の
一
に
次
の
よ
う
な
修
正
案
が
盛
り
込
ま
れ
た

０

の
で
あ
る
。

「
土
地
所
有
権
の
移
転
あ
る
い
は

⑭

典
権
の
設
定
が
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、
本
条
例
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
実
際

の
移
転
価
格
も
し
く
は
典
権
価
格
に
も
と
づ
い
て
、
移
転
現
在
価
値
を
申
告
し
、
土
地
増
値
税
を
納
税
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
…
…
土
地
所
有
者
が
第
四
十

一
条
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
に
規
定
す
る
要
件
に
合
致
す
る
自
己
居
住
用

住
宅
地
を
譲
渡
し
た
場
合
、
公
告
現
値
に
も
と
づ
い
て
移
転
現
在
価
値
を
申
告
し
、
土
地
増
値
税
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
五
年
に
一
度
に
限
る
」

つ
ま
り
、
自
己
居
住
用
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
五
年
に
一
度
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
公
告
現
値
に
も
と
づ
く
課

税
を
行
な
う
が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て

「
実
価
課
税
」
を
行
な
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
た
だ
ち
に

「
実
価
課
税
」
を
行
な
う
と
な
る
と
、
表
２
に
示
さ
れ
た
公
告
現
値
と
市
場
価
格
と
の
乖
離
か
ら

し
て
大
増
税
と
な
る
だ
け
に
、
財
政
部
長
が
辞
職
す
る
ほ
ど
の
大
騒
ぎ
と
な
る
こ
と
も
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
方
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
弊
害
が
明
白
と
な

っ
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
形
で
こ
う
し
た
方
向
で
の
改
革
を
実
施

に
移
さ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
、
大
方
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
実
施
の
た
め
に
は
、
解
決
を

⑮

要
す
る
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。
次
に
、
そ
の
主
な
問
題
点
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第

一
に
、
何
と
い
っ
て
も
最
大
の
問
題
は
、
実
際
の
取
引
価
格
を
ど
の
よ
う
に
正
確
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
長
年
、
公
告
現
値
を

″
現
在
価
値
″
と
す
る
建
て
前
を
続
け
、
実
際
の
取
引
価
格
を
把
握
す
る
努
力
を
徴
税
当
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局
が
怠
り
、
ま
た
、
納
税
者
側
も
そ
れ
を
申
告
す
る
モ
ラ
ル
が
育

っ
て
い
な
い
状
況
の
下
で
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、　
実
際
の
取
引
価
格
を
正
確
に
把
握
で
き
た
と
し
て
も
、
「実
価
課
税
」
を
行
な
う
こ
と
と
な

っ
た
後
の
最

初
の
譲
渡
の
際
、
課
税
標
準
を
ど
の
よ
う
に
し
て
算
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
九
二
年
か
ら
改
革
が

行
な
わ
れ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
あ
る

一
筆
の
土
地
を
表
３

（文
末
に
掲
載
）
の
よ
う
に
転
売
す
る
と
仮
定
す
る
。
九

一
年
に
こ
の
土
地
を
乙
に
譲
渡
し
た
甲
の
場
合
、
実
際
の
譲
渡
益
は
四
〇
万
元
で
あ
る
が
、
公
告
現
値
に
も
と
づ
い
て

算
定
さ
れ
た
譲
渡
益
つ
ま
り
課
税
標
準
は
二
〇
万
元
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が

っ
て
税
額
は
そ
の
四
〇
％
の
八
万

元
と
な

る
。
他
方
、
九
二
年
に
改
革
が
実
施
さ
れ
た
後
に
そ
の
土
地
を
乙
が
二
〇
〇
万
元
で
譲
渡
し
た
と
す
る
。
前
の
所
有
者

甲
は
譲
渡
価
格
を
公
告
現
値
と
同
じ
九
〇
万
元
と
し
か
申
告
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
の
譲
渡
益
つ
ま
り
課
税
標

準
は
、
実
際
の
譲
渡
益
は
二
〇
万
元
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
一
〇
万
元
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
土
地
増
値

税
額
は
四
六
万
元
と
、
実
際
の
譲
渡
益
の
三
倍
以
上
に
も
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
乙
は
そ
れ
以
前
の
所
有
者
が
合

法
的
に
免
れ
て
い
た
税
負
担
を

一
気
に
背
負
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
課
税
の
場
合
に
実
際
の
取
引
価
格
に
も
と
づ
い
て
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
収
用
の
際
の
補
償
価
格
の
算
定

方
式
も
、
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
公
告
現
値
は
、
土
地
増
値
税
課
税
の

際
の
事
実
上
の
申
告
価
格
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
政
府
が
私
有
地
を
収
用
す
る
場
合
の
補
償
価
格
の
上
限
と
し
て
の
機

能
を
も
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
台
湾
で
は
、
政
府
に
土
地
を
収
用
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の

り

時
点
で
の
公
告
現
値
に
よ
る
補
償
額
、
特
別
な
場
合
で
も
そ
の
四
〇
％
増
の
補
償
額
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る‐
。
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こ
の
た
め
土
地
の
買
収
が
進
ま
な
い
こ
と
が
、
政
府
が
公
共
事
業
を
す
す
め
る
上
で
の
最
大
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
課
税
に
際
し
て
公
告
現
値
で
な
く
実
際
の
取
引
価
格
で
行
な
う
以
上
、
収
用
に
際
し
て
も
同
様
な
改
革
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
、　
一
貫
性
を
欠
く
と
い
え
よ
う
。

五
　
お
わ
り
に

台
湾
の
土
地
増
値
税
は
、
申
告
納
税
を
基
本
と
し
、
譲
渡
益
に
四
〇
～
六
〇
％
の
高
税
率
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
地
利
共
享
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
長
年
の
公
告
現
値
制
度
の
実
施
に

よ
り
、
申
告
制
は
完
全
に
形
骸
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
近
年
の
地
価
高
騰
に
よ
り
、
譲
渡
益
の

捕
捉
と
い
う
点
で
の
大
き
な
欠
陥
が
露
呈
し
、

「
地
利
共
享
」
の
実
現
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
土
地
増
値
税
の
課
税
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
公
告
現
値
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
申
告
価
格
の
正
否
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
た
め
、
公
告
現
値
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
徴
税
業
務
は
簡
素
化
さ
れ
た
反
面
、
課
税
標
準
の
正
確
な
把
握
と
い
う
点
で
、
大
き
な
問
題
を

残
す
こ
と
と
な
り
、
今
日
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、　
一
九
九
三
年
二
月
二
〇
日
、
二
月
に
発
足
し
た
連
戦
内
閣
下
で
最
初
の
土
地
問
題
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ

た
。
そ
こ
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
内
政
部
の

「
平
均
地
権
条
例
部
分
条
文
修
正
草
案
」
は
お
お
む
ね
了
承
さ
れ
た
も
の

の
、
土
地
増
値
税
の

「
実
価
課
税
」
の
方
法
に
つ
い
て
は

一
致
し
た
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
林
振
國
財
政
部
長
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０
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は
、
ま
だ
二
、
三
ヵ
月
の
検
討
期
間
が
必
要
と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
成
案
が
得
ら
れ
る
に

せ
よ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
が
克
服
さ
れ
る
ま
で
、
当
面
は
、
か
な
り
限
定
的
な

「
実
価
課
税
」
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
申
告
制
は
土
地
増
値
税
に
と
ど
ま
ら
ず
台
湾
の

土
地
行
政
の
第

一
歩
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
孫
文
は
、
新
中
国
の
建
設
に
お
い
て
土
地
改
革
を
最
重
要
課
題

と
し
、
そ
の
最
初
の
仕
事
で
あ
る
土
地
の
地
価
を
確
定
す
る
作
業
を
土
地
所
有
者
の
自
由
な
申
告
に
委
ね
た

の
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
申
告
価
格
で
政
府
が
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
買
収
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
で
、
国
民
が

相
応
の
水
準
の
地
価
を
申
請
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
地
価
を
恒
久
的
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
課
税

標
準
と
す
る

一
％
程
度
の
保
有
税
を
課
す

一
方
、
以
後
の
地
価
上
昇
分
は
す
べ
て
公
共
還
元
の
対
象
に
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
村
社
会
を
念
頭
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
の
よ
う
な
都
市
社
会
に
お
い
て
は
か
な

リ
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
構
想
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
長
期
間
戒
厳
令
下
に
あ
り
、
近
年
よ
う
や
く
政
治
の
民
主
化
に
取

り
組
み
つ
つ
あ
る
台
湾
社
会
に
あ

っ
て
は
、
そ
う
し
た
申
告
納
税
が
公
正
に
機
能
す
る
条
件
は
、
ま
だ
あ
ま
り
に
も
未

成
熟
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Λ
壮
一Ｖ

ω
　
平
均
地
権
の
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
光
義

『
台
湾
の
土
地
政
策
―
平
均
地
権
の
研
究
』
青
木
書
店
、　
一
九
九
二

年
、
第

一
章
、
参
照
。

②
　
本
報
告
に
お
い
て
、
こ
の

「
土
地
増
値
税
」
を
原
文
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
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討
論
に
お
け
る
安
藤
実
静
岡
大
学
教
授
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
を
参
照
。
な
お
、
台
湾
の
研
究
者
が
使
っ
て
い
る
英
語
名
は
、

ｒ
，
●
ヽ
く
”
〓
Ｏ
Ｈ●
０
■０
日
０
●
”
↓

，
ｘ
で
あ
る
。

③
　
そ
の
後
、
九
二
年
末
の
立
法
院
選
挙
に
台
北
市
北
区
よ
り
立
候
補
し
、
第

一
位
で
当
選
し
て
い
る
。

０
　
な
お
、
土
地
増
値
税
の
申
告
納
税
は
土
地
移
転
後
た
だ
ち
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
土
地
増
値
税
の
納

税
証
明
書
が
な
い
と
登
記
の
手
続
き
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

③
　
台
湾
唯

一
の
政
府
が
供
給
す
る
住
宅
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
分
譲
で
あ
る
。
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
光
義
、
前
掲

書
、
第
八
章
、
参
照
。

③
　
台
湾
の
政
府
間
財
政
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
光
義

「
台
北
大
都
市
圏
の
都
市
行
政
」

『
都
市
問
題
』
第
八
四
巻
第

二
号
、　
一
九
九
三
年
二
月
、
参
照
。

０
　
九
二
年
度
の
土
地
増
値
税
収
入
は
、
前
年
度
九
七

・
七
％
増
、
つ
ま
り
ほ
ぼ
倍
増
と
い
う
、
異
常
な
増
収
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
も
し
時
価
課
税
が
実
施
さ
れ
る
と
大
幅
な
増
税
と
な
る
た
め
、
い
わ
ば
か
け
込
み
的
な
取
引
の
急
増
に
よ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
九
二
年
七
月
に
始
ま
る
九
二
年
度
に
お
い
て
も
続
い
て
お
り
、
九
二
年
七
、
八
月
の
二
ヵ
月
だ
け
で
、

す
で
に
予
算
額
の
四
九
％
も
の
税
収
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

（『
経
済
日
報
』

一
九
九
二
年
九
月
八
日
付
）
。

③
　
以
下
の
実
例
は
、
黄
春
生

『
土
地
増
値
税
課
徴
制
度
之
研
究
』

（財
政
部
賦
税
署
委
託
）

一
九
九
二
年
六
月
、
七
～
八
ペ
ー

ジ
、
に
よ
る
。

③
　
以
下
は
、
殷
章
甫

「
台
湾
の
土
地
問
題
と
土
地
政
策
」
宮
本
憲

一
・
植
田
和
弘
編

『東
ア
ジ
ア
の
土
地
問
題
と
土
地
税
制
』

勁
草
書
房
、　
一
九
九
〇
年
、
参
照
。

①
　
以
上
の
実
例
は
、
黄
春
生
、
前
掲
書
、　
一
二
ペ
ー
ジ
、
に
よ
る
。

０
　
会
議
の
記
録
と
し
て
、
内
政
部
編
印

『全
國
土
地
問
題
會
議
賓
録
』

一
九
九
〇
年

一
二
月
、
が
ぁ
る
。

０
　
そ
の
成
案
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
通
淑
徳

「
如
何
貫
徹
平
均
地
権
涙
債
帰
公
政
策
」
『
人
興
地
』

一
〇
七
・

一
〇
八
期
、　
一
九
九
二
年

一
一
。
一
二
月
、
参
照
。

①
　
そ
の
は
か
に
、
空
地
税
と
い
う
遊
休
地
課
税
の
強
化
、
都
市
計
画
の
用
途
変
更
に
よ
る
地
価
上
昇
分
に
対
し
て
未
実
現
の
キ
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ャ
ビ
タ
ル
グ
イ
ン
税
を
課
す
こ
と
、
土
地
所
有
面
積
の
上
限
を
設
け
る
こ
と
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

０
　
典
権
と
は
、
民
法
上
の
物
件
の
ひ
と
つ
で
、
台
湾
の
民
法
九

一
一
条
に
は

「
典
価
を
支
払

っ
て
他
人
の
不
動
産
を
占
有
し
、

使
用
お
よ
び
収
益
を
あ
げ
る
権
利
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

①
　
以
下
の
論
点
は
、
林
英
彦

「
土
地
増
値
税
按
賞
際
交
易
債
格
問
題
探
討
」

『
人
興
地
』
九
七
期
、　
一
九
九
二
年

一
月
、
中
國

土
地
経
済
學
會

「
封
営
土
地
増
値
税
制
之
幾
黙
建
議
」

『
人
典
地
』

一
〇
七

・
一
〇
八
期
、　
一
九
九
二
年

一
一
・
一
二
月
、
な

ど
を
参
照
し
た
。

①
　
そ
の
上
さ
ら
に
、
四
〇
～
七
〇
％
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
補
償
金
は
土
地
増
値
税
の
課
税
対
象

と
な

る

（平
均
地
権
条
例
第
四
二
条
）。

０
　
『
経
済
日
報
』

一
九
九
二
年
三
月
二

一
日
付
、
よ
り
。
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909,110

473,256

2 台湾の土地増値税改革をめぐって

表 1 台湾の租税体系と92年度決算額

鉱区税

所得税

営利事業所得税

総合所得税

遺産及贈与税

貨物税

印花税

田賦

地価税

土地増値税

房屋税

娯楽税

(単位 ;百万元)

88,429

16

216,150

97,186

118,964

12,874

113,470

42,316

147,008

5,028

21,349

217,645

2

31,194

186,450

28,301

602

10,182

173,384

435,854

(市 )

262,470

捐 5,740

55,557

〔注〕 税の名称はすべて原文を用いた。

営業税は付加価値税、日賦は農地の保有税、房屋税は建物の保有税、契税
は不動産取得税、公売利益は専売利益を、それぞれ意味する。

〔出所〕 財政部統計庭編印『中華民国八十一年賦税統計年報』1993年 2月 、24～

25ペ ージ、より作成。
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表 2 1989年住宅区最高地価土地の公告現値と市場価格

(単位 ;元/m2)

〔注〕 公告現値は89年 7月 1日公告のもの。市場価格は、89年 4～ 6月 に調査の

もの。

〔出所〕 呉家昌「改進課徴空地的幾点意見」『人興地』80、 1990年 8月 、15ペ ー

ジ。

表 3 改正前後の土地増値税額比較

現行制度において91年に売却した甲の場合 :

実際の取得価格 140万   申告取得価格 (公告現値)

実際の売却価格 180万   申告売却価格 (公告現値)

実際の売却益  40万  課税標準額

税額 20万 ×40%=8万

70万

90万

20万

時価課税実施後の92年に売却した乙の場合

実際の取得価格 180万

実際の売却価格 200万

実際の売却益  20万  課税標準額 110万 (=200万 -90万 )

税額 90万 ×40%+20万 ×50%=46万

（
か
わ
せ
。
み
つ
よ
し
＝
財
政
学
）

公告現値ω 市場価格0 A/B 所   在   地

台 北 市

台 中 市

高 雄 市

170,000

27,000

36,000

500,000

270,000

210,000

34%
10%
17%

士林文林路興安平街口

台中港路一段

前金区、五副路典文武二街口
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3

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
課
税
と
価
値
生
産
所
得
課
税
の
提
唱

高

井

家

治

（追
手
間
学
院
大
学
）

一　
期
待
さ
れ
る
税
制

資
本
蓄
積
が
乏
し
く
国
際
競
争
力
が
弱
か
っ
た
と
き
に
は
、
資
本
優
遇
税
制
や
産
業
基
盤
の
整
備
、
企
業
の
競
争
力

の
強
化
の
た
め
の
税
制
が
行
な
わ
れ
た
。
中
小
企
業
階
層
の
育
成
と
合
理
化
の
た
め
の
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
、
国
民
の

健
康
、
医
療
、
厚
生
の
た
め
に
は
健
康
保
険
制
度
と
相
侯

っ
て
医
師
優
遇
税
制
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
優
遇
措
置

は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
目
的
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
既
得
権
化
し
、
そ
の
と
き
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
も
の
が
、
優

遇
さ
れ
る
も
の
と
超
過
負
担
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
は
課
税
の
不
公
平
が
生
じ
る
。

政
策
的
考
慮
に
関
連
し
て
、
税
法
は
、
具
体
的
実
情
に
即
応
し
て
課
税
の
公
正
を
求
め
て
、
彩
し
い
解
釈
や
詳
細
な

取
扱
を
用
意
し
た
。
こ
の
た
め
、
簡
潔
、
明
解
で
あ
る
べ
き
も
の
が
、
煩
雑
、
難
解
な
も
の
と
な
り
、
専
門
的
知
識
の
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あ
る
も
の
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
つ
た
。

現
在
わ
が
国
の
経
済
は
、
豊
富
な
資
本
と
す
ぐ
れ
た
技
術
と
良
質
の
労
働
力
と
卓
越
し
た
経
営
管
理
技
法
を
駆
使
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
い
ま
や
、
経
済
の
成
長
は
税
が
政
策
的
に
介
入
す
る
よ
り
も
、
効
率
的
な
市
場
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
ま
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
税
が
経
済
行
動
の
選
択
に
歪
み
を
与
え
、
効
率
的
な
経
済
行
動
を
阻
害
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
、
も

っ
と
生
産
的
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
経
済
資
源
や
人

々

の
能

力

を
、
税
の
た
め
に
好
ま
し
く
な
い
も
の
に
用
い
ら
れ
た
り
、
逆
に
、
そ
の
た
め
に
、
人
々
の
考
え
方
や
行
動
に
影
響
を

与
え
、
歪
曲
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

二
　
経
済
行
動
選
択
の
基
準

め
ま
ぐ
る
し
く
多
様
化
す
る
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
企
業
は
た
え
ざ
る
経
営
組
織
の
改
編
、
拡
張
、
投
資
決
定
に

迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
行
動
選
択
の
基
準
と
な
る
の
は
、
収
益
性
で
あ
る
。
投
資
決
定
に
は
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
割

引
価
値
と
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
を
比
較
す
る
現
在
価
値
法
や
収
益
性
指
数
に
よ
る
収
益
指
数
法
、
年
次
均
等
回
収
原
価
の
最

小
の
も
の
を
選
択
す
る
年
額
原
価
法
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
税
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
の
は
、
内
部
収
益
率
で

あ
る
。

税
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
済
行
動
の
選
択
に
歪
み
を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
税
が
企
業
の
内
部
収
益
率
を
変
え
て
は



183  3 キャッシュフロー・ベース課税と価値生産所得課税の提唱

な
ら
な
い
。

設
例
に
よ
っ
て
考
え
よ
う
。

〔
設
例
〕

①
　
Ａ
氏
は
、　
一
九
Ｘ

一
年
は
じ
め
に
、
現
金

一
五
〇
万
円
を
出
資
し
、
商
品
販
売
業
を
は
じ
め
た
。
店
舗
、
什
器

を
整
え
る
の
に
一
〇
〇
万
円
支
出
し
、
商
品
を
単
価

一
万
円
で
一
〇
〇
単
位
仕
入
れ
た
。
資
金
不
足
五
〇
万
円
を
Ｂ
氏

か
ら
年
利
率
五
％
、
期
限
五
年
で
借
入
れ
た
。

②
　
一
九
Ｘ

一
年
の
事
業
活
動
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ

っ
た
。　
単
価

一
・
五
万
円

（以
下
万
円
を
省
略
す
る
）
で
八
〇
単

位
販
売
し
た
が
、
う
ち

一
〇
単
位
は
掛
と
な
り
翌
年
に
繰
越
さ
れ
た
。
人
件
費
、
そ
の
他
の
営
業
費
を
五
、
Ｂ
氏
へ
の

支
払
利
子
二

・
五

（
五
〇
×
五
％
）
を
現
金
で
支
払

っ
た
。

③
　
一
九
Ｘ
二
年
の
営
業
取
引
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
単
価

一
。
二
の
商
品

一
一
〇
単
位
仕
入
れ
、
半
額
を
掛
と

し
た
。
単
価

一
・
八
で

一
〇
〇
単
位
販
売
し
た
が
、
二
〇
単
位
分
は
掛
と
し
て
繰
越
さ
れ
た
。
前
年
売
掛
金
は
全
額
回

収
し
た
が
、
人
件
費
そ
の
他
の
営
業
費
五
は
現
金
で
支
払

っ
た
。
資
金
繰
り
の
都
合
で
銀
行
か
ら
三
〇
借
入
れ
た
。
借

入
条
件
は
期
限

一
年
、
年
利
率

一
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｂ
氏
へ
二

・
五
、
銀
行
へ
三
、
計
五

・
五
の
利
子

を
支
払
っ
た
。

④
　
一
九
Ｘ
三
年
の
事
業
取
引
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

仕
入
単
価
は
値
上
が
り
し
て
一
・
四
で
あ

っ
た
が

一
〇
〇
単
位
仕
入
れ
た
。
仕
入
条
件
は
前
年
同
様
半
額
を
掛
と
し

た
。
単
価
二

・
〇
で

一
一
〇
単
位
販
売
し
た
が
、　
一
〇
単
位
分
は
掛
と
な
っ
た
。
売
掛
金
は
全
額
回
収
し
、
買
掛
金
も
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<表>

アウトフロー

店舗什器購入

商品仕入

買掛金支払

銀行返済

営業費支払

利子支払

計

差引純キャッシ
ュ フ ロ ー

19X2年

180

116

64

5

5.5

10

19X3年

220

148

峰
″

８ｏ
一４ｏ
５
％
・ｏ
一２２・５一一

Ｘ
　
ｌ

19X 杵
３０
２８
・２
‐０
・

売上高

売上原価

売上利益

営業費

支払利子

減価償却費

当期利益

店舗什器売却収入

72

6

6.5

10

43.5       49.5

19X2年 19

144

15

30

19X4年 期首

30

20

100

150

70

△ 78

100

22

キヤッシュフローはつぎの通りである。

インフロー   19Xl年 期首 19Xl年

売上収入     -    105
売掛金回収    一     ―

銀行借入     一     一

店舗什器売
却収入

105

昨

Ю

３６

４０

・
　

２７６

Ｘ

２Ｃ
　

‘

一
　

　

８９計

19 Xl年期首 19Xl年 19X2年
100

100         -      66

19X4年期首19X3年

200

-200

5

2.5

7.5

97.5

5

5.5

76.5

112.5

70

66

30

6

6.5

178.5

97.5

一

７０

４０

１〇

一

２０

３〇

一一
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全
額
支
払

っ
た
。
銀
行
借
入
三
〇
は
返
済
し
た
が
、
新
た
に
四
〇
借
入
れ
た
。
借
入
条
件
は
前
年
と
同

一
で
あ
る
。
営

業
費
六
、
支
払
利
子

（
Ｂ
氏
へ
二

・
五
、
銀
行
へ
四
）
六

・
五
を
現
金
で
支
払

っ
た
。

④
　
一
九
Ｘ
四
年
の
は
じ
め
に
な
っ
て
、
Ａ
氏
は
事
業
を
整
理
し
、
店
舗
什
器
を
Ｃ
氏
へ
一
〇
〇
で
譲
り
渡
し
た
。

商
品
は
二
〇
単
位
あ

っ
た
が
三
〇
で
処
分
し
た
。
債
権
、
債
務
を
清
算
し
、
銀
行
へ
も
返
済
し
た
。
資
産
の
処
分
、
清

算
整
理
に
要
し
た
費
用
は
一
〇
で
あ

っ
た
。

以
上
の
Ａ
氏
の
一
九
Ｘ

一
年
か
ら

一
九
Ｘ
四
年
に
至
る
損
益
計
算
は
表

（前
頁
参
照
）

の
通
り
に
な
る
。
た
だ
し
、

商
品
は
先
入
先
出
法
に
よ
り
、
店
舗
什
器
は
耐
用
年
数

一
〇
年
、
残
存
価
額
を
零
と
し
て
定
額
償
却
し
た
ｃ

二
　
課
税
と
内
部
収
益
率

損
益
計
算
の
利
益
は
、
三
二

・
五
、
四
三

・
五
、
四
九

・
五
、
三
二
で
計

一
三
七

・
五
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
マ

イ
ナ
ス
二
〇
〇
、
九
七

・
五
、　
一
一
二

・
五
、
九
七

・
五
、
三
〇
で
一
三
七

・
五
、
同

一
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
内
部
収
益
率
ρ
は
、

‐Ｎｏｏ＝誅

＋
（‐事

＋ポ
龍

（
汁
説
ｃ
い
一Φ
Ｘ
卜や
避
叫
０
∞ｏ
や〓
Φ
Ｘ
ω
や
光
ａ
ゆ
６
汁
）
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よ
り

ｏ
・導
∞
で
あ
る
。

こ
の
内
部
収
益
率
は
、　
一
九
Ｘ

一
年
は
じ
め
の
二
〇
〇
の
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

一
九
Ｘ

一
年
か
ら

一

九
Ｘ
四
年
は
じ
め
ま
で
の
イ
ン
フ
ロ
ー
に
内
包
さ
れ
て
い
る
収
益
率
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
イ
ン
フ
ロ
ー
に
四
〇
％
の
税
が
課
さ
れ
る
と
、
内
部
収
益
率
ｒ
は
、

い８＝ボ
聯
■
＋に
生
嗜
ｂ
十ぼ
韮
癖
ヒ

よ
り
、
『
＝
ｏ
・ｏ
ｏが

と
な
り
、
著
し
く
小
さ
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
課
税
所
得
は
益
金
か
ら
損
金
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
部
収
益
率
は
イ
ン
フ
ロ
ー
、
す
な
わ

ち
、
益
金
の
み
に
課
税
し
て
い
る
か
ら
、
損
金
で
あ
る
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
に
対
す
る
税
は
相
補

的

（お
ｏ
い「
８
Ｌ
）
に

還
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
還
付
税
は
二
〇
〇
×
○

。
四
＝
八
〇
で
あ
る
。
税
還
付
さ
れ
た
内
部
収
益
率
は
、

い８‐∞ｏ＝ド
撃
車
ｂ
＋鳶
酔
ヒ
＋ぼ
韮
率
ヒ

か
ら
、
『
＝
ｏ
・導
∞
と
な

っ
て
、
内
部
収
益
率
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
関
係
を
記
号
で
整
理
す
る
と
、

ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
を
０
、
イ
ン
フ
ロ
ー
を

目
ご

ＨＮ）
ＨＰ

‥
ご

日ヽ

と
す
る
。
（添
字
は
時
点
を
示
す
）

内
部
収
益
率
ρ
は

ｏ＝針

＋計

十
…
＋計

曲
計
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（
一
＝
ｒ

一
・
‥
…

ご

●
）

を
満
足
す
る
ρ
で
あ
る
。
税
率
を
μ
、
こ
の
と
き
の
内
部
収
益
率
を
ｒ
と
す
る
と
、

Ｏ
＝
ヽ

ヽ
一町

州
引
十

刊
Ⅵ
＋
六
【
―
ヽ
）

ヽ
嚇

Ｈ
【
「
ャ

引
Ⅵ

Ｏ
‐
ヽ

ヽ
一粋

【
引
十

引
Ⅵ
＝

（
【
！
ヽ
）

ヽ
一牌

【
「
十

引
Ⅵ

（
一
―
ヽ
）
〇
＝

（
一
―
ヽ
）
Ｍ

日ヽ

（
【
工‐
『
）
ヽ

ｏ＝計

才
＝ヽ
ヤ
事

”
ｓ
『
＝
ヽ
（
絣
か
ｏ

こ
の
税
還
付
は
、
Ａ
氏
が
開
業
に
当
た
り

Ｎ８
×
ｏ
ヽ
＝
８

の
還
付
を
受
け
る
と
、
Ａ
氏
の
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
は

一
二

②

〇
で
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
の
事
業
投
資
に
対
し
、
政
府
が
八
〇
、
Ａ
氏
が

一
二
〇
の
出
資
割
合
で
、
政
府
が
事

業
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
の
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
は
、
三
年
間
に
内
部
収
益
率

ｏ
・ＮΦ
∞
で

ヽ
８
×

（一
＋
ｏ
・導
∞
）ωｌ
Ｎ８
＝
Ｎ
ω
∞

の
利
益
を

稼
得
し
た
。
こ
の
利
益
は
、

″机
は
、
０「
。い
Ｘ
ｏ
・卜
×
（【
＋
〇
・ＮΦ
∞
）Ｎ＋
【
い
Ｎ
・い
Ｘ
Ｏ
・ヽ
×
（【
＋
〇
・一０
∞
）
＋
（Ｏ『
・０
＋
ω
Ｏ
）
×
〇
・卜
＝
【『
一
―
∞〇
＝
０い

Ａ

氏

は

、

Φ
ヽ

・
ｏ
×

（
【
ｌ

ｏ
ェ

）
×

（
【
＋

，

３

∞
）
Ｎ
＋

〓

Ｎ
・
い
×

（
【
ｌ

ｏ
、

）
×

（
【
＋

ｏ
・
８

∞
）
十

（
Ｏ
Ｎ

・
い
＋

ω
ｏ
）
Ｘ

（
【
ｌ

ｏ
ヽ

）
＝

Ｎ
Ｏ
ω
！
【
Ｎ
Ｏ
＝”
【
卜
∞



に
分
配
さ
れ
た
。
そ
の
割
合
は

Φ
い
¨
鷲
ω
・
ｏ
ｋ

¨
ｏ
・０
で
あ
る
。
出
資
割
合
は

８

¨
に
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
氏
の
事

業
の
稼
得
利
益
を
出
資
割
合
で
分
配
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
稼
得
利
益

（一８
×
ｏ
ヽ
）
×
（Ｈ
＋
ｏ
・８
∞
）
。―
∞ｏ

＝
Φｏ
を
、
三
年
間
に
税
と
し
て
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
還
付
税
の
繰
延
と
利
子
加
算

税
は
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
、
政
府
が
事
業
に
参
加
し
て
分
配
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
税
を
還
付
す
る

代
わ
り
に
、
還
付
税
額
を
繰
延
べ
利
子
加
算
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
プ
ラ
ス
の
と
き
の
税
額
を
控
除
す
る
こ
と
に

す
れ
ば
、
税
還
付
す
る
の
と
同

一
の
結
果
が
え
ら
れ
な
。

一
九
ｘ

一
年
期
首
の
還
付
税
は

い８
×
ｏ
ｋ
＝
８

で
あ
る
。
利
子
率
を
年

一
〇
％
と
す
る
。　
一
九
Ｘ

一
年
末
の
税
は

Ｏ
Ｎ
。い
×
ｏ
ヽ
＝
ω
Ｏ
で
あ
る
が
、
還
付
税
に
利
子
加
算
し
た

∞ｏ
×
（Ｈ
＋
ｏ
Ｌ
）
＝
∞
∞
か
ら
控
除
す
る
と

∞∞
ｌ
ω
Ｏ
＝
卜０
が

繰
越
さ
れ
る
。　
一
九
Ｘ
二
年
の
税
は
〓
Ｎ
・０
×
ｏ
ｋ
＝
卜
０
で
あ
る
。
繰
越
し
た
四
九
に
利
子
加
算
し
た

お
×
（Ｈ
十

，
じ

＝
い∞
・Φ
か
ら
控
除
す
る
と

い
ω
・０
１
卜い
＝
∞
・Φ
が
繰
越
さ
れ
る
。　
一
九
Ｘ
三
年
に
な
っ
て
税
は

（０
「
。ｏ
＋
∞ｏ
）
×
ｏ
ヽ
＝

い
い
で
あ
り
、
繰
越
し
た
八

・
九
に
利
子
加
算
し
た

∞
・０
×
（Ｈ
＋
ｏ
Ｌ
）
＝
Φ
ヽ
０
か
ら
控
除
し
た
含
・ド
の
税
を
支
払
う
。

こ
の
税
を
税
還
付
さ
れ
る
と
き
で
み
る
と
、
含
・ド
＼
（【
＋
ｏ
・じ
ω＝
ω
」
に
な
る
。
こ
れ
は
、
税
が
還
付
さ
れ
た
と
き

の
支
払
税
に
等
し
い
。

す
な
わ
ち
、
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支
払
税

還
付
税

Ｏ
Ｎ

・
ｕ

×

〇
ミ

ほ
ほ
区
に

一回
ｂ
は
じ
墜
Ｅ
＝＝
【
】
【

ユ
‐
〇

・
【

（
【
十
ｏ
』

）
Ｎ

¨

Ｎ
Ｑ
）
×

〇
・
ト

∞
〇

紙
幅
の
関
係
で
こ
の
論
証
は
省
略
す
る
。

五
　
確
定
決
算
の
超
過
負
担

現
在
の
課
税
所
得
計
算
は
、
確
定
決
算
に
も
と
づ
く
損
益
会
計
の
利
益
で
あ
る
。
収
益
か
ら
費
用
を
引
い
た
決
算
利

益
を
も
と
に
す
る
。
こ
の
利
益
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
の
関
係
で
は
、　
一
定
期
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
イ
ン
フ
ロ
ー

↓

と
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
の
差
と
運
転
資
産
と
固
定
資
産
の
期
中

の
増
減
よ
り
な
な
。

い
ま
、
売
上
高
を
Ｓ
、
仕
入
高
を
Ｂ
、
期
首
棚
卸
高
を

”
ｒ

、　
期
末
を

”
」、　
営
業
費
を
ｅ
、　
財
務
費
用
を
ｆ
、

期
首
固
定
資
産
在
高
を
Ａ
、
減
価
償
却
率
を
δ
と
す
る
。
利
益
Ａ
Ｐ
は
、

＞
”
＝
∽
―
（Ｐ
ｌ
＋
”
―
”
』）
―
の
―
ぃ
―
＞
＆
…
…
…
…
…
Ｃ

で
あ
る
。

売
上
収
入
を
Ｒ
、
仕
入
支
払
を
Ｐ
、
営
業
費
支
払
を
Ｅ
、
財
務
費
用
の
支
払
を
Ｆ
と
す
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
Ｉ
Ｃ

（
【
ユ‐〇
・
Ｈ
）
ω

ω
Ｈ

で
あ
る
。

こ
れ
は
還
付
税
を
複
利
で
計
算
し
て
税
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
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Ｆ
は

０
「
＝
”
―
”
‥
∪
―
フ
…
‥
…
…
…
（じ

で
あ
る
。

①
式
よ
り
②
式
を
引
く
。

＞
”
１
０
『
＝
（∽
―
”
）
＋
（”
』―
ど
占
）
！
（”
―
”
）
―
（ｏ
！
Ｕ
）
―
（
喘
―
”
）
―
卜
・ゥ

に
な
る
。
（
∽
―
”
）
＋
（ど
Ｉ
Ｐ
」
）
―
（”
―
”
）
―
（ｏ
ｌ
∪
）
―
（』
―
『
）

は
運
転
資
本
の
期
中
変
化
、　
＞
・）

は
固
定
資

本
の
減
少
で
あ
る
。

（
モ
デ
ル
は
簡
単
化
し
て
あ
る
。
詳
し
く
は
高
井

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
構
造
」
追

手
門
経
済
論
集
平
成
三
年
四
月
参
照
）
。

Ｃ
Ｆ
を
右
辺
に
移
項
す
る
と
、
利
益
Ａ
Ｐ
は
純
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
運
転
資
産
と
固
定
資
産
の
期
中
変
化
よ
り
な
る
。

さ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
税
の
現
在
価
値
は

（
割
引
率
を

一
〇
％
と
す
る
）

―（８ｏ×ｏじ
十鋪
謙
＋龍
披
漱
＋Ｒ
鎌
求
ぽ
＝∞【

損
益
会
計
の
税
の
現
在
価
値
は

ず
疎
＋爺
囃
＋請
薬
輩
＝ミ

で
、
そ
の
差
は

一
三
だ
け
、
損
益
会
計
で
は
税
負
担
が
大
き
い
。

こ
の
差
は
、
つ
ぎ
の
関
係
に
よ
る
。

店
舗
什
器
の
減
価
償
却
費
は
損
金
算
入
さ
れ
る
。



そ
の
税
節
約
効
果
は

じ
隊
Ｐ
卜
　
‐
ｂ
メ
ЮＬ
‐

【
］‐＋
ｏ
・
一
）
．
（
【
十
ｏ
・
【
）
Ｎ

＋粋
詳
す
＝ωド

で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
は
、
即
時
償
却
さ
れ
、
い８
×
ｏ
ｋ
＝
卜ｏ
の
税
還
付
が
あ
る
か
ら
、
差
引
九
だ
け
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
方
が
負
担
は
軽
く
な
る
。

一
方
、
運
転
資
産
は
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ゆ
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お
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Ｎ
や

∞
Ｏ

ω
０
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０
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（∞
〇
）

―
‐Ｎ
ト

８
Ｘ
ω
や

Ｎ
Ｏ

ヽ
∞

（
『
〇
）

（
卜
〇
）

１
０
Ｎ

ω
Ｏ

ω
０

（
０
０
）

（
ω
Ｏ
）

―
‐
Ｎ
ト
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0ヽ ‐
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9ヽ
X

00000ト
書

Ｎ
Ｏ

Ｎ
∞
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〇
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（
卜〇
）

―
‐Ｏ
Ｎ
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よ

、
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
は
、　
一
九
Ｘ

一
年
期
首
の
商
品
８
ｏ
は
費
用
化
さ
れ

【〇
〇
×
ｏ
ミ
＝
卜ｏ
の
税
還
付
が

あ
る
か
ら
、
差
引
四
だ
け
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
方
が
税
負
担
は
軽
く
な
る
。

要
す
る
に
、
損
益
会
計
に
よ
る
と
き
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
よ
る
と
き
と
の
税
負
担
の
差

〓
二
は

苅
ヨ
粛
薔
０
ま
醤
さ
　
　
　
　
　
　
Φ

闘
難
が
Ｎ
Ｏ
滞
ヘド
再
特
Ｎ
導
油
　
　
ト

ギ
　
　
　
　
　
　
　
【∞

で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
よ
る
と
き
は
、
税
に
よ
っ
て
内
部
収
益
率
は
変
わ
ら
ず
、
経
済
活
動
の
選
択
に
歪
み

を
与
え
な
い
が
、
現
在
の
損
益
計
算
に
よ
る
確
定
決
算
利
益
は
、
課
税
負
担
を
重
く
し
て
い
る
。

六
　
税
の
時
間
的
ズ
ン
と
税
率
の
変
更

税
は
、
確
定
決
算
に
も
と
づ
い
て
申
告
納
税
さ
れ
る
。
事
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
税
支
払
と
の
間
に
は
時
間
的

淋
劇
一
一
醐
粛
Ｏ
Ｍ
　
　
１
０い
　
　
　
―
い
０
　
　
　
　
１
ω
∞
　
　
　
十
０
い

０
翔
へσ
　
　
　
ｌ

　
　
　
ｌ

　
　
　
　
ｌ

　
　
　
ｌ

運
転
資
産
の
減
少
は
課
税
所
得
の
う
ち
で
占
め
る
割
合
を
小
さ
く
し
、
増
加
は
大
き
く
す
る
。
税
効
果
の
現
在
価
値

ｂ
ｐ
夕
０
・
卜

・　
い
０
×
ｏ
・
卜
　
・
（
ω
∞
１
０
い
）
×
ｏ
・
ト

ー
・
ヽ

「日
Ｊ
日ｄ
」ｌ
ｕ
↓
ｏ
７１
コ
「
引
�
，１
　
（
―

「
「
日
引
Ⅵ
Ｉ
‐
―
。
。
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ズ
ン
が
あ
る
。
申
告
納
税
期
限
は
事
業
年
度
終
了
後
二
ヵ
月
以
内
で
あ
る
が
、
監
査
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

一
ヵ
月
、

そ
の
他
や
む
を
え
な
い
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
さ
ら
に
申
請
に
よ
り
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
る

（法
人
税
法
七
七
条
）。

こ
の
時
間
的
ズ
ン
を
と
り
入
れ
た
と
き
、
内
部
収
益
率
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
、
時
間
的
ズ
ン
を
六
ヵ
月
と
す
る
。
内
部
収
益
率
は
ｏ
・Ｂ
∞
で
あ

っ
た
か
ら

Ｔ
ｏ十猟
藁
静
〕＋
〔乳
∫
釧
―雀
諏
平
〕

＋
〔ｑ
訃
甲
‐鮨
譲
ぴ
〕＋
〔摯
詐
苧
‐基
華
菱
玉
＝
ｏ

と
な
っ
て
、
内
部
収
益
率
は
影
響
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
税
の
時
間
的
遅
れ
が
あ
る
と
、
政
府
と
事
業
と
の
分
配
割
合
を
変
え
る
。

税
は

（
割
引
率
を

一
〇
％
と
す
る
）

〔―準
華

〕十
一爺
一求
〕十一筆

囃
〕＋
〔

税
引
後
利
益
は
、

「
　

Ｄ
＞
＞

一
１
１
ヽ
Ｃ
Ｃ

″

Ｎ
Ｏ
Ｏ
×

〇
・
ト

＋

ｏ
・
Ｈ

＋
〔鉾
聯
‐糞
囃
〕＋〔贅
準
‐準
譴
Ｒ

Ｔ

と
な
り
、
そ
の
分
配
割
合
は

ＮΦ
卜
ヽ
『
ヽ
一
卜∞ヽ

「
ｋ
ヽ
ｏ
・∞∞
¨
ｏ
・Ｏ
Ｎ
に
な
る
。
さ
き
の

ヽ
¨
０
と
は
異
な
る
。

ゴ　
。
「　
　
０
ヽ
・
い
　
　
　
　
Ｏ
『
・
い
〉〈
〇
・
ト
ン

」
４
一「引
引
劇
副
）‐
‐

倒
「
「
ｑ
口
）―
ョ
一

（
Φ
゛
・
い
＋

∞
〇
）
×
〇
・

（
【
＋

〇
・
じ

‥

＝
Ｈ
一
０
・
ト
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一
般
に
、
税
支
払
の
時
間
的
ズ
ン
と
税
率
に
よ
る
税
引
後
利
益
に
は
、
つ
ぎ
の
関
係
が
あ
る
。

管
‐
バ引
株
Ｊ
「
｝
×
蛍
劇ヽ
・群
調
計̈
書
ミ
耐

こ
こ
で
、
ヽ
¨
諜
擬
い
ヽ
¨
塑
ｕ
一樹
。
●
¨
畢
酬
３
ヽ
ヽ

で
あ
る
。
本
例
で
は
、

｛・‐・０『＝“す訃「『Ｐ‐倒｝〉〈『『・卜＝Ｈ卜『・ｏ‐↓卜∞

で
あ
る
。

時
間
的
ズ
ン
が
な
い
と
、
●
＝
ｏ
で
あ
る
か
ら

｛・‐【円ユ‐、い劇「｝＝（・‐ヽ
）

ヽ
ニ
Ｉ
Ｌ

ド
ー
一
／

⊃

一卜

（
Ｈ
＋
ヽ
）
こ

、

Ｃ

で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
ズ
ン
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
、
税
引
後
利
益
は
大
き
く
な
る
。

一
般
に
、
税
還
付
が
早
け
れ
ば
早
い
程
、
ま
た
、
税
納
付
が
お
そ
け
れ
ば
お
そ
い
程
、
納
税
者
は
有
利
に
な
る
。
な

お
、
上
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
税
率
に
よ
っ
て
も
、
分
配
割
合
は
変
わ
る
。

と

な

る
。

（
一
―
ヽ
）
Λ
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七
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

・
利
益
と
価
値
生
産
利
益

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
課
税
ベ
ー
ス
に
す
る
と
、
税
に
よ
っ
て
内
部
収
益
率
は
変
わ
ら
ず
、
経
済
行
動
の
選
択
を
歪

曲
し
な
い
。
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
時
間
軸
上
の
イ
ン
フ
ロ
ー
と
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
の
関
係
の
流
れ
で
あ
る
。
そ

の
利
益
は

一
定
期
間
の
益
金
と
損
金
に
よ
る
期
間
所
得
で
は
な
い
。
現
在
の
課
税
所
得
は
、
当
該
事
業
年
度
の
益
金
か

ら
損
金
を
控
除
し
た
期
間
所
得
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
所
得
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
の
関
係
で
は
、　
一
定
期
間
の
イ
ン
フ
ロ
ー
と
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
と

の
差
と
運
転
、
固
定
資
産
の
期
中
増
減
変
化
よ
り
な
る
。
利
益
が
稼
得
さ
れ
る
の
は
、
運
転
、
固
定
資
産
の
財
貨
、
用

役
と
知
識
、
経
験
、
技
術
と
の
組
織
的
な
生
産
活
動
に
よ
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
に
い
く
ら
知
識
、
技
術
を
通

用
し
て
分
解
、
変
換
、
結
合
し
て
も
価
値
は
生
産
さ
れ
な
い
。
が
、
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
財
貨
、
用
役
の
価
値
生
産
過

程

へ
変
換
さ
れ
る
と
、
価
値
生
産
を
開
始
さ
せ
、
存
続
さ
せ
て
い
く
資
金
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
用
役

コ
ス
ト
は
価

値
生
産
の
資
金
利
子
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
利
益
の
計
算
で
は
こ
の
利
子
は
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
現
在
の
所
得
計
算
で
は
借
入
金
の
利
子
の
み
が
控
除
さ
れ
、
こ
の
価
値
生
産
の
資
金
利
子
は
控
除
さ
れ
て
い

な
い
。　
一
方
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
生
産
さ
れ
た
価
値
を
自
ら
の
価
値
と
し
て
い
る
か
ら
、
価
値
生
産
は
な
い
。

用
役

コ
ス
ト
と
し
て
の
利
子
は
発
生
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
Ａ
氏
は
Ｂ
氏

へ
の
借
入
金
利
子
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
か
ら
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
と
し
て
引
い
て
い
る
。　
一
方
、
価



値
生
産
資
金
の
利
子
は
控
除
し
て
い
な
い
。

利
子
控
除
し
な
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
【
Φ
Ｘ
【や
　
Ｓ
・い
十
Ｎ
・い
＝
８
ｏ
・
【Φ
Ｘ
Ｎ
■
　
【
一
Ｎ
。い
＋
０
・い
＝
二
い
¨
【Φ

Ｘ
ω
や

Φ
『
・い
＋
Ｎ
・い
＝
Ｈ８
・
【
Φ
Ｘ
卜
や
　
ωｏ
と
な
る
。
こ
の
フ
ロ
ー
の
利
益
は

‐営
＋ｑ
龍
Ｊ
＋３
硫
嘲
＋舘
平
鴫
＝∞ω・ｏＮ

で
あ
る
。

益
金
か
ら
損
金
を
控
除
す
る
期
間
利
益
は
、
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
価
値
生
産
資
産
の
期
中
変
化
を
加
減
し

０

て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
変
化
は

お
Ｘ
【
■
　
　
」Ｏ
Ｘ
Ｎ
■
　
　
【Φ
Ｘ
ω
■
　
　
【Φ
Ｘ
卜
や

間
灘
Ｏ
Ｎ
Ｏ
銀
薄
ｘ
　
　
１
８
　
　
　
１
い
Φ
　
　
　
ｌ
ω
∞
　
　
　
＋
Ｏ
Ｎ

回
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
葺
ヽ
　
　
　
―
一ｏ
　
　
　
ｌ
】ｏ
　
　
　
ｌ
【ｏ
　
　
　
ｌ
ざ

翠
　
　
　
　
　
―
ヽ
い
　
　
　
１
０
０
　
　
　
１
卜
∞
　
　
　
―

∞

（
丼
卦
嚇
面
樹
０
絆
０
淋
響
�
楊
漏
）

で
あ
る
。
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
引
く
と

一Φ
Ｘ
【■
　
　
ドＯ
Ｘ
Ｎ
令
　
　
】Φ
Ｘ
ω
↑
　
　
【Ｏ
Ｘ
卜
や

十
■
ヽ
ヽ
１
ヽ
■
―
　

　

一８

　
　
　
一一０
　
　
　
一８

　
　
　
　
ωＯ



自
前
肝
Ｎ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
『い
　
　
　
ｌ
ｏｏ
　
　
　
ｌ
卜
∞
　
　
　
―

∞

０
同
０
料
ヘド
　
　
　
　
　
　
いい
　
　
　
　
ヽ
ｏ
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
　
　
　
　
Ｎ
Ｎ

に
な
る
。
利
子
を
控
除
し
な
い
期
間
利
益
で
あ
る
。

０

価
値
生
産
資
金
は
、
借
入
金
と
拠
出
資
金
よ
り
な
る
。
そ
の
利
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
算
定
で
き
る
。

借
入
金
の
利
子
は
損
金
算
入
さ
れ
る
か
ら
、
実
質
利
子
負
担
は
税
額
分
だ
け
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
利
益
Ｐ
に
税

率
μ
で
税
を
課
す
と
、
税
引
後
は

「
（【
―
じ
＝
”
（【
―
ヽ
）
ｌ
ｕ
（Ｈ
Ｉ
じ
も
（
“
口
（
”
〕
琳
ゆ
・　
ｕ
〕
髄
Ｄ
）
の
関
係

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
拠
出
資
金
の
利
子
は
損
金
控
除
さ
れ
な
い
。
し
か
も
、
約
定
に
よ
ら
な
い
か
ら
収
益
率
と
の
関

係
か
ら
の
財
務
リ
ス
ク
が
あ
る
。

価
値
生
産
の
資
金
利
子
は
、
こ
の
両
資
金
の
利
子
を
そ
の
構
成
割
合
に
よ
っ
て
加
重
平
均
す
れ
ば
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

い
ま
、
税
率
を
四
〇
％
、
市
場
借
入
利
子
率
を

一
〇
％
、
財
務
リ
ス
ク
を
二
％
、
負
債
割
合
を
四
〇
％
と
す
る
と
、

価
値
生
産
資
金
利
子
は
、

197  3 キャッシュフロー・ベース課税と価値生産所得課税の提唱

ヽ十

bi
｀ヽl  tヽ O  F出い

も ヽ 湘

S

恥
　
粛

潜
Ｉ
Ｏ
◇

に
な
る
。

悧
」中
掛

８
氷
×
（
【
―
Ｏ
ｋ
）
＝
〇
゛

８
氷
＋
ヽ
■
＝
一
い
よ

恥
廊
嶋
一〇

〇
・
ト

〇
。
Ｏ

Φ
・
０
いヽ
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い
ま
、
こ
の
利
子
率
を

一
〇
％
と
す
る
。

価
値
生
産
資
金
と
そ
の
利
子
は

洋
引
が
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
沐
」中

一Ｏ
Ｘ
【や

　

　

ｏヽｏ
　
　
　
　
　
　
Ｎ８
×
ｏ
■
＝
Ｎｏ

【Ｏ
Ｘ
Ｎ
や
　
　
　
Ｎ８
１
ヽ
ｕ
＝
【
いい
　

　

【
ｂ
×
ｏ
二
＝
【
Ｎ
・ｕ

３
Ｘ
∞
↑
　
　
　
【ＮＯ
１
３
＝
い
０
　
　
　
　
い
０
×
ｏ
■
＝
ｕ
・０

（お
Ｘ
卜
や
や”
通
叫
再
鉦
極
崚
ざ
汁
シ
゛
・
洋
引
ｃ
汁
ヽ
金
一”
計

，
ｏ）

こ
の
利
子
を
、
さ
き
の
利
子
控
除
前
の
期
間
利
益
か
ら
引
く
。

いＯ
Ｘ
Ｐ■

¨
い
０
１
８
＝
い
も
いΦ
Ｘ
い
や

¨
卜０
１
馬
。い
＝
ω
ω
・い
ヽ
一Φ
Ｘ
∞
■

¨
認
ｌ
ｏ
・０
＝
卜０
■
ヽ
【ｏ
Ｘ
卜
や

¨
Ｎ

（
絣
い
ｏ

こ
の
現
在
価
値
は

錦
Ｊ
十Ъ
才
＋龍
蜂
笏
＝∞∞・ＯＮ

に
な
り
、
さ
き
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
利
益
と

一
致
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
益
金
か
ら
損
金
を
控
除
す
る
期
間
所
得
の
計
算
で
借
入
金
の
利
子
を
控
除
せ
ず
、
代
わ
り
に
自
己
資

本
利
子
を
含
め
た
価
値
生
産
資
金
の
利
子
の
全
額
控
除
を
認
め
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
ベ
ー
ス
に
す
る
利
益
と

同

一
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
課
税
に
よ
っ
て
は
経
済
行
動
の
選
択
は
歪
曲
さ
れ
な
い
。
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八
　
理
論
的
基
礎
づ
け

９

以
上
を

”
Ｏ
ａ
〓
”
く
と

く
】〓
”
∽
い●

の
い
う
と
こ
ろ＜
に
よ
っ
て
簡
単
に
理
論
づ
け
て
お
こ
う
。

企
業
の
投
資
資
金
は
、
①
借
入
金
に
よ
る
か
②
留
保
利
益
に
よ
る
か
③
新
株
を
発
行
す
る
か
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ

る
。企

業
が
利
潤
極
大
行
動
を
と
る
と
き
は
、
限
界
収
益
と
限
界
費
用
を
等
し
く
す
る
。

限
界
費
用
に
は
、
①
財
務
費
用
、
借
入
金
利
子
と
拠
出
資
金
の
帰
属
利
子
、
②
減
価
償
却
、
③
陳
腐
化
、
イ
ン
フ
レ

に
よ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
又
は
ロ
ス
お
よ
び
④
税
務
上
の
損
益
算
入
に
よ
る
税
節
約
が
あ
る
。

〔
Ｉ
〕

税
が
な
い
と
き
を
考
え
る
。

資
本

一
単
位
の
購
入
価
格
を
ｑ
、
減
価
償
却
率
を
δ
、
調
達

コ
ス
ト
を
γ
と
す
る
と
、
資
本
使
用

コ
ス
ト
Ｃ
は

０
＝
０
（ヽ
十
し
―
”
Ｖ
…
‥
…
…
…
Ｃ

で
あ
る
。
こ
こ
で
ｇ
は
資
本
財
価
格
の
変
化
率

ヽ
０
ヽ
ρ
で
あ
る
。

限
界
生
産
物
価
格

●
・〓
”
神
は
、
ｕ
〕
卜
熙
゛
枢
書
ョ
華

×
〓
”
凛
〕
０
排
０
爾
判
卜
Ｍ
印
　
で
あ
る
。

借
入
資
金
を
Ｂ
、
利
率
を
グ
、
負
債
割
合
を
β
、
拠
出
帰
属
利
子
を
ρ
と
す
る
と
、
財
務
費
用
γ
は

ヽ
＝
い
こ
＋
（
【
―
ヽ
Ｙ
ヽ
…
…
…
…
…
Ｓ

で
あ
る
。
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限
界
収
益
と
限
界
費
用
が
等
し
い
と
き
、
資
本
は
最
も
効
率
的
で
あ
る
。

●
・ェ
一”
トー
０
（ヽ
＋
し
―
∞
Ｙ
‥
…
‥
‥
‥
‥
八
∞）

の
と
き
で
あ
る
。

〔
Ⅱ
〕

税
が
課
さ
れ
る
と
き
を
考
え
る
。

税
率
を
μ
、
税
務
上
の
減
価
償
却
を
α
と
す
る
。

企
業
が
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
選
択
す
る
条
件
は

（【！ヽ
）ｏ・フぬ”ぎ＝”ｏ（ヽ
ユ‐ラ）⌒【‐難いいす｝・‥‥‥‥‥‥‥含）

で
あ
る
。
左
辺
は
税
引
後
限
界
収
益
で
あ
る
。
減
価
償
却
は
損
金
控
除
さ
れ
る
か
ら
、
将
来
の
減
価
償
却

に
税
率

を

か
け
た
現
在
価
格

Ｍ

ヽ
（【
＋
３
１
八
Ｈ
＋
じ
１
＝
ヽ
八
ヽ
＋
Ｒ
）
だ
け
税
節
約
さ
れ
る
。
０
式
は
税
が
課
さ
れ
た
と
き
の

限
界
収
益
と
限
界
費
用
の
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

拠
出
資
金
利
子
は
控
除
さ
れ
な
い
か
ら
課
税
さ
れ
る
。　
課
税
さ
れ
な
い
と
き
は

〔（Ｈ
Ｉ
ヽ
）
・ヽ
（
【
―
じ
〕
＼

（Ｈ
Ｉ
じ

で
あ
る
。
借
入
金
利
子
は
損
金
控
除
さ
れ
る
か
ら

ヽ
・、
で
あ
る
。
税
が
課
さ
れ
る
と
き
の
財
務
調
達

コ
ス
ト
ヽ
は

ヽ
＝
ヽ
・ヽ
＋
〔
（一
―
ヽ
Ｙ
ヽ
（【
―
ヽ
）
〕＼
（】
！
ヽ
）

＝
ヽ
こ
（【
！
ヽ
）
＋
（一
―
ヽ
）
・ヽ
（【
―
ヽ
）

で
あ
る
。

税
務
上
の
減
価
償
却
α
を
経
済
的
償
却
δ
と
等
し
い
と
し
て
、
④
式
を
書
き
直
す
と
、
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ｏ・電
お＝ｏＲ
Ｔ
卜
）

＝ρ■
Ｆ
ヽ

＝

ｎ

（
【
―
じ

＝
ρ
・〔”
・ヽ
＋
（Ｈ
！
ヽ
）
・ヽ
＋
し
〕

に
な
る
。
い
こ
＋
（【
―
ヽ
）
・ヽ

は
税
の
な
い
と
き
の
財
務

コ
ス
ト
で
あ
る
。
●
・〓
”
や
＝
０
（ヽ
＋
ｃ
）
と
な
り
、　
税
が
課

さ
れ
な
い
と
き
と
同

一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
務
上
の
減
価
償
却
が
経
済
的
償
却
と
等
し
く
、
借
入
金
利
子
を
含
め

拠
出
資
金
利
子
を
全
額
控
除
す
る
と
、
課
税
に
よ
る
歪
み
は
な
く
、
税
が
な
い
と
き
と
同

一
で
あ
る
。

●
・フ
【”
ヽ
＝
ρ
“
¨
肝
』
ヽ
（【
―
江
ぶ
＃
「一　
の
　
〔
一
―
ヽ
や
ヽ
（食
＋
ヽ
）
〕

”゙
（い
・―
ヽ
）ヽ
（【
・十
ヽ
ヽ
Ｒ
）
とヽ
童
日一け
‘
０
。　
即̈
．時
慈
惧
却
一オ
ンフ０
こ

と
は

Ｒ
＝
８

と
す
る
こ
と
だ
か
ら

（い
―
ヽ
）
と
な
る
。
●
・〓
「̈
お
＝
０
（ヽ
＋
ゥ
）
と
な
り
、
税
が
な
い
と
き
と
等
し
い
。

つ
ぎ
に
、
減
価
償
却
の
現
在
価
値
は

中

（【
＋
じ
‐
、八
一
＋
じ
ょ
＝
・ゝ
√
）
こ
れ
に
対
す
る
財
務

コ
ス
ト
の
現
在
価
値

ヽ
＝
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
４
‐
Ｓ

は

ヽ い

（
一
＋

じ

‐
ヾ

（
【
＋

じ

ょ

＝

「
朴

劇

ｏ
　

こ

れ

に

税

率

μ

を

乗

じ

た

だ

け

税

節

約

さ

れ

る

か

ら

、
　

資

本

一
単

位

の

価

格

ま

、

０
＝

〔一
ｌ
，ヽ

（「
ふ
中

創
斗
，「

ユー一い
剛
｝
〕
＝
０
（
Ｈ
Ｉ
，ヽ

）

と
な
る
。
こ
こ
で
、
ヽ
＝
い
・ヽ
＋
（【
―
ヽ
Ｙ
ヽ
で
あ
る
。

こ
（
Ｈ
Ｉ
ヽ
）
＋
（
【
―
ヽ
）
・ヽ
（
一
―
ヽ
）
＋
し
（
【
―
ヽ
）
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税
が
課
さ
れ
る
と
き
の
限
界
条
件
は

（い‥‐ヽ
）・ｏ・ソ【「ぎ̈＝ｏ（ヽ
・‐Ｃ）⌒・‐，「小いｒ）

（Ｈ
Ｉ
ヽ
）
０
・〓
”
ヤ＝
０
（ヽ
＋
し
）
（
一
！
ヽ
）

０
・〓
一「
や＝
０
（ヽ
＋
し
）

と
な
り
、
税
を
課
さ
れ
な
い
と
き
と
同

一
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
税
が
経
済
行
動
の
選
択
に
中
立
で
あ
る
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

・
ベ
ー
ス
に
よ
り
即
時
償
却
し
、

す
べ
て
の
利
子
の
控
除
を
認
め
な
い
か
、
税
務
上
の
減
価
償
却
を
経
済
的
償
却
と
等
し
く
し
、
借
入
金
の
利
子
の
み
な

ら
ず
拠
出
資
金
の
帰
属
利
子
を
含
め
価
値
生
産
資
金
の
利
子
を
全
額
控
除
す
る
か
、
減
価
償
却
と
財
務

コ
ス
ト
よ
り
な

る
資
本
コ
ス
ト
の
現
在
価
値
を
資
産
の
取
得
価
額
と
等
し
い
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
課

税
と
価
値
生
産
資
金
利
子
の
控
除
に
よ
る
価
値
生
産
所
得
課
税
は
、
以
上
の
理
論
的
根
拠
に
よ
る
。

Λ
注
及
び
参
照
文
献
Ｖ

①
　
諸
井
勝
之
助

『
経
営
財
務
講
義
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
七
九
。

②
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＞
営
ｏ
●
¨
目
Ｌ
ヽ
●
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ぼ
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Ｆ
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ｏ
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・
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●
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【
Φ
∞
∞
・

④

　

国

・
蜀
・
〕
・
口
ｏ
●
だ
ｏ
●
∽
絆
ｏ
】
０
”

「
”
●
り
ｏ
・
・

ｂ

ヽ
ｓ

．ヽヽ
ヽ
ヽ

”

ｅ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
き

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ
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ｏ
ヾ
ヽ
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ヽ
●
ヽ

「
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「

ヽ
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●
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ヽ
い
●
・
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ミ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
き

ヽ

∽

ミ
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ヽ
∽
ヽ
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ヽ
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●
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ｍ
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ヨ
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づ
く
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＞

ョ
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お

ヽ
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ヨ
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ｒ
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Ｃ
ｏ
●
や

（）
Ｘ
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Ｈ
Ｏ
Ｎ
ヽ

・

Ｏ

　
ｒ
”
く
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●
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０
・
目
・
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す
０
で
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”
リ
ロ
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０
日
０
●
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０
ぃ
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『
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「
”
け
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凛
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”
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Ч
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●
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゛
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■
　
ω
”
ゆ
”
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●

口
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〓
●
・　
ω
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口
・”
●
０
　
口
●
●
Ｆ
　
句
・
（
ｏ
α
い
・
）
０
ヽ
∽
゛
　
、
．ヽ
ヽ
ミ
　
、
ヽ
い
ｏ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
い
）
ｒ
”
●
『
ｏ
●
〓
”
●
　
Ｃ
●
】
く
ｏ
『
∽
〓
く
・　
】
。
∞
ド
●
●
・

卜
【―
―
ヽ
Φ
・

〔
〕
　
一り
ｏ
中・
”ｏ
・
・　
〕
・，
●
ヽ
　
∽
ｏ
『”
”】ｏ
マ
や
［）・Ｏ
ｏ
・　
ｏ
中↓
・

０
　
高
井
家
治

「
キ
ヤ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
構
造
と
利
益
の
性
質
」
、
追
手
門
経
済
論
集

第
Ｘ
Ｘ
日
巻
第
二

号
、
昭
和
六
三
年

一
二
月
。

同
　
　
　
「
キ
ヤ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
提
唱
―
―
構
造
と
性
質
」
、
『会
計
』

一
九
九
二
年
九
月
　
第

一

四
二
巻
、
第
三
号
。

③

　
＞
●
け
〓
ｏ
●
ｏ
Ч
】
”
・
Ｚ
・
。
「
．ミ
ミヽ
ヽ
ヽ
し
ヽ
ヽ
ヽ
い
ヽ
ｏヽ
ヽ
●

ゝ
Ｓ
ヽ
「
ヽ
ド
ヽ
ヾ
Ｓ
ヽヽ

ヽ
ヽ
い
い
ｏ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
　̈
∪
ｏ
■
，
〕
ｏ
つ
ｏ
り
，
日
【
■
【●
¨
口
０
日
０
，

‘
ｏヽ
ｏ
Ｏ
・
　
Ｈ
］
】
】●
ｏ
中
ゆ
・　
ド
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∞
卜
・

０

　

い
ｏ
”
●
■

，
К

　̈

”
・
´
ζ
・
”
・
ｏ
　

．■

〓

ヽ
”
り
一
・

　̈

∪

・
ｕ

・

　̈

、

ヾ
い
、
、
い
　

∽
ヽ
ミ

ｏ
ヽ
　

”

い
ｏ
ヽ
ヽ
ミ

、
い
●
ヽ
　

一
・
ｏ
　

Φ
ｏ
〓

中
ｏ
・

　̈

ｒ
〓

〓

ｏ

”
『
ｏ
■

●

　̈
ド
Φ
∞
卜
・

宍
〓
●
∞
〕

字
由
・
　̈
ヽ
ヾ
い
ヽ
ヽ
ヽ

「
．ｓ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

、
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
　
６
Ｓ
ヽ
も
０
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
０
ヽ
・　
０
〓
“
●
ョ
”
●
　
”
●
ヽ
　
口
゛
〓

い　
い
０
●
０
０
●
い　
ヽ
ｒ
　
口
●
】
り
け
０
０

「
『
ｏ
り
ｏ
　
ω
ｏ
ｏ
オ

『
ｏ
〓
●

メ
こ

】
ｏ
「
　
∽
ｏ
●
゛
　̈
Ｚ
ｏ
■
．
く
σ
”
Ｆ
　
】
Φ
、
Ｎ
・

（
た
か
い
。
い
え
は
る
＝
税
務
会
計
学
）



討
論
―
―

■
司
　
　
会
　
中
村
芳
昭

（
日
本
大
学

・
税
法
学
）

目
討
論
参
加
者
　
北
野
弘
久

（日
木
大
学
・
税
法
学
・
憲
法
学
）

三
木
義

一
（静
岡
大
学
・
税
法
学
）

鷲
見
友
好

（法
政
大
学
・
財
政
学
）

川
瀬
光
義

（埼
玉
大
学

・
財
政
学
）

高
井
家
治

（追
手
門
学
院
大
学
・
税
務
会
計
学
）

石
村
耕
治

小
山
廣
和

安
藤
　
実

井
上
久
爾

谷
山
治
雄

（朝
日
大
学

・
税
法
学
）

（
明
治
大
学

。
税
法
学

・
憲
法
学
）

（
静
岡
大
学

・
財
政
学
）

（
日
本
大
学

・
税
務
会
計
学
）

（税
制
経
営
研
究
所

・
財
政
学
）

司
会
　
質
問
の
あ
る
方
は
質
問
用
紙
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
石
村
会
員
に
出
て
い
ま
す
北
野
先
生
か
ら
の
質
問
で
す
。
北
野
会
員
自
身
か
ら
御
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。



205  討論―

北
野
　
日
本
大
学
の
北
野
で
す
。
石
村
会
員
の
問
題
の
提
起
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
も

つ
ば
ら
国
民
総

背
番
号
制
の
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
た
め
に
、
納
税
者
背
番
号
制
に
限
定
し
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
お
話
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。　
レ
ジ

ュ
メ
の
一
七
頁
を
み
ま
す
と
、

「
わ
が
国
で
は
確
定
申
告
で
調
整

が
可
能
な

一
律
源
泉
分
離
課
税
で
十
分
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
つ
ま
り
源
泉
徴
収
制
度
で

い
い
と
言

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
総
合
課
税
で
は
な
い
、
あ
く
ま
で
分
離
課
税
だ
け
で
い
い
と
、
た
だ
し
納

め
す
ぎ
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
納
税
申
告
を
さ
せ
る
と
い
う
意
味
な
の
か
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
税
法

学

上

の

「
源
泉
選
択
分
離
課
税
」
の
こ
と
を
言

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
い
は
総
合
課
税
を
前
提
と
し
た
源

泉
徴
収
制
度
だ
け
で
い
い
と
い
う
の
か
、
あ
る
い
は

一
律
分
離
課
税
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
村
　
少
し
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
従
来
、
利
子
等
の
支
払
時
に
ま
っ
た
く
源
泉
課
税

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
確
定
申
告
を
し
な
い
納
税
者
は
一
〇
〇
％
課
税
を
免
れ
て
し
ま
う
、

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
利
子
等
の
捕
捉
態
勢
の
整
備
の
た
め
に
番
号
制
を
導
入

す
る
か
、
源
泉
課
税
制
を
導
入
す
る
か
議
論
し
た
わ
け
で
す
。

そ
の
と
き
、
金
融
界
は
、
番
号
制
を
積
極
的
に
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
源
泉
課
税
に
は
反
対
し

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
が
国
と
は
異
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
か
欧
米
各
国
で
は
源
泉
課
税
に
預
金
者
は
余
り

よ
い
反
応
を
示
さ
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
源
泉
な
し
で
一
〇
〇
％
利
子
等
を
受
け
取
り
た
い
と
い
う
考
え
が
強
い
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わ
け
で
す
。
こ
こ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
番
号
制
に
よ
る
捕
捉
態
勢
が
了
解
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、　
一
応
源
泉
課
税
が
預
金
者
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。　
一
般
庶
民
に
各
所
に
分

散
で
き
る
ほ
ど
余
分
な
預
金
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
番
号
制
を
導
入
し
な
く
と
も
利
子
等
を
捕
捉
で
き
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
、　
一
応
源
泉
し
て
支
払
調
書
を
出
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
確
定
申
告
で
調
整
で
き
る
形
に
す

れ
ば
十
分
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
つ
て
、
番
号
制
を
導
入
す
る
必
要
性
が
あ
る
か
、
と
い
え
ば
疑
間
と

言
え
ま
す
。

北
野
　
だ
か
ら
総
合
課
税
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

石
村
　
総
合
課
税
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

北
野
　
源
泉
徴
収
制
度
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
分
離
課
税
と
は
関
係
が
な
い
か
ら
、
つ
ま
り
、
源
泉
徴
収
制
度
を
前
提

と
し
た
総
合
課
税
を
提
案
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
分
離
課
税
と
い
う
と
き
は
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
課
税
標
準

の
体
系
が
違

っ
て
く
る
ん
だ
か
ら
、
制
度
論
的
に
は
ね
。

石
村
　
で
す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
確
定
申
告
し
た
く
な
い
人
は
、
今
ま
で
通
り
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
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北
野
　
源
泉
徴
収
制
度
を
前
提
と
し
た
総
合
累
進
課
税
を
提
唱
す
れ
ば

い
い
だ
け
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
所
得
税
法
の
本

則
に
従

っ
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
？
。

そ
う
で
ぁ
る
な
ら
ば
な
ぜ
分
離
と
い
う
言

葉

を

使

う

の
？

石
村
　
私
は
分
離
課
税
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
程
度
残
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
額
の

税
金
か
ら
生
じ
る
利
子
を
受
け
取
る
学
生
な
ど
ま
で
に
、
確
定
申
告
を
強
要
す
る
の
は
酷
と
い
え
ま
す
。

北
野
　
そ
れ
で
は
不
公
平
税
制
の
是
正
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
の
？

石
村
　
し
か
し
、
是
が
非
で
も
利
子
等
を
総
合
課
税
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
本
当
に
公
平
な
の
か
、
疑
間
も
提
起
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

北
野
　
時
間
の
関
係
で
、
は
っ
き
り
言
つ
て
は
し
い
ん
で
す
が
、
源
泉
徴
収
制
度
を
と
り
こ
ん
だ
通
常
の
総
合
累
進
課

税
を
や
れ
ば
い
い
と
、
納
め
す
ぎ
に
な
っ
た
人
は
申
告
に
よ
っ
て
返
せ
ば
い
い
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
い
る

だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
基
本
は
分
離
課
税
、
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
こ
と
で
、
た
だ
そ
れ
で
行
き

ま
す
と
少
額
所
得
者
は
損
を
す
る
か
ら
そ
の
方
た
ち
は
確
定
申
告
し
な
さ
い
、
と
い
う

一
種
の

「
源
泉
選

択

分
離

課



税
」
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
か
？

石
村
　
源
泉
分
離
選
択
課
税
の
こ
と
で
す
。　
で
す
か
ら
、

「
わ
が
国
で
は
確
定
申
告
で
調
整
可
能
な
源
泉
分
離
課
税
で

十
分
」
と
い
う
意
味
は
、　
一
応
比
較
的
に
高
い
税
率
で
源
泉
課
税
を
す
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
人

だ
け

は
、
確
定
申
告
を
す
る
。
そ
れ
以
外
の
人
は
や
ら
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
番
号
制
を
入
れ

て
是
が
非
で
も
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
議
論
を
す
る
よ
り
は
、
あ
る
程
度
分
離
課
税
を
認
め

て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

北
野
　
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
源
泉
徴
収
を
と
り
こ
ん
だ
総
合
累
進
課
税
を
仮
名
制
度
も
廃
上
し
て
き
ち
っ
と

や
れ
ば
、
適
正
な
課
税
が
で
き
る
。
全
部
税
務
署
に
情
報

（支
払
調
書
）
が
い
く
こ
と
に
す
れ
ば
、　
番
号
制
を
導
入
し

な
く
て
も
総
合
累
進
課
税
も
可
能
な
の
で
す
か
ら
、
不
公
平
化
も
な
く
な
り
ま
す
。
納
め
す
ぎ
な
方
は
返
し
て
も
ら
う

こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
言

っ
て
お
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
も
と
も
と
利
子
は
特
別
扱
い
に
し
て
、
低
い

源
泉
分
離
課
税
で
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
。

石
村
　
た
だ
、
所
得
の
低
い
者
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
と
い
う
形
で
還
付
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
。

北
野
　
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
れ
は

「
源
泉
分
離
選
択
課
税
」
で
す
ね
。
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石
村
　
言
葉
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
し
く
は
源
泉
分
離
選
択
課
税
で
す
か
ね
、
は
い
。

司
会
　
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
質
問
者
お
よ
び
解
答
者
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
れ

か

ら
、
同
じ
く
石
村
会
員
の
ほ
う
に
静
岡
大
学
の
三
木
会
員
お
よ
び
明
治
大
学
の
小
山
会
員
か
ら
出
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
質
問
者
は
簡
潔
に
お
願
い
し
ま
す
。

三
木
　
静
岡
大
学
の
三
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
石
村
さ
ん
の
報
告
、
た
い
へ
ん
ク
リ
ア
ー
で
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、　
一
つ
だ
け
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
石
村
さ
ん
の
共
通
番
号
制
批
判
の
主
旨
な
の
で
す
が
、
あ
れ
は
つ
ま

り
制
度
と
し
て
共
通
番
号
制
は
税
務
情
報
が
い
ろ
い
ろ
な
行
政
分
野
で
使
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
ま
ず
い
と
お
つ
し
や
つ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
制
度
と
し
て
は
税
務
情
報
は
税
務
行
政
に
限
定
さ
れ
る
は
ず
だ
け
れ
ど
も
番
号
が
統

一
さ
れ

て
い
る
た
め
に
事
実
上
そ
う
い
う
も
の
が
他
の
行
政
で
も
使
わ
れ
や
す
く
な
る
の
で
い
け
な
い
と
、
そ
う
い
う
批
判
な

の
か
、
ど
ち
ら
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
村
　
私
自
身
は
共
通
番
号
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

三
木
　
す
み
ま
せ
ん
。
い
ら
な
い
と
い
う
主
旨
が
、
共
通
番
号
制
に
な
る
と
制
度
と
し
て
そ
う
い
う
情
報
が
い
ろ
い
ろ
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漏
れ
て
し
ま
う
か
ら
な
の
か
、
制
度
と
し
て
、
枠
組
と
し
て
は
ガ
ー
ド
す
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
事
実
問
題
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
統

一
化
さ
れ
て
い
る
た
め
に
安
易
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
批
判
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
と
思

っ
て
う
か
が

っ
た
わ
け
で
す
。

石
村
　
ひ
と
く
ち
に
「共
通
番
号
制
」
（ヨ
ｃ
〓
∵
房
ｏ
コ
●
ヨ
σ
ｏ
『
∽く
∽
８
ヨ
）
と
言
っ
て
も
、
そ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
国

に
よ
り
異
な

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
は
、
当
初
か
ら
多
目
的
利
用
（日
二
〓
二
８
）
を
前
提
に

番
号
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。　
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
は
当
初
、
「社
会
保
障
」
と
い
う
限
定
利

用

（∽
〓
ｍ
【ｏ

ｃ
∽Φ
）
を
前
提
に
導
入
さ
れ
た
も
の
が
、
拡
大
利
用
さ
れ
究
極
的
に
共
通
番
号
制
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
共
通
番
号
制
の
よ
う
な
仕
組
み
は
こ
れ
を
い
っ
た
ん
許
す
と
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
設
定

す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
わ
け
で
す
。
各
国
は
番
号
の
拡
大
利
用
に
歯
上
め
を
掛
け
る
こ
と
に
必
死
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
ヵ
ナ
ダ
な
ど
が
よ
い
例
と
い
え
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
も
学
者
や
議
会
筋
か
ら
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
制
限
す
べ
き
だ
、
と
の
声
も
高
ま
つ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
共
通
番
号
と
化
し
て
し
ま
っ
た
社

会
保
障
番
号

（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）
が
官
民
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
Ｉ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。
今
、
こ
の
Ｓ
Ｓ
Ｎ
の
利
用
を
制
限
す
る
と
な
る
と
、
民
間
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ア
ク
セ

ス
ナ
ン
バ
ー
を
変
更
す
る
だ
け
で
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
不
可
能
と
言
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が

つ

て
、
当
初
か
ら
わ
が
国
政
府
税
調
の
考
え
て
い
る
共
通
番
号
の
よ
う
な
利
用
目
的
を
制
限
し
な
い
よ
う
な
形
の
番
号
制

を
導
入
す
る
プ
ラ
ン
は
、
番
号
の
利
用
を
何
ん
と
か
制
限
し
て
行
こ
う
と
い
う
世
界
の
動
向
に
反
す
る
と
言
え
る
わ
け

で
す
。
わ
が
国
の
よ
う
に
、　
″
開
か
れ
て
い
な
い
政
府
機
関
〃
に
共
通
番
号
の
よ
う
な
道
具
を
ほ
と
ん
ど
無
条
件
に
近
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い
よ
う
な
形
で
与
え
る
政
府
税
調
の
プ
ラ
ン
は
非
常
に
危
険
と
言
え
ま
す
。
わ
が
国
社
会
は

″
監
視
社
会
〃
化
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
政
府
税
調
の
納
税
者
番
号
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
使

っ
た

（
共
通
）
番
号
制
導
入
プ
ラ
ン
の
実
現
を

許
す
と
、
将
来
、
国
民

・
納
税
者
は
非
常
に
高
い
ツ
ケ
を
払
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

司
会
　
続
き
ま
し
て
、
小
山
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
。

小
山
　
明
治
大
学
の
小
山
廣
和
で
す
。
石
村
先
生
の
用
意
さ
れ
た
レ
ジ

ュ
メ
の
一
七
頁
の
①
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
連
す

る
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
御
報
告
で
す
と
、
共
通
番
号
制
を
と

っ
た
場
合
に
は
、
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
た
め

に
民
間
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
話
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
経
済
学
者
の
Ａ

・

マ
ー
シ
ャ
ル
の
用
語
を
つ
か
え
ば
、
外
部
経
済

（①
ｘ
序
〓
”
】
ｏ
８
●
ｏ
Ｂ
”８
）
の
問
題
の
例
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
な
も
の
を
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
実
際
に
も
し

そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
経
済
的
に
損
か
得
か
と
い
う
コ
ス
ト

・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（損
益
）
分
析
は
実
証
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
う
か
が
い
し
た
い
の
で
す
が
。

石
村
　
政
府
税
調
は
九
二
年
七
月
に
番
号
制
に
係
る
コ
ス
ト
分
析
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
算
に
よ
る
と
、
基
礎

年
金
番
号
を
税
務
に
活
用
す
る
方
式

（
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
方
式
）
で
は
、
個
人
納
税
者
分
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ト
ロ

グ
ク
シ
ョ
ン

・
コ
ス
ト

（初
期
費
用
）
と
し
て

一
、
六
六
〇
億
円
程
度
、
そ
の
後
の
ラ
ニ
ン
グ
・
コ
ス
ト

（経
常
費
用
）
と
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し
て
四
〇
〇
億
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
法
人
納
税
者
分
に
つ
い
て
は
各
々
、
課
税
庁
が
付
番
す
る
方
式

で
、
三
〇
億
円
、　
一
〇
億
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
創

設
、
つ
ま
り
既
存
の
年
金
番
号
の
統

一
化
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
厚
生
省
等
の
側
の
負
担

す
る
コ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
問
題
は
、
番
号
を
つ
け
て
各
種
の
納
税
情
報
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
側
の
コ
ス
ト
、

い
わ
ゆ
る

″
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
″
が
、
ど
れ
位
膨
大
な
額
に
な
る
か
で
す
。
政
府
税
調
は
、
こ
の

「
番
号

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
試
算
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
政
府
税
調
に
参
考
人

と
し
て
出
席
し
た
金
融
界
の
代
表
は
、
銀
行
界
だ
け
で
初
期
費
用
三
〇
〇
億
円
、
経
常
費
八
〇
億
円
程
度
は
か
か
る
と

証
言
し
て
い
ま
す
。
ラ
フ
に
見
積

っ
て
も
、
給
与
の
源
泉
、
利
子
等

へ
の
番
号
の
利
用
に
限
定
し
て
も
、
わ
が
国
全
体

で
経
常
費
用
だ
け
で
数
千
億
円
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
見
て
よ
い
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
や
情
報
公
開
法
の
も
と
、
各
税
務
署
に

は
税
務
情
報
開
示
専
門
官
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
者
番
号
の
濫
用
を
規
制
、
苦
情
処
理
を
行
う
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
よ
う
な
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
置
い
て
お
り
ま
す
。
政
府
税
調
の
素
案
に
は
、
こ
う
し
た

納
税
者
の
人
権
を
守
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
、
番

号
制
の
提
案
を
行
う
場
合
に
必
要
不
可
欠
、
あ
る
い
は
世
界
の
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

″
セ
ー
フ
ガ
ー

ド

・
コ
ス
ト
″
試
算
が
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
政
府
税
調
に
は
、
番
号
制
導
入
に
伴
い
人
権
を
守
る
必

要
性
が
出
て
く
る
こ
と
な
ど
、
ま
る
で
念
頭
に
な
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
政
府
税
調
は
、
番
号
制
を
導
入
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
試
算
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
資
料
を
ま
っ
た
く
公
表
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、　
″
税
務
″
に
限
定
し
て
番
号
利

用
に
伴
な
う

コ
ス
ト
・ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
試
算
し
た
の
で
は
ま
っ
た
く
ペ
イ
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、と
思
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、　
″
税
務
″
に
限
定
利
用
す
る
の
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
が
膨
大
に
な
り
、
そ
の
割
に

は
税
収
は
あ
が
ら
な
い
た
め
、
番
号
制
は

″
外
部
不
経
済
″
で
あ
る
と
し
て
、
導
入
反
対
論
が
強
く
な
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
利
子
等
の
現
行
の
分
離
課
税
の
総
合
課
税
化
も
行
先
が
不
明
瞭
で
す
し
、
コ
ス
ト
が

か
か
る
割
に
は
税
収
は
あ
が
ら
な
い
わ
け
で
す
。
政
府
税
調
は
、
税
務
に
限
定
し
た
本
来
の
意
味
で
の
納
税
者
番
号
は

初
め
か
ら
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
て
、
実
質
的
に
は
国
民
背
番
号
制
と
も
い
え
る
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た
共
通
番

号
制
の
導
入
に
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、　
″
税
務
は
つ
け
足
し
″
で
、
真
の
ね
ら
い
は
国
民
背

番
号
の
導
入
に
あ
る
た
め
、
と
言

っ
て
よ
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
以
外
の
分
野
に
官
民
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
共
通

の
番
号
を
使
い
、　
″
監
視
社
会
″
を
推
進
す
る
プ
ラ
ン
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
言
っ
て
よ
い
わ
け
で
す
。

共
通
番
号
の
よ
う
な
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た
番
号
制
の
検
討
は
本
来
、
政
府
税
調
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

で
す
。
明
ら
か
に
、
越
権
と
い
え
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
越
権
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
、　
″
納
税
者
番
号
′
と
い

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
使
っ
て
、
政
策
的
に
政
府
税
調
に
や
ら
せ
て
い
る
狡
猾
な
役
人
の
や
り
方
で
す
。
つ
ま
り
、
導
入
を

検
討
し
て
い
る
番
号
制
の
本
質
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
し
、
政
府
税
調
を
隠
れ
表
と
し
て
使
う
国
民

・
納
税
者
を
欺
い
た

や
り
方
で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
本
質
を
見
抜
き
、
批
判
で
き
る
学
者
が
余
り
に
も
少
な
い
と
い
う
現
実
も
問
題
と
言

え
ま
す
。



214

北
野
　
今
の
関
連
質
問
で
、
石
村
会
員
の
今
日
の
人
権
侵
害
の
指
摘
は
、
単
に
共
通
番
号
制
だ
け
で
は
な
く
て
、
税
に

限
定
し
た
場
合
の
納
税
者
番
号
制
を
導
入
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
適
正
課
税
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
う
え
に
、

同
じ
よ
う
に
人
権
侵
害
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
村
　
ま
っ
た
く
北
野
会
員
の
指
摘
し
た
と
お
り
で
す
。
税
務
に
関
連
し
た
番
号
制

（本
来
の
意
味
で
の
納
税
者
番
号

制
）
を
導
入
す
る
に
し
て
も
、
人
権
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
高
く
な
る
わ
け
で
す
。
政
府
税
調
が
考
え
て
い
る
よ
う

な
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た

（
共
通
）
番
号
制
の
場
合
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
と
言
え
ま
す
。

北
野
会
員
か
ら
指
摘
が
あ

つ
た
よ
う
に
、
政
府
の
番
号
制
導
入
プ
ラ
ン
で
は
、　
″
納
税
者
番
号
制
″
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
の
た
め
、
利
用
目
的
が

″
税
務
″
の
み
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
納
税
者

一
般
の
反
対
も
強
く
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。
連
合

（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
）
の
よ
う
に
、
「納
税
者
番
号
制
度
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
（九
二
年
一

一
月
一
〇
日
）
ま
で
出
し
て
、
政
府
税
調
に

″
早
期
導
入
″

の
申
入
れ
を
す
る
団
体
ま
で
出
て
く
る
始
末
で
す
。　
ま
さ

か
、
政
府
の
番
号
制
導
入
プ
ラ
ン
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
監
視
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、　
″
税
務
は
つ
け
足
し
″
な
ど
と

は
夢
に
も
思

つ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
き
ま
す
が
、
情
報
公
開
制
度
、
あ
る
い
は
税
務
情
報
開
示
制
度
は
、
番
号
制
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
税
務
行
政
の
透
明
化

・
適
正
化
と
い
う
視
角
か
ら
当
然
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と
い
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
番
号
制
を
検
討
す
る
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ

（番
号
制
導
入
基
盤
）
す
ら
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
わ
が
国

の
現
状
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
税
務
に
限
定
し
た
番
号
制
の
導
入
で
す
ら
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
イ
ン
フ
ラ
が
十
分
に
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整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
共
通
番
号
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
制
度
を
導
入
し
て
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
、
さ
ら
に
は
民

間
の
自
発
的
利
用
を
認
め
る
政
府
プ
ラ
ン
な
ど
、
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。″悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
け

れ
ば
恐
れ
る
に
足
ら
ず
″
と
い
つ
た
よ
う
な
ナ
イ
ー
ブ
な
議
論
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
わ
け
で
す
。
税
務
行
政
手
続
の
整

備
も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現
状
で
、
共
通
番
号
で
監
視
さ
れ
る
状
況
に
な
れ
ば
、
課
税
庁
は
完
全
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
し
、
国
民

・
納
税
者
は

″
情
報
の
オ
リ
″
に
収
容
さ
れ
、　
″
飼

い
主
は
役
人
″
と
い
う
状
況
に
な
り
か
ね
な
い

わ
け
で
す
。

鷲
見
　
法
政
大
学
の
鷲
見
で
す
。
私
は
税
務
行
政
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
ん
で
、
純
粋
に
教
え
て
い
た
だ
く

と
い
う
意
味
で
、
質
問
す
る
ん
で
す
が
、
現
在
、
納
税
者
番
号
と
い
う
の
は
、
事
実
上
つ
け
ら
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
あ
と
必
要
だ
と
す
れ
ば
、
今
、
石
村
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
言
わ
れ
ま
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
総
合
課
税
が

問
題
に
な
る
時
に
は
、
ま
た
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
あ
と
ほ
と
ん
ど
今
の
ま
ま
で
、
改
め
て
納
税
者
番
号

制
を
新
た
に
作
る
必
要
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
先
程
の
費
用
の
問
題
も
ほ
と
ん
ど
関
係
な

く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
村
　
確
定
申
告
書
用
書
式
が
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
と
、
そ
の
書
式
に
各
納
税
者
の
整
理
番
号
が
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
に
も
現
在
、
納
税
者
整
理
番
号

（Ｓ
ｘ
い
〓
①

●
●
ヨ
ぴ
ｑ
∽
）
は
あ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
現
行
の
制
度
で
は
、　
納
税
地
が
変
わ
る
な
ど
し
ま
す
と
番
号
も
変
わ
る
わ
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け
で
す
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
参
考
と
な
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ー
ス
で
す
。　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ー
ド
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
共
通
番
号

（出
生
番
号
方
式
の
国
民
背
番
号
）
制
度
の
導
入
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
民
の
徹
底
し
た
反
対
に
あ
い
、
法
案
が
三
度
も
議
会
に
提
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
遂
に
は
廃
案
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
提
案
さ
れ
、
導
入
さ
れ
た
の
が

「
タ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
イ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
」

（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
＝
Ｓ
Ｘ

』
〓
①

●
ｃ
ヨ
σ
ｏ
あ
）
制
度
、
つ
ま
り

「
納
税
者
番
号
制
」
で
す
。　
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
わ
が
国
の
納
税
者
整
理
番
号

制
度
と
同
じ
よ
う
な
既
存
の
番
号
制
度
を
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
化
し
た
も
の
で
す
。
付
番
機
関
は
、
個

人
と
法
人
双
方
と
も
課
税
庁

（
Ａ
Ｔ
Ｏ
＝
＞
房
■
”
〓
”
●
↓
”
ｘ
”
〓
ｏ
”
ｏ
〓
”８
）
で
す
。

し
か
も
、　
こ
の
納
税
者
番

号

（
Ｔ
Ｆ
Ｎ
）
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
納
税
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
と
い
う
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
設
け
、
Ｔ
Ｆ
Ｎ
情
報
の
目
的
外
利
用
、
濫
用
の
監
視
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
民

間
が
自
発
的
に
Ｔ
Ｆ
Ｎ
を
、
人
事
管
理
や
顧
客
管
理
な
ど
、
「税
務
関
連
」
以
外
に
利
用
す
る
と
違
法
と
な
り
ま
す
。

課
税
庁

（
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
以
外
の
行
政
機
関
が
Ｔ
Ｆ
Ｎ
を
勝
手
に
利
用
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
面
で

の
監
視
、
苦
情
処
理
な
ど
を
行
な
う
連
邦
議
会
直
属
の
独
立
機
関
が
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
な
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
が
国
で
も
、
堅
固
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
存
在
を
前
提

と
し
て
、
既
存
の
納
税
者
整
理
番
号
を
活
用
し
て
課
税
庁
を
付
番
機
関
と
す
る

「
納
税
者
番
号
」
制
を
導
入
す
る
手
も

あ
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
税
調
は
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
型

（
イ
タ
リ
ア
型
）
の

「
税
務
」
限
定
番

号
制
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
検
討
の
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。
年
金
番
号
を
統

一
し

「
基
礎
年
金

番

号
」
を
創

設
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し
、
そ
れ
を

「
税
務
」
に
活
用
す
る
、
あ
る
い
は
、
住
民
基
本
台
帳

（
及
び
外
国
人
登
録
原
票
）
に
統

一
コ
ー
ド
番
号

を
付
け
、
そ
れ
を
「税
務
」
に
活
用
す
る
し
か
選
択
の
余
地
は
な
い
、
と
い
っ
た
形
で
番
号
制
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
納
税
者
番
号
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
装

っ
て
、
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た

″
国
民
背
番
号
″

を

″裏
口
導
入
″
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
、　
一
般
納
税
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、　
経
済
学
者
や
財
政
学
者
、　
情
報
法
専
門
の
法
律
学
者
な
ど
も
、
″
納

税
者
番
号
″
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
目
つ
ぶ
し
を
く
わ
さ
れ
、
政
府
プ
ラ
ン
の
本
質
を
見
抜
く
眼
力
を
失
な
わ
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
わ
け
で
す
。
″
納
税
者
番
号
″
と

″
共
通
番
号
″
は
本
来
、
異
質
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

司
会
　
時
間
の
関
係
で
、
あ
と
お
ふ
た
方
に
質
問
が
き
て
お
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
は
、
川
瀬
会
員
に
対
し
て
静
岡
大
学
の
安
藤
会
員
、
も
う

一
つ
三
木
会
員
の
ほ
う
か
ら
も
出
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
、
安
藤
会
員
か
ら
。

安
藤
　
静
岡
大
学
の
安
藤
で
す
。
川
瀬
先
生
の
台
湾
の
土
地
政
策
と
い
う
本
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
う
か
が
い
し
た
い

な
あ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
は
そ
の
中
で
特
に
土
地
増
値
税
改
革
と
い
う
ふ
う
に
限
定
さ
れ
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
話
の
内
容
は
非
常
に
面
白
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
私
は
三
つ
お
う
か
が
い
し
た
い
の
で
す
が
、
ひ
と

っ
は
、
ど
う
し
て
土
地
増
値
税
と
い
う
原
文
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
増
価
税
と
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
か
ら
二
つ
目
は
、
こ
の
土
地
増
値
税
が
地
方
税
で
あ
る
、
と
。
実
は
、
こ
れ

は
、
孫
文
の
意
向
を
受
け
て
そ
う
な
っ
て
い
る
、
と
。
そ
し
て
地
方
財
源
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

は
評
価
で
き
る
と
、
そ
う
い
う
お
話
で
し
た
け
れ
ど
も
、
孫
文
の
時
代
と
い
う
の
は

一
九
二
〇
年
代
で
、
そ
の
頃
の
土

地
増
値
税
と
い
う
の
が
、
も
し
で
き
れ
ば
相
当
な
財
源
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
で
は
所
得
税
が
有
力
な
財
源
に
な
っ

て
い
る
、
と
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
所
得
税
の
ほ
う
は
国
税
に
全
部
と
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、
孫
文
以
来
だ
と
い
う
こ
と
で

土
地
増
値
税
だ
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
地
方
に
と

っ
て
は
不
利
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
そ
う
い
う
風
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

三
番
目
は
、
孫
文
の
平
均
地
権
論
と
言
い
ま
す
か
、
開
発
利
益
の
社
会
還
元
と
い
う
考
え
方
と
言
い
ま
す
か
、
そ
れ

が
こ
の
台
湾
の
土
地
増
値
税
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
生
き
て
る
の
か
。
そ
も
そ
も
が
生
き
て
る
そ
れ
の
継
承
だ
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
実
態
か
ら
見
て
ど
う
な
の
か
、
と
。
そ
の
三
つ
の
こ
と
を
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

川
瀬
　
ま
ず
第

一
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
原
文
の
ま
ま
で
も
十
分
理
解
で
き
る
と
思

っ
て
そ
の

ま
ま
使

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
「
土
地
増
価
税
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
に
と
く
に
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

わ
れ
わ
れ
が
土
地
増
価
税
と
い
う
場
合
は
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
課
税
対
象
と
し
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
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る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
台
湾
の
土
地
法
に
は
、

「
土
地
定
期
増
値
税
」
と
い
う
未
実
現
の
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
税
も
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
日
報
告
し
ま
し
た
実
現
し

た
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
け
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
も
し
あ
え
て
日
本
語
に
翻
訳
す

る
と

し
た

ら
、
譲
渡
所
得
税
と
す
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
二
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
結
果
的
に
現
在
自
治
体
に
は
不
利
な
税
源
配
分
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、

確
か
に
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
孫
文
の
構
想
に
は
、
土
地
に
関
す
る
も
の
以
外
の
税
目
は
、
視
野
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
県
を
基
礎
単
位
と
す
る
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
価
を
確
定
し
、
き
ち
ん
と
土
地
台

帳
を
整
備
し
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
保
有
税
を
課
税
す
れ
ば
財
政
問
題
は
基
本
的
に
解
決
す
る
、
そ
し
て
そ
の
税
収

は
す
べ
て
地
方
財
源
と
し
、
国
の
財
政
は
各
自
治
体
の
拠
出
に
よ
っ
て
ま
か
な
え
ば
よ
い
と
い
う
の
が
孫
文
の
考
え
で

あ

っ
た
こ
と
を
申
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
の
質
問
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
短
時
間
で
答
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
孫
文
の
理
想
が
ど
の
程
度
実

現
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
本
国
報
告
し
ま
し
た
土
地
増
値
税
の
実
態
が
示
し
ま
す
よ
う
に
、
は
っ
き
り
言

っ
て
あ
ま

り
高
く
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
父
と
呼
ば
れ
る
人
が
土
地
改
革
を
国
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
に
位

置
づ
け
た
お
か
げ
で
、
台
湾
の
土
地
行
政
は
、
次
の
ふ
た
つ
の
点
に
お
い
て
、
わ
が
国
よ
り
高
い
到
達
点
に
あ
る
こ
と

を
評
価
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

一
に
、
わ
が
国
の
場
合
、
土
地
政
策
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
行
政
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
に
応

じ

て
国
土

庁
、
建
設
省
、
国
税
庁
、
自
治
省
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
省
庁
が
登
場
し
ま
す
が
、
い
っ
た
い
ど
こ
が
最
終
的
な
責
任
を
負
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っ
て
い
る
の
か
さ

っ
ば
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
台
湾
に
は

「
地
政
」
と
い
う
行
政
機
関
が
設
け
ら
れ

て

お
り
ま

す
。
そ
の
役
所
と
し
て
の
仕
事
内
容
は
土
地
の
評
価
と
地
籍
の
整
備
、
収
用
な
ど
で
す
が
、
土
地
利
用
や
土
地
税
制
な

ど
、
と
も
か
く
土
地
に
か
か
わ
る
行
政
事
項
に
は
大
き
な
発
言
力
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
そ
の
地
政
機
関
に
よ
っ
て
地
籍
の
整
備
が
す
す
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
場
合
、

新
保
有
税
の
導
入
を
打
ち
出
し
た
政
府
税
制
調
査
会
の
答
申
に
お
い
て
、
具
体
案
を
明
記
し
な
か
っ
た
こ
と

に

つ
い

て
、
当
時
の
小
倉
武

一
会
長
が
、
明
記
し
よ
う
に
も
、
誰
が
ど
れ
だ
け
の
土
地
を
ど
こ
に
所
有
し
て
い
る
か
全
国
的
な

ベ
ー
ス
で
ま
っ
た
く
つ
か
め
て
い
な
い
か
ら
明
記
で
き
な
い
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
は
な
お
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
点
で
は
、
台
湾
は
地
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
す
す
め
る
な
ど
非
常
に
す
す
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
価
税
と
い
う
保
有
税
を
累
進
税
に
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
価
税
を
累
進
税
に
し

て
お
り
ま
す
ね
ら
い
は
、
大
土
地
所
有
者
の
税
負
担
を
重
く
す
る
こ
と
で
土
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
ね
ら
い
は
ほ
と
ん
ど
実
を
結
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
累
進
税
を
き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
思
え

ば
、
ニ
カ
所
以
上
に
分
散
し
て
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
の
納
税
額
を
確
定
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
名
寄
せ
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
正
確
に
行
な
う
に
は
、
や
は
り
地
籍
が
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。

以
上
の
二
点
は
、
税
制
に
と
ど
ま
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
土
地
に
か
か
わ
る
施
策
の
基
盤
と
言
え
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
基

礎
的
な
と
こ
ろ
で
台
湾
の
土
地
行
政
は
わ
が
国
と
比
べ
る
と
非
常
に
高
く
評
価
で
き
る
と
思
う
わ
け
で
す
。
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司
会
　
続
き
ま
し
て
、
三
木
会
員
の
ほ
う
か
ら
。

三
木
　
静
岡
大
学
の
三
木
で
す
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
簡
単
に
お
願
い
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
先
程
の
川
瀬

先
生
の
ご
報
告
の
中
で
、
台
湾
の
改
革
案
の
中
で
、
都
市
計
画
の
用
途
変
更
に
伴
な
う
利
益
等
に
つ
い
て
開
発
利
益
の

吸
収
を
図
る
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
わ
が
国
の
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
て
、
ど
う
す
べ
き
か
私
共
非
常
に
悩
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
台
湾
の
ほ
う
で
ど
う
い
う
議
論
が
あ
る
の
か
、

ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
お
そ
ら
く
川
瀬
さ
ん
も
同
じ
で
あ
ろ
う
と
思
う

の
で
す

が
、
台
湾
の
地
価
の
申
告
制
度
と
い
う
の
は
、
譲
渡
所
得
課
税
の
前
取
り
と
し
て
の
土
地
保
有
課
税
に
つ
い
て
は
有
効

だ
け
れ
ど
も
、
譲
渡
課
税
そ
の
も
の
に
適
用
す
る
の
は
非
常
に
問
題
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
自
身
聞

い
て
て
思
っ
た
ん
で
す
が
、
川
瀬
さ
ん
自
身
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
そ
の
へ
ん
も

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
瀬
　
最
初
の
質
問
に
お
答
え
す
る
前
に
、
そ
う
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
背
景
を
簡
単
に
申
し
て
お
き
ま
す
。
台
湾

も
今
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
あ
ま
り
景
気
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
李
登
輝
総
統
の
任
期
に
合
わ
せ
て
国
家
建

設
六
年
計
画
と
い
う
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
大
都
市
近
郊
の
非
住
宅
地
で
、
い
く

つ
か
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
を
手
が
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
わ
け
で
す
。
現
行
の
平
均
地
権

条
例
で
は
、
所
有
権
の
移
転
つ
ま
リ
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ
イ
ン
が
実
現
し
な
い
か
ぎ
り
、
土
地
増
値
税
が
課
税
さ
れ
な
い
の
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で
す
が
、
報
告
で
紹
介
し
ま
し
た
内
政
部
の

「
草
案
」
の
第
二
六
条
に
は
、
非
建
築
用
地
が
建
築
用
地
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
地
価
が
上
昇
し
、
か
つ
土
地
所
有
権
が
二
年
間
移
転
さ
れ
な
い
場
合
も
新
た
に
土
地
増
値
税
の
課
税
対

象
と
す
る
旨
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
用
途
変
更
の
場
合
だ
け
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
税
を
課
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
課
税
標
準
を
算
定
す
る
場
合
、
ま
ず
取
得
費
用
に
つ
い
て
は
、
報
告
の
土
地

増
値
税
の
第

一
の
特
徴
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
六
四
年
の
評
価
額
に
も
と
づ
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
問
題
は
、
二
年

間
移
転
が
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
の
課
税
対
象
と
な
る
土
地
の
評
価
を
ど
う
す
る
か
で
す
。
残
念
な
が
ら
私
の

み
る
限
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
台
湾
で
ま
だ
十
分
な
議
論
が
行
な
わ
れ
て
お
ら
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
き
ち
ん
と
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
草
案
」
の
方
向
で
の
土
地
増
値
税
改
革
を
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
れ
は
時
価
と
い
う
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。

第
二
の
質
問
で
す
が
、
ま
ず
、
公
告
地
価
の
評
価
替
え
に
つ
い
て
は
、
平
均
地
権
条
例
の
第

一
四
条
に

「
三
年
に

一

度
評
価
替
え
を
行
な
う
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実

は
、
こ
の
但
し
書
き
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
三
年
に

一
度
の
評
価
替
え
は
、
ほ
と
ん
ど
き
ち
ん
と
行
な
わ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
三
木
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
な

「
譲
渡
所
得
税
の
前
取
り
と
し
て
の
土
地
保
有
課
税
」
に
も
な

っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
公
告
現

値
を
譲
渡
税
に
適
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
問
題
が
あ
り
、
当
然
実
際
の
取
引
価
格
に
も
と
づ
い
て
課
税
す
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
、
台
湾
人
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、　
一
気
に
そ
う
し
た
改
革
を
行
な
う
に
は
、
報
告
で
も
申

し
ま
し
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
改
革
後
の
最
初
の
土
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地
取
引
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
大
幅
な
控
除
を
認
め
る
な
ど
し
て
、
徐
々
に
す
す
め
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
台
湾
で
改
革
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
か
な
り
紆
余
曲
折
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
今
日
の
と
こ
ろ
は
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
答
え
を
保
留
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
続
き
ま
し
て
、
井
上
会
員
の
ほ
う
か
ら
、
高
井
報
告
に
対
し
て
質
問
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

井
上
　
日
本
大
学
の
井
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
井
先
生
の
ご
所
論
に
つ
き
ま
し
て
は
か
ね
が
ね
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
今
日
は
、
素
人
の
立
場
か
ら
四
点
ほ
ど
、
今
日
の
お
話
に
か
ら

ん
で
質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

一
点
は
、
今
日
の
説
明
は
、
法
人
事
業
で
は
な
く
て
、
個
人
事
業
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
計
算
で
あ
る
と

い
う
前
提
で
お
話
に
な
っ
た
の
か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
人
か
ら
受
け
る
配
当
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
が
、
個
人
の
事
業
所
得
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
以
外
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
に
つ
い
て
た
と
え
ば
カ
ル
ド
ア
の

よ
う
な
エ
ク
ス
ペ
ン
デ
チ
ュ
ア

・
タ
ッ
ク
ス
、
つ
ま
り
、
支
出
税
、
こ
う
い
う
課
税
構
造
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
事
業
所
得
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
カ
ム
・
タ
ッ
ク
ス
の
課
税
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
個
人
課
税
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
課
税
と
イ
ン
カ
ム
課
税
と
の
整
合
性
は
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
三
に
つ
き
ま
し
て
は
、
、ミ
ー
ド
も
苦
労
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
リ
ア
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
以
外
に
金
融
機
関
の
課
税

に
つ
い
て
エ
フ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
簡
単
に
ご
教
示
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
四
点
が
生
涯
所
得
の
計
算
と
い
う
も
の
は
、
ロ
ン
グ

・
ラ
ン
で
考
え
た
場
合
に
経
済
情
勢
が

一
定
し
て
い
る
、
つ

ま
り
、
市
場
金
利
を
物
価
水
準
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
租
税
構
造
も
、
税
率
も
安
定
し
た
状
態
に
お
い
て
し
か
成

立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
間
を
持

っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
こ
れ
ら
の
要
因
が
変
動
す
る
場
合
に
は
、
生
涯
所

得
課
税
の
整
合
性
が
失
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。
初
歩
的

問
題
提
起
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
の
四
点
に
絞
り
ま
し
て
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
井
　
井
上
先
生
の
ご
質
問
の
要
旨
を
よ
く
理
解
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
事
業
活
動
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
私
は
、
個
人
で
あ

っ
て
も
、
法
人
で
あ

っ
て
も
、

事
業
形
態
の
違
い
で
あ

っ
て
、
価
値
生
産
目
的
に
投
入
さ
れ
た
資
源
に
つ
い
て
は
、
価
値
生
産
会
計
が
行
な
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
価
値
生
産
と
は
、
で
は
、
何
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
生
存
し

て
い
く
と
き
、
た
く
さ
ん
の
も
の
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
に
は
、
私
た

ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
選
択
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
選
択
作
用
の
基
準
と
な
る
意
識
の

表
象
が
価
値
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
哲
学
者
の
定
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
活
動
と
は
、
財
貨
、
用
役
に
対
し
て
何
ら

か
の
働
き
か
け
を
行
な

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
働
き
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
存
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
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を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
価
値
を
つ
く
り
出
す
働
き
、
価
値
創
造
、
価
値
生
産
の
働
き
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
活
動
を
開
始
さ
せ
、
続
け
て
い
く
に
は
、
何
ら
か
の
経
済
力
の
放
出
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
放
出
か
ら
の
流
入
を
、
私
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
握
ん
で
お
り
ま
す
。
価
値
生
産
活
動
は
、　
一
つ
の
経
済
活

動
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
う
ち
で
、
達
成
さ
れ
た
も
の
と
犠
牲
に
さ
れ
た
も
の
の
対
比
か
ら
活
動
の
成
果
が
え

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
生
産
さ
れ
た
成
果
で
す
。
こ
れ
が
、
株
主
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
ま
と
ま
っ
た
経
済
力
と
し
て
分
配

さ
れ
た
と
き
に
配
当
所
得
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
個
人
の
場
合
で
は
、
こ
の
生
産
所
得
と
分
配
所
得
が
同

一
人
に

帰
属
し
、
処
分
権
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
価
値
生
産
会
計
か
ら
は
生
産
所
得
の
計
算
を
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
価
値
生
産
活
動
に
必
要
な
資
金
の
投
資

コ
ス
ト
は
、
ご
報
告
申
し
ま

し
た

よ
う

に
、
さ
っ
引
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
以
上
は
、
借
入
金
の
資
金
と
同
じ
よ
う
に
出
資
者
の

資
金
も

コ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
さ
っ
引
く
。
そ
う
す
る
と
、
価
値
生
産
の
成
果
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
収
益
か
ら
費
用
を
引
く
残
余
計
算
で
は
、
こ
の
コ
ス
ト
は
利
益
の
な
か
に
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

株
主
が
提
供
し
た
資
金
に
対
す
る
コ
ス
ト
は
、
収
益
か
ら
引
か
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
支
払
わ
れ
た
後
の
も
の

が
、
生
産
所
得
で
、
そ
れ
を
株
主
が
も
つ
処
分
権
に
よ
っ
て
配
当
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
支
払
わ
れ
た
と
き
に
、
株
主

へ
の
分
配
所
得
に
な
る
と
考
え
る
の
で
す
が
。
株
主
の
出
資
に
は
、
価
値
生
産
活
動
に
必
要
な
資
金
の
提
供
と
こ
の
資

金
が
用
い
ら
れ
た
成
果
の
分
配
を
受
け
る
要
求
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
資
金
提
供
の
コ
ス
ト
は
欠
損
で
あ
っ
て
も

控
除
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
配
当
さ
れ
る
の
は
、
す
べ
て
の
費
用
を
控
除
し
た
成
果
の
分
配
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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井
上
　
も
っ
と
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
先
生
の
レ
ジ
ュ
メ
の
二
頁
の
計
算
に
は
支
払
配
当
が
入
っ
て
い
な
い
。
支
払

配
当
も
一
と
同
じ
よ
う
に
控
除
項
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
配
当
は
別
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…

高
井
　
そ
れ
は
別
で
す
。
今
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
利
益
の
な
か
に
は
、
資
金

コ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
資

金

コ
ス
ト
と
し
て
一
〇
％
は
引
き
な
さ
い
。
そ
の
残
り
の
分
が
危
険
と
事
業
活
動
に
よ
る
成
果
で
す
か
ら
、
配
当
と
し

て
支
払
わ
れ
る
と
い
う
恰
好
で
ご
ざ
い
ま
す
。

井
上
　
第

一
の
質
問
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
し
た
。
第
二
は
、
事
業
者
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

・
ベ
ー
ス
課
税

を
行
な
う
場
合
に
は
、
普
通
の
労
働
者
も
同
様
に
支
出
ベ
ー
ス
課
税
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
、
事
業
者
以
外
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
リ
イ
ン
カ
ム
課
税
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い

る
の
か
？
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
二
つ
の
個
人
課
税
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

高
井
　
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
で
す
ね
、
ミ
ー
ド
の
場
合
は
支
出
と
い
う
概
念
を
も
ち
込

み
ま

し
た

が
、
私
の
場
合
は
所
得
の
性
質
が
違
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
所
得
は
生
産
所
得
で
あ
っ
て
、
給
料
と
か
配
当
と
か

は
分
配
所
得
で
あ
る
。
所
得
の
性
質
の
違
う
も
の
は
同

一
に
は
律
せ
ら
れ
な
い
。
事
業
所
得
は
価
値
生
産
を
行
な
っ
た

所
得
で
、
こ
の
所
得
の
処
分
権
は
す
べ
て
事
業
主
に
あ
り
ま
す
か
ら
分
配
さ
れ
た
も
の
と
し
て
課
税
す
る
の
だ
と
考
え
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て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
で
、
利
子
や
配
当
、
給
料
な
ど
が
、
生
産
所
得
か
ら
の
分
配
所
得
で
あ
る
の
と
変

わ

り

ま

せ

ん
。
す
べ
て
処
分
可
能
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
段
階
で
、
ペ
イ

・
ツ
ウ

。
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
応
じ
て
課
税
す
る
の
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
処
分
で
き
る
所
得
で
は
な
く
、
価
値
生
産
活
動
に
よ
る
生
産
所
得
、
言
い
換
え
ま
す

と
、
価
値
生
産
利
益
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
生
が
言
わ
れ
る
事
業
所
得
で
す
ね
、
こ
れ
は
個
人
形
態
で
あ
ろ
う
が
、

法
人
形
態
で
あ
ろ
う
が
、
事
業
形
態
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
経
済
的
な
関
係
で
は
、
所
得
を
生
み
出
す
点
で

は
同

一
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
所
得
を
生
教
出
す
活
動
を
起
こ
さ
せ
、
つ
づ
け
さ
せ
て
い
く
に

は
資
金
が
必
要
で
す
か
ら
、
そ
の
資
金
コ
ス
ト
を
活
動
の
な
か
の
コ
ス
ト
と
し
て
控
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
従

っ
て
、
欠
損
で
あ

つ
て
も
株
主
は
事
業
活
動
の
た
め
の
資
金
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
貸
主
に
利
子
を
支

払
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
資
本

・
拠
出
者
に
対
し
て
も
そ
れ
な
り
の
利
子
は
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
う
い
た
し
ま

す
と
、
現
在
の
利
益
の
な
か
に
は
、
事
業
成
績
に
よ
る
も
の
、
事
業
リ
ス
ト
に
よ
る
も
の
と
資
金
の
拠
出
に
よ
る
も
の

と
が
明
確
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
現
在
問
題
に
な

っ
て
い
る
事
業
の
利
益
は
株
主
に
帰
属
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
事
業
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
整
理
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
利
益
の
帰
属
よ
り
も
、
生
産
さ
れ
た
所
得
を
は
っ
き
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
帰
属
は
こ
の
所

得
の
処
分
権
が
ど
こ
に
あ
る
か
の
問
題
で
、
処
分
さ
れ
る
に
は
、
処
分
対
象
に
な
る
生
産
所
得
を
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

井
上
　
第
三
は
金
融
機
関
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
計
算
上
は
預
金
の
預
り
も
、
イ
ン
フ
ロ
ー
に
な

っ
て
く
る
し
、



228

預
金
の
支
払
い
＝
返
還
、
こ
れ
は
ア
ウ
ト
フ
ロ
ー
に
な

っ
て
く
る
と
、
こ
う
い
う
意
味
で
理
解
し
て
よ
ろ
し
ゆ
う
ご
ざ

い
ま
す
か
？
・

金
融
機
関
の
場
合
も
通
常
の
事
業
者
の
場
合
も
、
ミ
ー
ド
の
よ
う
に
計
算
方
式
が
違
う
ん

で
は
な
く

て
、
先
生
の
お
考
え
は
ま
っ
た
く

一
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？

高
井
　
そ
う
で
す
。
金
融
機
関
の
場
合
に
は
、
経
済
的
に
は

一
定
の
資
金
量
を
必
要
な
と
こ
ろ
へ
配
分
す
る
と
い
う
価

値
生
産
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
預
金
を
集
め
て
イ
ン
フ
ロ
ー
し
、
そ
れ
を
貸
出
し
て
ア
ウ
ト

フ

ロ
ー
す

る
。
価
値
生
産
に
用
い
ら
れ
て
、
イ
ン
タ
ン
ス
ト
と
な
り
、
返
済
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
資
金
の
融
通
活
動
で
あ

っ
て

も
、
社
会
経
済
的
な
関
係
で
は
、
物
の
生
産
で
は
な
く

っ
て
も
、
何
ら
か
の
経
済
的
な
効
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
わ
け

で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
効
益
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
社
会
経
済
的
関
係
で
価
値
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
取
扱
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
い
く
ら
組
み
合
わ
せ
て
み
て
も
価
値
は
生
産
さ
れ
ま
せ
ん
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
は
価
値
生
産
過
程
へ
投
入
さ
れ
、
産
出
さ
れ
る
価
値
を
集
約
し
た
形
で
担
い
、
表
現
し
て
い
る
も
の
で
す
。
価

値
生
産
で
は
、
財
貨
、
用
役
の
価
値
生
産
活
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
変
化
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
捉
ま
え
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
で
は
こ
れ

へ
の
経
済
価
値
の
投
入
と
産
出
を
、
そ
れ
自
ら
の
価
値
と
し
て

一
元
的
に
そ
の
フ
ロ
ー
で
捉
え
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
み
る
の
も
、
財
貨
、
用
役
の
取
引
で
な
る
の
も
、
同

一
の
も
の
、
価
値
生
産
の
な
か
の
価
値
の

流
れ
で
み
て
い
る
の
で
す
。
今
日
は
、
報
告
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
損
益
計
算
の
利
益

一
三
七

・
五
と
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
で
の
利
益
が

一
致
す
る
の
は
、
同

一
の
価
値
の
流
れ
を
計
算
し
て
い
る
か
ら
で
す
。　
一
方
は
、
取
引
さ
れ
た

財
貨
、
役
務
を
売
上
と
し
、
取
得
し
、
消
費
、
使
用
し
た
財
貨
、
用
役
を
そ
の
取
引
価
額
で
測
定
し
て
い
る

の
に
対
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し
、
他
方
は
こ
れ
を

一
括
し
て
流
出
入
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
、
測
定
し
て
い
る
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
と
は
具
体
的
な
現
金
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
時
間
的
に
も
目
的
に
よ
っ
て
も

拘
束
さ
れ
て
い
な
い
自
由
性
と
即
時
性
を
も
つ
経
済
力
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
経
済
力
を
具
象
的
に
体
現
し
て
い
る

の
が
現
金
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
抽
象
的
な
概
念
で
す
。
私
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
こ
の
よ
う
に
定

義
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
経
験
的
な
も
の
と
し
、
具
象
化
し
て
い
る
の
が
現
金
な
の
で
す
。

司
会
　
最
後
に
谷
山
会
員
か
ら
、
鷲
見
会
員
に
対
す
る
回
答
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

谷
山
　
さ
き
は
ど
鷲
見
会
員
か
ら
納
税
者
番
号
を
作
ら
ず
に
、
と
い
う
お
話
し
が
あ

っ
た
が
、
問
題
は
総
合
累
進
課
税

の
徹
底
化
を
前
提
と
し
て
考
え
る
場
合
、
大
日
の
預
貯
金
者
と
か
株
式
の
売
買
と
か
は
、
実
際
に
は
全
部
銀
行
や
証
券

会
社
が
知

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実
国
税
局
の
資
料
調
査
課
や
査
察
の
調
査
で
は
ほ
と
ん

ど
把
握
さ
れ
て
い
る
。
納
税
者
番
号
制
を
議
論
す
る
ま
え
に
こ
の
よ
う
な
事
実
を
見
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

石
村
会
員
に
質
問
だ
が
、
財
政
学
者
が
納
税
者
番
号
制
に
賛
成
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は

一
部
で
は
な
い

の
力

″

石
村
　
い
や
、　
一
部
で
は
な
く
、
か
な
り
の
イ
ノ
セ
ン
ト
な
方
々
が
賛
成
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
も
、
賛
成

意
見
の
中
身
が
問
題
と
い
え
ま
す
。　
つ
ま
り
、

「税
務
」
に
利
用
目
的
を
限
定
し
た

「
本
来
の
意
味
で
の
納
税
者
番
号
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制
」
に
賛
成
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
現
在
政
府
税
調
が
想
定
し
て
い
る
、
多
目
的
利
用
を
前
提
と
し
た

「
実
質

的
に
は
国
民
背
番
号
で
あ
る
納
税
者
番
号
」
に
賛
成
し
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
点
で
す
。
私
個

人

と

し

て

は
、
番
号
制
賛
成
論
者
の
多
く
は
前
者
、
つ
ま
り

「
本
来
の
意
味
で
の
納
税
者
番
号
制
」
な
ら
ば
仕
方
が
な
い
、
と
い

う
形
で
賛
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
脱
税
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
な
ど

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
間
を
捕
ま
え
る
の
が
番
号
制
の
目
的
と
み
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
決
し
て

政
府
税
調
の
よ
う
な
税
金
問
題
を
検
討
す
る
機
関
が
、
庶
民
を
監
視
す
る
目
的
の
番
号
制
を
議
論
し
て
い
る
は
ず
が
な

い
、
と
い
っ
た
ナ
イ
ー
ブ
な
気
持
ち
で
賛
成
し
て
い
る
人
々
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
う

し
た
錯
覚
こ
そ
が
政
府
税
調
、
さ
ら
に
は
そ
の
背
後
に
い
る
役
人
の
ね
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
が
。

司
会
　
皆
様
方
に
、
質
問
あ
る
い
は
回
答
を
急
が
せ
て
す
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
時
間
が
超
過
し
て
、
こ
ち
ら
の
不
手

際
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
、
午
前
中
の
報
告
お
よ
び
討
論
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



Ⅲ
　
書
評

・
随
想
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書
評

三
木
義

一
著

『
現
代
税
法
と
人
権
』

（
一
九
九
二
年
、
勁
草
書
房
）

小

山

廣

和

（明
治
大
学
）

一
　

は
じ

め
に

本
書

『
現
代
税
法
と
人
権
』
は
、
三
木
義

一
教
授

（静
岡
大
学
・
税
法
学
）
の
本
格
的
な
処
女
論
文
集
で
あ
る
。

本
書
は
、　
一
九
九
二
年
九
月
に
勁
草
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
、　
一
九
九
三
年
二
月
に
、
三
木
教
授
は
、
本
書
を
主
論
文

と
し
て
、　
一
橋
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
は
、
著
者
の
学
位

（請
求
）

論
文
＝
博
士
論
文
で
も
あ
る
。

著
者
の
三
木
義

一
教
授
は
、　
一
九
五
〇
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
中
央
大
学
法
学
部
で
は
清
水
睦
教
授
の
憲
法
ゼ
ミ
に

所
属
し
、　
一
橋
大
学
の
大
学
院

（法
学
研
究
科
）
に
進
学
し
、
そ
こ
で
市
原
昌
三
郎
教
授
の
行
政
法
ゼ
ミ
、
杉
原
泰
雄
教

授
の
憲
法
学
等
の
指
導
を
受
け
た
あ
と
、
日
本
大
学
法
学
部
助
手
と
し
て
五
年
間
、
税
法
学
の
北
野
弘
久
教
授
の
下
で
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研
鑽
を
積
み
、
静
岡
大
学
で
税
法
の
研
究
と
教
育
に
従
事
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

本
書
の

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
市
原
先
生
の
後
任
の
南
博
方
教
授
か
ら
の
知
的
刺
激
や
、
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
の
稲
本
洋
之
助
、
原
田
純
孝
、
広
渡
清
吾
の
諸
教
授
、
東
北
大
学
の
藤
田
宙
靖
教
授
、
弁
護
士
の
五
十
嵐
敬
喜

先
生
た
ち
か
ら
の
、
主
と
し
て

「
開
発
利
益
吸
収
」
や

「
土
地
税
制
」
の
研
究
会
を
通
じ
て
の
学
問
的
薫
陶
な
ど
が
、

静
岡
大
学
人
文
学
部
法
学
科
の
自
由
な
雰
囲
気
と
隣
接
の
経
済
学
科
と
の
共
同

研
究

（と
り
わ
け
消
費
税
の
グ
ル
ー
プ
研

②

究
）
と
と
も
に
、
著
者
の
税
法
学
研
究
に
と
っ
て

「
と
て
も
有
意
義
で
あ

っ
た
」
と
、
著
者
は
感
謝
の
念
を
込
め
て
書

い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
本
書
の
第

一
三
章
に
収
録
さ
れ
た
論
文

「
酒
類
販
売
免
許
制
合
憲
論
批
判
」
及
び
第

一
三
章
補
論
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る

「
酒
販
免
許
制
合
憲
論
批
判
再
論
」
を

一
読
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
著
者
の
三
木
教
授
は
、
酒

類
販
売
免
許
制
違
憲
訴
訟
等
の
裁
判
や
そ
の
他
の
事
件
等
に
も
積
極
的
に
関
心
を
示
し
、
法
実
践
の
分
野
で
も
多
く
の

仕
事
に
関
与
し
て
い
る
。
税
法
学
の
基
礎
理
論
解
明
へ
の
理
論
的
関
心

（た
と
え
ば
本
書
第
一
章

・
第
二
章
な
ど
）
と
併
せ

て
、
現
実
の
税
務
行
政
や
税
金
裁
判
へ
の
実
践
的
関
心
も
旺
盛
で
あ
る
点
、
ま
た
、　
一
貫
し
て
納
税
者
の
側
に
立

っ
て

税
法
上
の
諸
問
題
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢

（
ス
タ
ン
ス
の
と
り
方
）
の
点
に
お
い
て
、
三
木
教
授
の
税
法
学
は
、

北
野
教
授
の
そ
れ
と
多
く
の
共
通
性
と
同
質
性
を
も

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
木
教
授
自
身
、
本
書

「
あ
と
が
き
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
と
り
わ
け
、
北
野
弘
久
先
生
に
は
、
助

手
と
し
て
五
年
間
ご
指
導
い
た
だ
い
て
か
ら
、
公
私
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
、
本
書
の
出
版
に
つ
い
て
も
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
私
は
先
生
の
学
問
方
法
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
税
制
に
お
け
る
人
権
問
題
を
研
究
し



235 書 評

て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
先
生
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
が
本
書
に

＞よ
っ
て

証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
深
い
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
う
」

本
書

（本
論
文
集
）
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
公
に
し
て
き
た
多
数
の
論
文
の
中
か
ら
、
憲
法
論
的
視
角

に
立

っ
て
租

税
法
上
の
諸
問
題
を
分
析
し
、
検
討
し
た
も
の
を
選
び
、　
一
冊
の
書
物
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
こ
の
よ
う

な
視
角
か
ら
の
税
法
学
研
究
を
志
す
に
至
つ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
身
が
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
本
書
は
、
私
が
税
法
学
を
専
攻
し
て
以
来
発
表
し
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
主
と
し
て
税
法
の
角
度
か
ら
憲
法
論
的

問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
論
文
を
中
心
に
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
税
法
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
学
部
三
年
生
の
時
に
質
問
検
査
権
に
関
す
る
講
演
を
聴
き
、
税
務
調
査
過
程
で
少
な
か
ら
ぬ
人
権
侵
害
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
憲
法
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
税
法
を
全
く
異
質
な
世
界
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
税
法
に
も
憲
法
の

光
を
あ
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
の
思
い
が
そ
の

う

後
の
私
の
研
究
方
法
に
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

こ
の
論
文
集
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
多
く
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識

。
問
題
関
心
か
ら
出
発
し
、
税
法
と
憲
法

と
の
架
橋
を
意
図
し
た
も
の
で
、
こ
の
分
野
で
の
先
駆
的
業
績
で
あ
る
北
野
弘
久
教
授
の

『
憲
法
と
税
財

政
』
（三
省

堂
。
一
九
八
三
年
）、
同

『
納
税
者
基
本
権
論
の
展
開
』
（三
省
堂
・
一
九
九
二
年
）
が
提
起
し
た
課
題
等
を

一
歩
で
も
進
め

０
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

０

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
主
観
的
に
も
、
ま
た
客
観
的
に
な
て
も
、
い
わ
ゆ
る

「
北
野
税
法
学
」
の

系
譜
な
い
し
学
統
を
受
け
つ
ぐ
性
格
を
色
濃
く
も

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
パ
北
野
教
授
の
最
新
刊

『税
法
学
の
実
践
論
的



展
開
』
〔勁
草
書
房
。
一
九
九
三
年
〕
と
問
題
意
識
が
重
な
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。）

著
者
に
は
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
著
書
が
あ
る
。
静
岡
大
学
税
制
研
究
チ
ー
ム

〔安
藤
実
＝
三
木
義

一
ほ
か
〕
著

『消
費
税
の
研
究
』
（青
木
書
店
・
共
著
・
一
九
九
〇
年
）、
『
租
税
手
続
法
活
用
事
典
』
（ぎ
ょ
う
せ
い
。
一
九
八
八
年
）、
『
う
ま

い
酒
と
酒
税
法
』
（有
斐
閣
新
書
・編
著
・
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

二
　
本
書
の
構
成

（
日
次
）

本
書

（本
論
文
集
）
の
構
成
は
、
Ⅲ
部

一
三
章
か
ら
な
り
、
そ
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
Ｉ
部

第

一
章

　

「
納
税
の
義
務
」
の
再
検
討

第
二
章

　
ヘ
ン
ゼ
ル
税
法
学
の
構
造

―
―
伝
統
的
行
政
法
学
批
判
の
た
め
の
一
素
材
と
し
て
―

第
二
章
　
第
二
次
納
税
義
務
の
再
検
討

―
―

「徴
収
不
足
額
」
説
か
ら
の
実
務
へ
の
批
判
を
中
心
と
し
て
―

第
１
部

第
四
章
　
租
税
規
範
に
対
す
る
憲
法
審
査
基
準

―

ビ
ル
ク
「
租
税
規
範
の
基
準
と
し
て
の
応
能
負
担
原
則
」
を
手
が
か
り
に
―
―
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第
五
章
　
給
与
所
得
税
制
と
不
公
平
税
制

―

大
島
訴
訟
最
高
裁
判
決
後
の
課
題
を
中
心
と
し
て
―
―

第
六
章
　
良
心
の
自
由
と
納
税
拒
否

―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
裁
判
官
の
擁
護
論
―
―

第
七
章
　
財
産
権
保
障
と
課
税
権
の
限
界

―

ド
イ
ツ
土
地
増
価
税
論
議
を
素
材
と
し
て
―
―

第
八
章
　
政
治
資
金
規
制
の
方
向
と
税
制

第
九
章
　
不
確
定
概
念
の
合
憲
性
の
判
断
基
準

―

租
税
法
律
主
義
と
過
大
役
員
報
酬
損
金
不
算
入
規
定
―
―

第
Ⅲ
部

第

一
〇
章
　

「
消
費
」
課
税
と
憲
法
原
則

第

一
一
章
　
中
小
企
業
特
例

・
前
段
階
税
額
控
除
を
め
ぐ
る
基
本
問
題

―
―
西
ド
イ
ツ
売
上
税
法
の
議
論
を
素
材
と
し
て
―
―

第

一
二
章
　
ど
ぶ
ろ
く
自
家
醸
造
禁
止
合
憲
論
批
判

第

一
三
章
　
酒
類
販
売
免
許
制
合
憲
論
批
判

第

一
三
章
補
論
　
酒
販
免
許
制
合
憲
論
批
判
再
論
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三
　
本
書
の
内
容
要
旨
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト

本
書
は
、　
一
三
の
章

（論
文
）
か
ら
成
り
、　
そ
こ
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
著
者
は
、

こ
れ
を
三
部

（第
Ｉ
部
～
第
Ш
部
）
に
分
け
て
い
る
。

第
Ｉ
部

（第

一
章
～
第
三
章
）
で
は
、
日
本
国
憲
法
第
三
〇
条
の

「
納
税
の
義
務
」
の
再
検
討

（第

一
章
）
、
ド
イ
ツ
で

初
め
て
税
法
学
を
独
立
の
学
問
と
し
て
体
系
化
し
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ン
ゼ
ル

（≧
げ
ｏ諄

口
８
８
ｒ
　
一
八
九
五
～
一
九
三

三
）
の

「
租
税
債
務
関
係
論
」

の
紹
介
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
日
本
の
伝
統
的
行
政
法
学

・
税
法
学
の
研
究
方
法
へ
の
懐

疑
と
批
判
の
た
め
の
素
材
提
供
と
基
礎
固
め

（第
二
章
）、

「
租
税
債
務
関
係
説

（論
）」
的
理
解
を
徹
底
し
た
場
合
の
具

体
例
と
し
て
の
第
二
次
納
税
義
務
の
再
検
討

（第
三
章
）
と
い
う
三
つ
の
論
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
論
考

も
、
税
法
学
上
の
基
礎
的
概
念
に
関
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
概
念

。
理
論

・
学
説
の
再
検
討
を
通
じ
て
、

著
者
な
り
の
税
法
研
究
の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅱ
部

（第
四
章
～
第
九
章
）
で
は
、
第
Ｉ
部
で
示
さ
れ
た
著
者
の
税
法
研
究
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
い
て
、
直
接
税
に

か
か
わ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ー
ー
た
と
え
ば
、
大
島
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
税
金
訴
訟

（憲

法
訴
訟
）
最
高
裁
判
決
を
素
材
と
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

〔
給
与
所
得
者
〕
の
所
得
税
制
度
と
税
負
担
の
公
平
等
の
問
題

点

（第
五
章
）
や
ド
イ
ツ
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
軍
事
費
納
税
拒
否
問
題
と
良
心
の
自
由
を
め
ぐ
る
問
題
（第
六
章
）、
同
じ

く
ド
イ
ツ
に
お
け
る
土
地
増
価
税
導
入
問
題
の
際
に
た
た
か
わ
さ
れ
た
憲
法
論
争
を
手
が
か
り
と
し
た
財
産
権
保
障
と
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課
税
権
の
限
界
の
問
題

（第
七
章
）、
企
業
の
政
治
献
金
と
税
制
の
問
題

（第
八
章
）、
過
大
な
役
員
報
酬
の
損
金
不
算
入

規
定
を
具
体
的
な
検
討
素
材
と
し
て
考
察
し
た
不
確
定
概
念
の
、
租
税
法
律
主
義
の
原
則
〔課
税
要
件
明
確
主
義
〕
の
観

点
か
ら
み
た
合
憲
性
の
判
断
基
準
の
問
題

（第
九
章
）、
そ
れ
に
、
各
種
の
租
税
特
別
措
置
に
代
表
さ
れ
る
政
策
税
制
の

氾
濫
の
中
で
形
骸
化

・
無
力
化
さ
れ
つ
つ
あ
る

「
応
能
負
担
原
則
」
・
「負
担
公
平
原
則
」
の
復
権
を
意
図
し
た
、
ド
イ

ツ
の
現
職
裁
判
官
デ
ィ
ー
タ
ー

・
ビ
ル
ク

（∪
蘇
ｏ『
∪
〓
富
）
の
租
税
規
範
の
憲
法
審
査
基
準
の
紹
介

・
検
討

と

そ
れ

を
通
じ
て
の
わ
が
国
租
税
法

へ
の
同
基
準
の
適
用
可
能
性
の
問
題

（第
四
章
）
―

あ
考
察
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
１
部
の
以
上
の
諸
論
考
に
共
通
し
て
い
る
著
者
の
問
題
関
心
な
い
し
問
題
意
識
は
、
憲
法
の
人
権

条

項

等

（た
と
え
ば
、
応
能
負
担
原
則

〔憲
法
一
四
条
・
二
五
条
・
二
九
条
〕
や
租
税
法
律
主
義

〔同
八
四
条
・
三
〇
条
〕
な
ど
）
と
税
法
の

具
体
的
な
諸
規
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
、
税
法
規
定
の
憲
法
審
査
基
準
の
明
確
化

・
精
緻
化
を
追
究
し
よ
う
と

す
る
点
に
あ
る
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
憲
法
学
界
で
も
税
法
学
界
で
も
従
来
、
必
ず
し
も

十
分
に
体
系
的

・
組
織
的
で
緻
密
な
議
論
や
論
考
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
著
者
の
問
題
提
起
は
、

新
鮮
で
あ
り
、
刺
激
的
で
、
か
つ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

第
１
部
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
直
接
税
に
関
す
る
若
干
の
問
題
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
第

Ⅲ
部

（第
一
〇

章
～
第
一
三
章
補
論
）
で
は
、
間
接
税
に
関
わ
る
憲
法
問
題
―
―
税
法
と
憲
法
の
双
方
に
ま
た
が
る
諸
問
題
―
―
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
間
接
税
に
関
す
る
問
題
は
、
従
来
、
税
法
分
野
の
中
で
も
、
あ
ま
り
法
的
な
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
領
域
で
あ
り
、
地
方
税
の
領
域
と
と
も
に
い
わ
ば
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（未
開
拓
領
域
）
で
あ
り
、
著
者
の
こ
の
領

域

へ
の
本
格
的
な
鍬
入
れ
の
作
業
と
も
い
え
る
第
Ⅲ
部
の
諸
論
稿
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
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点
を
、
理
論
の
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
彫
り
に
し
た
と
い
う
点
で
、
重
要
で
あ
る
。
第
Ⅲ
部
で
は
、
ま
ず
、

第

一
〇
章
で
、
消
費
税
導
入
論
の
論
拠
お
よ
び
消
費
税
法
制
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
基
本
問
題
が
、
批
判
的
立
場
か
ら

検
討
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
第

一
一
章
で
は
、
消
費
税
お
よ
び
付
加
価
値
税
制
の
よ
り
個
別
具
体
的
な
問
題
と
し
て
、
中

小
企
業
特
例
、
前
段
階
税
額
控
除
に
か
か
わ
る
憲
法
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
消

費
税

（付
加
価
値
税
）
を
取
り
扱

っ
た
こ
の
二
つ
の
論
文
の
中
で
、
著
者
は
、
ま
ず
、
消
費
税
導
入
の
論
拠
と
さ
れ
た

「
直
間
比
率
見
直
し
論
」
、
「既
存

の
間
接
税

（体
系
）
の
不
合
理
論
」
、
「貧
富
の
差
解
消
論
」
に
つ
い
て
、　
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
が
消
費
税
導
入
の
た
め
の

合
理
的
な
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
と
批
判
し
、
次
に
、
消
費
税
が
憲
法
上
も
つ
問
題
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
す

な
わ

ち
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
①

「
『消
費
税
』
が
、　
わ
が
国
の
税
制
全
体
を
通
じ
て
、
憲
法
二
五
条
の
要
請
に
適
応
す
る
た

め
に
は
、
課
税
最
低
限
以
下
の
者
が
負
担
し
た
間
接
税
を
還
付
す
る
制
度
、
そ
れ
も
所
得
税
と
連
動
し
た
も
の
で
は
な

く
、
独
自
の
還
付
制
度
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
」

（本
書
二
三
五
～
二
三
六
頁
）
と
主
張
し
、　
憲
法
二
五
条

や
応
能
負
担
原
則
と
の
関
係
で
現
行
消
費
税
制
度
の
問
題
性
を
指
摘
し
、　
②

「
消
費
税
が
従
来
の
物
品
税

（法
）
の
掲

名
主
義
と
は
異
な
り
、
法
律
上
課
税
物
品
を
限
定
明
記
し
な
い
の
で
、
課
税
対
象
が
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

つ

な
く
拡
大
し
、
そ
の
意
味
で
租
税
法
律
主
義
が
空
洞
化
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
③
消
費
税
と
い
う
名
称
に
も
か

か
わ
ら
ず
消
費
者
は
租
税
法
律
関
係
に
は
登
場
せ
ず
、
従

っ
て
、
こ
の
消
費
者
が
租
税
負
担
を
争
う
権
利
を
ど
う
保
障

す
る
か
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
が
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

第
Ⅲ
部
で
、
二
つ
目
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
は
、
酒
税
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
著
者
に
は
、
す
で
に

編
著
書
と
し
て

『
う
ま
い
酒
と
酒
税
法
』
（有
斐
閣
新
書

・
一
九
八
六
年
）
と
い
う
、
酒
呑
み
に
は
興
味
深
い

一
般
的
啓
蒙
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書
が
あ
り
、
酒
税
と
い
う
間
接
税
に
著
者
は
早
く
か
ら
持
続
的
に
関
心
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
は
、
酒
の
自
家
醸
造
を
禁
上
し
て
い
る
現
行
酒
税
法
の
違
憲
論

（第

一
二
章
）
お
よ
び
酒

類
販
売
に
免
許
制
が
と
ら
れ
て
い
る
現
行
酒
税
法
の
違
憲
論

（第

一
三
章
）
と
、
第

一
三
章
の
違
憲
論
に
対
す
る
課
税

庁

（国
）
側
か
ら
の
反
論
＝
酒
類
販
売
免
許
制
合
憲
論
に
対
す
る
再
批
判
を
内
容
と
す
る
論
文

（第

一
三
章
補
論
）
と
で

あ
る
。

著
者
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
論
文
を
通
じ
て
、
現
行
酒
税
法
の
以
上
の
規
制
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
税
収
確
保
を
名
目

と
し
た
規
制
に
す
ぎ
ず
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
人
権
―
―
憲
法

一
三
条
の

「
生
命

・
自
由
及
び
幸

福

追
求

権
」
の
一
部
で
あ
る

「
人
格
的
自
律
権
」
や
憲
法
二
二
条
の

「
職
業
選
択
の
自
由
」
＝
営
業
の
自
由
―
―
規
定
等
に
反

す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

四
　
若
干
の
考
察
と
感
想

―
―

「租
税
法
律
関
係
の
性
質
」
論
争
を
中
心
に
―
―

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
著
者
は
、
本
書
に
よ
っ
て

一
橋
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

⇒

ま
ず
は
じ
め
に
、
論
文
審
査
を
担
当
し
た
審
査
員

（南
博
方
、
杉
原
泰
雄
、
中
里
実
の
三
教
授
）
の

「
本
論
文
の
評
価
‐」

を

紹
介
し
な
が
ら
、
私
見
を
若
干
付
け
加
え
る
ス
タ
イ
ル
を
と
り
た
い
と
思
う
。

審
査
員
は
、
本
論
文

（本
書
）
を
租
税
法
と
憲
法
と
の
架
橋
を
意
図
し
た
意
欲
的
な
著
作
と
し
た
上
で
、　
お
お
む
ね

次
の
三
点
を
本
論
文
の
価
値
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
第

一
点
は
、
財
産
権
保
障
規
定
が
ど
の
程
度
ま
で
課
税
権
を
拘
束
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し
得
る
か
の
問
題
を
克
明
に
論
ず
る
な
ど
、
従
来
の
租
税
法
学
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
重
要
な
憲
法

上
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
こ
と
。
第
二
点
は
、
不
確
定
概
念
と
租
税
法
律
主
義
と
の
関
係
や
、
酒
類
販
売

・

醸
造
免
許
制
度
の
合
憲
性
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
租
税
法
学
の
立
場
か
ら
、
租
税
法
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
視
点
を
提

供
し
、
従
来
の
議
論
を
よ
り
深
め
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
論
拠
を
示
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
第
三
点
目
と
し
て
、
従
来

の
租
税
法
学
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た
基
本
的
な
問
題
、
例
え
ば
、
応
能
負
担
原
則
の
憲
法
的
意
義
、
納
税
の
義

務
の
法
的
性
格
、
良
心
の
自
由
か
ら
の
納
税
拒
否
権
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
議
論
の
紹
介

・
考
察

を
通

じ

て
、
新
た
な
論
点
を
提
供
し
、
わ
が
国
の
租
税
法
学
の
議
論
に
厚
み
を
加
え
た
こ
と
、
で
あ
る
。

さ
ら
に
審
査
員
は
、
著
者
が
、
税
制
と
人
権
と
は
無
関
係
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら
、
課
税

権
の
濫
用
の
歯
止
め
と
な
る
よ
う
な
法
的
議
論
を

一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
姿
勢
を
評
価
し
、
本
書
中
で
著
者
が
主
張

し
た
立
法
論
的
な
提
言
の
い
く
つ
か
が
、
そ
の
後
の
現
実
の
立
法
に
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
判
例
等
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
①
免
税
点
方
式
の
配
偶
者
控
除
は

「
逓
減
配

偶
者
控
除
」
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
は
、
そ
の
後
、
「
配
偶
者
特
別
控
除
」
〔所
得
税
法
八
三
条
の
二
〕

と
し
て
実
現
を
み
た

（本
書
第
五
章
一
四
八
頁
参
照
）。
②
給
与
所
得
者
実
額
控
除
制
の
提
言
は
、
そ
の
後
、
「特
定
支
出

控
除
」
制
度
の
導
入

〔
所
得
税
法
五
七
条
の
二
〕
に
よ
り
、　
一
部
実
現
し
た

（本
書
第
五
章
、
と
く
に
一
四
三
頁
参
照
）。

③
酒
類
販
売
免
許
制
が
税
収
確
保
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
旨
を
論
証
し
た
著
者
の
見
解

（本
書
一
三
章
、
と
く
に
三

９

〇
七
頁
以
下
、
参
照
）
は
、
最
高
裁
平
成
四
年

一
二
月

一
五
日
第
三
小
法
廷
判
決＜
に
お
け
る
坂
上
寿
夫
裁
判
官
の
少
数
意

見
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
の
事
実
は
、
著
者
が
、　
一
方
で
、
二

貫
し
て

「
納
税
者
の
権
利
」
擁
護
の
立
場
に
た
ち
、
そ
の
意
味
で
、
課
税

権
力
側

（国
・
自
治
体
）
の
課
税
権
の
濫
用
に
対
し
て
安
易
な
妥
協
を
許
さ
ず
断
固
と
し
て
論
争
を
挑
む
姿
勢

を
堅
持

し
つ
つ
も
、
同
時
に
、
他
方
で
、
与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
現
実
的
な
立
法
論
や
解
釈
論
を
提
示
し
、
改
革
へ
の
適

用
可
能
性

・
実
行
可
能
性
を
柔
軟
に
模
索

・
探
求
す
る
と
い
う

「
現
実
感
覚
」
な
い
し
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
兼
ね
備
え
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
税
法
研
究
に
あ
た
っ
て
の
理
論
的
側
面
と
実
践

的

・
実
務
的
側
面
と
が
、
著
者
の
独
自
の
学
問
的
性
格
の
中
で
、
著
者
な
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
か
つ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
は
、
著
者
の
税
法
学
研
究
の
一
つ
の
重
要
な
長

所
と
考
え
ら
れ
る
。

審
査
員
は
、
以
上
の
よ
う
に
本
書
の
優
れ
た
点
を
積
極
的
に
評
価
し
た
上
で
、
次
の
点
を
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ

と
し
て
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
い
ず
れ
も
、
比
較
憲
法
史
的
視
点
を

踏
ま
え
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
近
代
立
憲
主
義
型
市
民
憲
法
」
。
「
外
見
的
立
憲
主
義
型
市

民
憲
法
」
。
「現
代
市
民
憲
法
」
に
よ
っ
て
、
租
税

・
財
政
の
原
則
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
納
税
の

義
務
と
財
産
権
の
保
障
と
の
関
係
、
応
能
負
担
原
則
、
財
政
支
出
権
と
租
税
議
決
権
と
の
関
係
等
は
、
こ
れ
ら
の
憲
法

の
類
型
と
相
対
的

・
相
関
的
で
あ
り
、
憲
法
類
型
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、　
一
層
、
明
確
で
説
得
力
の
あ
る
説
明

や
理
論
展
開
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
示
唆
で
あ
る
。

こ
の
示
唆
は
大
変
重
要
で
あ
る
、
と
筆
者
も
考
え
る
。
前
提
と
な
っ
て
い
る
憲
法
制
度
を
考
察
の
際
に
視
野
に
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
下
で
つ
く
ら
れ
た
様
々
な
税

・
財
政
制
度
や
学
説
の
客
観
的
で
正
当
な
評
価
が
初
め
て
可
能
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と
な
る
か
ら
で
あ
る

（
ヵ
ｌ
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
い
わ
ゆ
る
学
説
の
「存
在
被
拘
束
性
」
の
理
論
）。
こ
の
仕
事
は
、　
し
か
し
言

う
は
易
く
行
な
う
は
難
い
性
格
の
も
の
で
、
該
博
な
比
較
憲
法
史
的
知
識
が
不
可
欠
で
あ
り
、
税
法
研
究
者
と
と
も
に

憲
法
研
究
者
に
よ
る
学
問
的
蓄
積
が
、
い
わ
ば
準
備
的
作
業
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の

仕
事
は
、
す
で
に
、
戦
前
期
に
美
濃
部
達
吉
、
宮
沢
俊
義
を
初
め
と
す
る
諸
教
授
に
よ
っ
て
手
が
つ
け
ら
れ
、
戦
後
憲

法
学
に
お
い
て
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
安
澤
喜

一
郎

・
小
林
直
樹

・
小
嶋
和
司

・
杉
原
泰
雄

・
北
野
弘
久

・
手
島
孝

・

吉
田
善
明
な
ど
の
諸
教
授
に
よ
っ
て
開
拓

・
蓄
積
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
り
、
そ
の
開
拓
線
が
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
る
間

題
領
域
の
一
つ
で
あ
る
。
筆
者
も
、
か
ね
て
か
ら
、
審
査
員
が
示
唆
し
た
こ
の
角
度
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
強
い
関
心

⑩

を
も

っ
て
お
り
、
不
十
分
な
が
ら
幾
度
か
覚
え
書
き
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
憲
法
学
と
税
法
学
と
の
双
方
の
領
域
に

広
い
問
題
関
心
を
も
ち
つ
づ
け
、
税
法
上
の
諸
問
題
を
常
に
憲
法
原
理
に
立
ち
戻

っ
て
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
研
究
姿

勢

の
著
者
に
と

っ
て
も
、
今
後
の
大
き
な
魅
力
あ
る
研
究
課
題
に
当
然
な

っ
て
い
る
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。

さ
て
、
審
査
員
に
よ
る

「
本
論
文
の
評
価
」
を
め
ぐ
る
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
お
わ
り
に
あ
た

っ
て
、
筆
者
の
若
干
の
読
後
感
を
印
象
批
評
風
に
つ
け
加
え
て
締
め
括
り
と
し
た
い
。

本
書
で
は
、
著
者
の
ド
イ
ツ
税
法
学
研
究
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
日
本
の
様
々
な
税
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

多
角
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
は
、
筆
者
の
能
力
を
は

る
か
に
こ
え
て
い
る
し
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
紙
幅
に
そ
れ
を
書
く
こ
と
は

「
帯
に
短
か
し
欅
に
長
し
」
に
な
り
か
ね
な

い
の
で
、
筆
者
が
現
在
抱
い
て
い
る
問
題
関
心
か
ら
み
て
、
強
く
印
象
に
残

っ
た
点
を
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
列
記
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
責
め
を
ふ
さ
ぎ
た
い
と
思
う
。
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一
章
の

「
『
納
税
の
義
務
』
の
再
検
討
」
の
論
稿
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
学
派
の
先
駆
者
と
な
っ
た

「
過
激
な
自
由
主

義
者
」
ヴ
ィ
ク
ゼ
ル
（パ
Ｅ
”
ョ
一ｏＦ
ｏ〓
　̈
一
八
五
一
～
一
九
二
六
）
の
議
論
を
紹
介

・
検
討
し
な
が
ら
、
租
税
根
拠
論
の

問
題
を

「
利
益
説
」
の
立
場
か
ら
憲
法
解
釈
論
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
こ
の
ト
ピ
ッ
ク

は
、
従
来
、
「租
税
」
概
念
の
ド
イ
ツ
型

・
イ
ギ
リ
ス
型
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
領
域
お
ょ
び
、
租
税
法
と
予
算

・

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

と
の
分
離
な
い
し
は
歳
入
と
歳
出
の
分
離
の
問
題
と
し
て
批
判
的
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
問
題
を
、
著
者
が
憲
法
解

釈
論
と
し
て
租
税
の
根
拠
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
と
い
う
ア
ン
グ
ル
か
ら
新
し
い
光
を
当
て
よ
う
と
し
た
も
の
と
筆
者

に
は
理
解
で
き
る
。
著
者
自
身
も
、

「
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
思
想
に
お
け
る
租
税
と
ド
イ
ツ
の
法
律
思
想
に
お
け
る
租
税

と
の
対
比
は
、
本
稿
で
い
う
租
税
利
益
説
と
租
税
義
務
説
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
（本
書
五
頁
注
０
）と
述
べ
て

い
る
。

著
者
は
、
「
本
稿
で
は
納
税
の
義
務
の
根
拠
論
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
課
題
を
批
判
的
に
整
理
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

国
民
の
人
権
を
財
政
の
レ
ベ
ル
か
ら
も
担
保
す
る
た
め
に
は
、
収
入
と
支
出
を
結
び
つ
け
た
積
極
的
な
解
釈
論
を
展
開

ゆ

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
日
の
憲
法
学
及
び
税

・
財
政
法
学
に
要
求
さ
れ
て
い
る
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
究
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
理
論
構
成
の
し
方
や
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
は
若
千
異
な
る
が
、
結
論
と
し
て
は
、
北
野
弘
久
教
授
が
か
ね
て
か

評
　
ら
精
力
的
に
議
論
を
展
開
し
主
張
し
て
き
た
歳
入
と
歳
出
の
統

一
的
把
握
の
必
要
性
、
租
税
の
徴
収
面
と
使
途
面
と
を

書
　
統
合
し
た
租
税
概
念
の
理
解
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
北
野
教
授
の
持
論
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

２
　
　
第
二
章

「
ヘ
ン
ゼ
ル
税
法
学
の
構
造
」
は
、
著
者
の
処
女
作
で
、
著
者
が
二
四
歳
の
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
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で
、
表
現
が
生
硬
で
、
必
ず
し
も
読
み
や
す
い
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら

ず
、
知
的
刺

激

に
と

む

∽
〓
日
色
”
〓
く
の
な
論
稿
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
論
文
の
理
論
展
開
を
追
い
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
触
発
さ
れ
、
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
思
考
誘
発
的
な
論
文
と
い
え
よ
う
。
「伝
統
的
行
政
法
学
批
判
の
た
め
の
一
素
材
と
し
て
」
と

い
う
サ
ブ

・
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
若
き
日
の
著
者
が
、
当
時
に
お
け
る
日
本
の

伝
統
的
な
行
政
法
学

・
税
法
学
の
研
究
方
法
へ
の
懐
疑
と
批
判
を
表
明
し
た
も
の
で
、
著
者
自
身
は
謙
遜
し
て
、
本
書

「
ま
え
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
本
書
の
中
で
中
核
を
し
め
る
論
稿
で
あ
る
。

「第
二
章
で
は
、　
ド
イ

ツ
税
法
学
の
基
礎
を
築
い
た
ア
ル
ベ
ル
ト

・
ヘ
ン
ゼ
ル
が
提
唱
し
た

『
租
税
債
務
関
係
説
』
の
現
代
的
意
義
を
彼
の
税

法
理
論
全
体
の
検
討
を
通
じ
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
処
女
作
で
、
読
み
返
す
と
恥
ず
か
し
く
な
る
点
が
多
い

が
、
私
の
意
気
込
み
だ
け
は
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
わ
れ
る
」
。

こ
の
論
稿
は
、
ヘ
ン
ゼ
ル
税
法
学
の
構
造
と
特
質
を
著
者
な
り
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
に
お
け
る
ド
イ

ツ
税
法
学
発
達
史
の
一
酌
を
素
描
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
お
り
、
読
者
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
税
法
学
の
行
政
法
学
か

ら
の
独
立
の
過
程
を
日
本
の
そ
れ
と
頭
の
中
で
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
税
法
学
理
論
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
現
在
の
日
本
の
税
法
学
理
論
の
い
く
つ
か
の
ル
ー

ツ
や
そ
の
成
立
経
緯
を
思
わ
ず
発
見
し
て
、
「
ア
ッ
、
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
本
書
三
八
頁
の
次
の
記
述
は
、
現
在
の
日
本
の
税
法
学
理
論
に
お
け
る
租
税
債
務
の

「
成
立
」
と

「確

⑮

定
」
の
区
別
の
原
型
を
理
解
す
る
手
懸
り
と
し
て
、
筆
者
に
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
が
マ
イ
ヤ
ー

を
批
判
す
る
際
、　
そ
の
実
定
法
の
根
拠
を

一
九

一
九
年
に
制
定
さ
れ
た
Ａ
Ｏ

（ド
イ
ツ
租
税
基
本
法
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
租
税
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通
則
法
―
―
筆
者

・
加
筆
）、
と
り
わ
け
同
法
八

一
条
の
規
定
が
与
え
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
八

一
条

は

『
租
税
債
務
は
法
律
の
定
め
る
課
税
要
件
が
充
足
さ
れ
た
と
き
に
成
立
す
る
。
租
税
債
務
確
定
の
た
め
に
税
額
の
確

定
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
租
税
債
務
の
成
立
を
延
期
し
な
い
』
と
規
定
し
、
マ
イ
ヤ
ー
の
主
張
と
異
な
っ
て
租
税

債
務
の
成
立
に
行
政
行
為
の
介
入
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、　
ヘ
ソ
ゼ
ル
は
ド
イ
ツ
租
税
基
本
法
に
お

い
て
、
租
税
法
律
関
係
の
特
殊
公
法
的
＝
一
元
的
把
握
に
対
す
る
抵
抗
理
論
と
し
て
租
税
債
務
関
係
論
を
展
開
し
え
た

の
で
あ

っ
た
」
。
こ
こ
に
は
、　
ヘ
ン
ゼ
ル
が
、
オ
ッ
ト
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
主
張
し
て
い
た
従
来
の
租
税
権
力
関
係
論

に
か
わ
っ
て
新
た
に
租
税
債
務
関
係
論
を
提
唱
す
る
に
あ
た
っ
て
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
新
た
に
制
定
さ
れ
た

一
九

一
九
年
の
租
税
基
本
法
（
Ａ
Ｏ
）
と
い
う
実
定
税
法
制
度
が
与
っ
て
力
が
あ

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
制

度
の
改
革
と
学
説
と
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
と
、
両
者
の
相
互
関
係
が
、
債
務
関
係
説
の
将
来
に
お

け
る
影
響
力
を
あ
る
程
度
担
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、と
筆
者
は
推
察
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
租
税
基
本
法
の
制
定
と
そ
の
後

の
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
税
法
学
の
発
展
に
関
す
る

記
述

（本
書
四
一
頁
）
は
、
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
国
税
通
則
法
の
制
定
と
そ
の
後
の
実
定
税
法
制
お
よ
び
日
本
税
法
学

の
発
展
と
パ
ラ
ン
ル
な
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
連
想
を
筆
者
に
与

え

て
く
れ

た
。著

者
は
、
本
稿
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
「租
税
実
体
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
租
税
債
務
関
係
説
の
考
え
方
が
支

め

配
し
て
い
る
と
い
え
る
の
に
対
し
、
租
税
手
続
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
租
税
権
力
関
係
説
の
考
え
方
が
支
配
し
て‐
」

い
る
と
す
る
田
中
二
郎
博
士
に
代
表
さ
れ
る
考
え
方
を
、
ヘ
ン
ゼ
ル
の
租
税
債
務
関
係
説
と
相
容
れ
な
い
も

の
と

し
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て
、
批
判
し
て
い
る
。

批
判
の
視
座
は
、
北
野
教
授
の
年
来
の
主
張
で
あ
る
法
実
践
の
レ
ベ
ル
と
法
認
識
の
レ
ベ
ル
の
自
覚
的
区
別
を
前
提

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
野
教
授
に
よ
れ
ば
、
法
認
識
論
の
視
角
か
ら
は
、
租
税
法
律
関
係
は
全
体
と
し
て
権
力
関
係

Ｄ

的
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
実
践
論
的
に
は
な
し
ろ
債
務
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
著
者
は
、
こ
の
北
野
教
授
の
主
張
を
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
く
。
「
つ
ま
り
、
北
野
教
授
に
よ
れ
ば
、

ヘ
ン
ゼ
ル
租
税
債
務
関
係
論
は
実
体
法
に
お
け
る
国
家
と
私
人
の
対
等
性
を
重
視
し
、
解
釈
論

（と
き
に
は
立
法
論
を
含

め
て
）
を
通
じ
て
、
あ
た
う
か
ぎ
り
手
続
法
関
係
に
も
実
体
法
レ
ベ
ル
の
平
等
性
が
及
ぶ
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ

り
、
同
時
に
そ
れ
は
特
殊
法
学
と
し
て
の
税
法
学
の
方
法
論
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿

は
、
か
か
る
北
野
教
授
の
問
題
提
起
を
積
極
的
に
受
け
と
め
、　
ヘ
ン
ゼ
ル
税
法
学
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

北
野
教
授
が
提
起
し
た
仮
説
を
、
い
わ
ば
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
伝
統

９

的
行
政
法
学

・
税
法
学
の
あ
り
方
に
対
し
て
反
省
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
。

著
者
の
描
き
出
し
た

「
ヘ
ン
ゼ
ル
税
法
学
の
構
造
」
は
、
第

一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
に
お
け

る
ヘ
ン
ゼ
ル
の
税
法
学
の
特
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
時
代
と
空
間
の
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
大
戦

後
の
日
本
国
憲
法
下
に
お
け
る
北
野
教
授
の
税
法
学
＝

「
北
野
税
法
学
」
と
の
類
似
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、　
ヘ
ン
ゼ

ル
の
鋭
い
憲
法
感
覚

（本
書
七
二
頁
）
、
応
能
課
税
の
原
則
の
主
張

（同
七
〇
―
七
一
頁
）
な
ど
、
憲
法
論
を
税
法
領
域
へ

導
入
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
北
野
教
授
と
類
似
し
て
い
る
。

著
者
は
、
「税
法
学
」
の
課
題
を
、
租
税
実
体
法
の
法
学
的
研
究
及
び
そ
れ
に
よ
る
租
税
手
続
法
の
実
体
法
的
構
成
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と
い
う
点
に
見
い
出
す
な
ら
ば
、
ヘ
ン
ゼ
ル
が
租
税
法
律
関
係
を
債
務
関
係
と
し
て

一
元
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ

と
こ
そ
法
実
践
論
的
に
は
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
と
主
張
す
る
。

筆
者
も
ま
た
、
「法
実
践
論
的
に
は
」
と
い
う
限
定
詞
を
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、　
こ
の
主
張
に
は
異
論
は
な
い
。
著

者
の
こ
の
主
張
と
、
金
子
宏
教
授
の
次
の
指
摘
と
は
、
筆
者
は
、
論
理
的
に
両
立
し
得
る
と
考
え
て
い
る
が
、
著
者
は

こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
機
会
が
あ

っ
た
ら
う
か
が
っ
て
み
た
い
と
お
も
い
な
が
ら
本
稿
を

読
ん
だ
。

「
法
技
術
的
に
見
た
場
合
に
、
租
税
法
律
関
係
を
権
力
関
係
若
し
く
は
債
務
関
係
と
し
て

一
元
的
に
把
握
す
る
こ
と

に
は
種
々
の
問
題
が
あ
る
が
、
歴
史
的
に
見
た
場
合
に
は
、
租
税
債
務
関
係
理
論
は
租
税
法
の
体
系
化
に
対
し
て
き
わ

め
て
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
」

「
尤
も
、
法
技
術
的
に
見
た
場
合
に
は
、
租
税
法
律
関
係
を
定
型
的

・
類
型
的
に
権
力
関
係
と
か
債
務
関
係
と
し
て

把
握
す
る
こ
と
は
も
と
も
と
問
題
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を

一
元
的
に
割
り
切
る
こ
と
な
く
ブ
レ
ー
ク
・
ダ
ウ
ン
し

て
、
租
税
法
律
関
係
の
中
に
は
種
々
の
法
律
関
係
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
あ
る
も
の
は
債
務
関
係
と
し
て
、

あ
る
も
の
は
権
力
関
係
と
し
て
把
え
る
方
が
適
当
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
権
力
関
係
と

い
う
の
は
、
法
技
術
的
な
意
味
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
‥
六
中
略
）
…

こ
の
よ
う
に
、
法
技
術
的
に
見
る
限
り
、
租
税
法
律
関
係
を

一
元
的
な
い
し
十
把

一
か
ら
げ
に
権
力
関
係
と
か
債
務

関
係
と
し
て
割
り
切
る
の
は
む
し
ろ
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ

っ
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
性
質
の
ち
が
う
諸
々
の
法
律

②

関
係
の
東
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
、
実
定
租
税
法
の
認
識
と
し
て
は
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」



250

私
見
に
よ
れ
ば
、
著
者
の
主
張
を
認
め
る
立
場
に
た
ち
、な
お
か
つ
、同
時
に
、
今
引
用
し
た
金
子
教
授
の
主
張
を
も

受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
な
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
主
張
は
、　
そ
れ
ぞ
れ
別
の
局
面

（ダ
イ
メ

ン
シ
ョ
ン
）
な
い
し
別
の
次
元

（
ン
ヴ
エ
ル
）
の
こ
と
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
筆
者
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、　
一
種
の
す
れ
ち
が
い
の
観
を
呈
し
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
原
因

の
少
な
く
と
も

一
つ
は
、

「権
力
関
係
」
や
法
の

「
認
識
」
と
い
う
同

一
の
言
葉
を
使
用
し
な
が
ら
、　
必
ず
し
も
同

一

の
内
容
を
対
象
と
し
な
い
で
議
論
と
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

第
九
章

「
不
確
定
概
念
の
合
憲
性
の
判
断
基
準
」
は
、
役
員
報
酬
損
金
不
算
入
規
定

（法
人
税
法
三
四
条
）
の

「
不
相

当
に
高
額
」
と
い
う
不
確
定
概
念
の
違
憲
性
を
、
具
体
的
な
事
件
を
素
材
に
検
討
し
た
論
稿
で
、
実
務
上
も
、
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
税
理
士
を
は
じ
め
と
す
る
税
の
実
務
家
に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
研
究
者
に
と
っ
て
も
大
変
に
興
味
を

も

っ
て
読
め
る
論
文
で
あ
る
。
租
税
法
律
主
義
の
原
則
と
い
う
憲
法

・
税
法
上
の
基
本
原
理
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
法
理

＝

一
般
的

。
原
理
的
要
請
と
、
個
別

・
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
個
別

・
具
体
的
妥
当
性
と
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せゆ

る
か
の
基
準
を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
著
者
が
本
稿
に
お
い
て
提
言
す
る

「
不
確
定
概
念
の
類
型
」
化

の
必
要
性

は
、
従
来
の
通
説

・
判
例
の
考
え
方
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
三
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
の

議
論
を
更
に

一
歩
す
す
め
た
試
み
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
課
税
庁
に
よ
る
具
体
的
基
準
の
公
表
が
、
基
準
の
射
程
距

離
な
い
し
妥
当
範
囲
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

第

一
二
章
以
下
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
酒
税
は
、
一
般
消
費
税
導
入
後
の
現
在
も
な
お
、
そ
の
税
収

（
お
よ
び

②

税
収
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
の
大
き
さ
と
そ
の
規
制
税
的
性
格
と
か
ら
、
石
油

。
た
ば
こ
の
消
費
税
と
と
も
に
、
三
％
の
一
般
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消
費
税
の
中
に
吸
収

。
一
本
化
し
な
い
で
い
わ
ば
別
枠
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
第

一
三
章
の

「
酒
類
販
売
免
許
制
合お

憲
論
批
判
」
に
お
い
て
、
著
者
は
な
ぜ
、
酒
販
免
許
制
が
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
の
真
の
意
図
を
探
究

し

て

い
る

が
、
そ
こ
で
の
論
理
の
展
開
力
は
強
靭
で
あ
り
、
実
は

「
酒
税
確
保
」
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
こ
と
を
論
証
す
る

に
至
る
過
程
な
ど
、
さ
な
が
ら
真
犯
人
探
し
の
推
理
を
す
る
名
探
偵
の
思
考
と
迫
力
を
想
起
さ
せ
、
推
理
小
説
を
読
む

よ
う
な
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
、
思
わ
ず
時
間
の
た
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
論
証
」
は
、

果
た
し
て
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
推
理
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、　
一
つ
の
精
緻
に
組
み

立
て
ら
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
立
論
な
の
か
、
筆
者
に
は
今
も

っ
て
判
断
が
つ
き
か
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
仮

り
に

一
つ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
論
考
は
、
現
実
の
制
度
改
革
論
に
無
視
で
き
な
い
力

を
も
つ
よ
う
に
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

Λ
注
Ｖ

ω

　
『
一
橋
論
叢
』

一
一
〇
巻
第

一
号

（
平
成
五
年
七
月
号
）

二
四
〇
頁
以
下
に
、
三
木
義

一
「
〔博
士
論
文
要
旨
〕
現
代
税
法

と
人
権
」
と
、
論
文
審
査
担
当
者
の
南
博
方
＝
杉
原
泰
雄
＝
中
里
実
諸
教
授
に
よ
る

「
〔博
士
論
文
審
査
要
旨
〕
論
文
題
日
・現

代
税
法
と
人
権
」
（同
二
四
八
―
二
五
三
頁
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
　
本
書

「
あ
と
が
き
」
三
五

一
頁
。

③
　
本
書

「
あ
と
が
き
」
三
五
〇
頁
。

④
　
本
書

「
ま
え
が
き
」
ｉ
頁
。

③
　
本
書

「
ま
え
が
き
」
�
～
�
頁
の
三
木
教
授
の
こ
と
ば
。

③
　
「
北
野
税
法
学
」
の
学
風

・
学
問
的
特
質
に
つ
い
て
は
、
三
木
義

一
「
税
財
政
学
か
ら
憲
法
学
へ
―
―

『
北
野
税
財
政
法
理
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論
』
が
提
起
し
て
い
る
も
の
」
北
野
弘
久

『
憲
法
と
税
財
政
』
〔三
省
堂
〕
四
二
九
頁
以
下
所
収
。
な
お
、
参
照
、
小
山
廣
和

「
憲
法
論
的
＝
法
社
会
学
的
税
法
学
の
誕
生
―
―
戦
後
日
木
税
法
学
に
お
け
る

『
北
野
税
法
学
』
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
ー
ー
」
北
野

弘
久

『
納
税
者
基
本
権
論
の
展
開
』
〔三
省
堂
〕
所
収
二
九
五
頁
以
下
。

０
　
一二
木

・
前
掲

『
一
橋
論
叢
』

一
一
〇
巻
第

一
号
二
四
六
頁
。

③
　
南
博
方
＝
杉
原
泰
雄
＝
中
里
実

「
博
士
論
文
審
査
要
旨

・
論
文
題
日
　
現
代
税
法
と
人
権
」
前
掲

『
一
橋
論
叢
』

一
一
〇
巻

第

一
号
二
五
二
～
二
五
三
頁
。

０
　
『
裁
判
所
時
報
』
（最
高
裁
判
所
事
務
総
局
）

一
〇
八
九
号
三
頁
。
な
お
参
照
、
永
田
秀
樹

「最
新
判
例
演
習
室

・
憲
法
」

『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
三
八
巻
八
号

（
一
九
九
三
年
三
月
号
）

一
一
二
頁
。

⑩
　
小
山
廣
和

「
憲
法
論
的
＝
法
社
会
学
的
税
法
学
の
誕
生
」
北
野
弘
久

『
納
税
者
基
本
権
論
の
展
開
』
所
収
三
〇
七
頁
注
②
～

三
〇
八
頁
注
０
所
掲
の
著
書

・
論
文
お
よ
び
北
野

「
予
算
」
雄
川

一
郎
＝
塩
野
宏
＝
国
部
逸
夫
編

『
現
代
行
政
法
大
系
』
第

一

〇
巻

（財
政
）
〔有
斐
閣
〕
所
収
四
七
頁
以
下
、
参
照
。

０
　
こ
の
よ
う
な
研
究
姿
勢
は
、
北
野
弘
久
教
授
の
そ
れ
を
基
本
的
に
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑫
　
森
嶋
通
夫

『
思
想
と
し
て
の
近
代
経
済
学
』
〔
日
本
放
送
出
版
協
会
〕
七
三
頁
。

①
　
安
澤
喜

一
郎

「
租
税
法
と
予
算
と
の
分
離
な
ら
び
に
租
税
法
律
主
義
の
原
則
」

『
法
律
論
叢
』
三
五
巻
四

・
五

・
六
号
、
同

「
租
税
の
本
質
」
『税
法
学
』
二

一
六
号
、
同

『
予
算
制
度
の
憲
法
学
的
研
究
』
〔成
文
堂
〕
二

一
八
頁
以
下
、
小
山
廣
和

「
租

税
の
法
的
概
念
」
北
野
弘
久
編

『
日
本
税
法
体
系
Ｉ
』

〔学
陽
書
房
〕
所
収
、
と
く
に
一
八
頁
の
ド
イ
ツ
型
と
イ
ギ
リ
ス
型
の

比
較
図
表
。
な
お
、
ド
イ
ツ
型
と
フ
ラ
ン
ス
型
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
杉
原
泰
雄

『
憲
法
Ｉ

・
憲
法
総
論
』

戸有
斐
閣
〕
三

三
三
頁
以
下
、
参
照
。
北
野
弘
久

『
税
法
学
原
論

（第
三
版
）
』
〔青
林
書
院
〕
六
四
頁
、
同

・
前
掲

「
予
算
」
四
七
頁
以
下
。

０
　
本
書

一
九
頁
。

①
　
た
と
え
ば
、
北
野
弘
久

『
憲
法
と
税
財
政
』
〔三
省
堂
〕、
同

『納
税
者
基
本
権
論
の
展
開
』

〔三
省
堂
〕

一
四
三
頁
以
下
所

収
の

「
納
税
者
基
本
権
」
概
念
、
同

『
税
法
学
原
論

（第
三
版
）
』
六
四
頁
以
下
、
参
照
。

ω
　
わ
が
国
の
国
税
通
則
法

一
五
条
二
項
は
、　
一
九

一
九
年
の
ド
イ
ツ
租
税
甚
本
法

（
租
税
通
則
法
）
八

一
条
と
全
く
同
じ
考
え
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方
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
金
子
宏

「
租
税
法
学
の
体
系
」
『公
法
研
究
』
三
四
号
二
五
五
頁
、
参
照
。

０
　
田
中
二
郎

『
租
税
法
』
〔有
斐
閣
〕

一
三
三
頁
、
同

『
租
税
法

（第
二
版
）
』
〔有
斐
閣

・
一
九
九
〇
年
〕

一
四
六
頁
。

①
　
参
照
、
北
野
弘
久

「
租
税
法
律
関
係
の
性
質
」
『
税
法
学
の
基
本
問
題
』
〔成
文
堂
〕
所
収
四
〇
頁
以
下
、
同

『
税
法
学
原
論

（第
二
版
）
』
〔青
林
書
院
〕
第

一
三
章

一
九
三
頁
以
下
。

①
　
本
書
三

一
頁
。

ω
　
本
書
七
八
頁
。

②
　
金
子
宏

「
租
税
法
学
の
体
系
―
―
特
に
行
政
法
と
の
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
―
―
」
『
公
法
研
究
』
三
四
号
二
五
四
頁
。

②
　
金
子

・
前
掲
論
文
二
五
五
―
二
五
六
頁
、
同

『
租
税
法

（第
四
版
）
』
〔弘
文
堂
〕
二
六
頁
。

０
　
本
書
二

一
四
頁
以
下
。

②
　
酒
は
た
ば
こ
と
並
ん
で
最
も
代
表
的
か
つ
特
殊
な
嗜
好
品
で
あ
る
た
め
、
各
国
で
古
く
か
ら
特
別
な
税
負
担
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。
酒
税
は
、
戦
前
に
お
い
て
は
国
税
収
入
の
第

一
位
を
占
め
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
直
接
税
収

入
が
増
加

し
、
現
在
で
は
、
国
税
収
入
の
約
三
％
程
度
で
あ
る
。
平
成
五
年
度
当
初
予
算
の
国
税
収
入
見
込
六
四
兆
二
、
九
〇
二
億
円
の

う
ち
、
酒
税
は
三

・
二
％
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
間
接
税
収
の
中
で
は
、　
一
〇

・
六
％
の
消
費
税
、
〓
下

五
％
の
揮
発
油

税
に
つ
ぐ
税
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
（大
蔵
省
主
税
局
調
査
課
長
編

『
図
説

。
日
本
の
税
制

（
平
成
五
年
度
版
）
』

〔財
経
詳

報
社

。
一
九
九
二
年
六
月
〕
五
三
頁
、　
一
七
〇
頁
、
参
照
）
。

②
　
本
書
三
〇
四
頁
以
下
。

（
こ
や
ま

・
ひ
ろ
か
ず
Ｈ
税
法
学

・
憲
法
学
）
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随
想
１

構
造
的
腐
敗
に
つ
い
て
思
う
こ
と

鷲

見

友

好

（法
政
大
学
）

租
税
理
論
学
会
に
参
加
し
て
い
る
研
究
者
は
、
三
つ
の
専
門
領
域
か
ら
租
税
問
題
の
理
論
的
解
明
を
行
い

「
総
合
租

税
科
学
」
の
確
立
を
願

っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
人
々
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
租
税
問
題
の

理
論
的
解
明
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
研
究
の
基
礎
に
社
会
的
公
正
、
日
本
国
憲
法
の
平
和

・
基
本
的
人

権

。
人
と
し
て
生
き
る
権
利
を
守
る
た
め
に
研
究
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
視
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
視
点
を
持
つ
人
達
に
と

っ
て
、
佐
川

・
金
丸
問
題
は
あ
き
れ
る
他
は
な
い
が
、
こ
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で

問
題
の
指
摘
は
さ
れ
て
は
い
た
が
、
明
確
な
証
拠
を
示
す
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
公
共
事
業
と
政
治
家
の
蓄
財
と
腐
敗

（官
僚
を
含
む
）
の
関
係
を
金
庫
か
ら
出
て
く
る
金
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
と
い
う
形
で
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
示
し
て

く
れ
た
と
い
う
、　
一
つ
の
副
産
物
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

租
税
問
題
を
扱

っ
て
い
る
者
に
と

っ
て
こ
の
問
題
で
特
に
腹
立
た
し
い
こ
と
は
、
①
金
丸
本
人
が
五
億
円
を
配
っ
た

と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
申
告
を
し
た
議
員
が

一
人
も
い
な
い
こ
と
＝
税
務
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
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と
、
②
使
途
不
明
金
な
る
も
の
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

小
さ
な
事
業
所
得
者
に
は
人
権
無
視
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い
調
査
を
し
な
が
ら
、
本
人
が
配

っ
た
と
言
っ
て

い
る
の
に
調
査
を
し
な
い
な
ら
ば
、
中
小
の
事
業
所
得
者
は
、
法
の
下
で
の
平
等
を
求
め
て
、
税
務
調
査
を
拒
否
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
有
力
な
政
治
家
の
申
告
所
得
と
そ
の
資
産
、
例
え
ば
豪
邸
と
の
関
係
を
税
務
署
は
調

べ
、
脱
税
を
摘
発
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

使
途
不
明
金
ほ
ど
国
民
を
バ
カ
に
し
た
も
の
は
な
い
。
経
理
の
専
門
職
員
を
何
人
も
置
い
て
い
る
大
企
業
で
巨
額
の

使
途
不
明
金
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
は

「
使
途
発
表
不
能
金
」
な
の
で
あ
る
。
使
途
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
税

務
当
局
に
は
言
え
な
い
金
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
、　
一
部
役
員
の
「私
的
な
消
費
」
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
大
部
分
は
政
治
家
へ
の
「献
金
」
（賄
賂
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
は
損
金
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
税
金
さ
え
払
え
ば
何
に
使
お
う
と
勝
手
だ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
使
途
不
明
金
が
政
治
腐
敗
の
元

凶
で
あ
る
こ
と
が
、
金
丸
問
題
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
使
途
不
明
金
に
は
、
重
加
算
税
を
か
け

る
だ
け
で
は
不
充
分
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
重
加
算
税
の
他
に
、
企
業
の
責
任
者

（
ト
ッ
プ
で
な
け
れ
ば
意

味

が

な

い
）
に
監
督
不
行
届
き
の
責
任
を
と
ら
せ
、
株
主
に
不
利
益
を
与
え
た

（利
益
を
も
た
ら
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
し
て
、
な
に
が
し
か
の
刑
罰
を
課
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
企
業
献
金
の
禁
止
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
使
途
不
明
金
を
現
在
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
で
は
、
賄
賂
は
依
然
と
し
て
な
く
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
企
業
会
計
の
専
門
家
の
方
々
の
意
見
を
是
非
聞
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

話
は
別
に
な
る
が
、
現
在
、
私
は
、　
一
九
八
二

上
二
（昭
和
五
七
・
五
八
）
年
度
の
人
事
院
勧
告
凍
結

・
値
切
り
と
そ



256

れ
に
抗
議
す
る
争
議
行
為
と
、
そ
れ
に
対
す
る
懲
戒
処
分
を
め
ぐ
る
裁
判
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
凍
結
の
最
大
の
理
由

が
「異
常
に
危
機
的
な
財
政
事
情
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
基
本
権
の
代
償
措
置
で
あ
る
人
事
院
勧
告
を
凍
結
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
最
大
限
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
が
最
大
限
の
努
力
を
す
れ
ば
人
勧
完
全
実
施

に
必
要
な
財
源
（
三
、
○
〇
〇
億
円
強
）
の
捻
出
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
が
争
点
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

種
々
の
方
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
政
府
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
人
勧
の
完
全
実
施
は
可
能
で
あ

っ
た
こ
と

を
証

言

し

た
。
財
政
論
と
し
て
は
国
の
主
張
を
ほ
ぼ
完
全
に
粉
砕
し
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と

は
、

政
府
は
、
財
界
の
言
う
こ
と
を
最
大
限
に
聞
き
入
れ
、
そ
の
つ
け
を
、
国
民
に
、
と
く
に
ス
ト
権
を
奪
わ
れ
て
と
い
う

意
味
で
弱
い
公
務
員
に
し
わ
よ
せ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
佐
川
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
り
便
宜
を
は

か
り

（
こ
こ
に
は
官
僚
が
介
在
す
る
）
、
ゼ
ネ
コ
ン
に
国
民
の
税
金
を
ば
ら
ま
き
、
そ
の
成
功
報
酬
と
し
て
巨
額

の
献

金
を
受
け
取
り
、
蓄
財
し
、
そ
の
つ
け
を
、　
一
般
庶
民
に
ま
わ
し
、
消
費
税
の
導
入
、
さ
ら
に
、
税
率
の
引
き
上
げ
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
の
腐
敗
し
た
政
治
構
造
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
秋
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
二
つ
の
地
裁
の
判
決
が
出
た
。
そ
の

一
つ
は
自
衛
隊
違
憲
裁
判
で
の
統
治
行
為
論
と

同
じ
よ
う
に
財
政
の
内
容
に
全
く
踏
み
込
ま
な
い
で
、
門
前
ば
ら
い
の
か
た
ち
で
原
告
敗
訴
の
判
決
を
出
し
た
。
そ
の

時
の
裁
判
長
は
、
高
裁
の
判
事
に
出
世
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
判
決
だ
け
で
は
な
く
、　
一
貫
し
て
こ
の
判
決

と
同
様
の
判
決
を
出
し
て
来
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
の
判
決
は
財
政
の
内
容
に
も
触
れ
た
も
の
で
、
原
告
勝
訴

の
判
決
を
出
し
た
。
こ
う
し
た
判
決
を
出
す
場
合
に
は
よ
ほ
ど
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。

二
〇
年
ほ
ど
前
に
、
私
も
証
人
と
し
て
か
か
わ
っ
た
長
沼
ナ
イ
キ
裁
判
で
は
、
自
衛
隊
違
憲
の
判
決
が
出
さ
れ
た
。



257 随想 1

教
科
書
裁
判
に
お
け
る
杉
本
判
決
と
同
様
に
画
期
的
判
決
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
の
福
島
裁
判
長
は
、　
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

に
あ
る
裁
判
長
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
判
決
以
後
は
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
さ
れ
、
最
後
は
、
地
方

の
簡
易
裁
判
所
の
判
事
と
し
て
定
年
と
な
っ
た
。
本
当
に
立
派
な
人
で
あ
る
。
裁
判
所
も
腐
敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

検
察
は
、
社
会
正
義
と
法
に
も
と
づ
い
た
捜
査
、
告
発
を
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
に

「
配
慮
」
し
て
手
加
減
を
し

て
お
り
、
腐
敗
の
根
源
に
手
は
つ
け
な
い
。
検
察
も
、
い
ま
な
お
腐
敗
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
租
税
問
題
を
通
じ
て
、
つ
ね
に
腐
敗
を
批
判
し
続
け
る
学
会
と
し
て
、
租
税
理
論
学
会
の

発
展
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

（す
み
。
と
も
よ
し
Ｈ財
政
学
）



随
想
２

「
改
革
」
ば
や
り
、
七

つ
の
疑
問

安

藤

　

　

実

（静
岡
大
学
）

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
第
二
臨
調
の

「
行
政
改
革
」
、
竹
下
内
閣
の

「
税
制
改
革
」
、
そ
し
て
今
日
の

「
政

治
改
革
」
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
「改
革
」
が
は
や
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
こ
う
も

「
改
革
」
が
続
き
ま
す
と
、
　
一
体

ど
う
な
っ
て
い
る
の
、
と
い
う
疑
間
が
出
て
き
ま
す
。

「
改
革
」
が
尽
き
な
い
よ
う
に
、
疑
間
の
方
も
次
々
と
わ
い
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
疑
間
の
な
か
か
ら
、

や
や
大
き
な
疑
間
を
七
つ
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

第

一
の
疑
問
。　
こ
れ
ら
の

「
改
革
」
は
、　
一
連
の

「
改
革
」
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
「改
革
」
は

い
ず
れ
も
制
度
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ

一
定
の
期
間
、
わ
が
国
に
お
い
て
機
能
し
、
定
着

し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、　
一
つ
の
制
度
に
手
を
つ
け
れ
ば
、
他
の
制
度
に
も
さ
わ
ら
ぎ
る
を
得
な
い
と
い
う
性
質
の

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
れ
ら
の

「
改
革
」
の
相
互
関
連
が
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
の
疑
間
。
も
し
こ
れ
ら
の

「
改
革
」
が

一
連
の
も
の
で
あ
る
場
合
、　
一
体
な
ぜ
、
こ
の
順
序
で
、
す

な

わ

ち
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「
行
政
」
、
「税
制
」
、
「政
治
制
度
」
と
い
う
順
序
で
、
「改
革
」
が
提
起
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
順
序
に
ど
う
い
う
意
味
が

あ
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
そ
こ
に
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。

第
三
の
疑
問
。
「改
革
」
の
提
起
者
は
い
ず
れ
も
時
の
政
府
な
わ
け
で
す
が
、権
力
を
保
持
し
て
い
る
側
が
、「改
革
」

を
唱
え
ざ
る
を
得
な
い
事
情
は

一
体
何
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
れ
ら
政
府
を
動
か
し
て
い
る
仕
掛

人
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

第
四
の
疑
問
。
ど
の

「
改
革
」
も
、
制
度
全
般
の

「
改
革
」
を
掲
げ
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に

「
改

革
」
さ
れ
た
こ
と
は
何
か
を
点
検
し
て
教
ま
す
と
、
全
般
的

「
改
革
」
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る
特
定
の
こ
と
が
ら

の

「
改
革
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
い
わ
ば
看
板
に
偽
り
あ
り
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は

「
改
革
」
推
進
者
の
本
来
の
意
図
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
五
の
疑
間
。
野
党
の
多
く
が
、
こ
れ
ら
の

「
改
革
」
を
容
認
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題

で
す
。
「
行
政
改
革
」
や

「
政
治
改
革
」
の
場
合
は
、　
共
産
党
以
外
の
野
党
は
、　
む
し
ろ
賛
成
の
側
に
回
っ
て
お
り
ま

す
。
消
費
税
問
題
で
も
、
当
初
反
対
し
て
い
た
の
に
、
多
く
は
そ
の
態
度
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

野
党
の
多
く
が
、
政
権
党
と
の
あ
い
だ
に
、
重
要
な
政
治
方
針
を
め
ぐ

つ
て
対
立
し
な
い
、
と
い
う
状
態
に
あ
る
、
こ

れ
は

一
体
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

第
六
の
疑
間
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
が
、
ほ
と
ん
ど

「
改
革
」
支
持
の
ム
ー
ド
を
煽
る
も
の
ば
か
り
と
い
う
の
も

問
題
で
す
。
新
聞
で
い
え
ば
、
論
説
、
政
治
欄
そ
し
て
経
済
欄
に
、
そ
の
傾
向
が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組

の
多
く
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
ら

「
改
革
」
の
内
容
か
ら
い
つ
て
、
鋭
い
批
判
的
扱
い
が
必
要
な
と
こ
ろ
な
の
に
、
ジ
ャ
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―
ナ
リ
ズ
ム
の
場
に
お
い
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
問
題
で
す
。

第
七
の
疑
間
。
こ
れ
ら

「
改
革
」
と
財
政
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
も

っ
と
も
こ
れ
は
単
な
る
疑
間
で

は
な
く
、
私
の
問
題
意
識
と
い
う
べ
き
こ
と
で
す
。
財
政
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
行
政
改
革
」
は
経
費
配
分
の
問
題

で
あ
り
、
「
税
制
改
革
」
は
収
入
構
成
の
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
今
回
の

「
政
治
改
革
」
は
、
そ
れ
自
体
政
治
問
題
で
あ

っ
て
、
以
前
の
二
つ
の

「
改
革
」
と
は
性
質
が

ち
が
つ
て
お
り
ま
す
。
も
し
財
政
と
政
治
と
の
関
係
を
、
手
段
と
目
的
と
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
と
す
る
な
ら
、
さ

き
の

「
行
政
改
革
」
と

「
税
制
改
革
」
は
、
今
回
の

「
政
治
改
革
」
に
対
し
、
ま
さ
に
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
し
た
場
合
、
あ
ら
た
め
て
出
て
く
る
疑
間
が

一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

「
行
政
改

革
」
と

「
税
制
改
革
」
に
よ
っ
て
、
も
は
や
財
政
問
題
は
解
決
ず
み
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。

「
政
治
改
革
」
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
九
条
の
廃
止
＝
国
連
を
か
く
れ
み
の
に
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
＝

「
大

国
日
本
」
の
仕
上
げ
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
道
は
財
政
面
で
は
、
重
税
の
道
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
財
政
問
題
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
深
刻
化
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
新
た

な

「
行
政
改
革
」
、
「税
制
改
革
」
が
持
ち
出
さ
れ
、
果
て
し
な
い

「
改
革
」
の
時
代
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
し

ょ
う

カ

（あ
ん
ど
う

。
み
の
る
■
財
政
学
）
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日
本
租
税
理
論
学
会
規
約

〔
一
九
八
九
・
一
二
・
九
制
定
〕

第

一
章
　
総
　
則

第

一
条
　
本
会
は
、
日
本
租
税
理
論
学
会

（
冒
ｏ
”
●
＞
∽
のｏ
ｏ
ご
〓
ｏ
●
ｏ
い
∽
ｏ
お
５
８

ｏ
［
↓
”
ｘ
”
〓
ｏ
●
）
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
、
東
京
都
に
置
く
。

第
二
章
　
目
的
及
び
事
業

第
二
条
　
本
会
は
、
租
税
民
主
主
義
の
理
念
に
立
脚
し
、
租
税
問
題
を
関
連
諸
科
学
の
協
力
を
得
て
総
合
的

・
科
学
的

に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
左
の
事
業
を
行
う
。

一　
研
究
者
の
連
絡
及
び
協
力
促
進

二
　
研
究
会
、
講
演
会
及
び
講
習
会
の
開
催

三
　
機
関
誌
そ
の
他
図
書
の
刊
行

四
　
外
国
の
学
会
と
の
連
絡
及
び
協
力

五
　
そ
の
他
理
事
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
事
業



２６２
　
　
　
　
第
二
章
　
会
員
及
び
総
会

第
五
条
　
本
会
は
、
租
税
問
題
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

第
六
条
　
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
会
員
二
人
の
推
薦
を
得
て
理
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
会
員
は
、
総
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
本
会
は
、
会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
少
な
く
と
も
毎
年

一
回
総
会
を
開
催
す
る
。

第
四
章
　
理
事
会
等

第
九
条
　
本
会
の
運
営
及
び
会
務
の
執
行
の
た
め
に
、
理
事
会
を
置
く
。

理
事
会
は
、
理
事
長
及
び
若
千
人
の
理
事
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

第
十
条
　
理
事
長
は
、
理
事
会
に
お
い
て
互
選
す
る
。

理
事
は
、
総
会
に
お
い
て
互
選
す
る
。

第
十

一
条
　
理
事
長
及
び
理
事
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
十
二
条
　
理
事
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

第
十
三
条
　
本
会
に
、
事
務
局
長
を
置
く
。

事
務
局
長
は
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

第
十
四
条
　
本
会
に
、
会
計
及
び
会
務
執
行
の
状
況
を
監
査
す
る
た
め
、
若
千
人
の
監
事
を
置
く
。
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監
事
は
、
総
会
に
お
い
て
互
選
し
、
任
期
は
三
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
五
章
　
会
　
計

第
十
五
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

一
月

一
日
に
始
ま
り
、
そ
の
年
の
十
二
月
二
十

一
日
に
終
わ
る
も

の
と
す

る

。

第
十
六
条
　
理
事
長
は
、
毎
会
計
年
度
の
終
了
後
遅
滞
な
く
決
算
報
告
書
を
作
り
、
監
事
の
監
査
を
経
て
総
会
に
提
出

し
て
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
改
　
正

第
十
七
条
　
本
規
約
を
改
正
す
る
に
は
、
総
会
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

第

一
条
　
本
規
約
は
、　
一
九
八
九
年
十
二
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
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理

事

長

事
務
局
長

理

　

事

〔
財
　
政
　
学
〕

〔
税
　
法
　
学
〕

〔
税
務
会
計
学
〕

〔
そ
　
の
　
他
〕

監

　

事

事
務
局
員

（
立
命

館

大
）

（
中

央

大
）

（酪
農
学
園
大
）

（東
　
経
　
大
）

（
日
　

　

大
）

日
本
租
税
理
論
学
会
役
員
名
簿

〔
。＊
は
籍
務
綿
蹄
成
理
事
〕

小
谷

義
次

（大
阪
市
大
）

北
野
　
弘
久

（日
　
　
大
）

安
藤
　
　
実

（静
　
岡
　
大
）

内
山
　
　
昭

（九
州
国
際
大
）

坂
本
　
忠
次

（岡

山

大
）

藤
岡
　
純

一
（高

知

大
）

横
尾

邦
夫

（国
学
院
大
）

新
井
　
隆

一
（早
　
　
大
）

吉
良
　
　
実

（阪
　
南
　
大
）

北
野
　
弘
久

（
日
　
　
　
大
）

三
木
　
義

一
（静

岡

「大
）

伊 市 大 富
キ
浦

藤 川 田 岡 野

一 幸 晴
悟 深 男雄 夫

池
上
　
　
惇

（京
　
　
大
）

小
谷

義
次

（大
阪
市
大
）

鷲
見
　
友
好

（法

政

大
）

宮
本

憲

一
（大
阪
市
大
）

（
岡
　
山
　
大
）

（福
　
井
　
大
）

（
日
　

　

大
）

河
谷

信
雄

（立
命
館
大
）

畑
山
　
　
紀

（札
幌
学
院
大
）

土
居
　
英
二

（静

岡

大
）

小
山
　
廣
和

（明

治

大
）

岩
波
　
一
寛

（中

央

大
）

坂
野

光
俊

（立
命
館
大
）

が
山

治
雄

（効
刑
経
営
研
）

山
村
　
勝
郎

（金

沢

大
）

石
村
　
耕
治

（朝
　
日

大
）

田
中
　
　
治

（大
阪
府
立
大
）

福
家

俊
朗

（名
古
屋
大
）

菅
原

　

計

（東

洋

大
）

田
中
　
　
浩

（
一　
橋

大
）

加
藤

睦
夫

（立
命
館
大
）

中
キ
首 石

村 藤 島

芳 重
昭 幸 弘

事
務
局
所
在
地
　
一Ｔ
ｌ０１
　
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
ニ
ー
三
―

一

日
本
大
学
法
学
部

一
八
〇
四
研
究
室
内

日
本
租
税
理
論
学
会

（郵
便
振
替
　
東
京
一
―
五
四
三
五
八
一　
日
本
租
税
理
論
学
会
）
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中
国

・
民
主

へ
の
提
言

四
六
判
二
三
四
頁

定
価
二
三
六
九
円

小
林
文
男
／
久
留
島
幹
夫
／
橋
本
学
／
柴
田
巌
著
　
一
九
八
九
年
六
月
四
日
、
天
安
門
広
場
の
群
衆
の
民

主
化
要
求
の
声
は
封
殺
さ
れ
た
。
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
冷
静
な
分
析
を
加
え
つ
つ
真
情
を
吐
露
す
る
。

闇
に
育
つ
光

四
六
判
四
七
五
頁

定
価
三
七
〇
〇
円

伊
藤
成
彦
著
　
金
大
中
氏
拉
致
事
件
の
真
相
究
明
に
奔
走
す
る
か
た
わ
ら
、
光
州
事
件
、
大
韓
航
空
機
事

件
等
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
日
韓
情
勢
に
、
民
衆
の
立
場
か
ら
行
動
し
発
言
し
て
き
た
著
者
の
軌
跡
。

結
婚
が
変
わ
る

四
六
判
二
九
五
頁

定
価
二
六
〇
〇
円

い
の
う
え
せ
つ
こ
著
　
″男
の
結
婚
難
″
の
時
代
、
結
婚
は
、
何
が
、
ど
う
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
新

し
い
女
と
男
の

″
い
い
″
関
係
を
模
索
す
る
著
者
の
ル
ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
第
二
弾
。

主
婦
を
魅
す
る
新
宗
教

四
六
判
三
二
九
頁

定
価
二
七
〇
〇
円

い
の
う
え
せ
つ
こ
著
　
抜
群
の
行
動
力
に
富
む
筆
者
が
、
足
を
使
っ
て
の
体
当
リ
パ
ワ
フ
ル
・
ル
ボ
。
主

婦
の
心
を
つ
か
む
新
宗
教
の
魅
力
と
は
何
か
。
信
者
た
ち
の
実
像
を
通
し
て
、
新
宗
教
の
核
心
に
迫
る
。
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